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一 

とめど もな く 走る 馬の あと を 追うて、 宇治山 田の 来 

友 は、 野と、 山と、 村と、 森と、 田の 中 を、 かなり 向 

う 見ずに 走りました。 

しかし、 相手 は 何 をい うに も 馬の ことです。 さし も 

の 来 友 も、 追い あぐねる のが 当然で したが、 そうかと 

いって、 そのまま 引返す 米 友ではありません。 ことに 

右の 放 たれた る 馬に は、 長 浜で 買 入れた 家財 雑 具 はい 

うに 足らない としても、 たったいま 両替した ばっかり 

の 何千と いうお 金が、 確実に 背負わせられ ている。 金 


額の 多少 を 論ずる わけで はない が、 ことに あのお 嬢 様 

が、 この 米 友 を 見込んで 用心棒 を 依頼して ある、 その 

責任感から 言つ て も、 追及す ると ころまで は 追及せ ず 

に はおられないでしょう。 

それ はそうと して、 来 友 もまた 心得た ところ も ある- 

奔馬と いう もの は、 前から 捉える に 易く して、 後ろ か 

ほね 

ら追 うに はこの 通り 骨 だが、 そうかと い つ て 馬と いう 

やつ は、 蝶々 トンボの 類 と 違って、 どう 間違っても 空 

中へ 向けて 逸走す る こと はない。 天馬 空を往 くと いう 

例外 も あるに は あるが、 通例と して は せいぜい 地上 を 

走る だけの ものである。 ああして せいぜい 地上 を 走つ 


ている そのうちに は 前途から 誰か 心得の ある 奴が 出て 

来て 取 捕まえて くれる か、 そうでなければ 馬め 自身が 

行 詰る ところまで 行って、 立往生す るか、 顚 落す るか 

より ほか はない もの だ —— ただ、 往来 雑沓の 町中で で 

も あると いうと、 他の 人畜に 危害 を 与える おそれ も あ 

るが、 その 点に 於て こういう 野中で は 安心な もの だ I 

I という 腹が 米 友に あるから、 焦りつつ も、 いくらか 

の 余裕 を も つ て 走る ことができる のです。 

ところが、 案に相違して、 なかなか 前途から、 心得 

の ありそうな 奴が 飛び出して 取 抑えて くれそう もな し、 

何 かこの 奔馬 をして、 行きつ まらせ ると ころの 障碍 物 


とい つたよう な もの も 容易 にないの であります。 

ついに 一 つの やや 大きな 川原 中へ 飛び出して しまい 

ました。 

「川へ 来 やが つた」 

川原 道 を、 ついに この 馬が ガム シャラ に 走る のです 

II その 川原の 幾 筋 もの 流れ をむ やみに 乗 切って、 ず 

ん ずん 飛んで 行く 馬 は、 まだ 石 田 村の 門前で ひっぱた 

のぼせ 

かれた 逆上が 下りないで、 お 先 まっくら がさせる 業な 

のでしょう。 

やむ こと を 得ず、 来 友 も つづいて 川原の 中へ 飛び 下 

りました。 


逆上し 切って お 先 真暗な ことに 於て、 奔れ 馬ば かり 

を 笑われませんでした。 幾分の 余裕 を存 して 追い かけ 

て 来たつ もりの 来 友 自身す らも、 この 時分 はかなり 目 

先が もうげん じていました。 

「わ— つ」 

という 喚声が、 行 手の 川の 向う 岸から 楊って、 そうし 

つ ぷ て  きつ 

て バラ バラと 礫の 雨が 降って 来た 時 は、 米 友が、 屹と 

な つ て 向う 岸 を 見込む と、 その 鼻先 へ、 今の 今まで ま つ 

し ぐらと いう 文字通りに 走って 来た 放れ 馬の 奴が、 不 

意に 乗 返して 来た ものです から、 その 当座の 米 友 は 土 

用 波の 返し を 喰った ように 驚いた が、 その 辺 はまた 心 


得た もので、 

「よし 来た！」 

何が よし 来た！ だか わからない けれども、 今まで 

追い かけても 追い かけても 追い かけ 足りなかった 目的 

物が、 今度 は 頼み もしない のに、 自分で 折返し 畳み 返 

して 来たので すから、 勿怪 の 幸いと 言えば 言う も の の 、 

この 際、 来 友で なければ、 たしかに 引返し 馬の ために 

乗りつ ぶされ てし ま つたこと は 疑うべく もありません。 

そこ を、 心得た リと身 を 沈めて、 轡づら をし つかと 

取った 米 友、 

「どう、 どう、 どう —— しっかり しゃがれ や あい」 


米 友 ほどの 人格者に 握られた 轡 ですから、 何の こと 

はありませんでした、 その 途端に、 馬の 逆上が すつ か 

り 引下った と 見えて、 大きな 目 も バッカリと 見える よ 

うにな つてみ ると、 疲労 そのものが 一時に 露出したら 

しく、 馬 相応の、 嵐の ような 息をついて 立ちす くみの 

体です —— ここで 来 友 は 完全に 奔馬 を 取 捕まえる こと 

の 目的 を 達しました。 

その 目的 だけ は 完全に 達した けれども、 前後左右の 

分別まで が ハツ キリと 手に 取れて いる わけで もな く、 

頭に うつって いる わけで もない のです。 

第一、 今まで ガム シャラ に 走り続け ていた この 馬の 


やつが、 今 ここへ 来て どうして 不意に 折返して 来た か、 

前途に 心得 ある 人が 出て 来た わけで もな し、 広い 河原 

で、 これ ぞ といって 障碍 物 も あり はしない のに —— こ 

い つが ここで 不意に あと 戻り を やり 出した 理由と 原因 

と は、 よく わかって いないの です。 しかし、 その 理由 

と、 原因 を わざわざと 探し 求める まで もな く、 来 友の 

まわり  い しっぷて 

身の 周囲に 降り そそぐ 石 礫が、 とりあえず この 不穏 

を 報告す る。 

二 


片手で 馬の 轡を 取りながら、 そうして、 石の 飛んで 

おびた だ 

来る 前 岸 を 見込む と、 さても 夥 しい 人出。 

向う 岸の 土手の 全部が、 ほとんど人 を 以て 埋 つてい 

る 光景 を、 来 友が はじめて 見ました。 

ありまち 

「や あ、 大変な 人 だな、 蟻 町の よう だ」 

石の 礫 は、 その 夥しい 人類の 中から 降って湧いて 来 

ている ことに 相違ない が、 この 夥しい 人類が、 いつの 

まに、 何のた めに ここへ 現われた の だか、 それ は ひと 

まず 来 友の 思案に余 りました。 

なるほど、 荒れ 馬の 飛んで 来る の は 危ない。 それ 故 

に 村の 人が 警戒 を 試む るの もよ ろしい。 だが 一 頭の 家 


畜 のために、 これ だけの 人数が 繰 出して 来る と は —— 

第一、 馬が この 川原へ 来る か 来ない うちに、 その 危険 

を おもんぱかって、 これ だけの 人数 を かり 集め 得た と 

すれば、 その 人寄せ は 人間業で はない。 

しかし また、 他に 目的あって ここに 待 構えて いるん 

なら、 何 かその 目的物が ありそうな もの だが、 あいつ 

らの 面と いう 面、 目と いう 目 は、 みんな こっちば つか 

リを 見合せ て いやがる —— だから、 この 一匹の 馬の た 

めにあの 人数が 繰 出された と 見る より ほか はねえ、 

おおぎょう 

大仰な こった。 

おやおや、 竹槍 を 持って るぜ、 竹槍 を 林の 如く あの 


通り 揃えて 持って いる。 こいつ は 驚いた な、 タカが 一 

匹の 放れ 馬の ために、 危 ねえ！ 

クル クル 眼 を 廻して、 驚いて ながめて いるう ちに も、 

礫の 雨が 絶えず 降って 来て、 同時に 向う 岸で 口々 に、 

ののし 

おれたちに 向つ て 何 か を 罵 りかけ ている よう だが、 

ガヤ ガヤして 何の こと だか 聞き とれね え。 

来 友と して は、 奔馬 追及の 目的 は 完全に 達せられた 

こと だし、 たとい、 彼等が 無理無体に 礫の 雨 を 降らし 

たと ころで、 ここでな にも、 好んで、 宇治山 田の 網受 

けの 芸当 をして お 目に かける 必要の ない ところで すか 

ら、 その 飛んで 来る 石の 雨 は 片時 も 早く 避けた 方が 賢 


いと 思慮した ものです から、 おもむろに 馬の 口 をと つ 

てこ ちらの 岸へ 戻って 来る と、 「発 止！」 これ はまた、 

どうした ことでしょう、 今度 は 戻って 来る 方の 岸から、 

礫の 雨が 飛んで 来ました。 

「こいつ は 驚いた」 

来 友 は 馬の 口 を ひかえて、 戻り 来る 岸の 上 を 見る と、 

そこに も 土手の 上 いっぱい、 f 于の子 を 盛った ような 人 

出です。 それが 口々 に 罵って いる、 竹槍 を 持って いる、 

来 友と 馬と を のぞんで 石の 雨 を 降らし かける、 それ は 

前 岸の 光景と 全く 同じ ことです。 

自分ながら 落着いた つもりが、 まだ 血迷って いた。 


向き を かえた つもり だが、 実はもう 一 べん 廻り 過ごし 

て 同じ 方向に 向いち まった か。 あわて 者が 馬へ 逆さに 

乗って 尻尾 を 見て、 「おやこの 馬に は 頭が ねえ」 と 言つ 

たが、 乗り 直して 頭 を 見て、 「尻尾 もね え」 と 言った と 

いう 笑い 噺が ある。 そうでなければ 大きな 鏡 仕掛で、 

あちらの 幻像 を、 こちらへ がんどう 返しに うつし 取つ 

たものと 見なければ ならない が、 事実上、 来 友が どち 

らを 向いて 見ても、 両岸が 同じ 光景 だもので すから、 

一 時、 どうしても、 そこに 馬の 口 を 取りながら、 立ち 

すくみの 姿勢 を とらざる を 得ませんでした。 

「わからね え。 わからね え 奴等 だ」 


それ は、 馬が 艇 けて 行く 方が 用心す るの は 当然で あ 

ると しても、 その 用心 か 惰力 かなに かで 文句 を 言い、 

石の 一 つも 投げて みょうと いう 手ず さみ は、 まあ わ 

かってい るが、 もうこの 通り、 馬 も 取 鎮めて しまって、 

そうして 穏 かに 曳 いて 帰ろう てえ のに、 その 引返した 

方の 奴が、 悪口 を 言 つて こっちへ 石 を 投げ かける てえ 

の は、 わからね え 理窟 じ やねえ か。 

こういう 人気の 土地 か 知らね えが —— こんな こと は 

初めて だ、 一匹の 馬の ために、 まあ、 見る がいい、 後 

から 後から と あの人 出 は、 村 方 総出 だ。 

おやおや、 竹槍 を 持 つたの が、 バ ラバ ラ こっちへ やつ 


て 来る ぜ。 

また、 向う 岸から も 竹槍 を 持った 奴が、 バラ バラと 

こっちへ やって来る ぜ。 いったい どうしょうて えんだ 

このお いらと、 馬と を、 両方から 挟み 討ちに して、 あ 

りょうけん 

の 竹槍で 突つ つき 殺さずに や 置かね えとい う 了見 か 

—— それ はいよ いよ わからね え。 第一、 この 馬と おい 

らが、 何 を 悪い こと をした の だえ。 

馬 はやみく もに ffi けたば つかり だ、 おいら は それ を 

としょ リ こども 

追つ かけて 来たば つかり なんだ、 老人 子供の 一 人に 

だって、 怪我 あさせた わけ じゃあね えんだ。 村 を 騒が 

せて 済まなかった といえば 済まなかった に 違えね えん 


だから、 その 点 はお いらだ つ て 詫び をし ろと 言えば し 

ねえと は 言わね えよ。 なにも こ つち も 好き このんで、 

馬 を 飛ばした わけ じ やねえん だ、 馬が 何 かに 驚いて 飛 

び 出したん だ、 何に 驚い たんだ か、 そんな こと はま だ 

原因 をた しかめる 暇 もな く、 おいら はこうして 追い か 

けて 来たんだ が —— なんにしても こっちに 責任の ある 

馬に は 馬なん だから、 詫びろ と 言えば 詫びら あな、 あ 

やまれと 言えば あやま つ て やら あ —— それ をお 前、 何 

もこつ ちに 一 言 も 言わ さねえ で、 両岸から 挟みう ちに 

ひどす 

して 竹槍で 突つ つき 殺そう た あ 酷 過ぎる！ 

タカが 一 頭の 馬の 畜生の ことじ やねえ か —— まるで、 


これ じ や 戦 だ —— まさか この 馬が 千両からの 金 を 積 

んで いる こと を 知っていて、 それ を 取りて えから、 あ 

あして 人数 を 集めた わけ じゃある めえ。 そうだと すれ 

ば、 村 中が 心 を 合せて 切取り 強盗 を 商売に している よ 

うな わけの もの だが、 今時そう いう 商売の 村と いうの 

は あるめえ。 第一、 この 馬が 千両からの 銭金 をつ けて 

いるかい ねえ か、 それまで 見き わめち やい めえ がな。 

おやおや、 来る よ 来る よ、 本当に やって来る ぜ、 あ 

の 通り 若い 奴が、 竹槍 を 持って、 こっちの 岸から も 御 

同様。 さあ、 もう 仕方が ねえ、 こうな つたから はこつ 

ち も 了見 をし なくち やなら ねえ。 


米 友 は 川原の 真中で じだんだ を 踏みました。 同時に、 

両方の 岸から、 すさまじい 鬨の声が 起り ました。 

竹槍 をし ごいた 両岸の 先陣 五六 名ず つが、 その 声に 

あお  ほんば 

煽られて、 奔馬の ような 勢いで、 来 友 をめ がけて —— 

事実、 来 友と して は、 そう 見る より ほかに 見よう がな 

い —— 両方から 殺到し 来る のです。 

こうなる と 米 友 は、 もはや、 じだんだ だけで は 許さ 

れ ない。 

もうい やです。 来 友と しても こんなと ころで またし 

て も 武勇伝 は 現わした く はない のです が、 実際、 身に 

降り かかる 火の粉 は 払わなければ ならない。 払って 置 


いて 相当の 弁明が 聞かれなければ、 もう それまで —— 

そういう 覚悟 をき める ことに は 未練の ない 男です。 

そこで、 足場 を 見計らつ てお 手の ものの 杖 槍 を 二三 

度、 素振り をして みてから に、 懐中へ 手 を 入れる と、 

久しく 試みな か つ た菱の 実の ような 穂先 を 取り出して、 

し つ かと その 先 を 食い こませた ものです。 

その 時 また、 わ あつ！ と 両岸で 山の 崩れる ような 

鬨の声。 


全く 理不尽 千万な、 乱暴 至極な、 前後から 一 応の弁 

明 もさせずに、 竹槍の 槍ぶ すま を 作って、 来 友 一人と、 

駄馬 一頭と をめ がけて 襲い 来る 暴挙。 これ は 甲 州 街道 

の 雲助で さえ も あえてし なか つたと ころの 兇暴です。 

しかし、 事 ここに 至って は、 いかに こと を 好まない 米 

友で あるに してから が、 勢い 決死 的に 応戦の 覚悟 をき 

める こと 以外に は、 正当防衛の 手段 は 無い のです。 

おど 

躍り 立った 来 友 は、 その 応戦の 準備 をして いる 途端 

に、 なんだか 急に、 風向きが 変って、 予想の 当てが 外 

れ たように も 受取れ る  それ は、 自分と 馬と にばつ 

かり 向って 来る ものと 思いき つ ていた 両岸の 竹槍の 槍 


ぶす まが、 決して 引返した という わけで はない が、 あ 

る 地点へ 来る と、 明らかに その 槍先の 当てが 違って い 

る、 向きが それて いると いう こと を 米 友が 認めました。 

当てが 違って おり、 向きが それて いると してから が、 

河原 を 真中に して、 川原の 両岸の 土手から 同じように 

進んで 来る こと は 少しも 変化 はない のです が、 その 槍 

先が —— つまり、 来 友と 駄馬との 焦点に 向っての み 集 

中し 来る ものとば つかり 信じて いたのが、 途中に して、 

そうでなかった という ことが 明らかに わかった のです。 

まと 

ある 地点で、 来 友の 的 を 外して しまった それから は、 

中に 何も 置かず、 川と 川 i5 だけで、 そうして、 両岸の 


竹槍と 竹槍と が、 対陣の 形に よって、 おのおの 両方 か 

ら 取 詰め て 行って いる こ と を 来 友が 明ら かに 認め まし 

た。 

「な あ ー んだ」 

と、 それ を 知った 瞬間に、 来 友が 思わず 力負けが して 

息 を 抜いた の は、 べつだん 事柄 を 軽んじた わけで もな 

ければ、 案外な ばかばかし さから、 嚙んで 吐き出した 

という わけで もない。 

つま リ、 この 火の粉 は、 自分の 身に のみ 降り かかる 

ものと 信じき つて 構えて いたのが、 実は わが 身に 降り 

かかる ので はない、 という こと を 知って、 個人的に 一 


安心した という ことに 止まり、 事件 そのものの 性質の 

危険性が、 それで 解消した という わけで は 決してない 

こと を 認める と共に、 一旦 「な あ ー んだ」 と 言って、 

ばかばかし そうに 力 を 抜いた 米 友が、 再び 別な 用心 を 

以て 構え を 立て直さな いわけに は ゆかなかった のです。 

それと いうの は、 被る 人が 誰であろう とも、 火の粉 は 

火の粉です。 火の粉が 自分の 身の上へ 落ちて 来る の 

じゃなかった、 という こと を 認めて 安心した の はいい 

が、 それが 人の 身の上なら 落ち かかって 来ても いい、 

と いう 理窟に はならない のです。 

充分の 危険性 ある もの は、 危険性 ある ものと してな 


お 存在し、 それが 自分の 頭 を 外れた と は 言いながら、 

他人の 頭へ なら 落ちても かまわない、 という 論法に は 

ならない のであります。 

両岸の 竹槍の 槍ぶ すま は、 米 友 を 焦点と する ことか 

ら 明らかに それ 出した けれども、 その 相手が 消滅に 帰 

したと いうので はなく、 手 取 早く 言えば、 今度 は 米 友 

とその 馬と を 抜きに して、 ひた ひたと 竹槍 同士の 対抗 

の 形と なって、 ジ リジリ 押し を はじめて いる。 

い くさ 

「な あ— んだ、 ここで も 戦 ご つ こが はじまつ て やが 

る」 

と 米 友が 冷笑し ました。 道 庵 先生が 関ヶ原で 演じた 模 


擬戦 を、 ここで も 誰かが 模倣して いる。 

面白く もね え —— と 来 友が さげすみました。 本来、 

米 友 は、 道 庵が する ような 芝居気 たっぷりが あまり 好 

きで はない のです。 紙 幟 を 押 立て、 模造 大御所で 納 

まり 返って、 あたら 金銭と 時間 をつ ぶし、 いい 年 をし 

た 奴が、 戦争 ごっこ をして みたところで、 何が 面白れ 

え —— 

子供 じゃある めえ し —— と 言って、 米 友が さげすむ 

の も 無理 はない のです。 道 庵 先生 は、 本来 ああい うこ 

とが 好きに 出来て るんだ。 つまり 病なん だ。 病で は 死 

ぬ 者 さえ あるんだ から、 どうも、 あの 先生に 限って、 


仕方が ねえと 諦めて るんだ が、 病で もなんでも ねえ、 

いい 年 をした 奴等が、 こう 大勢 寄り集まって、 あっち 

あき 

でも こっちで も 戦争 ごっこ をす るた あ、 呆れ返つ たも 

のじ やねえ か。 

かぎょう 

稼業 を 休んで さ —— 年に 一 度 か 二度のお 祭なら 仕方 

がね えが、 見たところ、 これ は 決してお 祭 じ やねえん 

だ。 

ちえ ッ  

来 友 は、 冷笑しながら それ を 見て いると、 事の 体 そ 

じょうだん 

の もの は 全く 冗談で もなければ、 いたずら でもない、 

好きで やって いる わけで も、 病で 狂って いる わけで も 


ない、 まして、 お 祭騒ぎで なん ぞ あるべき 余裕 や 賑わ 

いはちつ とも 見えない のみならず、 明らかに 殺気 その 

ものが 紛々 濛々 と 湧いて いるので す。 

四 

今や、 最初に 来 友 をめ ざして 突き進んで 来た 両岸の 

十数 名 は、 それ は 先陣で ありました。 

先陣 は 勇者 中の 勇者の する ことです。 来 友 を 的と し 

ての 槍先 はこのと き 全く それた が、 槍と 槍と が 川原の 

真中で 出逢った ところで すなわち 白兵戦が 演ぜられる 


のかと 思う とそうで なく、 ある 地点へ 行く と、 また 急 

角度に 槍先が 変って、 今度 は 両方の 先陣と も、 川 を さ 

し はさんで 並行 線に なって、 まっしぐらに a け 登って 

行く ところ を 見る と、 そこに 水門 口が あります。 

いぜき 

一 方 は 井堰。 

ちょうど、 山 崎の 合戦で、 羽柴 軍と 明智 軍と が 天 王 

山 を 争うた ように、 この 両箇の 先陣が、 その 水門 口 を 

めがけて 我先にと 競い かかる 有様が、 来 友に ハツ キリ 

と 読めました。 

「はは ァ II 水門 だな」 

今や 明らかに 両軍 争奪の 的が、 来 友 及び その 馬で あ 


る こと は 消滅す ると 共に、 新たなる 目的物の 存在が わ 

かりました。 

目的 は あの 「水門 口」 の 奪い合い だとい うこと は、 

馬鹿で ない 来 友の 頭に かつきり とわから ない はず は あ 

りません。 

「よく ある こと だ！」 

それ は 芝居気 たっぷりな 模擬戦で もなければ、 見得 

や 慰みで やる お 祭で もない。 好きと 病で、 稼業 を 休ん 

で、 ああして いる わけで はない。 全くの 戦争 だ、 いや、 

戦争 以上の 生活の 戦いだ。 

水争いで ある —— よく ある こと だ、 ひでりの 年に は。 


水 を 取る と 取らない と は、 二つの 村の 収穫に 関係す 

るので ある。 一年の 収穫 は、 百姓の 生活の 全部に 匹敵 

する ので ある。 彼等 両岸の 村々 の 者が、 その 収穫の た 

めに 水 を 得ようと する の は、 その 生活の ために 生命 を 

守ろうと する のと 同じ こと だ。 

必要 だ II 道 庵 流の 模擬戦と は 事が 違って、 現実に 

即した 生死の 争いだ、 笑い ごと や、 冗談 ごと じ やねえ 

ぞ！ 

来 友が そうさと つてく ると、 おのず からまた 力瘤 

が 満ちて、 じだんだ が 川原の 砂地へ 喰い 入りました。 

ここで 今、 生活の 白兵戦が 始まる の だ、 さあ 後陣が 続 


なだれ を 打って、 後ろから 人数が 繰 出して 来た ぞ。 

しびと 

や あ、 こいつ は —— 川原 いっぱいが 死人の 山になる 

の だ、 気の毒 だな あ —— 

どっちに も 理窟 は あるだろう、 どっち も 生死の境 だ 

ちげ  さば 

からこうな つたに は 違えね えが、 何とか 捌き はっかね 

えもの か、 両方と もに 生きた いがため に 水が 欲し いん 

しびと 

だ、 それ だのに、 両方 は 死人の 山 を 築い たんで は 何に 

もなら ねえで はない か、 意地 を 張る という やつ は、 得 

てして こんな もんだ が、 さあ、 こいつ はいけ ねえ。 

かたき 

おいら 一人 を 目の敵に やって来たなら、 まだ 始末 


はいいが —— この 多勢で 入 乱れて 混戦と なったら 手 は 

つけられ ねえ。 

困った な あ、 弱った な あ、 ちえつ！ 

米 友 は 歯嚙み をして、 じりじりして、 眼 を クリク リ 

させて、 じだんだ を 幾つ も 踏んで みました けれど、 足 

がいよ いよじり じりと 砂地の 中に 喰い 入る ばかりで、 

全く 手の つけよう も、 足の のばしよう もない こと を覚 

ら ずに はおられません。 

今や 双方の 先陣が、 水門 口の 天王山 を 双方から 取 詰 

めて、 竹槍の 先が 火花 を 散らして、 両岸に 血の 雨の 洪 

水 を 切って 落そうと する  瞬間に、 いつ、 どこから、 


いつの まに 身 を 現わした のか、 その 天王山の 中央の 水 

門の 上へ、 すっくと 身 を 現わした 一 つの 人影 を 米 友が 

認めました。 

それ は、 来 友が 認めた ばかりで はありません、 万人 

ひとしく 注意の 焦点で ありまし たから、 誰 ひとりと し 

て、 その 一個の 人影 を 認めない ものはなかった ろうと 

思われます。 それの みならず、 認める に は、 ちょうど 

都合の いいように、 地の利 もよ かった し、 第一、 その 

ふうさ い 

人影 そのものの 風采が、 かつきり、 あたり 近所 を 劃し 

ておりました。 

ちくそう せ つ き 

というの は、 その 一 つの 物 形 だけが 竹槍 蓆 旗の 両岸 


の 人民た ちと 違って、 鮮か にさむ らいの いでたちの、 

しかも 寛 潤な 着流しで、 二 本の 大小 を 落し 差しに して 

いる 風采 そのものが 示します。 

不意に 現われた この 一個の 人影が、 さ しもにい きり 

立った 竹槍 組の 先陣の 気勢 を も 大いに 緩和した のか、 

妨害した のか、 とにかく、 決死 的に 勢い込んだ 先陣の 

槍先が 鈍った こと は 確かであります。 

来 友 も、 眼 を 拭って それ を ながめました。 来 友の 

立って いる 地点から は、 かなり 離れて いる ことです か 

ら、 さながら 人形芝居 を 遠見して いる 如く、 影絵の 拡 

大を 日中 見せられ ている 如く 見える のです が、 気の せ 


いか 来 友の 眼で —— 遠目に どうも そこへ 現われた さむ 

らいが、 見た ことの ある  と 言つ て も 古い 昔の こと 

ではない、 最近に、 そうそう、 長 浜の 湖 辺で、 釣を垂 

れ ていた あの 浪人 者 —— あれ に似てい るよう に 思われ 

てな りません。 どうも 物言い、 恰好、 それ だ。 それ だ 

とすれば、 いつ、 どうして あすこへ 艇 けつけ て 来たの 

だろう、 こ つちの 岸から ffi けて 行った とも 見えない し ■ 

あっちの 岸から 走りつ いたと も 気がつかなかった が I 

I さて は 隠れて いたな、 あの 水門の 蔭 あたりに、 びつ 

たりと 身 を ひそめて いたの だな。 うむ、 そうだ、 こう 

いう ことが 起る だろうと かねて 心配して いた もの だか 


ら、 その 時の 用心に と、 あの 水門の 蔭 あたりに 隠れて 

いて、 それから 双方の 仲裁に かかろう という 段取り だ。 

なるほど、 そう ありそうな こった。 

この 仲裁ぶ りが 見 もの だな あ —— 来 友 はじり じりし 

ながら、 固 唾 を 呑みました。 

五 

しかし、 仲裁ぶ リを 見る といった ところで、 ここ は 

遥かに 隔たって いるから、 言語 はむ ろん 聞えず、 ただ 

遠距離から 活動写真 を 見て いると 同様で、 彼等の 動作 


だけが わかる のみであります。 しかし、 動作 だけにし 

てからが、 銀幕の 上に 持 廻りの すれから し 物 を 見せら 

れ ると 違って、 白日の 下に、 カツ キリと 実演に よって 

見せられ るの だから、 要領 を 得る こと は 手に とる と 同 

様です 

双方から 勢い込んだ 竹槍の 先陣が、 この 水門 口のと 

ころで 浪人 姿の さむらいに 支えられました。 浪人 姿の 

さむらい は、 手ぶ り、 身 まね を 以て 彼等に 懇々 と 理解 

を 説いて いるら しい、 その 動作 を 見る と、 言葉 はむ ろ 

ん 聞えない けれど、 かなり 歯 ぎれ のよ い 弁舌 家で ある 

らしい。 


或いは 叱り、 或いは 教え、 或いはな だめ、 或いは 

口説いて いる 様子 は、 活動 俳優 そのものと 違った 真剣 

味が あります から、 自然、 来 友 も 身 を 入れて 見て いる 

ことができる のであります。 まして 当面、 その 理解 を 

聞き、 身ぶ り を 受けて いる 人数に とって は、 なお 一層 

身に. 沁みる 程度が 深いと 見えて、 さ しも 意気) J んだ竹 

槍の 先陣た ち も、 おのずから、 いくらか ずつ 意気込み 

が 緩和され て 行く 気分 も、 来 友の 方へ 打って 響く よう 

にう つります。 

そのうちに、 双方から 続々 と 後陣が 詰め かけて 来る。 

先陣の 気勢に よって、 それ もみな 幾分 か 殺気が 緩和 さ 


れて 来りつ つ ある ものの ようです。 

で、 竹槍、 鍬、 鋤の 類 を はじめと しての 得物 は、 そ 

れぞれ 柳の 木に 立て かけられたり、 土手の 上に 転がさ 

れ たりして、 双方が 素手で 無事に 入り 交って、 といつ 

て も 中心に 絶えず そ の 理解 を 説 い て いる 浪人 姿 のさむ 

らい を 置いて、 おのおのの 主張 を 口舌で 取 交し はじめ 

ている こと も、 ハツ キリ わかりました。 

つまり、 要領 はこう なんです、 右の 浪人 姿の さむら 

いが 現われて、 

「君た ち、 そう 一途に 得物 を 持って 殺気 をた てて はい 

かんじゃ ないか、 水が 切れた からと言って、 血の 雨 を 


降らすな んぞは 愚かな 儀 じ や。 じ やによ つて、 一応 双 

方から 委員 を 選んで、 評議 を こらして みち やどう だね。 

本来、 責任 は 天に あるの じ や、 天が 雨 を 降らせて くれ 

ない の だから、 恨みが あれば 天へ 持って行くべき 筋 

じ や。 暄嘩 をす ると すれば、 天 を 相手に 暄嘩 をし なけ 

れ ばなら ない もの を、 それ を 人間同士が なすり 合って、 

血の 雨 を 降らそう という こと はいかん。 そこで じ や、 

この 水門の 水 を、 穏 かに、 相談ず くで、 適度に 分配す 

る ことにし ちゃどう だ  たとえば、 朝の 何時まで は 

甲の 村で 使用し、 夕方の 何時から は 乙の 村へ 放流す る 

というよ うな ことにで も、 相談ず くで やって みち やど 


うだ —— いくら 君た ちが 竹槍 蓆 旗で 騒いで みたところ 

で、 この 水量が 一 滴で も 増加す ベ き 筋合 いのもの では 

ない。 そこで 双方 委員 を 選んで、 おた がいに 歩み 合い 

をいた し、 相当 限度まで 辛抱すべき ところ は 辛抱す る 

という 手段 を 執る のが 賢い。 そうして、 その 余力 を以 

て、 両方の 村々 が 仲よ く 相 一致して、 雨 JJ^ 踊りで も 催 

して、 天に 祈り、 人 を 喜ばして みち やどう だ、 そのう 

ちに は 何 か 効験がない という こと も あるまい」 

右の ような 理解 を 説いて 聞かせて いると する、 そう 

すると 両岸の いきり 立った、 逸り 男 も それに 感化され 

て、 


もっと 

「なるほど、 旦那の おっしゃる こと は 尤も だ、 お 天道 

様が 雨 を ふらせて 下さらね えから といつ て、 人間が 血 

を 流す の は、 よくね えこと だ、 なんとか 総代 を 選んで 

談合が ぶてる ものなら、 そ リゃは あ、 談合 をぶ つに 越 

した こた あねえ」 

というよ うな 空気に 傾いたら しい。 そこ を 右の さむ 

らいが、 

「では、 ともかく 総代 は 君た ちの 方で おのおの 五 人な 

リ十 人な リ、 適当に 選挙し 給え、 仲裁 役 は 不肖ながら 

拙者に 任せて もらえまい か」 

という 段取りに なって、 異議な し 異議な しで それから 


浪人 姿の さむらいが、 堤 上 を こなたの 岸に 向って そろ 

そろ 歩み 出す。 それ を 囲んで、 双方の 委員 候補者た ち 

と 見える のが、 ゾロゾ 口と ついて 来る。 後ろに つづく 

後陣の 大勢 も、 こうな つてみ ると 殺気 は 解けた が、 そ 

うかと 言って、 このまま すんなりと 解散す る 気に はな 

れ ない。 簡単に 追い かえす わけに はなお さら ゆかない。 

そこで、 さむらい を 中心に、 立てた 委員 総代 候補者 連 

の あと をく つついて、 この 大多数が ゾロゾ 口と 行く と 

ころまで は 行こうと いう 形勢に なりました。 

その 形勢で 見る と、 今まで は 火花 を 散らそう とした 

二つの 勢力が 一 つに 合流 はした けれども、 さて また、 


この 合流した 勢いの きわまる ところが 問題で なければ 

なりません。 一 時の 合流 は 見た けれど、 それが ために 

大雨が にわかに 到った という わけで もな し、 双方 を 

な つ とく 

納得せ しむべ き 解決 条件が 見出され たと いう わけで も 

ない らしい から。 

これから この 浪人に 率いられて、 どこかへ 行く の だ。 

ど こぞへ 行って、 改めて 熟議 を 凝す ものに 相違ない が、 

どこへ 行く つもりだろう —— そんな ことまで、 来 友が 

想い やって いるう ちに、 早く も 右の さむらい を 先頭に 

して、 この 群衆の 姿 は 全部 村の 中に 隠れて しまい まし 

た。 


そこで、 川原の 中に 止まる 者 は、 はや 宇治山 田の 来 

友と、 両替の 駄賃 馬ば かり —— それ も、 いつまでこう 

していなければ ならぬ はずの もので はない、 ともかく、 

巿が 栄えて みると、 自分た ち は、 自分た ちとしての 引 

込み をつ けなければ ならない。 

かくて、 来 友 は、 おもむろに 馬を曳 いて、 川原の 中 

から、 こちらの 堤の 上への ぼって、 仮橋の ある 柳の 大 

木の あると ころまで やって来た のであります。 が、 そ 

こで 来 友が、 まず 目につい たの は、 その 柳の 木の下に 

一 つの 立札が あって、 これに 筆太く 記された 字面 を 読 

んで みると、 


「姉 川 古戦場」 

はは あ、 なるほど、 この 川が 昔の 合戦で 有名な 姉 川 

ゝ 0 

力 

更に その 立札に 曰く、 

「元 亀 元年 織 田 右 府公浅 井 朝 倉 退治の 時神祖 御着 陣 

の処」 

はは あ、 そうか、 太閤 記の 講釈で 聞いて いると ころ 

だ。 さすがの 織 田 信 長 も、 この 時の 戦 は 難儀だった 

の だ、 徳川家 康の 加勢で 敗 勢 を 転じて 大勝 利 を 得た と 

まがら 

いう こと は 知っている。 朝 倉の 家来 真 柄 十 郎左衛 門が 、 

途方もない 大 太刀 を 振り 廻した なんどと いう 戦場が こ 


こだ。 

来 友が この 立札に よって、 自分の 歴史的 知識 を 呼び 

起し、 その 心 持で また 川原 を 見直す と、 どうも なんだ 

か、 今まで 両岸に 騒いで いた 甲の 村が 織田徳 川で、 乙 

の 村が 浅 井 朝 倉で でもあった ような 感じが する。 ただ 

山川と して 見る のと、 歴史的 知識 を 加えて 見る のとで 

は、 来 友と しても 何 かしら 観念が 一変す るら しい。 

だが、 自分と して は わざわざ 古戦場 見物に 来たので 

いぶきやま 

はない、 胆吹 山の 京 極 御殿へ 帰らなければ ならない の 

だ。 これから 胆 吹へ 行く に は、 なにも 必ずしも さい ぜ 

んの ところまで 引返す が もの は あるまい、 引返して み 


たと ころで、 また 悪気 流の 中へ 飛び 戻る ような もの だ 

から、 この 橋で この 川 を 渡つ てつつ きつ て 行き さえす 

れば、 胆 吹へ 出られる だろう。 そこで 来 友 はもう 一応、 

馬の つけ 荷 を 改めて、 腹帯、 草鞋 を 締めく くり、 それ 

にして も 誰かに 道案内 を 聞き て えもの だと 思案して 立 

つ ことしば し、 その 背後から ポカポ 力との どかな 音 を 

立てて、 御 同様 駄馬が 数 頭 やって来る ようです。 

よし、 あいつに 聞いて やろう —— 果して、 ポカポ 力 

とやって 来たの は、 五六 頭 だての 駄賃 馬で ありました。 

かみの ぼり  たる 

先頭に 紙 幟 を 押 立て、 一頭に 二つず つ、 大きな 樽 を 

くつ つけて 都合 六駄 ばかり —— それ を 馬子と 附添 がつ 


いて 来 友の 前へ 通りかかり ましたの を 見かけて、 米 友 

力 

「胆吹 山の 京 極 御殿の 方へ 行く に は、 この 橋 を 渡って 

行っても 行ける だろう ねえ」 

来 友が たずねても、 この 不思議な 駄賃 馬の 一 行 は、 

つんと すまして 返答 もせずに —— 気取り 込んで すまし 

て 行く。 

おし 

へんな 奴 だな、 啞の 行列 じゃある めえ か。 来 友が 不 

審 がって、 過ぎ行く 駄馬の 一行 を 後から 見送る と、 真 

先に 立った 駄賃 馬の 背に 立てられた 紙 幟の 文字が 明ら 

かに 読める ようにな りました。 


「書きお ろし、 大根お ろし 

十三 樽 II 

ら つ きょう 一 樽  

きゃあ ぞう 親分へ」 

こう も 読まれる が、 何の こと だか 来 友に はわから な 
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レ 

丄八 

飛驛の 高山の 芸妓、 和 泉 屋の福 松 は、 宇津木 兵馬の 

両刀 を、 しっかりと 両袖で 抱え こんで、 泣きながら こ 


う 言いました、 

「いや、 いや、 いやで ございます、 あなたば つかり は 

逃げようと なすっても 逃がす ことではありません、 少 

し は、 わたしの 身に もな つて 考えて ごらん 下さい まし 

な」 

兵馬 は 長火鉢の こちらで、 いかんと も 致しよう がな 

く、 福 松の 振舞 を ながめて いるば かりです。 

「わかって おります よ、 あなた もこの 高山の 土地 を 離 

おぼしめ 

れ ようとい う 思 召しで、 それとなく 御 挨拶に おいでに 

な つたので しょう、 思 召し は 有難う ございます けれど、 

わたしの 身に もな つて …… ごらん …… 下さい ましな」 


かよう 

斯様な 手 は、 斯様な 女に はよ く ありがちの 手で あり 

ます けれども、 ありがちの 手に してから が、 今日の は、 

この 女の 用い 方に、 少し 当りが 違い 過ぎ、 薬が 強 過ぎ 

るよう なと ころがあります。 

涙 を 惜しげ もな く、 ほろほろと こぼして 泣き わめき 

ながら、 武士の 腰の もの 二つ を 鋸で 引いても 放さない 

ような 意気込みで、 しっかりと 抱え込んで、 

「ほんとうに …… わたしの …… わたしの 身に もな つ て 

ごらん 下さ いまし な」 

くりかえし ごと 

と、 ここで、 また 繰 返 言 を 言うて 泣きじゃく りながら、 

「新お 代官の 御前が あんな ことにな つたの は、 わたし 


から 見れば、 自業自得で すわ、 大きな 声 じ や 言われ ま 

せんけれ ど、 いい 気味です わ、 あんな 奴、 ああなる の 

がいい 見せしめで、 内心、 溜飲が 下る ように 思った の 

は、 わたしば かりじ や ございますまい —— です けれど 

も、 あの 飛ばつ ちり を 浴びた ものの 身に なって ごらん 

なさい まし、 やりきれた ものじゃありません、 その 中 

でも この わたしなん ぞは …… 」 

ここで また 泣 落し。 それ は、 ちょっと 文字で はう つ 

きょき リ ゆうて い 

し 難い。 戯 欽流涕 という 文字 だけで も 名状し 難いす す 

リ 泣きと 昂奮と で、 

「お 役所へ お 呼出し を 食ったり、 お 茶屋さん でお 取調 


ベ を 受けたり —— 何 か、 わたし 風情が、 あの 一件に 黒 

ん坊 でもつ とめて いるかなん ぞ のように、 痛くない 腹 

を 探られる ので、 全く やりきれません —— それ はお 代 

官の 御前の 有難い 思 召し を 承る に は 承りました けれど 

こうむ 

も、 あんまり 有難 過ぎます から、 御免 蒙つ ちまった 

ば つ かりなん でしよう —— あの 一 件に つ いちや あ 何も 

知らない わ。 全く 知らない もの を、 朝から 晚 まで 根 掘 

リ葉 掘りお 取調べ をう けて、 まだ、 なかなか 御用 済み 

にならない ばっかり じ やなく、 かんじんの、 わたしよ 

り も 一 件に 近い 人 は みんな 姿 を 隠して しまった もので 

すから、 わたし だけが、 人身御供の ようになって 動き 


が 取れない じゃありません か。 そんな わけで —— そん 

なわけ ですから お客様 も、 けんのん がって、 お 座敷 も 

めつきり 減って しまいました。 それ は 災難と 思って 

あきら 

諦めましょう けれど …… 」 

ここで、 福 松が 思い 迫って、 おいおいと 手ば なしで 

泣きました。 無論、 両袖で しっかりと 宇津木 兵馬の 双 

刀 を 抱え込んで いる 以上 は、 手ば なしでなければ 泣け 

ない わけなんで すが、 それにしても、 あんまり あけす 

けな 泣き 方で、 かえって 興が さめる ほどです。 興が さ 

める ほど 露骨に 泣いて いるので すから、 それだけ また、 

思わせぶ りの たっぷりな、 手 れん 手く だとい うような 


ものが 少ない。 つまり、 その 泣き 方 は、 芸者 や 遊女と 

しての 泣き 方で はなく、 子供の 駄々 を こねる 泣 きっぷ 

りと 同じような ものでした。 色気の ない 泣き 方で ある 

だけ、 それだけ、 兵馬 をして いよいよ 迷惑 がらせて い 

ると、 

「あなた までが、 わたし を 袖に して、 寄りつ いても 下 

さらない ことが 悲しう ございます、 寄りつ いて 下さら 

ない ばっかり か、 あなたまで がわた し を 置 去りに して 

逃げて しまおうと なさる、 あんまり 薄情な、 あんまり 

御 卑怯な、 あんまり 情けなくて、 わたし は …… 」 

と 福 松が、 また、 わ あつ わ あっとば かりに 泣き落し ま 


した。 兵馬 も 全く あしらい 兼ねて いるものの、 いつま 

でも 黙っても いられな いので、 

「そういう わけで はない、 なにも 拙者が 君 を 捨てて、 

この 地 を 立とうと いう わけ もな し、 また 君に してから 

が、 拙者に 捨てられた からといって、 左様に 泣き 悲し 

む 筋 も あるまい —— 拙者に は 君の 感情の 昂ぶ つてい る 

理由が わからな いの だ」 

「そり や、 おわかりに ならないでしょう、 あなた 様な 

んぞ は、 立派な 男一匹で いらっしゃ るから、 今日は 信 

濃の 有 明、 あす は 飛驛の 高山、 どこへ なり 思い立った 

ところへ、 思い立った 時に いらっしゃる 分に は、 誰に 


御 遠慮 も ござ います ま い けれど も、 わたしなん ぞ は… 

…わたし なんか は …… そうは 参りません …… 」 

「拙者と て 酔 興で 他国 を 流浪して いる わけで はない、 

行く も、 とどまる も、 それ はおのお の 生れつ いた 身の 

運 不運、 她 何とも 致し 難い」 

「如何と も 致し 難いです まして いら つし やられる のが 

う ら や 

羨ましう ございま すわ、 少し はわた したち の 身に も 

な つ て ごらん 下さい ましな」 

福 松 はこ こで また、 さめざめと 泣きました。 

兵馬 は 挨拶 を つづくべき 言葉 を 見出す に 苦しんで い 

ると、 


くるみざわ  ごぜん 

「胡 見 沢の 御前が あんなに おなりに なると、 お 蘭さん 

と いう 人 はどうでしょう  足 もとの 明るい うちに 真 

先に 逃げて しまいました。 抜け目はありません、 恐れ 

入った ものです ね、 全く あの人に は —— あの人なん ぞ 

こそ、 うんと 責めて お調べに なれば、 きっと 何 かしら 

立派な 種が あがる に 違いありません わ。 なにも あのお 

蘭さん が、 糸 を 引いて あん な 大事 を 持 上げた と は 言 い 

ません が、 あの人 を 除いて はこの 事件の 手がかり はつ 

きません ね」 

「うむ」 

「わたし は、 お 蘭さん に 泥 を 吐かして みさえ すれば、 


今度の こと だって、 あらまし の 筋 はわ かるに きまって 

いると 思われて よ。 ところが どうでしょう、 悧ロじ や 

ありま せんか、 どのみ ち、 事 面倒と 見た から、 あの方 

は、 その 晚 のうちに この 土地 をす つぼ かしてし まい ま 

した。 天性 悧 口な 人 は、 どこまでも 悧 口に出来て いま 

すの ねえ。 抜け目の ない 人 は、 一から 十まで 抜け目が 

ありません のね。 それに 比べる と、 わたしなん ぞは、 

わたしなん ぞは 全く、 この 世の 馬鹿の 骨頂で ございま 

すよ」 

と 言って、 芸者の 福 松 は 泣きじゃくりながら、 ちょつ 

と 見得 をき るよう に 面 を 上げて、 兵馬 を 斜めに 見 まし 


「ふんぎり もっかず、 引つ こみ もっかずに うろうろし 

ている もんです から、 何の こと はない お 蘭さん の 投げ 

た 株 を 引受けて、 追 敷き を 食わされ 通し …… 全くい い 

面の 皮です わ」 

「それ を 繰 返す の は 愚痴 だ、 自分で いま 言って いる 通 

あきら  やま 

リ、 災難と 諦めて、 何も こっちに 疚しい こと さえな け 

れば、 素直に、 幾度で もお 呼出し を 受ける がよ い、 訊 

ねられた らば、 知っている 通り を 洗い ざら い 返答して 

しまい、 知らない こと は 知らないと 正直に 通せば いい 


の だ」 

「そう おっしゃられ ると、 それまでで ございま すけれ 

どもね、 これで も 人間の 端くれで ございま すから、 苦 

しゃく 

しいと 思う こ ともあれば、 癩に さわる こと も ありま 

すの さ。 わたし もお 蘭さん のように、 自由が 利く 身で 

ありさえ すれば、 こんなと ころに、 こうして ばかば か 

しい 祟り 目の 問屋 を 引受けて なん ぞいる ものです か I 

I どうに もこう にも 動きの 取れない わたしと いう 者の 

身の上 を、 少し はお 察し 下さい ましな」 

「それ は、 人の 運 不運で、 やむ を 得ない こと だと 言つ 

ている のに」 


「運 不運な ん て 言 います けれど、 それ はたいて い 意気 

地な しの 言う ことです ね —— しっかりした 人 は、 自分 

で 自分の 運 を 切り開いて しまいます からね。 不運の も 

の も 運の いいように 取 返して しまいます からね。 早い 

話が お 蘭さん —— 」 

この 女 は よくよくお 蘭さん の 身の上が 羨ましい もの 

と 見える。 そうでなければ、 よくよく 憎らしい ものと 

見えて、 一 口上げ にお 蘭さん が 引合いに 出て 来る。 

「お 蘭さん なんか も、 運 不運 だなん て おとなしく あき 

ら めて、 この 土地に ぶらつい ていて ごらんなさい —— 

今頃 は どんな ことにな つてい るか わかった もの じゃあ 


りません、 それ を 知ってい るから、 ああして 抜け目な 

く 逃げて しまいました。 残された わたしたち こそ 全く 

いい 面の 皮、 お 蘭さん の 分まで すっかり 被って 申し わ 

け をし なければ なりません。 お 蘭さん さえお いでな さ 

れば、 わたしなん ぞ このたびの 事件に ついち や 物の 数 

に は 入らない のです が —— お 蘭さん の 分 を わたしが 

ひにち まいにち 

被って しまって、 日日 毎日 …… ほんとうにお 蘭さん と 

いう 人 は、 今頃 は 誰と どうして、 どういう 了見で、 ど 

この 土地 を 遊び歩いて おいでな さる こと やら、 憎らし 

い！」 

福 松 は 歯が み をして、 後れ毛 を キリリと 嚙 みきり ま 


した。 これ は 当面の 兵馬に 向けて 怨み言 を 言い立てて 

いるの だか、 自分より この 事件に 一層 直接な 当人で あ 

いちは や 

りながら、 逸早く この 土地 を 身 抜け をして、 その 飛ばつ 

ちり を、 すっかり 自分に 背負わせて 行って しまったと 

ころのお 蘭さん なる 者に 向けて、 恨み を 述べて いるの 

だか わからない。 

「ほんと に 憎らし いのは、 あの人よ、 お 代官の 生きて 

いる 間に は、 腕に より を かけて さんざんたら しこんで 

さ、 災難の 時 は 自分 だけい い 子に なって あと 白浪 —— 

わたしなん ぞは 商売人の くせに、 腕 もない し、 知恵 も 

ないし、 それに また 憎 いのは、 あのがん りきと いう 兄 


さんよ —— な あに、 兄さんな ことがある もの か、 あの 

おっちょこちょいの キ ザな 野郎、 あいつ も 憎らしい つ 

たら あり やしない …… 」 

今度 はまた、 全く 別な 方角へ 飛び火が して 来たらし 

いが、 兵馬 は、 いかんと も その 火の手の 烈し さに 手が 

つけられない。 

七 

和 泉 屋の福 松 は、 がんりきと 言い出し てまた 躍起と 

なり、 


「ほんと に、 いやな 奴たら あり やしない、 三千世界の 

色男の 元締 はこ ちらで ございつ てな 面 をして、 手ん ぼ 

うのく せに 見る もの 聞く ものに ちょ つ かい を 出した が 

るんだ から、 始末が 悪い ことこの 上な し、 そうして、 

御 当人のお のろけに よると、 そのち よっかい という 

ちょっかいが、 十の ものが 十まで ものに な るんだ そう 

だから、 やりきれない、 キ ザな 奴、 ィャな 奴 —— 」 

福 松 どの は、 がんりき のこと を、 嚙んで 吐き出す よ 

うに 言いだ した けれども、 相手が 宇津木 兵馬 だから、 

あんまり 手答えがない のです。 

兵馬で なかろう ものなら、 はは あ、 そうかね、 そう 


いった 色男の 本家が この辺へ お出 ましに なった ものと 

見えます な、 ところで その、 御 当家に は、 格別の 御 被 

害 も ございま せんでした かね、 そのち よ つかいと やら 

からか 

の 味 はいかが な もので ございまし たか、 なんて 揶揄つ 

てみたい ところだろう けれども、 相手が 兵馬 だから、 

そんな 軽薄な 口 を 叩く わけに は ゆかない のです。 手 答 

えが 無 い だ け 張 合 い も 無 い と 言えば 言え るか も 知れな 

いが、 相手が またお となし いだけ に、 こちら もまた 思 

う 存分 言つ ての けられる 自由が あると 見えて、 福 松 ど 

の はか さに かかりました。 

「ほんと に ィャな 奴、 キ ザな 奴、 あのく らい ィャな 奴 


も 無い ものです けれども、 でも わりあいに 度胸が ある 

んで すよ、 お 宝の 切れつ ばなれ もい い 方でして ね、 やつ 

ぱリ男 はね …… 」 

おやおや、 また 風向きが 変って 来た ぞ。 兵馬が 黙つ 

て 聞いて いると、 

「色男ても のに は、 お金と 力 は 無い ものと 昔から 相場 

がき まってい るのに、 あの ィャな 奴、 妙に 色男ぶ るく 

せに、 あれで 度胸が あって、 切れつ ばなれが よくって、 

で、 口前が なかなかうまい もの だから —— 口惜しい わ。 

わたし、 どうも、 とうから お 蘭さん と 出来て るんだ と 

睨んで いるの よ。 相手が お 蘭さん だからた まりません 


わね、 あの 男前と …… 口前 じ やた まりません よ —— 」 

福 松 どのの 悲 泣が いつしか 憤激と なって、 最初 は 口 

でけ なして いたがん りきなる やくざ 野郎 を、 結局、 度 

胸が あって、 お金の 切れつ ばなれが よくって、 口前が 

いい、 色男の 正味 を 肯定す るよう な 口ぶりに なって し 

まう と、 今度 は鋅 先が お 蘭さん なる ものの 方に 向って、 

しきりに そのお 蘭さん をく やしが る ものです から、 兵 

馬 は 自然、 過ぐ る 夜の こと を 思い起さな いわけに は ゆ 

きません。 

つぶし 島 田に 赤い 手 絡の、 こって りした 作りで、 あ 

の 女から 夜中に 襲われた 生々 しい 体験 を 持つ 宇津木 兵 


馬 は、 その 時の こと を 思い出す と、 ゾッ としてし まい 

ました。 あの 時、 「ねえ、 宇津木 様、 うちの 親玉に もた 

いてい 呆れる じゃありません か、 きのう 巿場 でもって、 

さじし 

ちょっと 渋皮の むけた 木地 師の娘 かなん か を 掘 出して 

おもや 

しまったん です とさ、 そうして、 今晩から 母屋の 方で 

一 生 懸命、 口説き 落しに かかって いるんだ そうです よ。 

ですから こっちなん ぞは 当分の 間、 御用な しさ、 見限 

られ たもので すね」 

まくらもと 

それから、 自分の 枕許 に、 だら しのない 姿で 立 膝 を 

しながら、 若 いのは 若い の 同士が いい か、 また 若い の 

同士で は、 食い足りないから、 油ぎ つた 大年増 を 食べ 


てみ る 気になった りする のじ やない か、 穀屋の ィャな 

おばさん がどうの、 男妾の 浅 公が どうのと、 口説きた 

てた あの 厚かまし さ。 

ところで その 前の 晚、 戸惑い をして 自分の 寝間へ 紛 

れ こんだ 怪しい 奴が ある。 あれが、 どうも、 このい け 

図々 しい 大年増 を覘 つて 来て、 戸惑い をした ものと し 

か 受取れ ない。 

「いかにも、 そのがん りきと やらい うならず 者が 怪し 

い」 

「怪しい にもなん にも …… 」 

福 松 はい つそう 声を立てて、 


「ほんとうに、 あのお 蘭の あまとがん りきの 奴、 今頃 

は、 もう 疾うに 国 越し をして しまって、 とまりと まり 

の 旅籠 屋で、 いいかげんう だりながら —— 鶏が なく あ 

ず まの 方へ 行った か、 奈 良の はたご や 三輪の 茶屋なん 

かと 洒落の めして いるか、 わたし やそん なと ころまで 

は 知らない けれど、 残された こっち こそ、 いい 面の 皮 

さ」 

この 女 相当の 八ッ 当り を、 兵馬に まともに 向ける か 

うわ そら 

ら、 それ は 上の空に 聞き流して、 自分 は 自分と しての、 

^  J の) J ろの 身辺 雑事 を あれ か- J れ かと 空想に 耽 つてい 

る 時、 外で 夜 廻りの 音 を 聞きました。 


夜 廻りの 拍子木の 音 を 聞く と、 兵馬 は 膝 を 立て直し、 

「それ はそうと、 もう 時刻 も 遅い、 お 暇し ます、 冗談 

はさて 置いて それ をお 返し 下さい」 

真剣 そのもので、 福 松が さいぜんから 後生大事に 抱 

え 込んで いる 両刀 を 指して 促す と、 福 松 どの は、 一層 

深く 抱え込んで、 頭 を 振り、 

「いけません」 

「冗談 も いいかげんにしなさい」 

「冗談で は ございません —— わたし は 真剣に 申し上げ 

て いるんで ございま すよ」 

「では、 どうしょう と言うんだ I 


「今晩は あなた をお 帰し 申しません」 

「帰さない というて、 ここ は 拙者の 泊る ところではな 

い」 

「はい、 あなた 方のお 泊り になる ところでは ございま 

せん、 あなた 様に はほんと うにお 羨ましい お宅が お あ 

りで いらっしゃいます、 でもた まに はよ ろしい じ や ご 

ざいません か、 今晩はお いやで もこ ちらへ ぉ泊リ あそ 

ばせ な」 

「何 を 言つ てるの だ」 

「あなた もずい ぶん 罪な お 方ね え」 

「たわごと を 言わず、 穏 かに 言って いる 間に、 返す も 


の をお 返しなさい」 

「ねえ、 宇津木 様、 わたし 今晩は 大 へんしつつ こいで 

はリ みせ 

しょう、 わたし だって 張 店のお ばさん みたよう に、 こ 

ん なしつつ こい 真似 はした く はな いんです けれど、 そ 

うして 上げなければ あなたの おために はならない わけ 

が あるんで すから、 こうして あげる のよ、 今晩は 泊つ 

ていら つし やい」 

「滅相な」 

「あなた はそんな きまじめ なお 面で、 うぶな 御 様子 を 

なさい ます けれど、 本当のと ころ は、 どうしてず いぶ 

んな 罪作り —— 残らず こっちに は 種が あが つてい ます 


から、 それ を 白状な さらなければ かえして 上げません」 

「何 か、 拙者が 後 暗い ことで もして いると 申される の 

か」 

「ええ、 そうで ございます とも、 あなたと いう 人 こそ 

本当に 見かけに よらない、 ィャな 人です、 憎らしい お 

方、 もうす つかり 種が 上って いますから 隠した つて だ 

めよ」 

「そちらに 種が 上って いるの なら、 なにも 改めて 拙者 

にたず ねる に は 及ぶ ま い —— ど れ 」 

兵馬 は 苛立って、 もう、 こうなる 上 は、 手 ごめ にし 

て も 刀 を 奪い取って 差して 帰る までの こと だ —— と 立 


ちかけ た 時、 

「ァ、 痛 ッ！」 

と 不覚の 叫び を 立てた の は、 相手の 女ではなくて か 

え つ て 自分でした。 

「憎らしい！」 

女 は 今まで 両の 抉で 後生大事に 抱き かかえ こんでい 

た 兵馬の 両刀 を、 左の 片袖 だけで 抑え 換えて、 そうし 

て、 右の 片手 をのべ ると、 いきなり、 背 立って 立ち か 

ちち 

けて いた 兵馬の 左の 股のと ころ を —— ィャ という ほど 

—— つねりました。 武術 鍛練の 兵馬が、 もろく もこの 

不意打ち を 食って、 「ァ、 痛 ッ！」 「憎らしい！」 


今晚 のこの 女 は、 憎らしい！ と、 口惜しい！ と 

の 連発です。 

思う さ ま 不意打ち を 食わ して、 兵馬 を 痛 がらせた 福 

松 は、 ここで、 やや 勝ち誇った 気位 を 取り返し、 

「それ、 ごらんなさい」 

何が それ ごらんなさい だか、 兵馬に は 一 向わから な 

いの を、 福 松 どの は 畳み かけて、 

「痛かった でしよう —— わが 身 をつ ねつ て 人の 痛 さと 

いうの がそれ なんです から、 よく 覚えて いらっしゃい。 

あなたと いう 人 も、 このごろ は 相応 院の 離れ座敷で、 

お 安くない 世話 場 を 見せて いらっしゃ るんで すって ね、 


相手 はお 雪 ちゃんと いって —— 知ってい ますよ、 知つ 

ています よ。 いいえ、 お隠しに なっても、 もう 駄目で 

す、 そのお 雪 ちゃんと いう 可愛 ゆい子 を、 あの 助平の 

お 代官の 手から、 助けたり、 助けられ たりが もとで、 

お 二人が 水入らず、 近いうちに 御 両人が また 手に 手 を 

と つ て 道行と いう 筋 書まで、 ちゃんと わたしに は 読め 

ております のよ —— 憎らしい！  口惜しい！ 覚えて 

いらっしゃい」 

また 刀 を 一 方の 袖 だけに 持たせて、 右の 手 を さしの 

ベ て —— それ は 以前よりも いつ そう 手強く 兵馬の 股 を 

つま  たやす 

抓み 上げて やる 気で 出した 手 を、 今度 は 兵馬 も 容易く 


そうは させません。 

「何 をな さる」 

と 言って、 その 手 をぐ つと 抑えた が、 思いの外に 軟ら 

かな 手 ざ わりな のに、 抑えた 兵馬の 方が かえって 

ギヨ ッ としました。 

八 

きまじめな 宇津木 兵馬 は、 そこで 福 松の ために、 自 

分と お雪 ちゃんとの 間が、 決して そんな わけの もので 

ない こと を 説明し ました。 


それから、 お雪 ちゃんの 立場の 気の毒で ある こと を 

よく 話して 聞かせ、 しかも このお 雪ち やん も、 つい 数 

日 前に 自分に は 何とも 告げずに 行方不明 にな つてし 

まった ことによって、 自分の 心配が いっそう 加わって 

いる ことな ど を、 細かに 話して 聞かせる と、 最初から 

妬け 気味で 聞いて いた 福 松が、 だんだん 釣り込まれて、 

お雪 ちゃんの ために 同情 を 表する と共に、 兵馬に とつ 

て 好意 を 持ち —— はじめから 悪意なん ぞは 持って いな 

かった のです が、 少なくとも その 不真面目な、 からか 

い 気分 を 投げ捨てて しまいました。 

そこで、 質に 取った 両刀 も 無事に 返しても らい、 こ 


の 遅くな つて 帰る という 兵馬 を も 引止めないで、 素直 

に 送り出して くれたの です。 

かくて 兵馬 は 無事に 相応 院 へと 帰って来ました。 そ 

こで 燈火を かかげて、 冷えた お 茶漬 を さらさらと 搔込 

んで しまったが、 そのまま 床 をのべ て 休む 気に もなら 

ないで、 何やら 取りつ かれた ものの ように、 膳 を 前に 

して ぼんやりと 考え込んで いるので す。 

お雪 ちゃんに 行かれた 物淋し さ —— のみで はあり ま 

せん、 今晩はなん となく、 何 か を 取 落して 来たよう な 

気持が してな りません。 

きんびょうぶ 

ホッと 息をついて、 眼の 前の 松の 金屏風 を じっと 眺 


めて いました が、 鶏が 鳴く 声に 驚かされて、 さてと 立 

ち 上って、 寝具 をのべ て —— それ は 以前、 机 竜 之 助が 

隠れて いて、 かわいそうに 貸本屋の 政 公 を 手 ごめ にし 

た 一 間な のです。 

そこで 手早く 衣類 を 改めて 枕に ついて、 まだ 眠り も 

やらで いる 時分の ことでした、 外で、 

「モシ」 

これに は 兵馬 も 聞き耳 を 立てない わけに は ゆき ませ 

ん。 

いったん 枕へ つけた 頭 もろともに、 半身 を 持 上げて 

いると、 


「モシ」 

戸外です る は 女の 声。 

もし 兵馬が 竜 之 助であった ならば、 これ は 当然、 政 

よみがえ 

公が S つて 恨みに 来た ものと 聞いた でしよう。 或い 

はまた 兵馬が 神 尾 主 膳であるなら ば、 藤 原の 幸 内が 

迷って 出た と 思うよ り ほか はない ような 突然の 声で し 

たけれ ど、 物の 怨霊 の 恨み を 受ける 覚えの ない 兵馬 は、 

その 現実の 声に 耳 をす ますと、 

「宇津木 様、 ここ、 あけて 頂戴な」 

やはりお 雪ち やんで はな か つたので す。 

「福 松で はない か」 


「はい —— 早く さ、 早く あけて 頂戴よ」 

兵馬 は 全く 機先 を 制せられて しまい、 あける も あけ 

ない もな く、 もう 起き 上って しまって、 やえんに 手が 

かかる と、 雨戸が からりと あきました。 

「何し に 来たの だ」 

「御免なさいね、 宇津木さん」 

女と いう もの は、 どうして、 どれ もこれ もこう 図々 

しい ものだろう、 もう 座敷へ 上って しまいました。 

「どうした のです」 

「わかって るじゃありません か、 逃げて 来たんだ わ」 

「どうして」 


「どうして でも あり やしません、 あなたのお あと を 

慕って 参りました のよ」 

「ちえ ッ、 軽はずみ のこと をした もんだ な」 

「軽はずみな ことがある ものです か —— わたし は、 あ 

なた を 頼る のが 一番た しか だと、 つくづく 思案 を 重ね 

た 上の 覚悟なん ですから」 

ここで また、 宵の ことと は異 つた 場面で、 二人 は 相 

対坐し なければ なら なくなりました。 

「もう 致し方が ございません、 もし あなた 様が 御迷惑 

とおつ しゃるなら、 わたし は 死ぬ ばかりで ございます、 

こうして このまま この 土地に い つかれる もの かどう か、 


少し はわた しの 身に もな つて ごらんなさい ましな。 そ 

れは 何も 悪い こと さえして いなければ、 いくらお 取調 

ベ を 受けても 何ともな いはず とおつ しゃいます けれど ■ 

人気商売の わたしたち は、 もうこれ だけで、 商売 は 上つ 

たりなん です。 それだけなら まだよう ござんす けれど ■ 

本当の 罪人が 出なければ、 渡り者の わたしなん ぞが、 

差しむ き 一番い い 人身御供なん でしよう、 ですから、 

お 役人のお 手心に よって、 いつ、 どういう 目に 逢わ さ 

れる かわから ないじゃありません か。 それ は、 そうい 

う 無茶な こと はない、 むじつ 者 を 捕えて 罪に 落す なん 

ぞ という こと は、 いくらお 役目と はいえ、 そう 滅多に 


やれる ことで はない とお つし やる かも 知れません が、 

それ は、 世間の 明るい 時節なら 知らぬ こと、 この 飛驛 

の 国の 奥で —— お 代官のお 政道 向きの 評判の よくない 

ところで 通用す る 筋道で は ございません。 あなたの よ 

うなお 方が、 まだお 一人で もこの 土地に 残って おいで 

のうち は 宜しう ござんす けど、 そうでなければ、 わた 

しなん ぞ はいいよう にさい なまれて しまいます。 です 

から、 同じ ことなら、 お 蘭さん のように はしつ こく は 

参りません けれど、 足 許の 明るい うちに 逃げて みょう 

と いう 気にな つたの が 無理で ございま しょうか」 

「そんなら、 これから、 どこへ どう 逃げよう というの 


だ」 

「それだけ は、 わたし、 もうこの 頃 中から 考えて 置き 

ました、 表通り はいけ ません、 お 蘭さん のように、 要 

領 よくやって しまえば 格別です が、 今と なって は、 表 

から 美 濃 や 尾 張へ 逃げ出 そうとす るの は、 網に ひっか 

かりに 行く ような もので ございま すから、 これから 北 

ま ね 

国へ 逃げる のが 一番です わ。 それに は 白山 行者の 真似 

をして、 加賀の 白山へ 逃げる つもりな のよ、 それが 一 

番 かしこい 仕方 だと 思って よ。 そうして、 わたし、 ちゃ 

あんと その 道筋 を、 自分で 絵図に かいて この 通り 持つ 

ております のよ」 


と 言って、 女 は 懐中から、 一枚の 絵図 を 取り出して 臆 

面 もな く 兵馬の 前に ひろげました。 

なるほど、 この 女 自身が、 人に 秘めて、 手がけた も 

のと 見えて、 絵 もな つてい ないし、 文字の まずい こと ■ 

一目で わかる けれども、 この 際、 恥 かしがったり、 恥 

かし がられた りする 場合で はない と 見え、 兵馬 は燈を 

引 寄せて、 光 を その 図面の 上に 落しました。 そうする 

と 女が 言う、 

「加賀 の 白山 様へ はわた くし も、 生の あるう ちに 一 

度 は 御 参詣 をして 置きたい と 思いました、 御 一 緒に 参 

りましょう よ」 


危険 区域 を 脱出したい 心境が、 早く も 白山 参詣の 心 

願と，、， J つち やにな つて しま つてい る。 

兵馬 は 何とも 答えないで、 その 女の 描いた 不器用な 

絵図と、 まずい 字面 を、 じっと ながめて いる —— そう 

して かなりな がい 時間の 間、 兵馬が 沈黙して いるもの 

ですから、 

「あなた、 何 を 考えて いらっしゃる のよう」 

と 言って、 女が 嫣然 笑って、 兵馬の 膝 を グリグリと 突 

きました。 

さきほどつ ねられた 時よりも 痛く はない が、 兵馬 は 

また ぞっとして、 それ を 振り払お うとした 手先が 女の 


手に 触れる と、 その さわり 心が 以前の 時よりも 軟らか 

さ を 感じました。 図々 しい 女 は、 兵馬の 膝に 置いた 手 

を 引こうと もしない のみ か、 兵馬の 手 を 握り 返しな が 

ら、 

「よう、 あなた、 何 を 考えて いらっしゃ るの  物事 

は 成る ようにし か 成り やしま せんから、 ク ョクョ なさ 

ら ないように ：：•• いったい、 あなたが 薄情で、 そうし 

て 小胆で いらっしゃる こと は、 中 房のお 湯で、 ようく 

わかり 過ぎる ほど わかって いるの よ。 けれど、 それが 

また、 あなた はおい やで も、 こうして 飛驛の 奥山で、 

のつ ぴき 

退 引なら ずお 目に かからなければ ならない ようになつ 


たの も 浅から ぬ 御 縁と いう もの じ やなく つ て —— 浅 間 

の 温泉で は、 ずいぶん 失礼し ちゃい ました わね。 でも、 

どうも、 あの 時から、 あなたと わたしと は、 離れられ 

ない 御 縁 —— という わけじゃなかった のか 知ら。 です 

から、 あとに なり、 先にな リ、 おた がいに こうして、 

よれつ もつれつ して 行く のが 乙 じ やなく つて、 考えて 

い いなずけ どうし 

みると おた がい は、 前世で いい 仲 を 裂かれた 許婚 同士 

かなに かの 生れ かわり じ やない か 知ら。 ですから、 あ 

なた がお いやで も、 わたしが 好きの 嫌いの なんのと い 

う 心 持で ない にしても、 二人 は、 行く ところまで 行か 

なけり や 納まらな いように 出来て いるの かも 知れ ませ 


んの ねえ、 行きましょう よ。 お 蘭さん とがん リ きの 奴 

は、 いい 気で 美 濃路へ 出て しまい ましたし、 お雪ち や 

ん という 方 は、 お化けの ような お坊さんと、 これ も 表 

の 方へ 出て 行った というじゃありません か。 あんな 人 

たちへの 意地と しても わたしたち は、 同じ 道 を とりま 

すまい —— 白山へ 行きましょう よ、 加賀の 白山へ —— 

白山 はいいと ころです つてね、 あなた も、 いい 御 縁で 

すから、 ぜひ 一度、 参詣して いらっしゃい。 です けれ 

ども、 今度 は 途中で 振 捨てて、 あの 仏 頂 寺なん て 仏 頂 

面の さむらいに さらわせて しま つ てはい やよ —— ねえ ■ 

あなた 行きましょう よ、 北国 筋へ。 旅 は 嬉しい もの 


じ やなく つ て？」 

女 は 引きつ づき 兵馬の 膝 を グリグリと 突きました。 

九 

それから、 三日 市から 二 本木の 間の 小鳥 峠と いうと 

ころの 振 分けで、 ホッと 一息つ いた 二人の 旅人 を 見た 

の は 青天白日の 真昼 時の ことで ありました。 

「この辺で、 ゆっくり 一休みして まいりましょう よ、 

ねえ、 宇津木さん」 

後からの たりついた 女の 旅 姿が、 甘ったるい 声で 呼 


びながら、 ハツ ハと息 をき リ ますと、 前に 立って ゆつ 

さむらい  うなず 

くりと 歩み を 運んで いた 若い 武士の 旅 姿が、 頷いた 

まま 無言で そこに 立 つ て 待って います。 

「ああ、 せつない、 負けない 気で 一生懸命に 歩いても、 

やっぱり あなたに はかなわない わ」 

と 言って、 女 は 秋草の 老いた 峠路の 草原の 中に、 どう 

と 腰をおろして しまい ますと、 先に 立って 待って いた 

若 ざむ らい は、 無言で、 その 老いた る 秋草の 中に 立つ 

おもて  こら 

一基の いしぶみの 面に 向って、 瞳 を 凝した ままです。 

「何 を 見詰めて いらっしゃ るの」 

「いや —— このい しぶみに 何 か 文字が ある、 それ を… 


;」 

「何と 書いて ございま すか」 

「 左 様 —— 淋 しさ や 何が 啼 いても 閑古鳥」 

「ほんと に、 淋しい 道で ございま すね、 誰も 人が 通り 

ません わね え」 

「そうです、 この 道 は、 加賀へ 抜ける 本道で は あるけ 

れど、 表通りの 信 濃、 美 濃 方面へ 出る 道と 違って、 淋 

しいです」 

「淋しい のがよう ござんす よ、 い つ そ 加賀の 白山まで、 

二人つ きり 人目に かからない 旅が してみ たいわ」 

「そう も ゆくまい よ」 


「なんだか、 あたし、 後から 追手が かかる ようにば つ 

かり 思われて なりません の。 大丈夫で ございましよう 

ね、 宇津木さん」 

「大丈夫 だ —— その 点 は 心配し なさるな」 

「でもなん だか —— あなた、 中 房の 時の ことが 思い出 

されて ならない わ、 あなた あの 時の こと をお 忘れ じ や 

ない こと」 

「忘れ やせぬ」 

「あの 時の、 あなたの まあ、 冷淡な こと、 なんてつれ 

ない 道づれ でしよう、 わたし まだ、 恨み 足りない こと 

よ」 


「うむ」 

「仏 頂 寺なん かとい う、 あんなお さむらい にわたし を 

さらわせて、 あなた は 狸 を きめてい らっしゃる、 あな 

たこ そいい 厄介ば らい をして 清々 したでし ようが、 あ 

れ から わたしの 身が、 どういう ふうに 取扱 われた か 御 

存じ？」 

「知らない —— ただ、 君と またしても 高山で 対面した 

ことが、 不思議な 御 縁と 思って いるば かりだ」 

さかのぼ 

「御 縁の はじまり はもう 少し 前に 遡 るの ね、 そ も そ 

も あの 松 本の 浅 間のお 祭礼の 晚 —— あの 時 こそ、 ほん 

とうに 失礼し ちゃい ました わ」 


「うむ」 

ほんしょう 

「でも、 あなたと いう 方 は、 本性 は やっぱり 親切な お 

ふとん  かく 

方な のね、 中 房のお 湯屋のお 蒲団のお 城の 中に 囲ま わ 

れ ている わたし を、 わざわざ 探し 当てて 下さいました」 

「あれ は、 君 をたず ねる ためじ やない、 別にたず ねる 

人が あって、 それが 偶然に …… 」 

「偶然に でもなんでも よろしう ございま すよ、 あんな 

山奥の 宿の 中に、 蒲団蒸しに あってい る わたし を、 わ 

ざ わざの ように 訪ね て 下さ つたの は、 やつ ぱり 尽きせ 

ぬ 御 縁のう ちな の だ わね え」 

「うむ」 


「まあ、 あなた も、 ここへ お 坐りなさい ましな、 前に 

日限の ある 旅で はなし、 あとから 追手の かかる 旅で も 

ないじゃありません か」 

なつまい しゅ く 

「しかし、 日の あるう ちに、 ゆっくり 夏 廐の 宿まで 着 

かなければ ならん、 あえて 急ぐ に は 及ばない が、 そう 

緩慢にば かり もして おられぬ わい」 

「わたしの ためなら、 かまわない ことよ、 ここでこう 

して あなたと お 話 をして いる 間に、 日が 暮れて しまい 

ましょう とも、 夜が 明けましょう とも、 わたし はかま 

いません のよ」 

「夜露に 当る と 毒 だからな」 


「まあ、 あなた、 今から わたしの ために 夜露の 心配 ま 

でして 下さる のね。 いっそ、 その 夜露に ぬれてみたい 

わ」 

「ともかく、 そろそろ 出かけよう ではない か」 

「ねえ、 宇津木さん」 

「何 だ」 

「誰も、 人 は 来 やしま せんか」 

「誰も、 来 やせぬ」 

「高山の 方から、 待てと いって 追手の かかる ような 心 

配 は ございません のね」 

「それ は 絶対にない —— 」 


と 兵馬 は きっぱり 言い切って、 こし 方の 飛驛の 高山の 

方 を そっと 見返り ましたが、 なお、 女の ために、 安心 

せし むる 言葉 をつ け 足して、 

「君 は 加州 金 沢の 知 辺のと ころへ 身 を 落着け る、 拙者 

は 途中、 相当の 地点まで 君 を 送って、 それから 白山に 

登る —— という ことで、 高山の 役 向の 了解 を 得た 上に、 

手形 切手の こと も 落な く 取 計らって 来て いるから、 松 

本の 時と も 違い、 中 房の 時と も 違って、 この 通り、 青 

天 白日の 下 を 大手 を 振って 歩け るよう にして 出て 来て 

いるの だから、 その 点 は 更に 心配す る こと はない の だ」 

「ほんと に、 こう も晴々 しく 旅立ちの できる の は、 わ 


たし、 生れて 初めてな のよ。 今までした 旅と いう 旅 は、 

みんな 追われて 逃げる ような 旅ば つかりで したのに、 

きょうと いう 今日は こうして 明るい 日に、 晴れて あな 

たと —— 水入らず、 なんだか 恥 かしい ような、 勿体な 

いような、 安心した ような、 追われて いるよう な、 変 

な 気持 —— でも、 わたし、 こんな 嬉しい 旅 は 今までに 

した 覚えが ありません。 これと いうの もみん な、 あな 

たのお 面、 あなたが お 役所 向き をす つかりよ くして 下 

すった から …… まあ、 そんなに、 いつまでも、 あなた、 

そっけなく 突立って いらっしゃらないでも 宜しい じ や 

ございま せんか、 ここへ お 坐りなさい ましな」 


「うむ」 

「本当の こと はねえ、 宇津木さん、 わたし、 もうこの 

上 は 一 寸も 歩け ない のよ」 

「どうして」 

「どうして たって、 あなた —— 少し は 同情して 頂戴な、 

足弱の わたしに ばっかり 重い 物 を 持たせて …… 」 

「君に 別段、 重たい 物 を 持たせた つもり はない が …… 」 

「あります わよ、 わたし も 意地です から、 ここまで 一 

生 懸命に 持って来ました けれど、 もう 意地に も 我慢に 

も 持ち きれま せんから、 ここ いらで、 あなたに 肩代り 

をして いただき たいと 思います」 


「何 だ、 それ は」 

「まあ、 お 坐り 下さい まし、 これ を あなたに 持たせて 

上げなければ …… 」 

と 言って、 女 は 着て いた 旅 姿の 上着 を かかげ はじめて、 

前の 襟 を グッと 押し ひろげ、 そうして 下腹の 方へ しき 

りに 手 を 入れて はたく しあげて いるの を、 兵馬 は 見て 

見ない ふり をして いると、 やがて 女 は、 友 禅 模様の 

縮緬の 胴卷を するすると 自分の 肌から 引き出して、 そ 

れを 草原に 置きました。 

「ねえ、 宇津木さん」 

「何です」 


「これ を ごらん 下さい まし。 ただ ごらん 下さる だけ 

じ やい けない のよ、 ここまで は、 わたしが 持って来 ま 

した けれど、 これから は あなたに 持たせて 上げな け 

り や、 わたしが やりきれません」 

と 言って、 女 は その 胴卷を また 取り直す と 見る と、 な 

る ほど、 ずしり とかな りな 重味です。 はは あ、 金 だな、 

金と して 見る と 相当な 大金 だ、 この 女、 商売柄に 似合 

わず 心がけが よい、 今日まで 稼ぎた めて、 この 際、 最 

も 有効に 持ち出した ものだろう —— と、 兵馬が 横目に 

む ぞ うさ  つる 

見て いると、 女 は その 胴卷を 無雑 作に 吊し上げて、 蛇 

の 腹 をで も 逆さに しごくよ うに 持ち上げ ると、 ス ルス 


ルと 中から おもみの ある ものが、 花 野原に 向って 吐き 

出されました。 

「宇津木 様 —— これから、 このお 宝 を そっくり あなた 

にお 引継ぎい たします から、 よろしい ように」 

「はは あ、 大金の よう だな」 

「え、 わたした ちとして は、 大金なん でございますが」 

「いったい、 いくら あるので す」 

「三百 両 ございましよう、 そっくり 小判で」 

「三百 両 —— 」 

と 言って、 兵馬が 実は 内心、 大いに 驚きました。 最初 

から 不相応な 重味と は 見て いたの だが、 小判で 耳 を 揃 


えて 三百 両の 包み、 これ は 断じて この 女の 稼ぎた めた 

しろもの 

代物で はない。 そうかといって、 旅から 旅 を 売られて 

歩く この 女が、 始終 こころがけ てこの 三百 両を 肌身に 

つけて 放さない という こと は、 有り得べ きこと ではな 

い。 恥 かしながら 自分と しても、 まだ 三百 両 という 耳 

の 揃った 金 を 手に 取った 覚え はない —— これが あの 有 

野 村の 暴 女王の 懐ろ からで も 出た こと だと、 さして 不 

思議と する に 足りない が、 この 女から ここで こうして 

投げ出されて みると、 兵馬 は 無言で これ をな がめ 去る 

わけに は ゆかな いでいる 先 をき つて、 

「あなた、 吃驚して いらっしゃる わね、 びっくり なさ 


るの も 御 無理 は ございま せんが、 御 安心く ださい まし、 

性 の 知れた お金で ございま すから」 

「どうして 君が、 そんな 大金 を 持って 出て 来たの だ、 

それほどの 金 を 持って いたなら、 出立の 前に、 拙者に 

それと 打明けて くれた 方が よかった のに」 

「あの 時に これ を 打明けよう ものなら、 物堅い あなた 

のこと ですから、 元へ 返せの なんのと 文句 を おっしゃ 

のつ ぴき 

るに ちがいな いから、 退 引なら ないように、 ここまで 

わたしが 重たい 思い をして 持って来ました。 もう、 あ 

なた、 へたな 熊 谷の ように 戻せの 返せのと おっしゃつ 

て も 駄目です、 わたしの 心意気で、 あなたに 貢ぐ お金 


なのです から、 お受けに ならなければ 男が 立たない つ 

てこと になる のよ」 

「いったい、 君 はどうし てこれ だけの 金 を 持って いる 

の だ、 不相応の 金 だ、 君に とっても 不相応 だし、 拙者 

にと つ て も 不相応 だ  これ は どこから どうして 出た 

金 だ、 その 出 所が わからぬ 間 は、 拙者と して、 めった 

に 手に 触れる わけに は 参らん」 

「そうお いでな さる だろうと 思って いました わ。 それ 

は、 わたしが 持って来た からといって、 わたしの お金 

でない こと はわ かりきつ ています わね え。 わたし 風情 

で、 これ だけのお 金 を ふだん こうして 肌身に つけて い 


かぎょう 

られ るく らいなら、 こんな 稼業 をして おりません、 こ 

れ はお 他人 様のお 宝な のよ。 でも、 御 安心く ださい ま 

し、 お 他人 様のお 宝に は 違いありません けれども、 そ 

れは、 いわば わたしたちに 授かり ものなん ですから、 

一 一人で 思うよう に 使つ てし ま つ て かまわない たちのお 

金なん だから …… そこで わたしの もの は あなたの 物、 

あなたの 物 はわた しの 物と いう 寸法になる のよ、 嬉し 

かなく つて？」 

「なんだか、 君の 言う こと は 論理が よう わからん —— 

苟 くも 自分の 所有に 属せざる もの を、 無断で 勝手に 

使用して 差支えな いという こと はいずれの 時、 いずれ 


の 国の 锭 にもない」 

「ところが、 あなた、 この 国の 今日の 場合に は、 ちょ 

あつらえむ 

うど 跳 向 きに そういう 捉が 出来て いるので すから、 

豪勢でしょう —— そんな こと はどうで もい いわ、 手つ 

とり 早く、 打明けて しまいましょう、 実はね え、 宇津 

木さん、 このお 宝 は、 例の そら —— お 蘭さん のお 金な 

んで すよ」 

「お 蘭 どのの？」 

「え、 え、 お 蘭さん のうちに あつたの を、 がんりきの 

奴が そっくり わたしの ところへ 持って来て、 預けつ ぱ 

なし、 それな のよ」 


「はは あ —— 」 

「ですから、 いいでしょう、 ちょうど、 わたしたちに 

お使いな さいつ て 天道様が 授けて 下さった ものな のよ、 

わたしたちが 使って あげる 方が、 あのお 蘭さん や、 が 

んリ きの 奴に 使わせる より、 ぐっと 功徳になる、 また 

そうで もして やらな けり や、 わたしの 癩の 虫が 承知 

しない」 

「はは あ —— 」 

と、 兵馬 はこ こで、 ちょっと 考えさせられました。 

十 


で どころ 

これ は、 一 種 異様な お金の 出 所 だ。 

預り もので はない が、 盗み ものと も 言えない。 

お 蘭 どのが ああな つてし まえば、 この 金 を このまま 

にして 置いた ところで 取りに 来る 者がない。 使って し 

まった ところで、 尻 を 持って来る おそれの ないような 

金 だ。 

そうかと言って、 これが この 女に 所有権が あると い 

うわけ ではない から、 この 女に 使用権が 附着 するとい 

うこと も 成り立たない。 

そういう ような こと を 考えて いるう ちに 福 松 は、 切 


餅の ような 三百 両包を 三つ、 手に 取り あげたり、 取 落 

してみ たりしながら、 

「わたしたちの 日頃の 心がけが いいから、 それで 白山 

様が お恵み 下さった のよ —— 御 信心のお かげです わ。 

こうなる と、 お 蘭さん ばかり 恨んで はいられな いわね 

え。 ねえ、 宇津木 様、 どうかして 頂戴、 この 大枚のお 

金 を —— わたし、 あなたに、 すっかりお 任せして しま 

いますから、 煮て 召 上るな り、 焼いて 召 上るな り …… 」 

「うむ」 

「ねえ、 あなた、 これ だけ あれば、 あなたと わたしと 

二人で、 日本中の 名所 見物 をして 歩いても 不足 はあり 


ません わね」 

「ばかな こと」 

「加 賀の金 沢 か、 越 中の 富 山 あたりへ、 小ぢん まりし 

しょたい 

た 世帯 を 持てば、 一 生 遊んで 暮 して 行け やしない こと」 

「ふ— ん」 

「また、 これから 白山へ 行く 途中に は、 白水 谷 だの、 

畜生 谷なん て、 名前 はい やなと ころです けれども、 ど 

んな 悪人で も 隠れて 一 生 安楽に 暮 せる 里が あるって 言 

こうむ 

います けれど …… わたし、 それ は 御免 を 蒙りたい のよ 

いかに 暮 しょくっても、 そんなと ころで 一生 を 埋めて 

しまって はま だ かわいそうよ …… ですからね、 宇津木 


さん、 こうして 頂戴、 加 賀の金 沢と いうと ころ は 百万 

石の 御城 下でしょう、 何 は ともあれ、 二人して あすこ 

じまえ  のんき 

へ 落着きましょう よ、 そうして、 わたし は 自前で 暢気 

にこの 商売 をし ますから、 あなた 兄さんに なって 頂戴 

もと で 

—— これ だけ 資本が あれば、 立派に 自前で 通して、 あ 

なた 一人 を 過す ことなん ぞは、 憚りながら わたしの 

腕で 朝飯前よ」 

「まあ、 何でも 君の いいように 使い 給え、 君に は 授か 

り もの かも 知れない が、 拙者に は 用の ない 金 だ」 

「あら、 また、 あんな 小憎らしい こと を おっしゃる、 

こういう 御 縁に なって みれば、 わたしの もの は あなた 


の もの、 あなたの もの はわた しの もの、 でも あなたが 

見る の もお いやと おっしゃるなら、 わたし、 もう、 と 

て も 重く つ て やりきれ ないから 打捨っ てし まいます 

よ」 

「では、 とにかく、 道中 だけ は 拙者が 預かろう」 

「嬉しい」 

「では 出立いた そう」 

せ 

「どうして あなた、 そんなに お 急き になる のよう、 前 

に 日限の ある 身で はなし、 あとから 追手の かかる 旅で 

もない のに、 もっと 落着いて いらっしゃいな。 それに 

あなた、 飛驛の 高山 も 今が 一生の 見納め じ やなく つて、 


二度と 再び 頼まれても、 わたし はもう、 こんな 土地へ 

帰り やしません、 あなた だって 御 同様でしょう。 一生 

の 思い出に、 ここで ひとつ、 ゆっくり とお 名残 リを惜 

しもう ではありません か」 

と 言って、 女 はこし 方の 高山の 方へ と 向き 直りました- 

しょうこと なしに 兵馬が 佇んで いると、 女 はどう 

したの か、 いよいよ 浮き立つ てきて、 

「ねえ、 宇津木さん、 ここで わたしが お 名残りに、 飛 

驛 の 高山で 覚え た 芸づ くし をお 聞き に 入れる わ —— お 

相手が あなた じ や、 その 方 は 張 合いがない けれど、 わ 

たしの 心意気 だけ を 聞いて 頂戴よ。 いいえ、 あなたに 


お見せ 申す 心意気て わけ じ やない ことよ、 これつ ぼ つ 

ちの 間です けれども、 高山に は 御 厄介に なって いたお 

礼 心で、 わたし ここで、 高山 音頭 を 器量 一杯に うたつ 

しょうばん 

てみ ます わ、 あなた はお 相伴に、 おとなしく 聞いて い 

らっしゃ いな」 

女 は 高山の 方へ ずっと 向き 直って、 そうして ッッン 

テン テンと 口三味線 を はじめました。 

「聞いて いらっしゃい、 古いと ころから お 耳に 入れて 

あげる から」 

兵馬が いよいよ もてあまして 立って いると、 女 は 練 

リ 上げた 声で、 


宫の八 兵衛は 酒お 好き 

お 酒 三 杯と 嬝 かえた 

擤 かえた …… 

その 突 拍子な 調子 を 兵馬が 呆れました。 

心 やすやす 安川 を 

向う に 越 ゆる は 鍛冶屋 橋 

宮で角 助、 平 湯で 右衛門 さ 

ドン、 ドン、 ド ドロン、 ドン 

兵馬 は 呆れ果て ている けれど、 女 はいい 心 持に、 ま 

た 調子 を 替えて、 

おちゃえ、 おちゃえ 


おちゃの うちの 梨の 木で 

螺が 鳴く、 可と 鳴く 

つまこい、 つまこい と 三 声な く 

おちゃえ、 おちゃえ 

あね さの 腰の 巾着 は 

びろ どかな 

びろ どで ない が、 熊の 皮 

おちゃえ、 おちゃえ 

「それから 今度 は 白 川お けさ …… 」 

と 軽く 手前 口上 をのべ て、 

おけさよう 


おけさ 正直なら 

そばに もね さしよ 

おけさ 猫の 性で 

そうれ 爪た てた 

おけさよう 

おけさ 踊るなら 

板の間で 踊れよう 

板の ひびきで 

そうれ 

三味 いらぬ 

あき 

呆れて 聞いて いるう ちに 


兵馬 もまた、 なんとなく 


い い 心 持に な つ て 行く ようです。 

うた はく だらない 鄙 唄 だと 思う が、 女 はさす がに 鍛 

えた 咽喉で あり、 それにき ようはい やなお 客の 前で、 

胸で 泣きながら 口で 浮つ くのと ちがい、 なんだか 心に 

嬉しい ものが 溢れて、 全く 商売気 抜きで、 思う存分う 

た つての けられる のが 嬉しくて たまらな いものら しい- 

だ から 声 も はずむ し、  気 は 加速度に 浮き立 つ てと めど 

、、ゝ ヽ 0 

力な レ 

そこで、 おぞまし くも 兵馬なる ものが、 今 はなんだ 

か 自分 も 浮き浮きして、 女の 唄の 中に 溶かし 込まれて 

行く ようで も あり、 その 唄が 終る のが 惜しい ような 気 


もして、 もっと、 もっと —— と 所望して みたい ような 

気にな つ ている と、 

「聞き手が あなた じ や 張 合いがない けれど、 でも、 あ 

なた だ つ て 芸者のう た を 聞いて 悪い 気持 はしないで 

しょう  今日は わたし、 全くつ とめ 気 を 離れて う 

たって 上げる ことよ、 ところがと ころです から、 箱ぬ 

きで 我慢して 頂戴 —— 今度 は 新しい ところ をお 聞かせ 

して あげる わ、 これ は、 御 貝 頭 肩に なった 夕 作さん とい 

う 土地の 通人が こしらえ たうた なのよ —— 古風な のと 

違って、 また 乙な ところ も あるでしょう、 おとなしく 

聞いて いらっしゃいね」 


田 心う 殿御と 

ころがり 月 を 

晴れて みる 夜が 

待ち遠し 

(口三味線で 合の手) 

梅 も 桜 も 

一 度に 咲いて 

よそ じ や 見られぬ 

飛 驊の春 

兵馬 は、 なんとなく いよいよ いい 心 持に 引 込まれて 

行く のです。 事実、 芸者のう たなん ぞと 軽蔑して いな 


がら、 今日は どうした か、 それから それと 深みに 引 入 

れられ て 思わずう つ とりと してし ま つたと ころ を、 

「まあ、 あなた、 わたしの うた を 感心して 聞いて いらつ 

しゃる わね、 頼もしい わ。 そり や あなた だってお 若い 

ん です もの、 うた を 聞いて いやな 気持ば つかりな さる 

はず はな いわねえ。 お 若い うち は 食わず嫌いから、 皆 

さん 堅そう な こと を おっしゃ います けれど、 人間が ほ 

ぐれて 行く ほど、 お 酒の 味 も、 咽喉の 味 も わかって 参 

ります のよ。 あなたと いうお 方 も、 もうこつ ちの もの ■ 

これから、 わたしが みつち リ 仕込んで あげる わよ。 と 

ころで もう 一 つ、 今度 は、 飛驊の 高山の 土地のう たで 


ない、 本場のお 座附を わたし、 あなたの ためにう たつ 

てあげる わよ」 

そうして、 鶯 の 鳴く 前芸 のように 咽喉 をし めて、 

何 か 本格の 芸事 を はじめようと 構えた 時に、 兵馬が、 

別の 方向に ふと 聞き耳 を 立てました。 女の 方 も 何か少 

しおび えてき ました。 

気のせい か、 峙の 向う で 人の 声が しきりに ガヤ ガヤ 

とし だしてい る。 

兵馬 は、 ひらりと その 音の 方 を 見届けに 行きました- 

十 一 


峠の 鼻のと ころまで 物見に 出て 行った 宇津木 兵馬 は、 

少しく 狼狽の 気味 を 以て 取って返して 来ました。 

「困った！」 

「誰か 参ります の」 

「人が 登って 来る —— しかも その 人が、 仏 頂寺弥 助と、 

丸 山 勇 仙ら しい」 

「え ッ、 仏 頂 寺！」 

と 言って、 さすがの 福 松が、 今まで 晴々 していた 面の 

色 を さっと 変えました。 兵馬 も 同じ 思いと 見えて、 

「あの 連中と 逢って は 為め にならない」 


「隠れ ましょうよ  早く」 

「隠れる に 越した こと は あるまい」 

「さあ、 早く、 あなた、 これ をお 持ち 下さい」 

二人 は 秋草 を 分け、 木の間 を 分けて、 早く もめ ざし 

もみ  くさむら 

たと ころの 樅の 大木の 二 本 並んだ 木の 蔭へ 来て、 叢 

の 茂みに 身 を 隠して しまいました。 

ほど 経て —— のつ しのつ しと この 峠の 上へ、 無論 高 

山と は 反対の 側、 白山 道の 方からで す —— 身 を 現わし 

た 最初の 一 人 は、 まごう かたなき 仏 頂 寺弥助 —— やや 

後れて それにつ づ く 丸 山 勇 仙。 

「たしかに ここで 人声が していた よ、 来て 見る と 誰も 


いない」 

「そうそう、 たしかに 女の 声で うた をうた つていた、 

はな は 

しかも 甚だい い 声で 唄って いたに 相違ない」 

「それ を 楽しみに 来て 見る と、 どう だ、 誰もい ない」 

「では、 あちらの 下りに 向いた かな」 

「いいん や —— うたが ぼつり と 消えた のが 心外 じ や、 

あれ だけに 意気込んで 唄って いたの だから —— 向う へ 

下る にしても 余韻と いう ものが 残らなければ ならな 

い」 

あとかた 

「それ は、 ぼつり とやんで 跡形 もない の だから、 こい 

つ、 我々 の 来る こと を 知って、 怖れ をな して 隠れた な」 


「或いはそう かも 知れん」 

「しかし、 いい 声で あつたよ」 

ほれぼれ 

「声 だけ 聞いて いると、 まさに 惚々 したいい 声で あつ 

しろもの うしろべ ん てんまえ ふどう 

たが …… 姿 を 見る と 案外の 代物、 後 弁天 前 不動と いう 

例 も 多い こと だから、 むしろ 見ない 方が 我々 の 幸福で 

あつたか も 知れない」 

「だが、 それにしても 心残り 千万、 声の いい 奴が、 きつ 

と 姿が 醜い とき まった わけの もの じ やない、 ことに… 

…」 

「えらく 御 執心 じ やな」 

「別に 執心と いう 次第で も，， - J ざらぬ が、 飛驊の 山々 や、 


加賀の 白山、 白水 谷に は、 これで なかなか 隠れた る 美 

ちょう あ い 

人が 多い とのこと。 伝え聞く、 悪源太 義 平の 寵愛 を 

受けた 八重 菊、 八重 牡丹の 姉妹 は、 都に も 稀れ なる 

尤物であった そうな。 また 伝え聞く 南朝の 勇士、 畑 六 

ときよし 

郎左衛 門 時 能 も、 この 地の 木地 師の 娘に 迷うて、 紅涙 

綿々 の 恨み をと どめた そうな。 すべて 山中の 女 は、 声 

清らかに して 肌が 餅の 如く、 色が 雪の ように 白い と 申 

す ことじ や。 不幸に して 我々、 未だ その 隠れた る 山里 

の 美人に 見参せ ぬに よって …… 」 

「は、 は、 は、 故実まで 研究しての 上の 御 執心で はか 

なわぬ、 い ずれ そ の うち 海路 の 日和と いう もの も，、 y J ざ 


ろう、 気 永く 待つ ことじ や」 

「どれ、 この辺で 一 休み」 

それ は、 今まで 兵馬と 福 松と が 休んで いたと ころと 

ほぼ 同じ 地点。 

「それにい たしても、 なんとなく …… 人 臭い ぞ …… 」 

「人 臭い？」 

とぎばなし 

二人 はお 伽噺 にある 小 鬼 かなん ぞ のように、 鼻 を 

ひこつ かせて、 その あたり 近所 を ながめて いるう ちに 

「や！ ここに —— 」 

「そ-つ、， 0 見ろ」 

丸 山 勇 仙が まず 杖の 先に ひ つ かけて 手に 取り上げた 


の は、 色 友 禅の 胴卷 でありました。 

「そうら 見ろ」 

仏 頂 寺弥助 は、 勇 仙から つきつけられた 色 縮緬の 胴 

巻に、 赭顔 を 火の ように 映えら せて、 

「こり や 只者で ござらぬ」 

まさしく は 三百 両の金 を 今まで 呑んで いた その 脱 殻 

なの だから 只者で はない。 右の 大金 をたん まりと 呑ん 

でいた ばかりで はない、 なまめかしい 人肌に しっかり 

としが みついて いた ほ とぼりが まだ 冷めて いない 代物- 

こうの もろな お  えん や 

仏 頂 寺 は、 高師 直が 塩 谷の 妻からの 艷書 でも 受取つ 

た 時の ように 手 を わななかせて、 その 胴 卷を鷲 握み に 


すると、 両手で 揉みく ちゃに する ような こなし をして ■ 

「さて こそ、 まだ 遠く は 行くまい」 

「ま、 ま、 ま」 

と、 丸 山 勇 仙の 笑い声が 白々 しい。 

「まだ、 温 味が あるか」 

と 丸 山から 揶揄い 気味に 言われて、 仏 頂 寺 弥助は 友 禅 

模様に いよいよ 面 を 赤く はえら せ、 

「まだ 遠く は 行くまい」 

「炭 部屋の 中 をたず ね てみ さっし やい」 

「ばかにするな」 

丸 山 勇 仙 も 冷 かし 気味で あり、 揶攝ぃ 口調で あるけ 


れ ども、 その、 は、 は、 は、 と 冷笑す ると ころに、 な 

ん となく すさまじい 響が する。 仏 頂寺弥 助に 至って は • 

右の 縮緬の 胴卷を 面へ こすりつける ようにして、 面と 

手 を わななかせたり、 また、 急に 思い出し たように、 

やぶ  みすか 

忙しく 前後左右、 原、 藪、 木立 を 見 透したり、 どうし 

て も 落着かな いものに なって いる。 

そのく せ、 二人の いる 四辺 は、 真昼で あるに かかわ 

らず、 急に 白けき つてし まって、 二人の 者が、 こだま 

にで もお どる 亡者の ように 見える。 この 二人が、 亡者 

のように フ ラフラと 行方 定めず 歩いて いるの は 今に 始 

まった ことで はない —— 五体 も ぁリ、 むろん 足 も あり- 


人間た る こと は 紛れ もない が、 二人が のこのこと 歩く 

ところ は、 どう あっても 白昼の 亡者と しか 見えない。 

「おい、 隠れるな よ、 隠れた つて わかる ぞ、 我々 共と 

て も、 鬼で もなければ 虎狼で もない、 みだりに 取って 

食おうと は 言 やせぬ ぞ、 これへ 出て、 もう 一度、 今の 

いい 咽喉 を 聞かして くれん かいな」 

仏 頂寺弥 助が、 四方 を 見廻しながら、 咽喉が 乾いて 

舌 なめずり でもす るかの 如く 言い かけた のが、 四方の 

静かな 峠路の 林まで、 沁み 入る ように 響き渡りました。 

十二 


木蔭から、 息を殺して、 こちら をう かがって いた 福 

松 は、 

「あら、 大変！ 仏 頂 寺の 奴に 胴卷を 拾われち やい ま 

した」 

「抜かった な」 

兵馬 も 答える と、 

「あらあら、 仏 頂 寺が こっちへ やって来る わよ」 

「あわてるな、 あわてるな」 

と 言って、 兵馬 も 同じく 木の葉の 間から、 眼 を はなす 

ことではなかった が、 色 縮緬の 胴卷を 拾い 取った 仏 頂 


寺弥 助が、 叢 を 分けて、 ずつ しずつ しと こちらに 向つ 

て 歩み 来りい る こと は 事実な のであります。 

まさか、 これ だけの 距離が あって、 そうして 物 蔭に 

みとが 

いて、 彼等に 見咎められ ようはず はない の だが、 現に 

こちら を 目指し て 仏 頂 寺が ズ ンズン と 叢 を 分けて やつ 

て 来る から、 兵馬 も 動揺し ない わけに は ゆかない でい 

ると、 

「どうしましょう、 どうしましょう  あら、 仏 頂 寺 

の 奴、 こっち を あんな 眼つ きをして 睨めて いますよ、 

たしかに 見つかつ ちまった のよ」 

と 言って、 福 松 は 兵馬に しがみつきました。 


「まさか！」 

しかし、 いよいよ 感づかれて、 見つけられた となつ 

たら その 時の こと だ！ 兵馬 も 腹 を 決めて いると、 

「今度 は 見捨てち やい やよ、 宇津木さん！ わたし 仏 

頂 寺に 引渡され るの は、 もう 御免よ」 

と 言って、 福 松 はぐん ぐんと 押しつけて 来る もの だか 

もみ 

ら、 兵馬 は、 たじたじと 後ろの 樅の 木に 押しつけられ 

てし まいました。 

この 女と して、 恐怖 は 恐怖に 相違 あるまい けれど、 

これ は 必要 以上に 押しつけて 来る としか 思われない。 

兵馬 は その 必要 以上に 押しつけて 来る 女の 体 を もて あ 


まし 気味で、 

「あの 連中、 まだ こんなと ころ をう ろうろ している、 

仏 頂 寺の 故郷と いうの が 越 中の 富 山 在に あって、 あち 

らの 方へ 行く と 言って いたが、 今時分、 何の 必要 あつ 

ゴ 

てこの 辺 を まだう ろうろ している のか、 解せない こと 

だ」 

「ひとさらいみ たようね」 

「あれで、 惜しい 男な の だ、 練兵 館で も、 あのく らい 

腕の 出来る 奴 はない の だが、 心 術が よくない ため、 長 

州の 勇士 組から 見放され、 師匠 篤信 斎から も 勘当 を受 

け、 そうして 今 は ああして、 亡者の 体と なって 諸国 を 


うろついて 歩いて いる」 

「悪党の ようで、 それで 思いの外 さっぱりした ところ 

もあります のね」 

「うむ —— 本来 あれで 一 流の 使い手な の だから」 

「新お 代官み たように、 しつつ こいい やなと ころ はな 

いけれ ども、 でも 気味の 悪い こと、 手足の 冷たい こと、 

全く この 世の 人の ようじゃありません」 

「自分で も 亡者 亡者と 呼んで いる」 

さ さ や 

こう 言って、 一 一人 は 物 蔭で 私語き 交して いたが、 

「あら、 また、 やって来 ますよ」 

い つ とき  すか 

一時、 立ち 止って、 こちら を 透して 見て いたよう な 


仏 頂 寺が、 またのつ しのつ しと 草原 を 分けて 来る ので、 

福 松 はまた 兵馬に 一 層 深く しがみつきました。 

なるほど、 執念深い 彼等の ことで はあり、 異様な 六 

感が 働いて、 ほんとうに 我々 のこ こにいる の を 気取つ 

たかな。 もしそう だと すれば …… 兵馬 はこ こで かえつ 

て 機先 を 制して、 こちらから 身 を 現わして 出て 行って 

みようかと 思った が、 それ は 女にから みっかれ ていて、 

にわかに 転身が 利かない。 

そうして いると、 突然、 あちらの 方で、 

「仏 頂 寺、 仏 頂 寺！」 

高らかに 呼ぶ の は、 丸 山 勇 仙の 声であります。 


「何 だい」 

それに 答える 仏 頂 寺の 声が、 今日はい つもより 一 段 

と 太くて すさまじい。 

「松茸の 土瓶 蒸 を こしらえて 食わす から 来い」 

r ナ 一一、 松茸の 土瓶 蒸！」 

と 言った 返事が、 やっぱり すさまじく 四辺に こだまし 

て 聞え る。 

仏 頂 寺が 振 返って 見る と、 丸 山 勇 仙が、 以前の 地点 

で 盛んに 火 を 焚きつ けて いる。 

「ふ ー ん、 松茸の 土瓶 蒸と 聞い ちゃ、 こて えられね え」 

ぶ つ ちょ うづら 

仏 頂 寺 は 仏頂面 をしながら、 でも、 松茸の 土瓶 蒸が 


まんざら 〔# 「まんざら」 は 底本で は 「まざら 匕 でもない 

と 見えて、 しぶしぶ 引返して 行く のです。 

十三 

仏 頂 寺が 以前の 地点へ 立 戻って 見る と、 丸 山 勇 仙 は、 

もうかい がいしく 料理 方 を 立 働いて いる。 

なるほど、 土瓶 蒸の 献立が すっかり 出来 上って いる。 

原料の 松茸 は、 途中 こころがけて 山路で 採集して 来た 

もので あろうし、 それ を 土瓶に 仕 かけて 水 を 切って、 

火 を 焚き さえ すれば 口へ 運べ るよう に ととのえて 持つ 


て 来て いるら しい。 

おまけに 彼 は 一瓢 を も 取り出して、 そこへ 並べて 

あるの は、 松茸の 土瓶 蒸 だけでなくて、 紅葉 を 焚いて 

あたため るの 風流に も 抜かりがない と は、 なんと 優し 

いこと ではない か。 

仏 頂 寺 は それ を 見る と、 相当に 仏頂面 を ほぐして、 

草を褥 にどつ かと 腰 を 卸した ところへ、 如才なく 丸 

山 勇 仙が 猪口 をつ きつけました。 

「松茸の 土瓶 蒸で 一 杯 やる かな —— 」 

仏 頂 寺が 仏頂面に 诞 を 流して それ を 受ける。 

かくして 一 一人が、 土瓶 蒸 を 肴 に、 とりあえず 一 杯ず 


つの 毒味 を 試みて いる。 

旅に 慣れた 彼等 は、 即席の 調理 方に 要領 を 得て いる。 

小鳥 峠の 上 を 会席の 場と して 選定した こと もまた、 と 

ころに 応ずの 要領 を 得て いる。 

かくて 彼等 は、 飲み、 松茸 蒸 を 味わいつつ、 よう や 

く 興が 深くな つ て 行く はずな のに、 今日は どうした も 

のか、 仏 頂 寺が 至極 浮かない。 いつもそう 浮き立って 

ばかりい る 男で はない が、 今日は 特に 一 杯 盃 を ふく 

むごと に、 一 杯ず つ 滅-^ つて 行く ような 気色が いぶか 

しいので す。 

「丸 山 —— 」 


「何 だい」 

うま 

「きょうの 酒 は、 また 一段と 旨い し、 松茸 蒸 も 頰っぺ 

たが 落ちそう に 旨い けれども、 どうも、 おれの この 胸 

が、 この 心が、 ちっとも 浮いて 来ない わい」 

「ふ— む、 悪い もの を 見せた からな あ。 色 縮緬の 女物 

なんてい うの は、 仏 頂 寺に は 虫の 毒なん だ」 

「いや、 それじゃな いな あ」 

「は、 は、 は、 何 か 別にお 気 もじ さまな 一 件が あるの 

力 レ」 

「どうも 面白くな いな、 こうして 酒 を 一 杯 飲む ごとに ■ 

胸が 重くなる」 


うれい  はら  たま ははき 

「冗談 じ やない、 酒 は 憂鬱 を 掃う 玉 箒と いうんだ ぜ、 

酒 を 飲んで 胸 を 重く する くらいなら、 重湯 を 食べて 寝 

ていた 方が いい」 

「だが、 丸 山 —— 酒 は 旨 いんだよ、 肴 は 申し分ないん 

だが、 この 胸 だけが、 だんだんと 苦しくなる」 

かくらん 

「病気で も 起った のかい —— 鬼の 霍乱て やつで …… 」 

「そうじゃない —— 病気なん ていう やつ は、 本来、 仏 

頂 寺の 門前 を 避けて 通る ことにな つてい るの だが、 今 

日 はなん となく 気が ふさぐ よ」 

「困った もんだ な、 天気 はこの 通りよ しさ、 ところ は 

名代の 小鳥 峠の 上で、 紅葉 を 焚いて あたためた 酒 を 飲 


みながら、 手取りの 松茸の ぴんぴん したやつ を 手料理、 

これで 気 をふさ がれち や あ、 土瓶 も 松茸 も 泣く だろう、 

第一、 板前の 拙者が いい 気持 はしない や、 浮きな よ、 

浮きな よ」 

「浮かない、 どうも この 胸が、 一杯 飲む ごとに 沈んで 

行く、 といって、 酒 は やっぱり 旨い の だ、 肴に 申し分 

もない し、 天気 はいいし —— 」 

仏 頂 寺 は、 盃を嚙 みながら 四方 を 見廻す。 至極 晴れ 

やかな 小鳥 峠 だけれ ども、 仏 頂 寺に 見廻され ると、 急 

に 白ち やけて くるよう になる。 丸 山 は その 気 を 引立て 

ようとで もす るかの 如く、 


「不足 を 言えば、 た ぼが 一 枚 欠けて いる だけの もんだ、 

この 席へ、 いま 聞いた ような 咽喉が 一本 入れば、 それ 

も ちづ き 

こそ 天上 極楽 申し分ないの だが —— 望月の かけた る こ 

とのな しとい うの はかえ つて 不祥 だよ、 この辺で 浮き 

なよ、 浮きな よ」 

「浮かない —— 一 杯 飲めば 飲む だけ 気が ふさぐ」 

「弱った な、 こうして 働いて 御馳走 をして やって、 そ 

の 御馳走 を 食わないなら いいが、 さんざん 食い 且つ 飲 

まれながら ——  一 口上げ に 気が ふさぐ と言われたん 

じ や、 全く 板前が やりきれない」 

と 言って、 丸 山 勇 仙が つまらない 面 をして、 仏 頂 寺の 


面 を 見なお す。 

「丸 山、 つまらね えな」 

「何が …… 」 

「つまらね えよ」 

「何が、 どうして」 

「酒 を 飲んでも 浮ばれ なくなつ たんじ や、 もう 見き り 

時 だ」 

「いやに 湿っぽい こと を 言い出し たもんだ な、 しかし 

…：- J 

と、 丸 山 も 少しく 思案して みての 上で、 

「そうだつ けな、 李 白の 詩に、 酒 を 飲んで 愁 を銷 さん 


とすれば 愁 更に 愁ぅ、 というの があった つけ、 あれな 

ん だな」 

「どれ だ」 

「まあいい や、 酒と いう やつが、 必ずしも 人 を 浮かす 

とき まった もんじ やな いんだから、 何でもい いから 飲 

みな 仏 頂 寺、 遠慮なく 飲みな、 そのつ もりで、 この 松 

茸と 相応す る ほ どもろ みが 仕 こんで 来て あるの だか 

ら」 

「飲む の は 辞退 しないよ、 ただ、 一杯 飲む ごとに 気が 

滅入る」 

「まだ あんな こと を 言って やが る、 豫手 にしな。 とこ 


ろで、 こっち も 人に 飲まれたり、 愚痴 を 聞かされたり 

ばっかり していて はう まくない から —— これより、 思 

うさ まお 相伴 と 致して」 

丸 山 勇 仙 も、 この辺から 板前 を 辞して、 自分 も 会席 

へ 進出し ました。 

十四 

ところが、 自分が 飲み 出して みて、 丸 山 勇 仙が、 

「仏 頂 寺 —— 」 

「うむ」 


うま 

「旨い な あ  この 酒 は」 

「旨い な」 

「松茸 も 旨いだろう」 

「旨い よ」 

「浮きな」 

「浮かない」 

「では、 僕が 大いに 浮いて 見せよう」 

丸 山 勇 仙 は、 浮かない 仏 頂 寺 を 浮き立てる つもりで、 

てじゃく 

自分が ぐいぐいと 手酌で 盃を 重ねながら、 ようやく 浮 

あつらえむ 

き 立とうと つとめた が、 気のせい か 訛 向きに 浮いて 

来ない らしい。 


そこへ 仏 頂 寺が、 また 横の 方から、 すさまじい 声で 

呼びかけました、 

「丸 山 —— 」 

「何 だい」 

「そもそも 我々 は、 これから どこへ 向って 行こうと い 

うの だな」 

「君の 郷里、 越 中国 氷 見 郡へ 出ようと いう ことにな つ 

ている」 

「駄目 だ、 駄目 だ、 仏 頂 寺が この 仏頂面 を 下げて、 今 

更 のめの めと 故郷へ なん ぞ 帰られる と 思う か」 

「今 それ を 言い出され ちゃ 遅い、 では、 この辺で 立 戻 


りの 弁慶と やら かすか」 

「いったい、 どこへ 立 戻 るんだ」 

「さあ、 そいつ はお 前の 方から 聞きて えんだ、 やむ を 

得 ずん ば 江戸へ 引返す かな」 

おやじ 

「江戸 —— 江戸へ 出て、 あの やかましい 老爺の 篤信 斎 

の髯を 見る のは癩 だ」 

「では、 どう だ、 長 州への して は —— 」 

そんの-つじよ-つ い 

「長 州 は 今、 尊王攘夷で、 国 を 寝かす か 起す かと 沸い 

ている、 あんなと ころへ、 我々 は 飛び込めない」 

「だから、 大いに 勇士の 来る こと を 期待して いる、 君 

でも 行けば、 この 際、 大いに 歓迎す るだろう」 


「な 力な 力」 

「奇兵 隊を率 ゆる 高杉晋 作な ども、 まんざら 知らぬ 面 

でも あるまい から、 訪ねて 行ったら 面倒 を 見て くれる 

だろう」 

「だが、 仏 頂 寺 も 面が すたった からな、 ぬけぬ けと 出 

て 行って、 仏 頂 寺 来た か、 貴様、 剣術が 出来ても、 心 

術が なって いないなん ぞと、 高 杉 あたりに あの 調子で 

さげすまれる のが 癩だ」 

「では、 どこへ 行く」 

「さあ、 それ だ」 

「いったい、 我々 はこれ からど こへ 落着く の だ、 ギリ 


ギリの 返答が 聞きたい」 

「どっちが 聞きた いんだ」 

仏 頂 寺と 丸 山 は、 ここで 面 を 見合わせ たが、 笑い も 

しません でした。 

「丸 山 —— 」 

「何 だ」 

「おた がい は 亡者 だな」 

「まあ、 そんな ものだろう」 

ちゆ-つう 

「宙 宇に 迷って るんだ」 

「まあ、 そんな もの だ」 

「天へ も 上れず」 


「地へ も 潜れず、 かな」 

「東の 方、 江戸 表 も 鬼門」 

「西の方、 長 州 路は暗 剣」 

「のめの めと 故郷へ は 帰れず」 

「そうかと言って、 また 来た 道 を 引返す の は うんざ リ 

する」 

しょせん 

「所詮 …… 」 

「考えて みると …… 」 

「我々 は、 どこへ 行こうと 言って 思案す るより は …… 」 

「何の 目的で、 こうして 旅 をして 歩かねば ならない の 


「それより はいつ そ —— 何故に 我々 は 生きて いなけ 

リ やなら ねえの か、 そいつが 先 だ」 

「むずかしい ことにな つ てし まった ぞ！」 

「考えて みろ、 おれ も、 貴様 も、 何のた めに 生きて い 

るの だ」 

「そい つ は 困る」 

「困る たって、 それ を 解決し なければ、 永久に こうし 

うろ つ 

て 亡者と して、 八方塞がりの 籠の 中 を、 うろうろ 彷徨 

い て 、 無意味に 行き つ 戻りつ していな けり やならん」 

「なにぶん やむ を 得ん じ やない か」 

「ところが、 今や その やむ を 得ざる ことが、 得られな 


くな つてし まった —— おれ はもう、 こうして 旅から 旅 

の 亡者 歩きに 大抵 倦き てし ま つ たよ」 

「だって、 やむ を 得ん じ やない か、 君 ほどの 腕 を 持つ 

ていながら、 この 手腕家 を 要する 非常時 代に、 いっこ 

う 用うる ところがない、 拙者と きた 日に は、 君 ほどの 

腕の ない こと は 勿論 だが、 儒者と なる に は 学問が 足り 

ない、 医者と なるべく 術が 不足して いる、 英学を かじつ 

たが 物に ならず、 仕官 をす るに はものぐ さい、 日 雇に 

雇われる に は 見識が あり 過ぎる —— 亡者と してう ろ つ 

くより ほかに は 道がない じ やない か」 

「その 亡者と して 生きる 道が もう、 つくづく おれ はい 


やにな つたの だ」 

「では、 どう すれば いいんだ」 

「考えて みろ」 

「考えろ つたって、 この 上に 考えよう はあり やせん」 

「斎 藤 篤信 斎 は、 剣術 を 使わん がた めに 生きて いる」 

「うむ」 

「高 杉晋作 は、 尊王攘夷 のために 生きて いる」 

「うむ」 

「徳 川慶喜 は、 傾き かけた 徳川 幕府の 屋台骨の ために 

生きな けり やならん」 

「うむ」 


「西 郷吉之 助 は、 薩 摩に 天下 を 取らせん がた めに 生き 

ている」 

「うむ」 

「小 栗 上野 は、 幕府の 主戦 組の ために 生きて いる」 

「うむ」 

「勝麟 は、 勤王と 倒幕の 才取 のために 生きて いる」 

「うむ」 

ともみ 

「岩 倉具視 は、 薩長 を 利用して、 薩長に 利用せられ ざ 

らんが ために 生きて いる」 

「うむ」 

「土 佐の 山 内 や、 肥 前の 鍋 島 は、 薩長 だけに 旨い汁 を 


吸わせて はならない ために 生きて いる」 

「うむ」 

「会 津、 桑 名 は、 徳川 宗家 擁護の ために 生きな けり や 

ならん」 

「うむ」 

「さて、 それから 宇津木 兵馬 は I 」 

「は、 は、 は、 少し、 人物の レヴェルが 変って きたな」 

「宇津木 兵馬 は、 兄の 仇 を 討たん がた めに 生きて いる」 

「うむ」 

「お 銀 様と いう 女 は、 父に 反抗 せんがた めに 生きて い 

る」 


「うむ」 

むみょう 

「机 竜 之 助 は、 無明の 中に 生きて いるの だ —— ところ 

で、 仏 頂寺弥 助と、 丸 山 勇 仙 は、 何のた めに 生きて い 

るの だ」 

こう 言って、 仏 頂寺弥 助の カラカラと 笑った 声が、 

またも すさまじく、 森閑た る 小鳥 峠の 上に こだまし ま 

した。 

「松茸の 土瓶 蒸 を 食わん がた めに 生きて いる、 ぁッ、 

ば、 ま、 ま」 

と 合わせた 丸 山 勇 仙の 声 も、 決して 朗 かな 声で はあり 

ませんで した。 


十五 

その後、 かなり 長い あいだ 沈黙が 続いた が —— 仏 頂 

寺 は それでも 酒 を やめる ので はなく、 苦り切って 一杯 

一 杯と 重ねてい る。 

大いに 浮れ を 発する つもりの 丸 山 勇 仙まで が、 いつ 

のまに か 引 入れられて 湿つ ぼくなる。 強いて 気 を 引 立 

てようと する が、 どうしても 引 立たない らしい。 

「仏 頂 寺 —— 」 

「何 だ」 


「いやにし めつ ぼくな つたな」 

「そのく せ、 天地 はこの 通り 上天気 だ」 

のどか 

「ところ は 長閑な 小鳥 峠の 上で —— 」 

「丸 山、 おり やどう でも 死にた くな つてし まった」 

「は、 は、 は」 

この 時、 丸 山 勇 仙が 強いて 笑い 崩そうと したが、 い つ 

そう 重苦しい。 

「死にた くな つた」 

「ま、 ま、 ±6、 ま- 

死ぬ のがい いと も 言えず、 悪い とも 言えない、 丸 山 

勇 仙 は、 ただ 強いて 重苦しく 笑う だけであった。 笑い 


も、 こうなる とうめ きよりも 渋 濁で ある。 

「死にて え、 死にて え」 

まきじた 

と、 仏 頂寺弥 助が 捲 舌 をつ かい 出す。 

「くたばり や がれ！」 

と、 丸 山 勇 仙が 悪態をつき 出す。 

「そうれ」 

と 仏 頂 寺が、 最後の 一杯、 いな、 一 滴と 見える の を、 

深く 腸 の 底まで 送り込んで、 その 盃を勇 仙め がけて 

投げつ ける。 勇 仙が それ を 受けて、 手酌で 一杯 ひっか 

けようと したが、 もう 酒が 尽きた。 

「丸 山 —— おれ は 死ぬ ぞ、 どう 考えても 生きる 口実 を 


見失った から、 これから 本当に 死んで 見せる の だ、 検 

視を つとめさ つ しゃい」 

と 言って 仏 頂 寺弥助 は、 着て いた 羽織 を 脱ぎに かかり 

ました。 

「本当に 死ぬ のか」 

「うむ  見て いさ つ しゃい」 

「冗談 じ やな かろうな」 

「冗談から 駒の 出る こと も ある、 いの じケ 原の 時 だつ 

てそう だ」 

「今 は、 どうす るつ もリ だ」 

「どうもこう も あり やせん、 お前 は、 ただ 黙って 最期 


を 見届けて いさえす リゃ いいんだ」 

「仏 頂 寺、 いやに 真剣 だな」 

「真剣 だと も」 

羽織 を 脱ぎ 終った 仏 頂 寺弥助 は、 それ を 草原の 上に 

敷いて、 その上に、 草鞋 をぬ いで どっかと 座 を 占めた 

ものです。 

ま ね 

「仏 頂 寺、 変な 真似 をす るな よ」 

丸 山が ようやく あわて だした が、 仏 頂 寺 弥助は それ 

に 取合わないで、 その 次の 仕事が 内ぶ ところへ 両手 を 

入れ、 おもむろに 諸肌 を 脱いで しまったと ころです。 

「風邪をひ くよ、 風邪 を、 変な 真似 をす るな という こ 


とよ」 

「いいから、 黙って 最後まで 見届け るんだ」 

「な、 なに をす る！」 

丸 山 勇 仙が、 非常に 狼狽して 仏 頂 寺の 膝に とりつい 

たと-つ 

たの は、 彼が 第三 次の 事業と して、 畳 紙 を ひろげて 二 

つに 折り、 それから 刀 を 取って 膝の 上に 置き、 やおら 

さ や はず 

鞘 を 外して しまって、 その 程よ きと ころ を 畳 紙に 持 添 

えて 構えた のが、 どうしても 切腹に 取り かかる ものの 

ふの 作法と より ほか は 受取る ことができな いので、 丸 

山 勇 仙が 眼の 色 を かえて 仏 頂 寺の 膝に とりついた 時に、 

仏 頂 寺 は、 


「何 だ、 丸 山、 貴様と める つもり か、 拙者が 覚悟 をき 

めて、 尋常に 死にく たばろう とする の を 見て、 いま さ 

ら 貴様が 留 立て をしょう とする の は 奇怪 だ、 留めるな 

ら 留める だけの 意義と 理由 を 以て 留めろ」 

仏 頂寺弥 助が I 然と 叱瞎 する の を、 丸 山 勇 仙 はテレ 

き つ て、 

「意義 も 理由 も あり やしない、 予告な しに 眼前で 腹 を 

切ろうと いう 奴 を、 友人の 身と して 見て いられる か、 

いられな いか。 僕に 向って 留め だて をす る 意義と 理由 

と を 求める 前に、 仏 頂 寺 —— 君 は なぜ、 今にな つて そ 

う 急に 復を 切らなければ ならない のか、 かえって その 


意義と 理由 を 示せ」 

「その 意義と 理由が わかる くらいなら、 腹 を 切り やせ 

ぬ、 それが わからな いから 腹 を 切る の だ、 貴様、 留め 

るの なら 留める でい いが、 これから さき 仏 頂寺弥 助が、 

何故に 生きて いなけり やならん か、 その 講釈 をして 聞 

かせろ」 

「むずかし いこと を 言うな よ、 いま 死ぬ くらいなら、 

もっと 早く 相当 死 場所 もあった ろう じ やない か、 ここ 

まで 来たんだ から、 もう 少し 延ばして、 相当 準備 をと 

とのえ てからに しちや あどう だ、 相当の 準備期間 を… 

;」 


「生きて 行く に は 相当の 準備 もい るだろう が、 死ぬ に 

準備 は 要らない、 出た ところ 勝負で 結構」 

「だって、 そり や、 あんまり あっけな いこった、 せめ 

て —— 明日まで 延ばして くれよ、 明日まで …… 明日に 

なると、 また 何 か 風向きが 変らぬ とも 限らん。 仏 頂 寺、 

貴様 は 今、 不意に 死神に とりつかれ たんだ」 

「は、 は、 は、 死神に とりつかれ たんじ やない、 死神 

を 出し抜いて やる の だ、 死神と いう 奴 は、 いつも 人 を 

出し抜いて 狼狽 さすから、 今日は ひとつ、 仏 頂 寺が 先 

手 を 打って 死神 を 狼狽 させて やる の だ —— は、 は、 は、 

丸 山、 そういう お前の 面に 死神が のりうつって いるよ」 


「冗談い うない、 冗談い うない、 おり やまだ 死ぬ の は 

いや だよ」 

「だから、 生きて、 介錯 を 頼む と は 言わない、 仏 頂 寺 

の 最期 を、 おとなしく、 ちゃんと 見届けて いても らい 

たいの だ。 さあ、 もう 覚悟 はき まった、 放せ、 放せ、 

離れて いろ やい、 丸 山 勇 仙 —— 」 

「だって 仏 頂 寺、 二人ともに 影の 形に 添う が 如く、 こ 

れ まで 来て、 それ を 両人 覚悟 納得の 上なら 知らぬ こと、 

今日 突然、 貴様 だけが 死ぬ というのに、 この 丸 山が 指 

を くわえて 見て いられる か」 

「見て いられな けり や、 どうす るの だ」 


「どうす る つたって、 まあ ともかくも 一 応、 思い 留ま つ 

て くれ 給えよ」 

「思い 留まれね え、 こうな つ て 思い 留まれる 仏 頂 寺 だ 

と 思う か。 思い 留まらな いとき まった 上 は、 貴様 は ど 

うする  」 

「どうす る も、 こうす る も あり やしない。 腹 を 切り ま 

す、 はいお 切りなさい、 友人と して それが 言える か、 

言えない か …… 」 

「言えな けり や、 どうしょう というの だ、 一匹 一人の 

やせうで 

男が 死のうと 覚悟した もの を、 貴様の 痩 腕で どうしょ 

うとい うの だ」 


「理窟 を 言うな よ、 理窟 を —— 」 

「理窟で はない、 貴様が どうしても 無用の 留 立て をし 

て、 ここで 拙者の 往生際 を 邪魔立てしょう というなら、 

してみ ろ、 足 手 まといの 貴様から 先に 叩き 斬り、 仏 頂 

寺 は 心 置な く 腹 を 切つ て 死ぬ まで だ」 

「いやに 恐い 目 をす る じ やない か。 仏 頂 寺、 君が それ 

ほどまでに 死にた くな つたん じ や 是非 もない、 いかに 

も おれの 痩 腕 じ や、 仏 頂 寺の 死 際 を 取 抑える わけに い 

かんの はき ま つてい る」 

「だから、 おとなしく、 それに 坐って、 拙者の 腹の 切 

り 方と、 往生際 を、 またたき もせずに 見届けて いる こ 


とじ や」 

「じ やといって —— 友達が 死ぬ の を、 いい 気で おとな 

しく、 眺めち や あいられ まいじ やない か」 

「な あに —— 生やさし いのが、 じたばたす るん じ やな 

い、 仏 頂 寺 ほどの 亡者が、 得心ず くで 腹 を 切る の だ、 

見て いるう ちに は 胸が 透いて くるよ」 

「ばかな —— なんらの 意義 も 理由 もな く、 友達が 腹 を 

切る、 よろしい お切りなさい、 拙者が 傍から 切りつ ぷ 

リを 拝見なん てす まして いられる か」 

「すまして いられな けリ や、 濁って なりと、 かぶって 

なりと 見て おれ、 そんな ことに かかわつ ちゃ おられん 


ど— れ」 

仏 頂 寺弥助 は、 ついに 長い 刀の 物 打の 上 あたり を 半 

紙で 握んで、 左の 手で 襟 を 押し ひろげて、 その 腹を撫 

ではじめました。 

「仏 頂 寺 II 」 

「何 だ、 泣き声 を 出すな、 不祥な 声 を 出す と、 仏 頂 寺 

が 冥途の さわりになる」 

「まあ、 仏 頂 寺 —— 」 

「何 だい、 今と なって、 仏 頂 寺、 仏 頂 寺と 言うな い」 

「まあ、 仏 頂 寺、 もう 少し 待って くれ、 留め るん じ や 

ない、 おれに も 少し 了見が あるから、 もう 少し 待って 


くれ」 

「何 だ、 貴様の 了見と いうの は …… 」 

「仏 頂 寺、 実はな、 おれ も 一時 は 面 喰って、 お前の 最 

期を留 立て をして みたんだ が、 よく 考えて みると、 こつ 

ち も 御 同然の 身の上 だつ たんだ、 お前が 生存の 意義と 

理由と を 見出し 得ない 如く、 この 丸 山 勇 仙 も、 そんな 

ものが 見つけられないで うろついて いるの だ。 だから、 

お前が その 理由に よって 死ななければ ならない とすれ 

ば、 この 丸 山 勇 仙 も、 残って 生きて いなけり やならん 

必要と 意義と が 無い の だ、 それ を 今やつ と 考えついた 

の だ」 


「そうだ、 貴様 だって、 これから 生きの びて 尊王攘夷 

を やる という 柄で もな し、 新撰 組に 加わる という 柄で 

もない のにき まつ ている」 

「そこで だ —— お前が 死ぬ となれば、 おれ も 死ぬ —— 

と、 なぜ 最初から 言えなかった のか、 それが 考えて み 

ると 不思議 だ」 

「う ー む」 

「だから 仏 頂 寺 —— 留立 するな あ、 愚劣 千万だった よ、 

お前が 死 ぬん なら 俺 も 死ぬ よ、 もう、 明日 だの、 一時 

待て だのなん て 言 やしないよ、 今日、 この 場で、 お前 

たやす 

と 枕 を 並べ て 死ぬ のが、 当然 過ぎる ほど 当然た る 容易 


い 仕事で あつたの だ、 当然そう 行かな けり やならない 

うろた 

はずの を、 なぜ、 みっともない 狼狽えぶ り をして 見せ 

たの か、 今と なって 不思議 だ、 多分お 前の 言う 通り、 

先手を打 たれた 死神の 奴が 狼狽して、 お前に はとり つ 

けない から、 おれの 手 を 借りて、 お前の 勝利 を攪 乱し 

ようと 企てた のだろう、 もう、 わかった よ、 死ぬ よ、 

お前と 一緒に、 おれ もこの 峠の 上で、 今日 只今、 死ん 

で 見せる よ」 

「ま、 ま、 ±6、 ま- 

「お前 だって 人の 留 立て を 差しと めて おきながら、 お 

れの 死ぬ の をよ せと は 言えまい、 おれ だって 影の 形に 


添う が 如く、 これまで 亡者 うろつきに うろついて 来て、 

お前 を 死なして、 これから ひとり 旅が できる もの か、 

できない もの か、 つもりに も わかり そうな もの だ。 そ 

の つもりに も わかるべき ことが 今まで わからなかった、 

死神め に攪 乱されて いたの だ」 

「そう 事が わかったら、 おた がいに、 生の 自由と 死の 

自由 を 尊重す る こと だ」 

「善 は 急げ だ —— 話が きま つ たら ぐずぐず しないが い 

い。 ところで、 仏 頂 寺、 お前 は 剣 を 以て 世に立って、 

剣で 果てる の だから 切腹が 当然 だが、 僕の 方 はそう は 

いかない、 剣道が 本職で はなし、 万一 切り 損なって、 


お前に 最期の 道 を 先立 たれ、 あとからの たうち 廻って 

追い かけるな んぞは 醜態 千万 だから、 こういう 時の 用 

心に、 僕 は 僕 だけの 死に 方が ちゃんと あらかじめ 附ぃ 

ている の だ」 

「そうか」 

おもんぱか 

「僕 は 、かねてより 今日 ある こと を 慮 つて、 ここに 

これ、 舶来の 硫酸と いう 劇薬が 一 瓶 仕込んで ある、 こ 

れを、 ちょっと あおる と 五臓六腑が 焼け 爛れて、 完全 

に 生命が 解消され る、 腸 を 沁み 込んで 行く 間 はかな 

り 苦しい そうだが、 切腹と どちら か、 その 苦痛の 程度 

の 比較 は 知らないが、 やり 損いな しに 死ぬ る こと は 請 


合いな の だ、 そこで、 君が 腹へ 刀 を 突き立て ると 同時 

に、 こいつ を 僕が 一滴ず つ 口中へ 垂らし込む」 

と 言って、 荷物の 中から グロテスクな 小瓶 を 出して 見 

せる。 

「う— む、 面白い な、 貴様 もなかな か 馬鹿で ない」 

「話が きまったら、 心静かに —— しかし、 善 は 急げ だ」 

こう 言って、 丸 山 勇 仙 は 毒薬 を 下に 置き、 仏 頂 寺と 

同じように、 羽織 を 脱いで 草原の 上に 敷きました。 

十六 


やがて、 仏 頂 寺が 刀 を 腹へ 突き立て ると 同時に、 丸 

山 勇 仙が 小瓶 を 口に グッと 仰ぎました。 

「仏 頂 寺、 痛いだろう」 

「うむ —— 」 

と 言いながら 仏 頂 寺 は、 その 刀 を 引き 廻し、 

「丸 山、 薬 は、 薬 は 利いた か」 

「まだ 何ともない、 痛みの 至る 程度から 言えば、 お前 

のと は 比較に なるまい、 あ、 それにしても 胸が 変 だ、 

腹が 痛い」 

「しっかり しろ」 

「仏 頂 寺、 痛いだろう」 


「そり や、 痛い、 腹 も 身のう ちと 言う からな」 

「我慢して おれ も …… 」 

しんぜん 

この 時分に、 丸 山の 腹に 硫酸が 浸漸を はじめた らし 

く、 

「苦しい、 思った より 苦しい！」 

と 叫び ましたが、 

「がんばれ！」 

と 仏 頂 寺が 声をかけ ると、 丸 山 は、 

「ああ、 この 苦しみ は 別 だ、 まるで 五臓六腑が 焼け 出 

したよう だ、 噴火山から 熔岩が 流れ出して 村里 をのた 

うち 廻る ように、 腹の 中 を 熱い ものが 引搔き 廻す、 仏 


頂 寺、 おまえの も 楽 じゃある まいが …… 」 

「楽 じ やない —— 」 

「俺の は 苦しい、 同じ ことなら、 腹 を 切 るんだ つた、 

こんなに …… 毛唐の 薬が こんなに 利く と は 思わな かつ 

た、 苦しい！」 

「愚痴 を 言うな」 

「たまらな い —— 誰か 早く 引導 を 渡して くれ」 

「我慢し ろ」 

「うむ —— 」 

丸 山 勇 仙 は、 しっかりと 大地に つかまって 堪えて い 

る。 仏 頂 寺 は 全力 を こめて キリ キリと 刀 を 腹の 中へ で 


きる だけ 強く 突き こんで 引搔き 廻して えぐりながら、 

苦しがつ ている。 でも、 丸 山 勇 仙に 同情す るの 余裕が 

いくらか 残 つ ている と 見えて、 

「丸 山、 苦し まぎれに、 さっきの あの 受け渡し をもう 

一 べん 繰 返せ、 それが 引導 だ」 

「うう む うう む」 

「いい か、 斎 藤 篤信 斎 は …… 剣術 をつ かうた めに 生き 

ている」 

「う— む、 高 杉 晋作は …… 尊王攘夷の …… ために 生き 

ている」 

「徳川 慶喜は …… 」 


「う— む」 

「小 栗 上野 は …… 」 

「う— む」 

「う— む」 

「岩 倉 は …… 」 

「う— む」 

「土 佐と、 肥 前 は …… 」 

「う— む」 

「会 津、 桑 名 は …… 」 

「う 1 む」 


「そうして、 仏 頂寺弥 助と …… 丸 山 勇 仙 は …… 何のた 

めに 生きて いるの だ」 

「う —む」 

「う ー む、 何のた めに …… 」 

「う— む、 生きて いる …… 」 

「う— む、 松茸の 土瓶 蒸 を …… 」 

「う ー む、 食うた めに …… 」 

「う 1 む、 う 1 む」 

こわ  ろれつ 

ここで、 ついに 二人の 舌が 硬ば つて、 呂律が 廻らな 

くな リ、 丸 山 勇 仙 はもう 受け渡し どころ ではなく、 そ 

こら をのた うち 廻って 苦しみ 出した が、 仏 頂 寺の 気 は 


なお 確かで、 存分に 腹 をえ ぐって 上へ ハネ、 やがて 刀 

を 返して 咽喉へ 持って行って、 一気に 咽喉 笛を搔 切つ 

てし まった から、 万事 はおし まいです。 

ほとんど 同時に、 丸 山 勇 仙 も 動か なくなりました。 

十七 

それ を 遠く、 物 蔭に うかが つ ていた 女が 言いました、 

「ごらんなさい、 いい 気じゃありません か、 男 同士 ふ 

たり 水入らずで、 峠の 上で 飲めよ 唄えと、 さんざん 騒 

いだ 揚句、 とうとう いい 心 持で 寝込んで しまいました 


よ」 

兵馬 もまた、 そうだと 信じて いる。 この かな リ隔 

たった 距離の 点から うかがって いると、 二人の 挙動 は、 

万事い い 気持ず くめと しか 見えな か つた ものです。 

紅葉 を 焚いて、 酒と 松茸 を あたためて 食べながら、 

出 まかせの 太平楽 を 並べて、 それが 相当に 並べつ くさ 

れた 後、 ところ を 嫌わず、 いい 心 持で 寝そべ つ てし ま つ 

たの だと 見る より ほかに は 見よう がなかった のです。 

何故に 生きねば ならない かの 疑問と、 これより 先へ は 

一 寸も 歩け ない 倦怠が 二人 を 悩まして、 その 間に 受け 

渡された、 憂鬱 きわまる 問答の 声 は、 決して ここまで 


届かなかった ものです から、 兵馬 も、 

のんき  はし 

「暢気 千万な 奴等 だ —— ああなる と、 全く 箸に も 棒に 

も かからぬ」 

「でも、 可愛らしい ところが あるじ やない の、 人間 は 

ァク どい けれども、 ああして 行き あたり ばったりに 

酔って は 寝、 寝て は 起き、 起きて は 旅 —— という 気持 

うらや 

だけ は 羨ましい わ」 

「あれ だけの 気分で、 彼等 は 生きて いるの だ」 

「わたしたち だって、 あの 気分で 生きて 行き さえ すれ 

ば 文句 は ございま せんね、 旅から 旅 を 気任せに、 酔つ 

ばらって 寝転んだ ところが 宿で、 起きて また 歩き だす 


ところが 旅 —— ああして 一生が 送れれば、 あれ もまた 

いいじゃありません か」 

「御 当人た ち はよ ろしい としても、 差 当り、 こっちの 

動きが とれない に は 困る」 

「困り やしない わよ、 向う が 向うなら、 こっち もこつ 

ちょ、 根 くらべ をしょう じゃありません か」 

「ばかな こと を  」 

がんば 

「あの人た ちが 頑張り 通す まで、 こっち もこ こ を 動か 

ない ことにして はどう、 ねえ、 宇津木さん」 

「そういう 緩慢な こと はして おられない —— とにかく 

彼等が 眠りに 落ちた を 幸い、 この間に 摺リ 抜ける こと 


にで もせん と …… 」 

「まあ、 あなた は、 どうして そんなに せっかち なので 

しょう、 少し は あの人た ちに あやかりな さいよ」 

と 言って、 兵馬の 胸に しがみついて 怖れ をな していた 

女が、 兵馬の 首根っこに ぶらさがって、 木の実 をと り 

たがる 里の 子供ら が、 木の 枝 をた わ わにして ぶらさが 

りたがる ようにして ぶらさがる もの だから、 

「いけない」 

と 兵馬 は 拒みました。 

「いや、 放して 上げない ことよ」 

これ を摺リ 抜けて 兵馬 は、 


「とにかく 見届けて 来る」 

仏 頂 寺、 丸 山の 事の 体 を 見届けに 行きました。 見 届 

ける といっても、 根気負け をして、 名乗り かけて 切 抜 

け 策 を 講じよう という 気になつ たので はなく、 彼等の 

寝息の 程度 を 窺って、 その 間に ここ を摺リ 抜けて し 

まおうとの 斥候の 目的で 兵馬 は 出かけた ものら しい。 

仏 頂 寺、 丸 山と いえ ども、 兵馬に と つ て は 親の 敵 では 

なし、 万一 見つかったら 見つかった 時の はら もき めて、 

恐る恐る 草原 を わけて 近づいて 見る と、 案の 如く、  二 

人 は 飲み倒れ て 横にな つてい る。 なるほど あくどい 奴 

等で は あるが、 こうして ところ 嫌わず 飲んで は 寝、 寝 


て はまた 起きて 旅から 旅 を うろつく 彼等の 生活 も はか 

ない もの だが、 そこに 無邪気な 点 も 無いで はない と、 

妙な 気分に 襲われながら、 兵馬 は 少しお かしい ような 

気持に なって、 少なくとも、 二人の その 放漫 無邪気な 

寝顔 だけで も のぞきに 来たつ もりで、 もう 一 歩 近づい 

た 時に、 ぶんと 血の 香 を 嗅ぎました。 

無邪気に 酔 倒して いるので はない こと を 直感し まし 

た。 

脱 鬼の 如く、 兵馬 は 秋草 を 飛び越え たのです。 そう 

して、 仏 頂 寺の 倒れた の を 抱き起して 見た のです。 

「仏 頂 寺 —— 仏 頂 寺」 


兵馬 は、 声高く 叫び 且つ 呼んで みました が、 返事が 

ありません。 

あわただしく、 それ を そのまま そうして 置いて、 丸 

山 勇 仙 を 抱き上げ、 

「丸 山 君 —— 丸 山 —— 丸 山 勇 仙 君」 

と、 立て続けに 名 を 呼びました けれども、 これ も 返事 

がありません。 

仏 頂 寺 は 立派に 腹 を 切り 了え た 上に、 咽喉 を搔き 

きってい る。 これ は 反 魂 香の 力で も 呼び 生かす 術 はな 
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丸 山 勇 仙の 死体 は 拾い 起して 見る と II これ は 五体 


満足で は ある けれども、 すでに 硬直し、 冷却して いる 

こと は 仏 頂 寺 以上で、 ただ、 何 を もって 死んだ か、 殺 

された かの 形跡が 明らかで ない。 

「仏 頂 寺 君、 丸 山 君、 君た ち、 なぜ 死ぬなら 死ぬ よう 

に 言って くれない —— 」 

と、 兵馬 は 二人の 死骸 を 打ち ながめて 叫びました。 

「こういう ことと 知ったら 隠れて いるん じゃなかった 

出て 来れば よかった —— 君た ち は 死ぬ ために ここに 落 

着いて いたと は、 気がつかなかった よ —— 死 ぬん なら 

ば こちらに もしょうが あつたの だ、 目の前で 一 一人 を 死 

なせながら 見殺しに した」 


兵馬 は 泣いて 叫びました。 

十八 

その 夜、 上 平 館の 松の 丸の あの 座敷の、 大きな 炉辺 

に 向い合って 坐って いるの は、 お雪 ちゃんと 宇治山 田 

の 来 友で ありました。 

お雪ち やん は、 一生懸命 でお 芋の 皮 をむ いている の 

であります。 

その 手先 を、 眼 を 据えた ように、 そのく せ、 多少の 

気抜け もして いるもの のように、 来 友が しょんぼりと 


ながめながら、 膝 をち よこなん と 組んで、 向う 經 のと 

ころ を 抱え込む ようにして 坐り込んだ まま、 無言な の 

です。 

「ごらんなさい、 米 友さん、 あなたに 買って 来て いた 

だいた 庖丁が、 こんなに よく 切れて —— 」 

なるほど —— お雪 ちゃんの 言う 通り、 お雪ち やん は 

今、 芋の 皮 をむ くにしても、 新しい 卸し 立ての 鹿 丁 を 

使つ ている ところで あります。 

「そうかな あ」 

と、 来 友が 気のない 返事 をし ました。 気のない 返事 を 

しても、 気の 抜けた という 意味で はなく、 ひそ こに あ 


ら ずして 返答 だけ をした ものです から、 なんとなく 気 

のない ように 聞え る だけの ものです。 

「ごらんなさい、 今晩は、 座敷 うちだって こんなに 明 

るいじゃありません か、 何から 何まで 新しい ものず く 

めで、 まるでお 嫁さん にで も …… 」 

と 言って、 鹿 丁の 手 を 休めて お雪 ちゃんが 今更の よう 

に、 この 室内 を 見廻した ものです。 

「うむ —— 」 

と 言って、 来 友 は 相 変らず 気のない 返事 をして、 お雪 

ちゃんへの 義理に、 うつらう つらと この 室内 を 見廻し 

たもので す。 


なるほど、 そう 言われて みると、 新しい。 家 は 特別 

に 新しく はない が、 室内の 調度と いう ものが、 ほ とん 

どす ベて 新しく 一  変して いる。 それ は 誰が 一 変 さした 

もの か、 問う まで もな く、 御 本人の 米 友 公の もたらし 

た 一 つの 恩恵な のであります II というの は、 来 友が 

長 浜から 帰る ことなしに は、 この 室内 もこん なに 新し 

味が 増す わけはなく、 また 同時に、 米 友が たとい 長 浜 

から 帰った にした ところで、 手 ブラで 帰つ たんで は、 

こうまで 室内の 面目 を 一変す る こと はでき ない。 つま 

り、 来 友が 無事に —— あんまり 無事で もなかつ たけれ 

ども、 とにかく、 馬に 積んだ 荷物 を、 ほとんど 遺失と 


損傷な しに 引っぱって、 ここまで 戻つ たれば こそ、 今 

晚 こうして、 お雪ち やん をして 新しい 気分に 喜ばしめ 

る ことができ たのです。 

ごらんなさい、 新し いのは、 単にお 雪 ちゃんが 雪の 

ような 指先で あしら つ ている 鹿 丁ば かりで はあり ませ 

まないた  ざる 

ん、 その 下に 据えた 俎板 も、 野菜 を 切り込 む^も、 

目籠 も、 自在に かけて 何物 か 煮つつ ある 鍋 も、 炉 中の 

火 を かき 廻す 火箸 も、 炉辺に 据えた 五徳 も —— 茶の み 

茶碗 も、 茶托 も —— すべて 眼に 触る る ものが みんな 新 

すす  あらな ベ 

しい。 ただ 古いの は 自在 竹の 煤の ついた のと、 新 鍋の 

占拠に よって 一 時差 控え を 命ぜられ ている 鉄瓶 だけぐ 


らいの ものです から、 この 室内す ベ て を 照明す ると こ 

とうみ ようだい 

ろの 光の 本元と しての 燈明台 も、 むろん 最も 新しい 

物の 一 つで あるし、 その 中の 燈明皿 も、 油 も、 とうす 

み も、 一切が 新しい のです から、 お雪 ちゃんの 眼に 見 

て、 タングステン 以上に まば ゆく 感じ、 且つ また それ 

が 気分まで を 明るく、 心 持よ くした の は 無理 もない こ 

とです。 

それ を 今、 仕事 をしながら お雪 ちゃんが 感謝の 意 を 

表した の だが、 来 友と して はそんな に 有難く は 受取ら 

は. ま 

ない、 ただお 雪 ちゃんが 言い かけて、 言う こと を沮ん 

でし まった ような ただいまの 一 句、 「まるで、 お嫁さん 


にで も …… 」 と 言った 言葉尻 をと らまえ てし まい まし 

た。 

「そうだな あ、 まるでお 嫁さんでも …… 」 

と 米 友が 続けて みたが、 そこで、 また 何とつ づけて い 

いの か、 さすがの 来 友が 擬議 しました。 

「ホ、 ホ、 ホ、 ホ」 

とお 雪ち やん は、 何が おかしい か 笑いました。 

「取った よう だな」 

と、 お雪 ちゃんに 笑われた ので、 来 友が あわてて 木に 

竹 を つ いだよう に 言葉 を つづけました。 

「ホ、 ホ、 ホ、 ホ」 


と、 お雪 ちゃんが また 笑いました。 

木に 竹 をつ いだよう な 米 友の 言葉 の 前後 をつ づ り 合 

わせて みると、 「まるで、 お嫁さん でも 取った よう だな」 

と、 こういう のであります。 お雪 ちゃんとして は、 こ 

の 際、 来 友が ガラ にもな くお 嫁さん を 引合いに 出した 

それが おかしい のではなかった のです。 なぜならば、 

くちごも 

お嫁さん …… という こと を 言い出して 口籠った の は、 

それ はかえ つてお 雪ち やん 自身に あるので すから、 来 

友が、 その 言葉尻 を 受けつ いだから といって、 何もお 

かしがって 笑う こと はない のです。 といって 特別に 笑 

わなければ ならぬ ほどのお かしい ことはなかった ので 


すが、 箸が 転んでも 笑いたい という 年頃なん でしよう 

から、 来 友さん そのままの 存在と、 あたりの 新しい も 

のず くめが、 ついお 雪 ちゃんの 気 を、 こんなに 快活に 

した ものと 見なければ なりません。 

だが、 また 一方、 来 友と しても、 たとい 人の 言葉尻 

をと らまえ たにして からが、 お嫁さんが どうした とか 

^  J うした とか がらに な い ， J と を 言 い 出す のが 変 だと 思 

えば 思われな いこと はない のです けれども、 それと て 

も、 必ずしも 来 友の 独創と いう わけで はなく、 

源 ちゃんと 言つ て も 

返事がない 


お嫁さん でも 

取った のかい —— 

という 俗言が、 ある 地方に は 存在して いる。 それ を 来 

友が 思い出し たから、 ガラ になく この 際 応用 を 試みた 

だけの ものなん でしよう —— そう 種が 知れて みれば、 

いよいよ 以て 笑う ベ きこと でもなん でもない のです が 

少し しっこい が、 これ をお 雪 ちゃんが 最初い つた 言葉 

尻と 比べて みると、 少しば かり 「てにをは」 の 相違が 

あるので した。 つまり 来 友 は 室内の 調度が こんなにす 

ベて 新し いのは、 「お嫁さん でも 取った よう だ …… 」 と 

いう 単純 明白な 譬喩の 一 シラブルになる のです が、 お 


雪 ちゃんの は、 「お嫁さんに でも …… 」 で、 あと は 消滅 

してし まった のです から、 極めて 曖昧な ものな のです。 

なお、 うるさい ようです が、 文法 上もう 少し 立 入って 

見れば、 「お嫁さん でも」 というのと 「お嫁さんに でも」 

というの では、 主格に 根本的の 異動が 生じて 来る わけ 

あいの ものな のです。 

お雪 ちゃんに 笑い 消された にも拘らず、 米 友が それ 

からまた、 何 かじつと 一思 案 を はじめて、 炉に 赤々 と 

燃えて いる 火に 眼 をつ けて 放たなかった の は、 やや 暫 

くの 間の ことで、 やがて、 その 面 を 上げて、 眼 を また 

てもと 

しても お 芋の 皮 をむ くお 雪 ちゃんの 手許に 据えながら、 


「お雪ち やん、 お前 は お嫁さんに 行く 気 はねえ のかい」 

「いやな 米 友さん」 

お雪ち やん は、 はにかんだ けれども、 米 友 はま じめ 

な もので、 

「おいら は、 思う がな、 お雪ち やん —— 若い 娘 は、 な 

るべ く 早くお 嫁に 行った 方が いいと 思 うんだ が …… 」 

「まあ、 来 友さん が、 お爺さんの ような こと を 言い出 

しました、 ホ、 ホ、 ホ」 

「おいら は、 ため を 思って 言 うんだ ぜ」 

「それ は、 わかって ます けれどもね …… ホ、 ホ、 ホ」 

若い 娘 はなるべく 早くお 嫁に 行った 方が いい、 つま 


り 虫の つかない うちに、 恋愛 を 知らない うちに 結婚せ 

しめよ …… 主婦 之 友の 相談 係で も 言いそう な こと を、 

米 友の 口から 聞かされる ことが、 お雪 ちゃんに は 予想 

外だった のか。 但し、 相手 は いわゆる ため を 思って く 

れて、 親切に 言い出され たものに 相違な かろうが、 お 

雪 ちゃんとして は、 そういう ことに 触れる と、 何 か 現 

実の いたましい とげに でも 刺された ような 気に もなる 

と 見え、 

「来 友さん、 そんな 話 はよ しまし ようよ、 長 浜で 見た、 

何 か 珍しい こと をお 話しして 頂戴な、 長 浜って ところ 

は、 昔 太閤 康 のお 城が あつたと ころでしょう、 今でも 


人気が 大様で、 大 へんいい のです つてね」 

「うむ、 湖 辺へ 出る と、 なかなか 景色 はいいな」 

「綺麗な 娘さんが いたでしょう」 

「さあ、 それ はどうだった か」 

きれいな 娘が いたか どうか、 そのこと は あんまり 米 

友と して は 観察して 来なかった らしい。 

しかし、 お雪 ちゃんの、 綺麗な 娘さんが いたでし よ 

う と わざ わざ 尋ねた の も、 べつだん 心 当りが あって 

言った ので はなく、 京都 は 美人の 本場、 長 浜 も 京都に 

近いと ころ だから、 婦人た ち も 相当に 美しいだ ろうと、 

こういう 淡い 想像に 過ぎなかった ので す。 


「大通 寺って 大きな お 寺が ありました でしよう」 

「そうさな あ —— 別にお いらはお 寺 を 見に 行 つたわけ 

じ やねえん だが」 

ぼたん 

「あのお 寺の 大きな 床 いっぱいに、 狩 野 山 楽の 牡丹に 

唐獅子が 描いて あって、 とても 素晴 しいので すって ね、 

米 友さん 見なかった？」 

「おいら は 絵 を 見に 行 つ たわけ じ やねえん だ」 

「じ や、 そのうち 出直して、 一 緒に まいりましょう よ、 

長 浜 見物に …… 」 

「もう 少し 待ちな、 今 は 世間が 物騒 だから」 

「どうしてで すか」 


「どうして つたって」 

そこで 来 友 は、 今日 経験して 来たと ころの 要領 を、 

お雪 ちゃんに 向って 物語った のです。 そうすると、 お 

雪 ちゃんが 眼 を まるくして、 

「まあ —— よく 無事に 来られました ねえ」 

容易なら ぬ 危難 を 突破し て 来た 米 友の 冒険 を はじ め 

て 知りました。 

そうして みると、 新婚 当夜 ほどの 新しい 気分 を 与え 

て くれる 今晩の 調度 も、 相当の 犠牲な しに は 得られな 

かった 恩恵で ある ことが 一 層 深く 感ぜられ、 お雪ち や 

いくたび 

んは 幾度 か 来 友の 労 を ねぎらって、 やがてお 芋の 皮 を 


むく ことが 終る と、 お茶 を いれ、 お茶 菓子 を 出して、 

二人で 飲み はじめました。 

十九 

あらな ベ 

二人が お茶 を 飲み はじめて いると、 急に 自在の 新 鍋 

が 沸騰し ました。 

これ は、 あんまり 二人が 仲よ く 茶 を 飲んで いるもの 

ですから、 新 鍋が 嫉妬 を 起して 沸騰 を はじめた という 

わけではありません。 

もう 煮え 加減が、 ちょうど 沸騰すべき 時刻に 達した 


から 沸騰した までの ことで、 沸騰す ると 同時に、 鍋の 

蓋の まわりから 熱湯が たぎり 落ち かかった の も 当然で 

あります。 が、 その 沸騰の 泡が 火の 上に 落ちて、 そこ 

で 烈しい ちんぷんかん ぶんが 起り、 灰神楽 を 立 てし め 

る こと は、 甚だ 不体裁で も あり、 不衛生で も あり、 第 

一、 また その 灰神楽に、 せっかくの 静かな 室内と 新し 

い 調度 を 思う ままに 攪 乱せし めた 日に は、 せっかくの 

新婚 当夜 のよう な 新しい 気分が 台無し になる ので す I 

I そこ は 米 友が 心得た もので、 いざ 沸騰と 見る と、 飲 

えんび 

みかけた 茶碗 を 下へ 置いて、 つと 猿臂 を 伸ばして、 そ 

の 蓋 をい つたん 宙に 浮かせ、 それから 横の 方へ とり 除 


けて、 座右の 真 向のと ころへ 上向きに 置いた のです。 

それが ために 空気の 圧力 も 急に 加わ つた ものです か 

ら、 沸騰 力 も頓に 弱められて、 危なく 灰神楽の 乱調子 

で 一 切を攪 乱せし める こと を 免れし めました。 こうい 

う 早業に かけて は、 けだし 米 友 は 天才の 一 人で ありま 

す。 

さて、 鍋蓋 を 取 払って 見る と、 新 鍋の 中 は 栗でした。 

さいぜんから 暖められ ていた 鍋の 中の もの は、 栗が 

茹でられて いたのです。 そうすると、 お雪ち やん は 火 

箸 を 鍋の 中に さし 込んで、 その 茹でられた 栗の 中から 

大きい の を 一 つ 摘み 出して、 さいぜん 米 友が 上向きに 


炉の真 向のと ころへ 置いた 鍋の 蓋の 上に 載せ、 

「友さん、 ゆだり 加減 はどうで すか、 ひとつお 毒味し 

て 頂戴な」 

「よし 来た」 

来 友 は それ を 受取って、 吹き さましながら 皮 を剝ぃ 

あんばい 

て、 食べ 試み、 塩梅 を 見ながら、 

いっとき 

「そうさ、 もう 一 時う でた 方が いいだろう」 

「そう」 

で、 新 鍋 は 蓋 を 取られた まま、 熱湯 を 縁から 落さな 

い 程度で しきりに 沸騰 を つづけて おりました。 

「明日 は、 これで キン トン を 捲え て、 友さん にも 御馳 


走して 上げます よ」 

「有難え」 

きんとん を こしらえて、 友さん にも 御馳走 をして や 

ると いう 言葉で、 友さん にだけ 御馳走す るので なく、 

友さん 以外の 人に も 御馳走 してやる という 心構えが よ 

くわ かります。 

事実 —— お雪 ちゃんが、 こうして 引続き 野菜の 料理 

まかないかた 

専門に かかって いるの は、 この 変態 家族の 賄 方 を 引 

受けて いると いうの みならず、 このごろ 入れた 幾多の 

普請 方の 大工、 左官、 人足な どにまで 配布すべき お茶 

受けの 糧ま でも その 手で あしら つてい るので した。 


しかしもう、 料理 方の 日課と しての たいてい は 済ま 

してし まって、 今 はこの 栗の ゆだり 上り を 待つ だけの 

閑散に なりました から、 そこで またお 茶 を 一 ぱい。 

二人 はこうして、 静かな 秋の 夜に ひたり 得る 無心の 

境地 を 味わいました。 

二十 

かくて 二人 は、 極めて 無心、 平和、 閑寂なる 空気の 

うちに 茶話 を 楽しみ ましたが、 暫くして 仲よ く 銭 勘定 

にか かりました。 


その 時分に は、 もう 栗 もす つかり ゆだり 上った から、 

新 鍋 は 現役 を 退いて 流し元の 方に 差 控えさせられて、 

新 鍋の 代りに、 古い ほど 味の 出る という 南部の 鉄瓶が、 

燻ぶ つ た 旧地 位 を 自在 の 上に 占有し て い ます。 

来 友が 炉辺に 近く 担ぎ出した 千両箱、 それ を 座敷の 

真中に ザクリ とひつ くり 返した 時に、 二人が 思わず 眼 

を 見合わせました。 

深夜の 物音と して は、 意外に それが 響き 過ぎた から 

です。 

その 以前、 根 岸の 化物 屋敷で、 七 兵 衛所 有に 属する 

金箱 を、 お 絹に そそのかされた 神 尾 主 膳が 突き破って 


みたよう な、 あんな 不義 不正なる 物音と は 比較に なら 

ない が、 しかし、 静かな 夜中に 思いの外、 異 つた 大き 

な 音が した ものです から、 二人 は 面 を 見合わせ たのみ 

ならず、 お雪 ちゃんの 如き は 蛇に でも 襲われた ものの 

ように、 遠く 一間ば かり 飛びの いたくら いでした けれ 

ども、 つもって みれば これ は 少しも 怖ろ しい 性質の も 

ので はなく、 れっきと した 所有 主のお 銀 様から、 用心 

棒と しての 米 友が 託されて、 長 浜まで 両替に 行って 来 

たこの 金銭 —— それ を 今、 保管と 収支と を 託されて い 

るお 雪 ちゃんが、 手に かけて、 米 友に 手伝って もらつ 

て 計算に 当ろうと いうの だから、 形式に 於ても、 良心 


に 於ても、 少しも 咎 むべき 筋で はない のであります。 

ですから、 いったん 脅迫 観念に 襲われた お雪ち やん 

も、 たちまち 思い直して 近く 寄って 来て、 散乱した の 

を搔き 集めながら、 改めて 来 友と 共に、 この 小銭の 山 

の 取 崩しから 計算 記帳に とりかか りました のです。 

この 小銭 を、 種類に よって、 ザク リザ クリ とわけ て 

数えながら 言いました、 

「有る ところに は ある もんだ な あ、 金と いう やつ は I 

I」 

「ほんと に、 そうです ね、 有る ところに は 有る もので 

す、 あのお 嬢 様のお 家に は、 いったい どのくらい ある 


ん でしよう かしら」 

あいづち 

とお 雪 ちゃんが 相槌を打 つと、 来 友 公が、 

「有る ところに は あるが、 ねえと なると まるっきりね 

えの が 金 だ」 

「全く その 通りよ、 お金 持のと ころに は 唸る ほど あつ 

て も、 貧乏人の ところに は 薬に したく もない のです か 

ら」 

「有る ところに は 有り 過、 ぎる ほどあって、 ねえと ころ 

に は 無 さ 過ぎる ほどね え、 そのく せ、 誰も みんな こい 

つ を 欲しがつ ている こと は 同じなん だが、 どうして ま 

た、 こいつが 集まる ところへ は うんと 集まり、 来ね え 


ところへ はちつ とも 来 やがらね えんだろう。 ケチな 野 

郎 だな、 この 銭金と いう 野郎 は …… 」 

米 友 は 数え かけた 天 保 銭 を 二三 枚 取って、 畳の 上に 

叩きつ けました。 

二十 一 

宇治山 田の 米 友 は、 特に 銭金に 数々 の 恨みが あると 

いう わけで はない が、 また 生 立ちから しても、 そう 多 

分に 銭金に 恵まれつ つ 育って 来た 男で はない こと 申す 

まで もありません。 


だから、 特に 銭と いう もの を 呪い 憎んだり、 また そ 

の 銭の 集積に よって 勢力 を 得つ つ ある 資本家と いう も 

のに、 特別の 戦闘 意識 は 持って いなかつ たのです が、 

時 々 思わず 昔 のこと を 思い出して、 銭の 記憶と いう も 

のに、 あんまり いい 気持の する ことば かり 無かった こ 

とが、 むらむらと 頭へ 上って 来た ものです から、 そこ 

で 無意識に 銭 を 畳の 上へ たたきつけて みた だけの もの 

なので ありました。 

この 時、 宇治山 田の 来 友が、 ことに 銭金に ついて、 

あんまり いい 印象ば かり を 思い起さなかった という 頭 

の 中 を 解剖して みると、 ほぼ 次の 如くでありましょう 


か。 今、 こうして 夥 しい 銭 勘定 を させられて みたと 

ころで、 急に 赤い 方へ 転向の 謀叛 気 を そそのかされた 

と 見る 理由 もな く、 また 事実上、 この 男 は、 性質 は 単 

きょ-つ こ 

純で ある けれども、 意志 は 鞏固です から、 そう 軽々 し 

く 右に なったり 左に なったり する 男で はない のです。 

ところで、 たった今、 急に 銭 を 淡って やけに 投げ出 

いっとき  かんしゃく 

してみ たの は、 一時む くれてみ た 持 前の 癇癩に 過ぎ 

ません。 

宇治山 田の 来 友 は、 伊勢の 国に 在る 時に、 神宮の 前 

の 宇治橋の 下で 網 受け をして 生業 を 立てて いた こと は、 

先刻 御 承知の ことであります。 彼 はなお 御 承知の 通り 


に、 槍の 妙 術から 来る ところの 芸術的 天才 を 持って い 

ましたから、 ほかの 子供よりも、 その 収入が 多かった 

こと は 当然で ありました。 

しかしながら、 この 商売と いう もの も、 ゲ ツキ ユウ、 

ゲ ツキ ユウと 靴 を 鳴らして、 ならしに みいりの ある 商 

売でありませんで したから、 雨が 降ったり、 雪が 積つ 

たりす る ことに 妨げられる 商売で ありました。 日に 

よって、 参詣 客の 投げ 銭の はずむ 日 も あれば、 はずま 

ない 時 も あるので あります。 そこで 来 友と いえ ども あ 

ぶれて 帰る こと もないで はありませんでした。 

米 友が あぶれる くらいの 時 は、 他の 網 受けの 子供 は 


全く みじめな ものでした。 彼等 は、 その 日 その 日に 相 

当の もの を 持って 帰って 親方に 提供し ない ことの 代り 

に は、 或いは 折檻と なり、 或いは 締 出しと なり、 或い 

は 欠食と な つ て 反応す る こと を 来 友が 知っていました。 

そういう 場合に は、 来 友 は、 自分の 持って いた 収入 を 

ほとんど 残らず 分けて やって、 そうして 彼等の 受 くべ 

き 折檻と、 締 出しと、 欠食と を、 自分が 代って 満喫せ 

しめられ たこと も、 子供の 時分に 一度 や 二度で はな 

かった のであります。 

そういう 時に 来 友 は、 しみじみと、 銭と いう ものの 

いく もん 

魔力 を 思い知らせられ たこと でありました。 僅か 幾 文 


の 銭が ありさえ すれば、 自分た ち はこの 虐待と 飢餓 か 

ら 救われる こと だ —— 銭が あれば いいな あ、 と 来 友 は、 

夜の 寒空に 軒端の 縁に 腰かけて 尾 上 山つ づきの 星 を 数 

あい やま  ひ 

え、 間の 山の 灯の 赤い の を 恨み わびながら 明かした こ 

とも、 ー晚 ゃニ晚 ではなかった のであります。 

しかし、 そういう 時に 米 友 はお 君のと ころへ 相談に 

行く こと をし なかった ものです。 お 君へ 相談に 行けば、 

お 君が また 気の毒が つて 身の 皮 をむ いて 身代り をして 

くれる にき まっている。 他の 苦しみ を 自分が 背負う の 

はやむ を 得ない が、 それ を また 背負い きれないで 他に 

たらい まわ 

転嫁 するとい うこと は、 結局 苦しみの 盥 廻し をす る 


だけの ことで、 苦しみ そのものの 救いに もなら ないし ■ 

解消に もなら ない という こと を、 来 友 はよ く 知って お 

りました。 

そこで 米 友 は ガッチ リと 歯嚙み をして 飢えと 寒さに 

顫えながら、 會て 一 度 も 苦痛の 声 を 漏らしません でし 

た。 しかしながら、 そういう 場合に 大楼の 店先な ど を 

通って、 銭金 を 湯水の 如くつ かう 人 や、 物売りの 店 棚 

でお いしい 御馳走の におい を プンプン 喚が せられた 時 

など、 彼 も クラ クラと 眼が くらんで、 フ ラフラと 足が 

顫える ことがあ りました。 それ にも拘らず ついに この 

男の 正義 心が、 ビタを 一枚 盗む こと、 物 を 一 つちよ ろ 


まかす こと を、 絶対に 許しませんでした。 

それから、 あんな わけで 故郷 を 立 退いて、 乞食 同様 

になって 東海道 を 下って 来た 間、 どのくらい 自ら 銭の 

無い 旅の 苦しみ を 味わわせられ、 また 一方、 どの くら 

い 銭の 有り余る 旅客の 贅沢ぶ リを 見せつ けられた か 知 

れ なかった のです が II この 男 は 銭の 有難 味 を 知りな 

がら、 ついに 銭の 誘惑に は 負けた ことがありませんで 

した。 

来 友 は 今、 痛切に その 事の 記憶 を よみがえらされた 

のです が、 そんな 思い出話 をス ラスラと、 或いは ベラ 

ベラと 話し 出す 男ではありません。 何とも 名状し 難い、 


こし 方の 道の 思い出 を、 ガッチ リと歯 を 喰いし ばって 

縛りつ けようと 試みて いたので すが、 その 事の 想像の 

以外 は、 どうしてもお 君の ことにう つらない という は 

ずはありません。 

「あつ！ いや だな」 

来 友が、 思わずこう 言って うめいた のが、 お雪ち や 

んを 少し 驚かせました。 

「どうした のです、 来 友さん」 

「どうもし やしね えが …… 」 

と 言いながら、 来 友が やや あわてて、 また 事 改まった 

ように 銭 勘定に とりかか ると、 今度 は 不意に 程近い と 


ころで、 バサバ ザと 聞き慣れぬ 物音が 起った ので、 か 

え つ て 来 友が 驚かされました。 

「何 だい、 あり や」 

と 言って いると ころへ、 続いて 同じように、 バ サバサ 

の 音が 前より はちよ つと 手強く 響きました ので、 来 友 

が 数え かけた 銭 を 置いて、 音の した 方 を 見込みながら、 

その 手 は 我知らず、 炉辺に 置いた 杖 槍の 方への びて い 

ると、 お雪 ちゃんが かえって 落着いて、 

「来 友さん、 吃驚し なくても いい わ、 あれ は 鷲の 子な 

のよ」 

「え？ 誰の 子なん だって？」 


「鷲の 子なん です よ、 ほら、 鷲と いって、 鳥のう ちで 

いちばん 大きくて、 いちばん 強い 鳥、 あの 鳥の 子供が 

いるんで すよ」 

「へえ ：：： 鷲の 子が かい、 どうして、 どこに」 

「わたしが 飼って いるんで すから、 心配し なくっても 

よう ござんす よ」 

「どうして、 お前、 鷲の 子なん ぞを 飼いだ したんだ え」 

「どうして たって、 それに はわけ が あるの よ、 お 銀 様 

が 村の 人から 買った その 鷲の 子 を、 わたしが 預 つて 世 

話 をして います、 それが 今 はばたき をした ところなん 

です」 


と 言って いるう ちに、 たしかに 納戸の 方に いる その 鷲 

の 子なる ものが、 またも 続け ざまに 二度三度 はばたき 

をし ました。 

二十 二 

なっとく 

来 友と して は、 お雪 ちゃんの 説明で 一応 納得した け 

れ ども、 まだ 心残り はあって、 鷲の 子の 存在 は それで 

いいとしても、 今まで 静かに していた 鷲の 子 をして、 

突然こう も あまたた び はばたき をさせる ようにな つ た 

その 誘因と いう ものが、 相当 気に かかる らしい。 


しかし、 鷲の 子の はばたき は、 それだけで ともかく 

おしまい になって、 あと は 以前に も 増して 静かな 夜に 

返りました。 

そうして 一 一人の 銭 勘定に い つそう 身が 入る ものです 

から、 その 銭の 音 だけが ザ ラ リザ ラリと 深夜 の 畳の 上 

を 我物顔に 走る のです  初めのう ち はそう でもな 

かった が、 あまり 静かに なって しまった ものです から、 

その 銭の 音が —— 自分で 数えて、 自分で 音を立て てい 

ながら、 お雪 ちゃんが、 つい、 なんだか 怖い ような 感 

じに 襲われて しまって、 ついに は 思わず 助け を 求めて 

るよう な 気持にまで なって、 米 友の 方 を 見る と、 米 友 


はべ つ だん 銭の 音に、 恐怖 も 戦慄 も 感じて はいないで、 

うつむき かげんに 数えて は ザ ラザラ とや つ て います。 

そこで、 お雪ち やん は、 米 友の 数える 銭の 音まで が 加 

勢して、 自分の 恐怖心に 向って 食い入って 来る ような 

気がして たまらなくな りました から、 来 友に 向って 何 

か 話しかけて 気 を 紛らそうと しました が、 あいにく 急 

に 持ち かける 話題が 見当らず、 なんだか 舌が もつれる 

ようで、 何と 言い出し たらい いか、 戸惑い をして いた 

が、 やがて やっと、 

「米 友さん、 米 友さん」 

「何 だい」 


と、 来 友 は 相 変らず 下 を 向いて 平然たる 返事 だもので 

すから、 それに 少しば かり 勇 気をつけられて、 

「武 州の 高 尾 山で はね …… 」 

「うむ」 

「武 州の 高 尾 山の 奥の院で、 ある 晩に、 天狗 様が こう 

あし 

してお 銭の 勘定 をして いました とさ」 

「天狗 様が 銭 勘定 を かい、 ィャ にみ みつち い 天狗 だな 

あ」 

「そうするとね、 次の間で、 どろぼうが そっと 立 聞き 

をして いたんです とさ」 

「なるほど  」 


「ところが、 どうでしょう、 その どろぼうが、 天狗 様 

の 銭 勘定 をして いる 次の間の 壁板に 耳 をく つ つけて 立 

聞き をして いるう ちに、 その 耳が 壁へ すっかり くっつ 

いてし まったんです とさ。 天狗 様が、 誰 だ、 そこで 立 

聞き をして いる 奴 は …… と 叱った ものです から、 驚い 

て その 盗賊が 逃げよう としたが、 板に 耳が くっついて 

しまった もの だから 離れられな いのです。 で、 とうと 

う 小柄 を 抜いて 自分の 耳 を 切り裂いて 逃げた と 言い ま 

すがね え、 その 耳の 附 いた 板が、 今でも あのお 山に 宝 

物と なって 残って いるそう です。 それ を 思い出し たせ 

いか、 わたし は あんまり 静かに してお 銭 を 勘定して い 


ると、 次の間で 誰か 立 聞き をして いるものが あるの 

じ やない かと 思われて なりません。 来 友さん は？」 

「おいら は 何とも 思わね えが、 どうも 誰か 人が 来る よ 

うな 気がする に はする」 

「それ ごらんなさい、 わたし、 どうも さっきから、 何 

うしろ 

かわた したち の 背後に 来て いるものが あるよう な 気が 

してな りません」 

と 言った 時に、 突然、 入口のと ころで、 

「は、 は、 は、 は- 

と  いう 笑い声が したので、  お雪ち やん も、 米 友 も、 びつ 

くりして 銭 勘定の 手 を 休めて、 その 笑い声の した 方 を 


かお 

見る と、 ガラリ と 潜り戸 を あけて 平気な 面で 入って 来 

あが -R まち 

て、 上 リ框に 腰 を かけて、 こちら を 見ながら、 にやに 

やと 笑って いるの をお 雪 ちゃんが 見届け、 

「あら、 不 破の 関守さん」 

「お 二人さん、 よく 御 精が 出ます な、 お 宝の 勘定 は 悪 

くない もので ござんし ような」 

とお 世辞 を 言った の は、 二人ともに 充分 納得の ゆく、 

この 新 屋敷の 同居人、 不 破の 関屋の 関守 氏でした。 

二十 三 


同居人と は 言いながら、 離れた 本館の 方に 在って、 

常にお 銀 様の ために、 工事と 計画の 参謀と、 その 監督 

に 当ってい る 人です から、 突然こう して ここへ 来よう 

と は 思って いなかつ たのです から、 意外とい うの は、 

ただ それだけ なのです。 

「よくい らっしゃ いました、 どうぞ こちらへ。 おや、 

ど こぞ へ おいでの お帰りで ございま すか」 

とお 雪 ちゃんが、 関守 氏の 相当な 足 ごしら え を 見なが 

しょ-つ 

ら、 炉辺に 請 じます と、 関守 氏 は、 

「いや、 拙者 も 長 浜まで 行って 参り ましたよ、 お 銀 様 

から 急用 を 頼まれ ましてな。 その 頼まれた 急用と いう 


の は ほかじゃありません、 友 造 君 を 迎えに 行った ので 

す。 友さん、 よく 無事で 帰れ ましたね」 

「そり や、 出て 行った もんだ から、 帰る のが あたり ま 

えだ あな、 お前、 わざわざ 迎えに 来て くれな くった つ 

て、 おいら あ 一 人で 帰れる よ、 女子供 じゃある めえ し」 

と 米 友が 言いました。 

「もちろん 女子供 じ やない、 常人 以上に 勇敢なる 友 造 

君 なれば こそ、 お 銀 様 も わざわざ 君に 両替の 宰領 を 託 

したわけ なんだ が、 もしゃ あの 百姓 f 揆の禍 の 中に 捲 

き 込まれる ような ことにな り はしない か、 それ を 心配 

した もの だから」 


「そんな こた あねえ」 

と 来 友が 力む の を、 お雪 ちゃんが、 

「まあ、 百姓一揆？ 何 か 騒動が 起った のです か」 

「お雪ち やん、 あなた はま だ 御存じな いのです か、 長 

浜 在で 代官 を 相手に 農民 共が 一 揆 暴動 を 起して しまつ 

て、 容易なら ぬ 事態に 陥った と いう 風聞が ここまで 聞 

えた もの だから、 それでお 銀 様が 心 もとな がって、 そ 

うして 拙者に、 友 造 君 を 迎えながら 様子 を 見て 来て く 

ものみ 

れ と言われ たもの だから、 早速 単身で 斥候に 出かけて 

みたが、 いや、 事態 は 全く 重大で、 うっかり 近づけな 

い、 そこで、 ともかく 近寄れる 距離に 近づいて、 探れ 


る だけの 事情 を 探訪して、 ようやく いま 引返して 来た 

ところ なんだ がな、 とりあえず ここへ 艇 けつけ て、 外 

で 様子 をう かがって いると、 友 造 君が 無事に 立 戻った 

ことの 確かな の を 知り、 ホッと 安心した という わけな 

ん です」 

「はは あ、 そうか、 それで わかった、 誰か 外に 人が い 

るよう だとそう は 思 つ ていたよ」 

と 来 友 は、 何 か 思い当る ところ ある ものの 如く、 ひと 

り 合点の 声を立て ると、 関守 氏 は、 

「そういう わけ だから、 まだお 銀 様に も 復命して いな 

いのです、 一刻も早くお 館の 方へ 行って、 お 銀 様に そ 


の 事情 を 話して、 明朝に なって またとって 返して、 こ 

ちらへ やって来て 委細 をお 話し 申しましょう」 

ちょうちん 

と 言って 関守 氏 は、 立てと もしに して 置いた 提灯 を 

しきい  また 

取り上げて、 また 同じ 口から 閾を 跨いだ が、 

い つき ゆうそう じゅん 

一 休宗 純から 問答 をで もし かけられ たような 形に な 

リ、 片足 は 外へ 出して、 

「ところで、 さしあたり 一 つ 心配な の は、 その 一揆 暴 

動の 崩れが、 或いは この辺へ 押 寄せて 来ない とも 限ら 

いぶきやま  おちうど 

ない、 胆吹 山と いうと ころ は 昔から 落人の 本場なん だ 

から —— そこ を ひとつ、 念のために 用心 をして 置いて 

うしお 

下さいよ、 一時にそう 潮の 押 寄せる ように ここまで 


押 寄せて 来る はず はなかろう けれども、 一人 二人、 ど 

ちらの どんな 奴が 迷い込んで 来ようと も 知れぬ、 戸締 

り をよ くして 置いて 下されよ」 

こう 言い置いて、 外の 闇の 中に 身 を 没し ました。 

「友さん、 よく 戸締り をして 頂戴」 

「大丈夫 だ」 

「いま 関守さん が 出て 行った 入口 を、 しっかり 締めて、 

錠 を 下ろして 頂戴な」 

「な あに、 あれ はた だ 用心の ために 言った だけなん だ 

から」 

「でも、 用心の 上に 用心に 如く は 無しです から、 もう 


すっかり 締めてし まいましょう よ」 

めえ 

「じ や、 お前の 安心の ために …… 」 

と 言って 米 友 は 立ち上 つ て、 土間へ 下り、 関守 氏が 入つ 

くるる 

て 来たと ころの 出入口 を ぴったりと 締めき つて、 枢 

を 力 タリと おろして しまい、 

「これで、 すっかり 締め きりだ」 

「廊下の しまりの 方 もお 頼み 致します よ」 

「よしきた」 

すべて 抜かりな く 締めき つてし まって、 さて 二人と 

も、 以前の 座に 戻った けれども、 お雪ち やん は、 もう 

絶対に 銭 勘定 を 繰 返そうと いう 気になれませんでした。 


そこで 来 友 は 絹 を 取って、 穴 あき 銭 を それに 差込ん 

でい ると、 暫くあって お雪 ちゃんが その 手 を 抑える よ 

うにして、 

「今晩は もうこれ だけにし ましょうよ、 なんだか 怖い 

から、 お 銭の 音 を させないで 頂戴な」 

お雪 ちゃんから 哀求 的に 言われた ので、 来 友 も、 強 

いてと は 進み きれない 心 持に なりました。 

こうなる と、 二人 はもう 寝る こと だけの 仕事が 残つ 

ている ような ものです。 当然お 雪 ちゃんが 言いました ■ 

「お寝み なさい な、 来 友さん」 

「お雪ち やん、 お前、 先に 寝み な、 おいら まだ 眠く ね 


え」 

「でも、 ずいぶん 疲れて るでしょう、 わたしが ここに 

お 蒲団 を 敷いて あげます から」 

「いいよ、 おいら はゴ 口 寝で かまわね えんだ、 お雪ち や 

ん、 お前、 先へ 寝な」 

「でも、 友さん を 残して 置いて、 わたし だけ 先へ 寝る 

の は 済まない わ」 

「遠慮 は 要らね えよ、 おいらの こと は、 人並みに 扱わ 

なくっても いいんだ からな」 

「そういう 理窟って ありません わ、 あなた も 人間なら 

わたし も 人間です」 


とお 雪 ちゃんが、 妙な ところへ 人間 平等 論 を かつぎ 出 

したの は、 来 友に 議論 を 吹つ かける つもりで はない。 

つまり 米 友が、 おいらの こと は 人間並みに 扱わな くつ 

て もい いんだから  と 言った の だが、 聞きよう に 

よって は、 ずいぶん 拗ねた、 僻んだ 言い分に 聞え るの 

です が、 来 友の は、 そういう 意味で なく、 むしろ 自慢 

の 意味 も 含んで —— おいらの こと は 人並み 以上に 身体 

が 鍛えて あるんだ から、 人並みの 待遇 をして くれな く 

とも 意と する に は 足りない の だ、 という 言い方な ので ■ 

これ はお 雪ち やん も わか つてい る けれども、 言い 廻し 

が 言い 廻し だった もの だから、 そこでお 雪ち やん も、 


き つ さ き 

妙な 人間 平等 論の 切 先が 出た わけなの です。 

しかし、 お雪ち やん は 口前ば かりで なく、 この 時に 

はかいが い しく 立ち上 つ て、 戸棚から 夜具 蒲団 を 取り 

出して、 まず 米 友の ために 一方へ 敷き 展べ、 その 間へ 

こびょうぶ 

小 屛風を 立て、 そうして、 次に 自分の ために ほどよき 

ところへ 蒲団 を 敷き かけた 時に、 またしても 今まで 静 

まり 返って いた 鷲の 子が、 急に けたたましい はばたき 

を はじめた ものです から、 蒲団 を 持ちながら ハツと し 

ました。 

二十 四 


鷲の 子の またしても 不意に、 今度 は 以前よ リー 層 ま 

た 慌 しく、 けたたましく はばたき を やり 出した のに 

驚かされ たの は、 お雪 ちゃんば かりではありません。 

来 友も屹 となって、 その 時、 鷲の 子の はばたき のし 

た 方向より は、 ふり 仰いで 自分の いる 天井の 上 を 見 上 

げたので す。 

「お雪ち やん」 

「何です、 来 友さん」 

「何 か 来て いる ぜ」 

「おどかし ちゃい やよ、 友さん」 


「おどかし じ やねえ、 何 か 来て いるんだ よ、 この 上の 

方に、 てんまる じ やねえ かな」 

と 言って 来 友 は、 天井の 上 を屹と 見上げた ままです。 

その 途端に、 鷲の 子の なお 一 層 はげしい はばたきの 音 

が、 連続 的に 響いて 来る。 お雪ち やん は、 その はばた 

きの 音の 方 だけが 気になる が、 来 友 はかえ つて、 それ 

と は 別 角の 天井の 上 を 首の 疲れる ほどな がめ、 且つ 耳 

をす ましながら、 

「ほら、 お雪ち やん、 お聞き、 この 上の 方で、 もう 一 

つ はばたきの 音が する だろう、 あれ、 木 を 食い切る よ 

うな 音が  」 


「ほんに  」 

お雪ち やん は 耳 を 傾ける と 同時に、 楣を 裂く ような、 

何とも 言えない 強い 肉声が 聞え ました。 

「あ、 わかりました、 わかって よ、 米 友さん、 あれ あ 

れ、 あのお 庭の 松の木の 上でしょう」 

「そうだ、 たしかに 松の木の 上 あたり だ」 

「鷲が 来たんで すよ、 親 鷲が、 この 鷲の 子 を 取 戻しに 

来たので す」 

「そうか、 そいつ は …… 」 

それから、 物凄い 鳥の 叫びが 屋根の 上で 起る と、 に 

わかに 大風 を 起した ような 物音が、 例の 松の 大木の 上 


です る。 そうすると、 その 声と 物音と を 聞きつ けて、 

こちらの 鷲の 子が、 バサ バサ、 ガ タピシ と、 もう 矢 も 

楣も たまらずに、 檻の 中で 飛び 狂う のが 手に 取る よう 

に 聞え るので す。 

来 友 は、 そこで 杖 槍 を 引 寄せて みました けれども、 

さし 当り どちらへ 向って いいの か 戸惑いの 形です。 

お雪ち やん は、 ただ ォド ォド している。 

いかに 短気 一徹な 米 友で も、 これ はちよ つと 相手に 

取リ 難い ものが あるので す。 事情に よって 判断 すれば、 

この 戸外の 松の 大木 あたりに、 猛鳥が 来て 狂って いる 

こと は 事実 だが、 それ はなに も 我 を 襲いに 来た わけで 


はない、 親と して 子 を 思う という、 徹底的に 深刻 純真 

なる 本能が 如実に 現われた というまで のこと であり、 

一方 はまた、 なにも 我々 を 驚かし 騒がせん が ためにむ 

やみに はばたき を 試みた という わけで もな く、 捕われ 

の 身の 子と して、 親が 戸外まで 迎えに 来て いると いう 

こと を 知って みれば、 居ても 立っても いられな いのは ■ 

何人と いえ ども 見易き、 これ も 単純に して 深刻なる 本 

能の 発動に 過ぎな い のであります。 

しかし II 天上 天下一 切 万象が、 皆 この 単純なる 本 

能に よって 支持され ている。 

お雪ち やん も 語らず、 米 友 も 問わない けれど、 この 


物の 道理 は、 ひしと 二人の 胸に こたえて います。 です 

から、 来 友 は 得意の 杖 槍 は 取り は 取った けれども、 こ 

いまし 

れを 持って 外なる 親に 向うべき か、 内なる 子 を戒む 

べき か —— 途方に 暮れて いるの もまた、 やむ を 得ない 

ものが ある。 

「やかましい やい！」 

と、 来 友が 思わず じだんだ を 踏んで、 こういって 怒鳴 

あくば 

りつけ てみ ました けれど、 その 悪罵に は 毒 を 含んで い 

ませんで した。 それの みか、 その 眼に 何とな しに 露 を 

帯びて いる。 

「やかまし いやい！ いいかげん にしろ、 鳥！」 


最初 は 天井 を 見上げて 言った の だが、 次に は 軒の 方 

に 向って 叫びました。 お雪ち やん もまた 最初から 途方 

にくれ て、 

「友さん」 

「うむ」 

「どうしょ うねえ」 

「どうしょう つたって …… やかまし いやい、 鳥！」 

来 友が 二度、 じだんだ を 踏みました。 

この場合、 さすがの 二人 も、 上と 下と で、 かけ 合わ 

せる 鳥類の 猛 絶叫の ために、 完全に 圧倒せ しめられた 

ような ものです。 


その 結果、 二人とも 全くの 沈黙に 陥れられて しまい 

ました。 だが 上と 下との 鳥類 は、 単に 一 方が 一 方に 

弥次り 勝って、 一方 を 沈黙 させれば、 それで 勝利の 満 

足の 快感に 酔う という スポ ー ッ的 興味の ために 喚いて 

いるので はない のです から、 内なる 二人が 沈黙しょう 

とも、 すまいと も、 その 怒号と 喧噪と を やめる ことで 

はありません。 

ただ 不思議と 思われる の は、 高い 樹上で 怒号して い 

る 親 鷲なる ものが、 なぜ もっと 近く、 庭 上、 少なく と 

も 地上まで 降りて 来ない かとい うこと でありました。 

もうきん  きた 

いかに 猛禽が 降り 立って 肉薄して 来っても、 戸締り は 


さいぜん がっしり として あるから、 室内まで 異変 を 及 

ぼす という こと は、 万ない にき まってい るが、 ここ ま 

で 来て、 ああして 騒ぐ 上 は、 たとい くろがねの 垣根 一 

枚が 破れよう とも、 破れまい とも、 もっと 近く 肉薄し 

て 来なければ ならない と 思われる のに、 声の 烈しく し 

て 切なる わりに は、 距離が 遠くして 高 過ぎ るき らい が 

ある。 

しかし、 いよいよ 加わって くる 絶叫 を、 全く 沈黙し 

て 聞く だけで は、 聞く 方が やりきれ たもので ない。 

「叱 ッ、 牝ッ、 こん 畜生」 

<1\ め-し 

と 罵りながら、 じだんだ を 五た び も 六た び も 踏み ま 


した けれども、 結局、 出て 行って 追い払お うとす るで 

もな し、 咽喉 笛 を 抑えつ けて 鳴かせまい とする でもな 

ヽ 0 
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「困りました ねえ」 

お雪ち やん は、 敷き かけた 蒲団 を 吹流しの ように 

持った まま、 天 を 仰ぎ、 軒 を ながめて 所在に 窮 してい 

る。 

来 友 はついに、 せっかく 手に した 杖 槍 を 投げ出して、 

炉辺へ 来て どっかと 小さな 胡 坐 を かいてし まいました。 

お雪 ちゃんが 敷き かけた 蒲団 を 抛り 出して、 

「あれ、 また、 あんなに 鷲の 子が 荒れ 出しました、 籠 


を こわして しま やしない かしら、 友さん、 どうかして 

頂戴、 籠 を こわして 飛び出されて は 大変です から」 

「待ちな」 

と 言って、 いったん 炉辺へ 坐り こんで みた 米 友 はまた 

立ち上って、 その 鷲の 子の 猛然た る はばたきの する 

なんど 

納戸の 方へ 行こうと すると、 お雪 ちゃんが、 早く も そ 

あんどん 

の 新しい 調度の 一 つなる 行燈 をつ リ 下げて、 来 友の 先 

に 立ちました。 来 友の ために 案内して、 鷲の 子を預 

か つ ている 次の 納戸の 隅の 方へ と 光 を 持って行 くので 

す。 まもなく 米 友 は、 大きな 鉄の 四角な 鳥籠 を 一 つ 抱 

え 込んで、 こちらの 座敷へ 持ち込みました。 人間に 抱 


えられた と 見る と、 なおい つそう はばたきと 暴 勢と を 

加え、 また 一 種名 状し 難い 哀叫 怒号 を 加えて 荒れ 廻る 

の を、 米 友 は 籠ぐ るみ 牛蒡 抜きに した 恰好で 抱き 出し 

て 来て、 そうして 炉辺の 一方へ 押 据えた が、 動揺 を 防 

ぐた めに、 のし 板 を 持って来て あてがった 上に、 

沢庵 石 かなに か を 臨時の 押えと して 重し を かけ、 さて 

自分 は、 以前の 炉辺へ 戻って、 どっかと 小さな 胡 坐 を 

かいて、 爛々 たる 眼 を 見開かして、 そうして 籠の 中 を 

注視 監視の 姿勢 を 取りながら、 その 処分 方法 を 考え込 

んで いるもの らしい。 


二十 五 

かく 内と 外と 相 呼応す る 物騒がし さのうち に、 宇治 

山 田の 来 友 は、 泰然と して 坐り こんで みた ものの、 実 

は 来 友と して は 余儀ない 次第な ので、 さすがに 生一本 

のこの 男 も、 ほと ほと 手の つけよう がない のです。 

お雪ち やん はもと より、 おどおど として 為さん 術 を 

知らない。 

しばらくあって、 決然と して 来 友が 立ち上りました。 

決然と して 立ち上る と共に、 猛然と して、 籠の 上の 

のし 板 を 取 払った と 見る と、 その 籠 を 力に まかせて、 


肩の 上まで かつぎ 上げました からお 雪 ちゃんが、 

「友さん、 どうす るの」 

「仕方が ねえから …… 」 

と 言って 来 友 は、 雨戸の 際まで 子 鷲の 入った 籠 を かつ 

しんばりぼう  とりはず 

ぎ 出して、 そこで、 片手で もって 心 張 棒 を 取 外し、 鍵 

を 上げて、 カラ リと戸 を 押 開いた ものです から、 お雪 

ちゃんが、 

「友さん、 それ を 逃がしち まって はいけ ません」 

「だッ て …… 」 

と 米 友 は 少し どもりながら、 籠の 戸 を 表の 方に 押 向け 

ると、 その 手 は 早く も 水門 口 を 開く ように、 籠の 戸 を 


引き上げに かかった ものです から、 またもお 雪ち やん 

力 

「友さん、 逃がしち やい けません、 逃がして は、 わた 

しが 申し わけがない じゃありません か、 お 嬢 様に 叱ら 

れ るじゃありません か」 

「だってお 前、 子供 を 親許へ 返して や るんだ から、 理 

窟 はこつ ちに あら あな。 もともと、 親の 子 を、 こっち 

が 横取りし たのが 悪 いんだ あな。 慰みが てら、 親の 留 

守 を ねらって 取つつ かまえて 来た 子 鷲なん だろう、 だ 

から、 考えて みると、 こいつ を こっちへ 置く のが 道理 

に 外れた ことで、 返して やる のが 人情 だ あな」 


と 米 友が 答えました。 

「それ はそう かも 知れません が、 友さん、 お前が 預かつ 

たんじ やない、 わたしが、 お 嬢 様から 頼まれて 引受け 

たのです から、 逃がして しまって は、 わたしが 叱られ 

る じゃあな いの、 わたしが 申し わけがない じゃあり ま 

せんか」 

「だからい いよ、 罪 をお いらが きる からい いよ、 申し 

わけなら、 おいらが してやら あな、 叱られるなら、 お 

いらが 叱られて やら あ。 いったい、 お 嬢 様お 嬢 様って、 

あの 女に、 みんなが お 代官で でも あるよう に 恐れ入つ 

てし まつ てるのが、 おいらに はわから ねえ、 お 嬢 様で 


あろうと、 お 代官で あろうと、 道理と 人情に 二つ はね 

え」 

と 米 友が 答えました。 

「そり や 来 友さん、 お前 だけに 通る 理窟で、 どっちに 

しても 困る の は、 わたしよ」 

「おいら だけに 通る 理窟なら、 世間 一般に 通らな け 

り やなら ねえんだ、 おいら は、 まだ 世間に 通らね ぇ理 

窟を 言った 覚え はねえ」 

と、 来 友が お雪 ちゃんの ために たんか をき つて、 自分 

の 信ずる まま を 強行しょう とします とお 雪ち やん は、 

ちょっと 当惑 をして、 


「それ はそう です けれども  」 

「おいらが 罪 をき るから いいよ、 お 嬢 様なん て、 そん 

なに 怖い 女 じ やねえ よ」 

米 友 はついに、 籠 を 戸外の 縁側へ 押し出して しまい 

ました。 取鎚 つて みたところで、 お雪 ちゃんの 力で は、 

米 友の 地力 を 如何と もす る ことができません —— だが、 

目に 見えない あの 暴君 タイプのお 嬢 様の 圧力が、 この 

時 も、 うしろから ひしひしと お雪 ちゃんの 背中に 迫る 

ように 感ずる のに、 来 友 は 一 向 その 辺に なんらの 気 兼 

ね を 持たない らしい。 事実、 今の 世に、 お 銀 様 を 恐れ 

ない 人 は、 この 男 一人 かも 知れません。 あの 暴 女王 を 


つかまえて、 目の前で ポンポン 争い 得る もの は、 まず 

お雪 ちゃんの 知れる 限りで は、 この 来 友さん の ほかに 

はない らしい。 そうして、 多くの 人が、 腫物に さわる 

ように、 あしらい 兼ねてい る 前で、 つけつ けと 物 を 言つ 

て、 自分 も 更に 憚 ると ころ はない し、 第 一 、 当の 暴 女 

王 その 人が、 黙って これ を 聞き流して いるの みか、 烈 

しく 当ら れて、 かえって 暴 女王が 面 を そむけて、 米 友 

ほこさき 

の 鋅先を 避けよう とする こと さえ あるの を 見受ける の 

です。 

米 友 はついに、 後ろへ 向けた 籠の 戸 を 充分に あけ 

払って やる と、 はばたき をして、 丸くなって、 外の 闇 


おど 

へ 躍り 出して しまった 鷲の 子。 

その 途端に、 さわがしい 羽風 を 切って 松の 枝 下から、 

ある 程度まで 舞い 下ったら しい 大鷲 —— それと 迎合し 

ひよわ 

ようとして、 まだ 脾 弱い 羽 をのして、 空中に 向って は 

ばた きをす る 子 鷲  

やや 暫く、 空中と 地上との 闇の 宙 宇で、 二つの 鷲が 

舞いつ おどりつ していた ものの ようで あつたが、 やが 

て、 のしき つた 羽風の 音が、 胆吹 山の 山上へ 向って 真 

一 文字に うなり 出す と、 それで、 さしもの 動揺が 全く 

静まり返って しまいました。 

つまり、 解放され た 子 鷲 は、 親 鷲に すがり、 取 戻し 


に 来た 親 鷲 は、 首尾よく 捕われの 子 を拉し 得て、 翼の 

上に 載せた か、 爪で かき 提げた か、 暗い から その 細か 

いこと はよ くわから ない が、 完全に わが 子 を 取 戻して、 

そうして 親子 は 夜空に 羽風 をのしつつ、 古巣 をめ がけ 

て 飛んで 行って しまった こと は 確実な のであります。 

その 時、 米 友 は 庭へ 下りて、 松の 丸の 大木の 根方に 

立って、 鷲の 飛び去った 方の 胆吹 山の 空 を のぞんで 突 

立って いました。 

宇治山 田の 来 友 は、 こうして、 しばらく 空 をな がめ 

て 突立って いました が、 なんとなく 名状し 難い、 一種 

の 空虚な 感じが 頭の 中に わいて 来て、 たまら なくなつ 


たものと 見え、 松の 根方に、 またも 二度三度、 じだん 

だ を 踏んで、 

「ばかにして やがら」 

と 言いました。 

「ばかにして やがら」 —— しかしながら、 誰も この 場 

で、 来 友 をば かにして いるもの は 無い のです。 もし、 

米 友 を ここでば かにした ものが ありと すれば、 それ は 

子 鷲 を拉し 去った 親 鷲で なければ ならない の だが、 あ 

の 二 羽と もに、 来 友に 対して 感謝 こそ すれ、 ばかにし 

ている はず はない のです。 畜生の 悲し さに、 なんらの 

意志 表示 もして は 飛んで 行かなかった けれども、 夜の 


中空 を、 羽風 を 切って 飛び去る 猛鳥の 姿 は、 来 友 をし 

て 一 種 豪快の 念に 堪え ざら しめていた はずです。 です 

から、 「ばかにして やがら」 と 言った の は、 飛び立って 

行った 鷲の 親子に 向けて 発した 怨み言ではありません。 

といって、 この 期に 及んで、 お雪 ちゃんに とばしり 

を 向けて 剣突 を くれてみ よう 理由はありません から、 

結局、 米 友と して は、 的な きに 矢 を 放って いるよう な 

もので、 「ばかにして やがら」 —— 

それ はま あ、 一種の 自己 冷嘲と して 見れば いいので 

す。 だが、 何の 故に、 この 際、 自己 冷嘲 を 試みて 自ら 

慰める のかと いう 論議の 段に なって みると、 これ また 


分析が 相当に むずかしい。 

何 か、 来 友 公に は 米 友 公 相当の 感情が、 むやみに 頭 

とんとう 

の 中に 群がって 来て みたり、 また、 それが 急に 遁 逃し 

て 空虚に されて しまった りする 場合に、 どこへ 的 を 置 

いて 矢 を 放って いいかわから ないから、 そこで 突発的 

に、 「ばかにして やがら」 —— 

今 もた だ、 そんなよう なきつか けで、 「ばかに してや 

がら」 と 鼻の 先で 言い捨てて、 その 途端に、 手に して 

いた 例の 杖 槍の 一端 を 取る と、 それ をグ ルリと 半径に 

ブン 廻し ました。 

杖 槍 を 半径に ブン 廻して みると、 自分の 胸の 筋肉が、 


か あんと 鳴りました。 

その 筋肉の 震動が、 なんとなく 来 友に、 一 味の 快感 

を 与えた と 見られます。 それから 即座に 立ち直って、 

今度 は 頭の 上へ 持って来て ブン 廻して、 見事に 全 円 を 

描いて しまいました。 

二十 六 

米 友の 自己 陶酔の 幕 は それから 始まりました。 

にょほう あんや 

甲府 城下の 霧の 如法 闇夜に 演出した 一 人 芝居 は、 あ 

いのち 

れは 生命が けの 剣 刃 上の ことで したから、 前例に はな 


りません。 信 州 川 中島の 月の 夜に こそ、 一 度 この 来 友 

の 自己 陶酔 を 見かけた ことがある のであります。 

今宵、 たった今、 来 友 は 棒 を 振り 廻して みる ことに、 

我ながら 絶えて 久しい 自己 快感 を 覚えました。 それ か 

ら、 松の 丸の 松の 根方の 芝生の 上で、 真剣に なって 型 

をつ かいました。 川 中島の 時 は、 たしか 月の 夜で あり 

ましたが、 ここ は、 おろちの 棲む 胆吹山 下、 降る よう 

な 星の 夜であります。 

今、 米 友が 縦横無尽に その 型 をつ かい 出しました。 

それ は 何の 型？ 御 承知の 通り、 この 男に は 特に 何 

流 何 派の 型と いうの は 無い のです。 幼少の 頃、 淡路流 


を 少し 学んだ という ことのほかに は師に 就いた こと は 

ない が、 その後、 おのずから 独 流の 型 は 出来て いるの 

です。 本人 は それ を 型と は 気がつかないで、 ひとり 自 

己 陶酔で、 舞いつ 踊りつ している ような もの だが、 見 

る 人が 見る と、 その 奇妙き てれつな る、 型に あらず し 

ておのず から 型に 合って いる。 ただ 惜しい ことに は、 

見る 人に 見せる 場合に のみ、 この 男の 芸術的 昂奮が 起 

ら ない ことです。 無心した ところで 見ようと して は 見 

られ ず、 無心し なくても 突発的に、 川の 中で あれ、 山 

の 下で あれ、 起るべき 時に 起る その 芸術的 昂奮と 自己 

陶酔 —— 当人が 見せようと 思って やる わけで はない か 


ら、 周囲が 見ようと 願っても 見られない 代物。 

「一 ハ 打シ、 一 ハ剌ス 、棒 二 刃ナ クンバ 何ヲ 以テ剌 

スコ トヲ為 サン。 

今 一 刃ヲ 加フ、 但シ 刃長ケ レバ 則 チ棒頭 力無 シ、 他 

ノ棒ヲ 圧スル コト能 ハズ、 只 二 寸ヲ可 トス、 形 鴨 嘴 

ノ 如シ。 打ス レバ 則チ棒 ヨリ モ利 ァリ、 刺 スト キハ 

則チ刃 ヨリ モ利 ァリ、 両 ナガ ラ相済 フ、 一名 ヲ棍ト 

^フ、 南方 ノ語 也、 一 名ヲ 白棒ト 曰フ、 北方 ノ説 也。 

孟子 曰ク、 梃 ヲ執ッ テ以テ 秦楚ノ 堅 甲 利 兵 ヲ撻ス ベ 

シ …… 」 

米 友と して は、 前人の 型 を 追わない 如く、 前人の 説 


を 知らないの だから、 独得の 武器 そのもの も、 暗合 は 

あるか も 知れない が、 模倣 は 断じてない。 

されば こそ、 この 自己 陶酔に よって 示す ところの 型 

のうちに 「大 当」 の 勢いが 現われよう とも、 「斉眉 殺」 

の 型が 転がり 出そうと も、 「滴水」 が 「直 符」 に 変化し、 

咄嗟に 「走 馬 回 頭」 の 勢いに 転じよう とも、 進んで は 

「鉄 牛 入 石」 の 型が 現われ、 退いて は 「竜 争珠」 の 曲 

に 遊び、 或いは 「鉄 門※ 〔# 「金 + 俊の つくり」、 306-14〕」 

となり、 或いは 「順 勢 打」 となり 「盤 山托」 となる。 

一 肌 一容、 体 をつ くし、 研 を 究めよう とも、 彼 は 学ん 

で而 して これ をな し 得る ので はない から、 示して 以て 


能 を 誇る ので もない。 況んゃ 街うて 以て 剽す る もの 

でない こと は 勿論で ある。 

今や 米 友 は、 むやみに 愉快で たまらなくな リ ました。 

無論、 時間のと ころも 頓着はありません。 それ も 全く 

無理の ない ことで、 人 は それぞれ その 楽しむ ところに 

さんまい 

於て 三昧に 入リ 得る 特権 を 持って いるので すから、 こ 

の 男が 唯一 の 芸術に、 我が 三昧 境に、 我 を 忘る る はや 

む を 得ない ことです が、 ただ 一 つ 他 目に 見て 不思議な 

こと は、 お雪 ちゃんと いう ものが、 その後、 なんらの 

挨拶 をして いないと いう ことであります。 

「友さん、 何 をして いるの、 ィャな 友さん、 一人 相撲 


ま ね 

の 真似なん か、 およしな さいよ」 とかなん とか、 呼び 

かけなければ ならない ところな のです が、 来 友が 陶酔 

境から ついに 三昧 境に 入る までの かなり 長い 時間 を、 

悠々 とこ こに ひとり 遊ばせて 置いて、 お雪ち やん その 

人が なんらの 注意 を 呼び 起して いないと いう ことが 不 

思議でした。 

そのうちに 来 友 も、 夢から さめた ように 三昧 境 を 出 

でる の 時が 来て、 ホッと 息をつく と、 杖 を 松の 樹に立 

てかけて、 鍊 鉄の 肌に にじむ 玉の ような 汗 を、 腰に ブ 

ラ 下げた 手拭で 拭いに かかり、 

「うんと こ、 とつち やん、 やっと こな」 


と 言いました。 

どこで 聞き覚え たか 知れない が、 こんな わけの わか 

らぬ 言葉 を 口走る 点 は、 たしかに 幾分 清澄の 茂 太郎に 

かぶれた ものなん でしよう。 

くつ  ぞうり 

そこで、 沓 ぬぎに 草履 を 脱いで、 以前の 座敷に 上り 

込もうと したが、 ふと 妙な 気配 を 感じました。 

二十 七 

「お雪ち やん」 

当然、 先方から 呼び かけられなければ ならない とこ 


ろで、 米 友の 方で ダメを 押しました。 

なるほど、 自分な がらそう 思って 見れば、 自分と し 

て はかなり 長い 時の 間、 遊戯 を 試みて いたの だが、 そ 

の 間、 お雪ち やん はどうした。 こっち はこつ ちで 楽し 

ん でいたん だからい いような ものの、 先方の 身に なつ 

てみ ると、 「来 友さん、 何 をして いるの」 と 一 言、 たし 

なめて みても よかり そうな 場合であった ではない か。 

お雪 ちゃんが、 今まで 何とも 言わなかった、 あの 子 

のこと だから、 いるん なら 何とか 言つ て くれな けり や 

ならぬ 場合なん だが、 い つ こう 挨拶がない ところ を以 

て 見る と、 いないの かな。 


いないと いったと ころで、 今夜 この場合、 どこへ 行 

やす 

くもの か。 では、 寝た のか。 あれほど 先に 寝む こと を 

遠慮して いた 当人が、 だまって 寝込んで しまう はず も 

なかろう じ やない か。 してみ ると、 また 一 人お となし 

く 銭 勘定で も はじめた のかな —— それにしても 変 だ。 

という 気になって、 来 友が、 のぞき 込む の を 先にす 

あんどん 

るよう にして 座敷へ 一 足入れて 見る と、 行燈の 光が 著 

しく 暗くな つてい るが、 消えた ので はない。 ここまで 

来ても、 お雪 ちゃんが 何とも 言わない、 そうして、 お 

雪ち やん その 人の 影 も 見えない。 

「おや？」 


米 友 は 忙しく 座敷の 四方 を 見廻した けれど、 お雪 

ちゃんの 姿 はいつ こう 見えない が、 その 薄暗い 行燈の 

光 を 通して、 燃え くすぶって 白い 煙 をた なびかせ てい 

る 炉辺の 彼方に 人が いる。 一見、 お雪 ちゃんと は 全く 

別な 人間が 一人、 澄まし 込んで 座 を 構えて いる。 

めえ 

「お前 は 誰 だ！」 

と 来 友が、 目 を 円く して 一 喝 しました が、 先方から 手 

ごた えがありません。 

返事 はない けれども、 人 はいるの です、 姿 は 動かな 

いのです。 そこで、 来 友 は 円く した 眼 を 据えて、 じつ 

ほた  よえん 

と、 その 薄暗い 行燈の 光と、 白く いぶる 搰の余 烟とを 


透して 見定める と、 蒼白い 面 をして やつれき つた 一 人 

の 男が、 白衣の 上に 大柄な 丹前 を 羽織って、 火の 方に 

向きながら しきりに 自分の 面 を 撫でて いる。 最初 はた 

だ 面 を 撫でて いる だけ だと 思った が、 その 指先が 長く 

ヒラリ ヒラリ と 光る もの だから、 よく 見る と、 剃刀 を 

使って いるの だとい うこと がわ かりました。 

つまり この 人 は、 澄まし 込んで、 ここで 面 を 剃って 

いるので す。 

「お前 は 誰 だ」 

と 二度 誰，. 何した 途端に、 米 友 は 先方の 返事よりも 早く、 

自分の 胸に 反応が 来て しまいました。 


「な あんだ、 お前 か。 お前 はいった い、 どこに いたん 

だ、 そうして、 いつ、 こんなと ころへ 入って 来たんだ 

え」 

「雨戸が あいてい るから、 そこから 入って 来たよ」 

「どこから？」 

「君が 出入り をした 同じと ころよ」 

「ェ、 ここから かい、 ちっとも 知らなかった」 

これ だけの 問答で、 来 友 は 怖る ると ころな く、 ず か 

ず かと 炉辺に よって 来て、 その 不思議な 来客と 対角の 

炉辺に 座 を 占めて しまいました。 

かおなじみ 

この 不思議な 来客と いうの は、 来 友と は 古い 顔馴染、 


最近 関ヶ原 以来の —— 机 竜 之 助で ある ことに 疑い は あ 

りません。 

二十 八 

竜 之 助と 対角線に 坐った 宇治山 田の 米 友 は、 無言で 

じろ りじろ りと 竜 之 助の 為さん よう を ながめて おり ま 

した。 

普通の 人なら ば 文句 も あるだろう が、 本 所の 

弥勒 寺 長屋 以来、 この 人 をよ く 知り抜い ている 米 友で 

す。 


天から 降った か、 地から 湧いた か、 現在 この 座敷の 

締りは 先刻、 お雪 ちゃんから 念 を 入れての 頼みで、 水 

も 洩らさぬ ように 締切って ある。 入って 来たと すれば、 

戸の 隙間 か、 節穴より する ほかに は 入り 道 は 無い ので 

す。 いや 一 つ は ある。 それ は、 自分が さいぜん 籠 を 持 

ち 出してから、 自身 庭へ 出て、 槍 を 振って いた 間の、 

あの 縁先の 雨戸 一尺 五寸 ばかりの 間隔 だ。 しかし、 そ 

れ とても、 直ぐ その 直前で 自分が 槍 を 振って いたの だ 

から、 取りよう によって は、 締めき つて あるよりも 一 

層の 厳しい 見張りに な つてい る はずなん だが —— そこ 

を 潜り 抜けて、 そうして 安然と ここへ 座 を 溝え 込んで 


しまって、 しきりに 面 を 撫でて いる。 

これ は、 他人なら ば 米 友 自身の 面目 問題な の だが、 

この 人で は 仕方がない —— と 米 友 は 観念して いるら し 

い。 弥勒 寺 長屋で 一 つ 签の飯 を 食って いる 時に さえ、 

出し抜かれ たの だから、 今宵 この場合 は、 型に 心 を 取 

られ ていたお いらだ —— 油断と いえば 油断 だが、 寝首 

を搔 かれた わけで はなし、 特に この 人 は 例外で ある。 

来 友 も、 そういう 頭が 出来て いるから、 深く は その 

こと を 気に 病まないで いたが、 解し 難いの は、 その 面 

を 撫で 廻す 指先に 光る 剃刀と、 それから、 なおよく 見 

くしば こ 

ると、 その 座右に 置いて ある 櫛 箱です。 それ もこれ も 


—— この 男が わざわざ 持って来る はず はない と 咎める 

まで もな く、 常日頃、 来 友が よく 見慣れて いるお 雪ち や 

んの 持物な のであります。 

せんせん 

いつの まに この 人 は、 これ を 持ち出したろう。 閃々 

として 波間 をく ぐる 魚鱗の ように、 町々 辻々 の 要所 要 

所 をく ぐり 抜けて 血 を 吸って 帰る この 人の 癖 は、 米 友 

に 於 て もよ く 心得た も の だが —— い か に 潜入が 得意 の 

人と はいえ、 はじめての 室内へ 入って 来て、 櫛 箱と、 

剃刀と、 それから、 なおよく 見 給え、 ちゃんと 下 剃 を 

濡らす ためのお 湯まで 汲み そろえて ある。 こういう 細 

かい 芸当まで が、 できる という こと は、 あり 得べ から 


ざる こと だ。 

ことに、 うしろに ふわりと 羽織って いる 丹前 だって 

そうだ。 さきほど お雪 ちゃんが、 蒲団 をのべ ようと 

言って、 戸棚 を あけた 時に、 ちらりと 見えた あれなん 

だ。 あれ を 出して 引っかけて、 そうして 悪く 落着きす 

まして 面 を 撫でて いると いう 現象が、 この 男 を 理解し 

きってい る 来 友に も 不思議で ならなかった のです。 あ 

んまリ それが 不思議 だもの だから、 来 友 は 他の 何事 を 

も 想い わたる 隙が なく、 竜 之 助の 面ば かり 見つめて い 

ると、 

「米 友さん、 あなた、 さっき、 外で 何 をして いたの」 


今ごろに なって、 それ はお 雪 ちゃんの 声です から、 

これに も 米 友が 面 くらわな いわけに は ゆきません。 

どこで、 どんな 面 をして、 今ごろ こんな こと を 言え 

たもの かと、 振 返って 見直す と、 納戸の しきり からた 

しかに 半身 を 現わした お雪ち やん —— 

にっこり 笑って こちら を 見て いる 面が、 薄暗い 光の 

中に、 いやに 艷 つぼい。 

「お雪ち やん、 お前 こそ、 どこで 何 をして いたんだ」 

「わたし …… 」 

「お前が いたの か、 いねえ のか、 おいら は 今まで 気が 

つかなかった」 


「先生が おいでになった ものです から …… 」 

「それから どうしたんだ」 

「いろいろと …… 」 

「いろいろと、 どうしたんだ」 

来 友 は、 いつにな く 険しく 眼 を 光らせて お雪ち やん 

を 見つめて、 何事 を か 詰問す るよう な 調子に 響きます _ 

「ねえ、 来 友さん、 今夜、 ここへ あの方 をお 泊め 申し 

て 上げましょう、 いいでしょう？」 

お雪 ちゃんの 言葉が、 妙に 甘ったるい。 

「はは あ、 読めた！」 

と 米 友が、 けたたましく 叫んで、 竜 之 助と お雪ち やん 


の 面を忙 がわし く 等分に 見比べようと しました 時、 何 

に 狼狽して か、 お雪 ちゃんの 面が 真 赤に なった II 少 

なくと も 真 赤に なった ような 感じ —— それと 反対に、 

面 を 撫でて いる 竜 之 助の 面が いよいよ 蒼白で、 嘲る よ 

うな 皮肉 さえ 交えて 見え 出して きました。 

二十 九 

「先生、 こちらへ いらっしゃいよ」 

と、 お雪ち やん は 竜 之 助の 方 を 向いて 言い、 それから 

米 友に 対して、 


「友さん、 奥のお 座敷 を こしらえて 置きました から、 

あちらへ、 このお 方 をお 泊め 申して 上げましょう」 

と、 二人に 向って 同時に 物 を 言い かけました。 

「勝手にし ろ」 とも 来 友 は 言いませんでした。 今まで 

姿 を 見せなかった の は、 つまり、 この 不時の 珍客の た 

めに、 奥の 座敷に 手入れ をして、 請 じまいら すべき 室 

をし つらえ ていたの だ。 

「友さん、 そうして、 あなた は、 どこへ お寝み になる 

の」 

とお 雪 ちゃんが、 まだ 立ちな がらの 半身で 言う。 米 友 

は それに 答えました。 


「おいらよりか、 お前 は どこへ 寝 むんだ」 

「わたし」 

とお 雪ち やん は、 あんまり わるびれずに、 

「わたし は、 あちらで、 先生のお 傍へ 寝 ませて いただ 

きましょう  その 方が、 何 かにつ けて …… 」 

「うむ」 

と 米 友 は 火箸 をい じりながら 頷いて、 

「おいら は、 ここでい い」 

「では、 ここへ お 蒲団 をこう して 置きます から、 友 さ 

んの 好きな ところへ お寝み なさい な」 

「うむ」 


「先生、 こちらへ いらっしゃい」 

お雪ち やん はする すると 歩いて 来て 竜 之 助の 手 を 

とって、 抱える ようにして 奥の 座敷の 方へ、 畳 ざ わり 

静かに 歩んで 行く のです。 

無論、 その 時には、 竜 之 助の 方 は 面 も 一 通り 撫で 終つ 

て、 剃刀 も 手 さぐりで 箱の 中に 納めて しまい、 軽く 立 

ち 上る と、 一 方の 手 はお 雪 ちゃんに 与えて、 そうして 

一 方で は 刀 を 提げて、 するすると 奥の間の 方へ 消えて 

行って しまいました。 

あと を 見送った 米 友 は、 ふ ー むと 一 つ 深く 鼻息 を 鳴 

らして、 そうして、 そこ はかと なく 四辺 を 見廻した も 


のです。 

さきほどまでの、 先へ 寝む の 寝まない のとい う 仁義 

と 遠慮と が、 ここで は 全く 問題に なりませんでした。 

お雪ち やん は、 奥の間に 不時の 珍客 を 案内した まま 

で、 ここへ 戻って 来ない。 

早 手 廻し といおう か、 来 友の ために は、 そこへ 寝具 

が 用意して ある。 その 寝具が お雪 ちゃんに 代って 物 を 

言 つてい る。 

「わたしたち は、 あちらで 寝み ますから、 友さん はこ 

こで お寝み なさい」 

その 時、 来 友が、 一 つのび を 打って、 


「ばかにして やがら」 

と 言いました。 

奥の 座敷の 方 は、 人が 入って 行った とも 見えない 静 

かさです。 

もうきん 

屋の 棟に は 猛禽の 叫び もな く、 籠の 中には 鷲の 子の 

はばたき もありません。 胆吹 山の 山腹の 夜 は、 更け 

きってい る。 

来 友は炉 中に 三本の 薪 を 加えました。 

寝具に は あのと き 一 瞥を くれた ままで、 もう 見向き 

もしない が、 薪 を 加えた 炉の 火が 赤々 となった の を 無 


意識に ながめて いるう ちに、 真黒な 南部の 大 鉄瓶が、 

ふつふつと 湯気 を 吐き出し たの を、 うっとり 見入って. 

米 友の 頭に は、 また 何 かしら 考えさせる ものが 流れ込 

んで 来たらし い。 

だが、 この 男が、 その 時、 打って 変った お雪ち やん 

の 挙動に 対して、 なんらか 嫉妬に 似た 不快な 感情 を 刺 

戟 され、 それが ために 多少 やけ 気味で、 ふて 返って い 

るの かと 見る と、 それ は 大きな 誤解でした。 一 時 は、 

ちょっと 変な 感じに うたれ たに 相違ない が、 もう、 こ 

んな ことに は タカ をく くって しまって、 彼の 頭 は 全く 

別の 世界の 追憶 やら、 想像 やらが とめど なく 流れ込ん 


で 来て、 その 応接に 苦しんで いるもの らしい。 

たとえば、 鷲の 子 を 放して やった ことの 連想から、 

尾 張へ 預けて 来た 熊の 子の ことにな つて みたり II 川 

中島の 夜景の 思い出から、 道 庵 先生の ことにな つてみ 

たりして るう ちに、 この 男が 炉辺で うつらう つらと 居 

眠り を はじめて しまった ことによ つても、 この 場の 出 

来 事に は、 あんまり 邪気 を さしはさまず、 また、 先刻 ■ 

庭前で 試みた 懸命の 型の 遊戯が、 かなり この 男 を 疲ら 

せて いると 見えて、 かなりい い 心 持で、 炉辺の 温い 火 

にあ おられながら、 夜 舟 を 漕ぐ というの ですから、 ま 

ず 極めて 平和なる 光景と 言わなければ なりません。 


本来、 居眠り を するとい うこと は、 心の ゆとりと い 

うよりも、 油断と 言った 方が よろしい。 

ことに 日本の 炉辺で は、 居眠り をす る こと は 非常に 

危険なる 油断の 一 つに 数えられ ている。 なぜと ならば 

ここで 一歩、 ではない、 一頭 を あやまる と、 目前 は 火 

かくと-つ 

炉 なので、 その上に は鑊 湯が 沸いて いる。 よく 昔の 

ゆ 舎の 子供 は、 この 炉辺で いい 心 持で 居眠り をして い 

たために、 一頭 を あやまって、 烈々 たる 炉 中へ ころが 

リ込 むと、 待って いたとば かり、 上から 鍋な り 鉄瓶な 

リ の 熱湯が たぎり 落つ る。 そこで 肉 身 を 烈火で 焼いた 

上に、 熱湯で 仕上げる という 念入りな 結果に なって、 


一 命 を 亡ぼす か、 そうでなければ 一 生 を 見る も 無残な 

不具と して 棒に振らなければ ならない。 米 友 ほどの 緊 

張した 男が、 そういう 危険な 状態に 身 を 置く こと は不 

覚 千万の よう だけれ ど、 また、 見よう によって は、 こ 

の 男 なれば こそで、 どう 間違っても、 ざま あ 見やが れ ！ 

とドャ される ような 醜 体 を 演ずる ことのな いのは 保証 

しても よろしい でしよう。 いや、 改まって そんな 保証 

をす るまで もな く、 この 男と して は 今日まで、 一定の 

寝室と、 一揃いの 寝具に よって 一夜 を 御 厄介に なるこ 

とよりも、 居た ところ、 立った ところが、 随時 随所に、 

ざ さ  かくとう ろたん 

坐 作 寝食の 道場な の だから、 鑊湯炉 炭の 上に 寝る こと 


へいじよ-つてい 

も、 平常 底の 修行の 一つと 見て よろしい かも 知れ ま 

せん。 

とにかく 来 友 は、 ここでい い 心 持に 舟 を 漕ぎ はじめ 

たこと は 事実なん だが —— それにしても 奥の 一 間 は… 


三十 

奥の 一間の こと は 問題外と して、 白河夜船 を 漕いで 

いた 宇治山 田の 来 友が、 俄然と して 居眠りから 醒め ま 

した。 


それ は、 たしかに、 たった今、 軒 を 伝うて 颯と 走つ 

たもの があった からです。 

いまどき 

つまり、 今時、 このところ を 走るべからざる ものが 

走った から、 それで 来 友が 俄然と して 眼 を さました の 

です。 走るべき ものが 走った のなら ば、 来 友と いえ ど 

あわた だ 

も、 こんなに 慌 しく 居眠りから 醒める はず はあり ま 

せん。 

しからば この 際、 このところ を、 走るべき ものと、 

走る ベ からざる ものとの 差別 は 如何 —— これ はむ つか 

しい。 

きた 

天地 間の こと だから、 いつ 何物が、 いずれより 来つ 


てい ずれへ 走り去る か 知れた もので はない。 現に この 

胆吹 山に も、 相当の 飛禽走 獣が いるに 相違ない。 猛禽 

もと 

はさい ぜん、 子 を 索め 得て、 かの 古巣 を さして 舞い戻つ 

ことえん そ  やから 

たが、 そのほかに 地 を 走る 狐 鬼 偃 鼠の 輩 もい ない は 

ず はない。 それらの ものが 深夜、 軒 を 走った からと 

いって、 さの み 驚く に は 当らない でしよう。 だが また、 

不意に 走って 人 を 驚かす もの は、 空中の 鳥類 や、 地上 

の 走 獣との み 限った わけの もので はない。 天空 を 見れ 

ば、 不意に 星の 走る ことがある。 

流星 或いは 「抜け 星」 といって、 その 地球 全面に 現 

われる 類で さえ も、 一昼夜に 一千 万 乃至 二 千万に 及 


ぶとの こと だから、 それ をい ちいち 驚嘆して いた 日に 

は 際限の ない ことです。 

しかし、 いずれにしても、 それ は 飛ぶべき ものが 飛 

び、 走るべき ものが 走った のであって、 そちら は 天上、 

空中、 野外、 時として は 軒 を かすめて 飛ぶ こと は あつ 

て も、 こちら は、 木処 水上 以来、 何千 年の 経験 を 積ん 

で、 そうして 構え 上げた 人間の 住居の 中に とどまって 

いるの だから、 そう 慌 しく 驚 起しなければ ならない は 

ずの もので はない のです。 まして、 宇治山 田の 来 友 ほ 

どの 剛の者が、 俄然と して 驚き 醒めねば ならぬ ほどの、 

非常なる 産物ではありません。 


そこで、 また 当然、 来 友が 俄然と して 驚き 醒めた と 

いう ことの 裏に は、 走るべからざる ものが あって、 こ 

の 軒下 を 走った という 第六感 か 七感か 知らないが、 そ 

れに 働き かけられ たために 起った のです。 かくて 俄然 

として 驚き さめる と共に、 その 眼 は 例の 如く、 その 手 

は 早く も 杖 槍の 一端に かかって、 戸外の 軒の 下の 方に 

注ぎました。 

戸外の 軒と いっても、 それ は、 さきほど 来 友が 自己 

陶酔 を 演じた 松の 大木の 根の 下の 芝生の 方向で はない 

のです。 それと は 全く 反対の、 胆吹 山の 山腹に 向って 

の 方の 裏手の 一 方で ありました。 


ついに、 米 友が 炉辺 を 立ち上りました。 無論、 ただ 

俄然と して 驚き 醒めた だけで は 安心が 成り 難いから、 

それで 卒然として 立ち上った ものです から、 その 手に 

えちの 

例の 唯一 の 得物 を 放す ことではありません。 

流し もとの 引窓のと ころまで 行って、 来 友 は、 そつ 

と 窓 を 引いて 外 を 見ました。 引窓 を 引く といっても、 

これ は 南方 十字 兵衛が あやつつ たような 通常 屋根の 上 

に 取りつ けて、 下から 縛で 引いて 息抜き をす ると ころ 

の 引窓で はなく、 壁の 一部 を 打ちぬ いて、 それに 小 割 

板 を 二重に 取りつ け、 べっかつ こうの 形に して、 引け 

ば 開く、 押せば 閉づる だけの 単純な 仕組み、 大工さん 


の テク 二 ックで 言えば 無双窓、 くわしく は 無双 連子窓 

という あれなん です。 風 を 避ける ために は、 通常 その 

外側の 方へ 障子紙 を 張って、 単に 明り 取り だけの 用に 

供して いるが、 ここで はま だ、 紙 を 張って しまう ほど 

あき ど 

の 時間が 無かった ために 明 戸に なって いる こと を 心得 

ていたから、 来 友が、 そっと 引 開けて、 外 をの ぞいて 

見た のです。 引き あけて 見て、 外が 月の 夜で ある こと 

を 知りました。 

月の 夜と いっても、 この 巻の 初めの 名に 冒す ところ 

の 「新月」 の 夜ではありません。 三日月の 晚 でもな かつ 

たのです。 当代の ある 人気 作者が、 東の 空 を 見る と 三 


日月が 上って いたと か、 いなかった とか 書いた そうだ 

が、 新月と か 三日月と かいうの は、 どう 間違っても 東 

の 空に は 現われな いものな のです。 少なくとも、 この 

日本の 国土で 見得る 地点に 於て は …… 

ですから、 この 深夜に、 窓 を 推す と、 颯と 野外に 流 

るる 月の 色 は、 新月で も 三日月で もない に はき まって 

いる。 では、 何月の 何日の 何時 何 刻の 月 かとたず ねら 

ろうばい  ども 

れ ると、 正直な 米 友が、 きっと 狼狽して 吃り 出す に 相 

違ない。 

ですから、 ここのと ころ は、 そう 正直な 人間 を 追究 

しないで 置いて、 単に、 窓 を 推して 見る と、 胆 吹の 山 


村 は 一帯に 水の 如き 月色が 流れて いる、 という ことで 

不詳して いただきましょう。 

もとより、 連子 形の 飛び飛びの 空間から、 視野 を ほ 

しい ままに する わけに は ゆきません が、 さっと 窓 を 開 

いて、 そうして、 流れ 渡る 月光の 外野 を 見る と、 特に 

何物 を か、 しかと 認め 得た という わけではありません 

が、 なんとなく、 いよいよ 来 友 をして 安心せ しめざる 

ところの ものが ある。 

そこで、 また 眼 を こすって、 いきなり 立 戻って 今度 

は、 裏口の、 つまり、 その 家から いえば 非常口と いつ 

いっけん ま  しんばりぼう 

た 方面です、 そこに 一間 間 だけの 戸が あって、 心 張 棒 


で 塞いで ある、 その 心 張 棒 を 米 友が 外しに かかり まし 

た。 心 張 棒 を 外から 外す こと は、 かなり 難儀な 仕事 だ 

が、 内から 外す 分に は 何の 事 はない のです。 

それ を 外して、 戸 を がらり と あけて 見ました。 これ 

は 連子窓から 見た 棒縞 形の 世界と は 違って、 胆 吹の ス 

口 ー プを 充分に 視野に 取 入れて、 そうして、 まぢかく 

はこの 家の 軒下 をず つと 見通し —— 果して、 その 軒下 

の 南へ 廻る 角のと ころに、 怪しい 者の 姿 を 来 友が しか 

と 認めて、 思わず 力足、 例の じだんだ の 一種 類です が、 

ここ は 板の間の 上です から、 じだんだ と は 言えない、 

床 だんだ とか、 木 だんだ とかいう のが 正当 かも 知れな 


くせもの 

いのです が、 「曲者 見つけた！」 というよ うな 気合で、 

来 友が 小躍りして みたので すが、 その 見つけられた 怪 

しい 者 は、 来 友が 動いた ほどに は 動きませんで したけ 

みとが 

れ ども、 それでも、 誰かに 見咎められ たと 感づいた も 

のか、 静かに 軒 をめ ぐって、 姿 を 隠して しまいました。 

それ は 尋常の 者なら ば 認め きれない ほどの、 かわし 方 

でありました けれど、 相手 は 宇治山 田の 来 友でした。 

彼 は、 それだけで、 たしかに この 家の外に 今まで 立つ 

ていた 人が ある、 そうして、 この 軒下、 雨だれ 伝いに、 

すう ー つと 走って 行った こと も 確かで ある、 どの 地点 

に 何時間 立って いたか、 或いは、 ここまで 新参 早々 で 


軒下 を 走った もの だか、 その 辺 は 明瞭 しないが、 たし 

かに この 家の まわり を、 うろつく 人影が あった こと を 

米 友 は 確実に 感づいた のみで はない、 確実に 認めた の 

だから 猶予 はなり ません。 

といって、 ここから 直接に 飛び出す の は 無謀です。 

はきもの 

第一、 地の利 もよ くない 上に、 履物がない のです。 さ 

すがに 武術の 心得が ある だけに 米 友 は、 地の利と 足場 

と を 無視し て か かるよう な 無茶な 振舞 はしな い、 いか 

に、.： b は 11 てても。 

飛び出す にしても、 草履 を はかなければ ならぬ と考 

えました。 考える と共に、 ここに は 草履が 無い、 表口 


まで 行かなければ、 それ を 足に する こと はで きないと 

覚りました。 しかし この 家の 構えに 於て は、 表 も 裏 も、 

そう 近い 距離で は、 来 友の 身体で 一 つ 飛びに 飛び さえ 

すれば、 裏 は 直ちに 表に なり、 表 は 直ちに 裏返す こと 

がで きる のです から 始末 はいいの です。 それと、 なお 

都合の よい こと は、 ただいま 確認した その 怪しい 者の 

人影 —— たしかに 人間の 影法師に は 相違ない が、 それ 

が 何者であって、 何し に 来た かとい うことまで は 確認 

していな いのです が、 それが 人間の 物影で ある こと だ 

け は 確実に 認めた し、 苟 も 人間の 物影で ある 以上、 

深夜 この辺の、 しかも 我々 の 新たに 移り 住んで いる こ 


と を 知らな い はず のない 怪し い 奴が 忍び寄 つてい ると、 

こう 断定し ない わけに は ゆきません —— その 怪しい 奴 

も、 やっぱり 軒 を 南へ 廻り 込んだ の だから、 当然、 自 

分が 履物 を 求めよう とする 裏口の 方へ と 姿 を 移した の 

です。 してみ ると、 自分が 表口へ 飛びう つって、 履物 

を 突つ かけて あちらから 外へ 飛び出す と、 かえって 幸 

いに、 その 怪しい 奴と 鉢 合せ をす るか も 知れない —— 

得たり 賢し と 米 友が、 その 通リ 実行 を 試みました。 

前庭の 方、 すなわち、 鷲の 子 を 解放して 親 鷲 を 喜ば 

せて やつたり、 その 揚句、 いい 気持に なって 川 中島の 

二の舞に 陶酔した りなん ぞ して、 さて 家の 中へ 舞い戻 


ろうとした 途端の 鼻 を ギヨ ッと 白まされた あの 剃刀 使 

い、 要するに、 あの 戸口の 戸 を、 もう 一度 また 内から 

がらり と あけて、 そうして、 米 友が 身構え 充分に、 や 

おど 

にわに 広 庭へ と 躍り 出した 途端、 果して 鉢 合せ II 

「友さん」 

めえ 

「お前」 

果然、 そこで 鉢 合せが 起って しまいました。 しかも、 

鉢 合せ をした 当人よりも、 合わされた 来 友 公が、 また 

しても 泡を食わされて しまったの は、 返す返す も今晚 

は、 来 友の 売れない 晩で あるら しい。 

「友さん」 と 言って、 出合 頭に そこに 立って いたの は 


とが 

即ち、 最初から 来 友が 咎めき つていた 怪しい 物影、 人 

間で あるに は 相違ない が、 その 家の 周囲 を うろつき、 

たたず 

軒下 を 走り、 或いは 塀の 下に ネ んで、 ためつ すがめ つ 

していた ことら しい 証跡の 充分に ある、 その 怪しい 奴 

せん 

から 先 を 取られて 声をかけられて しまいました。 

そうして、 来 友が 「お前」 と 言った きり 立ちす くみ 

になった の は、 予期した と は 全く 番狂わせの 立 合で 

あつたからの ことで、 すなわち、 この 怪しい 人影 はお 

銀 様であった のです。 そうして、 怪しい 人影の、 怪し 

いこと を 睨んだ 点に 於て は いささか も 誤認はなかった 

けれど、 まさかお 銀 様であろう こと を、 来 友が 睨み 足 


りなかった ことに 起った この 場の 番狂わせ —— 

三十 一 

「友さん、 入っても いい？」 

とお 銀 様から 言われて、 来 友が、 

「うむ」 

と 答えざる を 得ませんでした。 

来 友と して は 完全なる 拍子抜けです。 拍子抜け とい 

うよりも 力負けなん でしよう。 立 合で 言 え ば 全 く 気 合 

わざ  すべ 

を 抜かれて しまったの ですから、 技 も、 力 も、 施す 術 


がない ので、 相手に イナされ ようと も、 突き出されよ 

うと も、 御意の ままな のです。 

そこで、 当然、 お 銀 様が 来 友 をリ— ド してし まって、 

進んで 例の 戸口から、 この 家の 中へ 大手 を 振って —— 

暴君と は 言いながら 女の ことです から、 形式に 於て 大 

手 を 振る ような 振舞はなかった けれども、 ずっと その 

昔、 本 所の 弥勒 寺 長屋で 米 友から、 厳しい 咎め だて を 

蒙りながら、 ついに 屈する こと を 為さなかった、 覆面 

のま ま 人の 座敷へ 進入す る、 その 傲慢 無作法 だけ は 今 

晚も 改めないで —— ずっと 座敷へ、 以前、 お雪ち やん 

も 坐り、 奇怪 千万な 剃刀の 使い手 も 坐り、 現在 は 米 友 


が 快く 夜船 を 漕いで いた 当時の 炉辺へ 来て、 然るべき 

ところへ お 銀 様が、 来 友に 先立って 座 を 占めて しまい 

ました。 

おぞまし くも、 米 友 は それに リ ー ド された のみなら 

ず、 弥勒 寺 長屋の 時の ように、 たんか をき つて、 それ 

を 咎め だてす る こと を さえ 為し 得ず、 唯々 としてお 銀 

様に 導かれて、 自分 も、 さいぜんの 夜船の 座に 直り ま 

した。 

これ は、 いかに 来 友 理窟 を 以てしても、 ちょっと 文 

句が つけられな いのです。 というの は、 傲慢であろう 

とも、 無作法であろう とも、 ここに 鎮座し 給う 覆面の 


女将 軍 は、 まごう 方な きこの 地方の 新 領主で ある こと 

を、 来 友の 理性が 許して いるから、 自然、 この 家の 軒 

かまど 

下であろう とも、 縁の下であろう とも、 竈 の 下で あろ 

うと も、 この 女人の 王土のう ちで ない という こと は 言 

えない。 して みれば 晴天であろう とも、 深夜であろう 

とも、 王者が 王土に 親臨し 給う ことに 於て は 文句が つ 

けられない。 我々 は、 たとい 王臣 という もので ない と 

しても、 その 王土の 中の 一種の かかりう どなの だ。 

もと 

そういう 理解の 下に、 多分、 来 友 は その 王者の 傲慢 

無作法 を 許して いたの だろうと 思われます。 

「友さん、 今晩、 わたし を此 家へ 泊めて 頂戴な」 


充分に 座が 定まって から、 女王の 第二 段の 勅命が こ 

れ でありました。 

「うむ」 

と 米 友が 唸りました。 唸った の は 返事な のです。 返事 

であるが、 是 とも 非 ともいう 意味 は その 中に 含まれて 

いない。 それ は、 やっぱり 来 友の 頭で、 是 とも 否と も 

含ましむ る だけの 意味 を 見出せなかった からでしょう。 

何と なれば、 現に 王土で あり、 王物で ある こと を 是認 

する 以上 は、 泊めて くれ も、 泊めて くれない もあった 

もので はない。 自分の 家で、 自分が 勝手に 手足 をのば 

すべき こと を、 支えん 様 はない と 観念して いるからで 


しょう。 そうすると、 第三 段に なって 女王の 仰せに は、 

「よければ、 あの 奥の間へ 泊めて 頂戴な」 

「あの 奥の間 —— 」 

なま リ だま 

と 言って、 来 友が 鉛 玉 を 飲まされ たように、 眼 を まる 

くせざる を 得ませんでした。 

ここに 至って、 今まで 忘れて いたよう に、 奥の間の 

ことまで が ハツ キリと 米 友の 頭に 再びうつつ て 来 まし 

た。 

三十 二 


「いけない の？ いけなければ 頼みません」 

とお 銀 様が キッ パリ 言いました。 

「うむ、 そいつ は、 よした 方が よかろう」 

と、 ここで 来 友が、 はじめて 内容の ある 言葉 を 発し ま 

した。 

「じ や、 よしましょう」 

とお 銀 様が、 立ち どころ に 相応 じました。 

「よした 方が いい」 

来 友 も 頑として 下りませんでした。 

「よします、 お前さんが、 いけない と言う もの を 強い 

てお 頼み はしません」 


「うむ」 

「じ や、 来 友さん、 ここへ 泊めて 頂戴」 

「うむ」 

「いいの？」 

「うむ」 

「ここなら いいの？」 

「うむ」 

「奥の間で はいけ ない けれども、 ここへ なら 泊めて 下 

さるの？」 

「うむ」 

「まあ、 有難う、 では、 ここへ 泊めて いただく ことに 


して …… 」 

お 銀 様 は、 覆面の 中から 米 友の 面 を、 まともに 見つ 

めました。 睨む のと 同様です。 さすがの 来 友 も、 真 向 

きに 見られて、 まぶしい ような、 テレ 臭いよう な、 

小癩 にさ わるよう な 気分に 迫られた けれど、 どうも 今 

晚は、 今晚 だけで はない が、 この 女に 対して は、 そう 

ポンポン 啖呵が きれない のです。 といっても、 それ は 

お 角さん に対する 時の ように、 妙に すくんだ 高圧され 

るよう な 意気込みで、 たんかが きれないの ではなく、 

この 女王に 対して は、 何とも 言えない、 一種の 親しみ 

を 感ずる ような 点から、 米 友が テキ パキ と、 そっけな 


く片づ け きれない 何物 かが ある のです。 

「ねえ、 友さん」 

「うむ」 

「じ や、 もう 一 つ 頼みが あります、 聞いて 下さる？」 

「うむ —— 」 

頼み、 頼みと、 言葉 だけ はしおらし いもの だけれ ど 

も、 この 頼みと いう やつが、 なまやさし いもので はな 

いこと を、 米 友 はよ く 呑 込んで いる。 しかし、 かりに 

も 頼み —— と言われて みれば、 「おれ も 男 だ」 という 緩 

怠 心が 湧き出さない 限リも あるまい。 

「ああ、 よかった、 友さん が、 わたしの 第二の 頼み を 


聞いて くれました」 

こう 言って お 銀 様 は、 凱歌 を あげる ような、 あざ笑 

ろ うば い 

い をす るよう な 独断 を 試みた ので、 米 友が 狼狽し まし 

た。 

「まだ、 聞いた とも 聞かね えと も 言 やしね えんだ、 い つ 

てえ、 その 頼みと いうの は 何なん だェ」 

ここで、 あぶなく 食いと めて 駄目 を 押した のです が、 

お 銀 様 は 猶予なく、 覆面の 首 を 横に 振りました。 

「いけません、 もう 遅いです よ、 黙って いたの は 承知 

のしる しなんです からね」 

いかにも、 黙許と か、 黙諾と かいう 不文律 は あるに 


は ある けれど、 それ を この場合、 来 友に 向って 強圧 的 

リ ようけん かた 

に はめ込もう とする お 銀 様の 了見 方が わからない。 

「ちえ ッ」 

と 米 友が 舌打ち をし ました けれど、 一向 ひるまな いお 

銀 様に は、 薪 を 加えた ように も、 油が 乗って きたよう 

にも 見受けられ、 

「もう 許しません、 一 旦、 お前 は 承知 をした の だから」 

「承知 をす るに もしね えに も、 頼まれる 事柄 そのもの 

が、 まだ わかつ ちゃい ねえ じ やねえ か」 

「お前に はわから なくても、 こちらに はわ かってい ま 

す、 そうして、 たった今の 先、 お前から 充分に 無言の 


承諾 を 得て います からね」 

「ばかにしな さんな」 

通例 は、 「ばかにして やがら」 と言うべき ところ を、 

相手が 相手の せいか、 来 友と して は、 「ばかに してやが 

ら」 が 「しなさん な」 にまで 緩和され てきました。 

「男らしく もない」 

とお 銀 様が、 横目で 睨む。 

「何が」 

「何が つて」 

「何が どうして」 

「何が どうして たって、 男らしく もない」 


「何が どうして、 おいらが 男らしく ねえんだ」 

「だって、 いったん 承知 をして おきながら」 

「いったん 承知？ 何 を」 

「奥の間が いけない から、 ここへ 泊めて くれる こと を 

…：- J 

「そり や、 お前の 勝手 だよ、 泊ろうと 泊るまい と、 本 

来お 前の 持物なん だ、 おいらの 承知 もな にもあった も 

の じゃあね え」 

「でも、 来 友さん が 留守居 をして いる 以上 は、 来 友 さ 

んの 許し を 得なければ なりますまい。 まあ、 それ は ど 

うで もい いとして、 第二のお 頼み も 承知して くれたく 


せに」 

「それ だ —— その 第二の 頼みと いう やつが わからね え 

んだ、 おいらの 方で は うやむや なんだ、 お前の 方 だけ 

で、 ひとり 合点 をして いるんだ」 

「そんな こと を 言っても、 もう 駄目よ、 黙って いる こ 

とに、 友さん は 充分、 わたしに 好意 を 持って、 わたし 

の 頼みなら 何でも 聞いて くれる 心 持 を 充分 持ちながら、 

生返事 をし たんだから、 わたしと して は、 立派に 友 さ 

んを 承知 させて しまったと 受取って いるの よ、 それ を 

今にな つて、 とやかく言う なんて、 友さん らしく もな 

い、 男らしく もない、 女の 腐った よう だ」 


「こり や、 手厳しい！」 

と 来 友が 眼 を 円く しながら、 

「そり や、 おいら だって、 頼まれり や、 男と 見込まれ 

なくった つて、 していい 仕事なら すら あな、 まして、 

お前と おいらの 仲 は 他人 じゃあね え」 

「まあ 嬉しい」 

お 銀 様の 声に、 異様なる 昂奮の ひらめきが ありまし 

た。 

「わたしと、 友さん と、 他人で ない と 言って くれ まし 

た わね」 

「そり や、 お前 はどう 受取った か 知れね えが、 この 土 


地 も、 この 家 も、 みんなお 前が 正当の 代価 を 払って 買 

い 受けた ものだろう、 その 領分の 中に 仮り にも、 こう 

や つ て 衣食住 を 受けて いり や、 主と 家来 —— と 言わね 

えまで も、 同じような もの だ あな」 

「ほんと に 嬉しい、 友さん の 心意気が 何と い う 嬉し い 

ことでしょう。 では 友さん、 お前 は、 わたしの 家来な 

ん だね」 

「まだ 家来と いう わけ じ やねえ が、 ど つ ちかと 言えば、 

頼まれて 来た 客分の ような ものなん だが、 でも、 世話 

になって いる 以上 は、 お前 を 主と 見て、 する だけの こ 

と をす るの が 当然の 態度な ん だ 」 


「まあ、 なんて 可愛らし いこと を 言 うんでしょう。 で 

は、 なんにしても、 友さん はわた しの 家来、 わたし は 

友さん の 主人な のね」 

「当座 は、 そんなよう なわけ なんだ」 

「では 友さん、 今まで は 頼みでした けれど、 今度 は 命 

令に なって かまいませんね」 

「そり や  」 

「もし 一 家の 主人の 命令が、 家来に 届かない とすれば、 

その 家 は 成り立ちません」 

「理窟 はそう だ」 

「 一 国の 領主の 命令が、 領内の 民に 受 入れられ なけれ 


ば、 一 国 は 成り立ちません」 

「理窟 はそう だ」 

「では 友さん、 いまお 前が うやむや にした 第二の わた 

しの 頼みと いう もの を、 思い切つ てわたし は、 命令の 

形式で お前に 申し渡す わ、 それなら 否の 応の はあり ま 

すま レ 」 

「ちえ ッ、 くどい な」 

「くどく 言いたくない けれど、 お前が わからな 過ぎる 

からよ」 

「わからね え。 わからね えの が あたりまえ だ」 

「では、 改めて、 わたし、 はっきりと 第二のお 頼み を 


II いいえ、 お頼みで はない、 命令の 形式で、 友さん 

に 申し渡します」 

「ちえ ッ」 

「否と は 言わせません」 

「ちえ ッ」 

「まあ、 そんなに 意気 張らなくて もい いわ、 もう 好意 

ある 黙諾 を 受けて いる こと を、 かりに 形式で 申し渡す 

だけなん だから」 

「ちえ ッ」 

「ねえ、 友さん」 

「何 だ」 


「お前、 今晚、 ここで、 わたしと 一緒に 寝ない？」 

「エツ」 

宇治山 田の 米 友が、 この 時ば かり は、 飛 丸に 胸 を 

うちぬ 

打 貫かれた ように 絶叫し ました。 

三十 三 

「もう 聞きません、 女から 男への 頼み、 主から 家来へ 

おきて 

の 命令、 この 二つの 捉 を 破れる ものなら 破つ て ごら 

ん」 

しゃく  4? つ  こて 

とお 銀 様 は、 灼熱の 鏝を米 友に 向って グイ グイと 押 


当てる。 

「ばかにす るない」 

坐りながら、 米 友が タジタ ジと座 を さが つ て 行き ま 

した。 

「どっちから 行っても 許しません。 それよりも、 友 さ 

ん、 お前 は 今晚、 ここで、 わたしと 一緒に 寝て 悪い と 

いう 証拠が あるので すか」 

「ばかにす るない」 

「ばかにする どころ です か、 わたし は、 今晩に 限って 

友さん が 可愛くて たまらな いのよ、 ねえ、 怒らないで 

考えて ごらんなさい、 友さん、 お前に はお かみさん は 


無いで しょう」 

「ばかにするな、 こん 畜生！」 

「怒らない でさ。 お前さんに おかみ さんが 無い ように、 

わたしに も 御 亭主と いう ものはありません、 ですから、 

二人が、 ここで 一緒に 寝ようと も、 起きよう とも、 誰 

とが 

が 咎める 者が ありましょう」 

「ばかにする なよ、 この 阿 魔！」 

「ばかになん ぞ しちやい ません よ。 それから ねえ、 友 

さん、 お前さん だって、 男でしょう、 わたし だって こ 

れ でも 女の 端くれな のよ、 女が 男に 惚れて おかしい と 

いう ことがあります か、 男と 女と は、 許す ものの よう 


に 出来て いるの が 本当で、 許されない というの は、 神 

おきて 

代からの 捉 ではない のです」 

「ふざけるな！ いいかげんに しろ！」 

「何が ふざける のです か、 友さん、 ごらんなさい、 あ 

の 奥の間で、 二人の 仲の よい こと、 あれ は 何です か、 

一方が 眼が 見えよう とも 見えまい とも、 男 は 男に 相違 

ない、 一方 は、 まだ 世間知らずと は 言いながら、 油断 

のなら ない、 小娘 だって 女のう ちじゃありません か、 

その 男と 女の 二人が ああして 仲よ く 奥の 一 間にい るの 

を、 友さん は 何とも 驚き もしない、 咎め もしないで、 

おとなしく 張 番をして いながら、 それと 同じ こと を 言 


い 出した わたし を、 畜生 だの、 阿 魔 だの、 くたばれ だ 

のと 悪口雑言 をな さるの がわから ないじゃありません 

か —— わたしと 寝る のがい やなら ば、 あの 奥の間の 二 

人 を どうす るので すか。 それが どうもで きない 限り、 

お前 はわた しの 頼み を 聞いて くれない 理由 はあり ませ 

ん。 いやいや、 もう 今と なって は、 そんな 生ぬるい こ 

とじゃありません、 お前と いう 人 は、 どうしても、 わ 

たしの 命令に 絶対 服従から 免れる ことじ やない のよ、 

友さん、 わたし は、 お前が 好きで 好きで たまらなくな つ 

た」 

「馬鹿、 畜生、 阿 魔、 そんな ことが 聞いて いられる か！ 


どうす るか 見や あがれ」 

「どうと もして ごらん、 者"" ると も 焼く とも、 横にす る 

とも 縦に すると も、 わたしの 身体 を 今晩は 友さん に、 

そっくり 上げる わ、 好き 自由に、 いいよう にして 頂戴」 

「うむ —— 」 

ふとん 

「まあ、 あつらえ たように、 そこに 蒲団 も 枕 も 出して 

ある わ、 あのお 雪さん ていう 子、 なんて 粋の 通る 子で 

しょう」 

「ちえ ッ、 どうす るか 見や あがれ、 この かってえ 坊！」 

と 米 友が 怒 罵して、 ぐっと 炉辺に 仁王 立ちに なって 再 

び 叫びました、 


「かってえ 坊！」 

おそらく これが 悪罵の 頂上でしょう、 馬鹿と 言い、 

畜生と 言い、 阿 魔と 言い、 いずれにしても 人に 快感 を 

はず か 

与える もので はない、 他 を 辱 しめる と共に、 自ら を 辱 

しめずに は 置かない 非 紳士的の 悪態で は ある けれども、 

それ は 尋常 人 も、 どうかす ると 沸騰 的に 使用す る こと 

も あるが、 かってえ 坊に 至って は —— もう 頂上で あり、 

極度であって、 折 助、 夜鷹の 類，' といえ ども、 滅多に 口 

ぼうとく  ろ-つ 

にす る こと を 恥づ る 冒瀆 の 言 を、 来 友が 弄しました。 

ぞうお 

弄した ので はない、 この 際の、 彼と しての 憎悪と、 忌 

避と、 憤怒と を 最大 級に 表現す る 言葉と して は、 これ 


より ほかに 見出せなかった のでしょう。 

そうして、 ぐっと 炉辺に 仁王 立ちに なって、 杖 槍 を 

はっそう  ぎょうそう 

八 相の 形に 構えました。 その 形相、 米 友の こと だから、 

仁王 立ちと はいう ものの 寸が足りない。 今し、 また 燃 

えさかった 炉 火で 見る と、 赤々 と 照らされた 黒光りの 

肌と、 忿怒の 形相、 それ は 宫本武 蔵が 刻んだ という 肥 

後の 国、 岩戸 山霊 巌 洞の 不動 そっくりの 形です。 

三十 四 

室内 はこう も 張りき つた 怒駡、 悪 言 の 真 最中で ある 


にか かわらず、 ちょうど この 前後の 時、 一 つの 生ぬる 

い、 だら しのない 叫び声が、 思いがけな い 方角から 起 つ 

たの は —— 

「頼む よう、 助けて くんな よう、 人殺し —— 」 

なんという 生ぬるい、 だら しのない 声だろう。 だが、 

明瞭に 聞き取れる 言葉 そのものの 綴り は、 頼む と 言い、 

助けて くれと 言う。 ことに、 人殺し —— に 至って は、 

もう 人間の 危急と して、 これ 以上の 絶叫 は 無い のです。 

然る にもかかわらず、 ここへ 響いて 来る 音調 は、 こう 

も 生ぬるい、 だら しのない、 歯切れの 悪い 音調な ので、 

むしろ、 人 をば かにして いるよう にし か 聞き取れない。 


こんな 生ぬるい、 だら しのない、 歯切れの 悪い 絶叫 

は、 いかに 九死一生の 場合と はいえ、 人 はむしろ 助け 

に 行く 気にならないで、 ザ マ あ 見や がれ —— と 蹴く リ 

なまぬる 

返した くなる ほどの 生温い、 だら しのない もので あり 

ました。 

「頼む、 頼む、 おた のん 申します、 男 一 匹が この 場に 

於て、 生きる か 死ぬ か、 九死一生の 場合で げすから I 

I」 

ちえ ッ —— いよいよ 以てた まらない。 聞けば 聞く ほ 

ど 生温い、 だら しのない 音声 だ。 といって、 全く 聞捨 

いぶきやま 

てに もなら な いのは、 この 深夜、 胆吹 山の 山腹で 振 絞 


る 声な のです から、 わざわざ 好奇に、 こんなと ころ ま 

で、 こんな だら しのない 絶叫 を 試みに 来る 奴が あろう 

はず はない のです。 

では、 狐 か、 狸 か —— しかし、 今時の 狐 や 狸 は、 もつ 

と 気の利いた 声色 を 使う。 いったい 何者 だ！ 

たとい 生温い とはいえ、 だら しがない とはいえ、 歯 

切れが悪い とはいえ、 その 音色 に 危急存亡の 声明と は 

ハツ キリと していて、 また その 響き 来った 方角と いう 

の も、 この 館 の 出 丸の 直下、 石垣が 高く 塁 を 成して 積 

み 上げられ ている 根元から 起って 来たの はたし かなの 

で —— それ、 また 続いて 聞え る、 


「誰かい ねえの かね、 男一匹が、 ここで 生きる か 死ぬ 

かの 境なん だから、 どうか 助けてお くんなさい、 この 

上の 火の 光 をた よりに ここまで こうやって、 のたり つ 

いたと ころなん でげ すから —— どなた か 起きて、 ひと 

つ 助けてお くんなさい、 後ろに は 大敵 を 控え、 前に は 

絶壁、 全く 以て、 男一匹が 生きる か 死ぬ かの 境なん で 

げすから II 」 

なまぬる 

続け ざまに 起る 救助 を 求む るの 声、 なんて また 生温 

さだろう、 男一匹が 生きる か 死ぬ かの 際に、 こういう 

声 を 出す くらいなら、 黙って 死んで しまった 方が いい。 

勝手に しゃがれ と、 嚙んで 吐き出し たくなる ほどの、 


いやな 声な のです が、 しかし、 それ は 感情の 問題で、 

事実上、 一 人の 人間が、 この 石垣の 下 あたりの 地点 ま 

きわ 

で、 のた りついて、 進退 谷 まって 助け を 呼んで いる こ 

と は 間違いな いのです から、 その 声の 生ぬる さの 故 を 

以て、 その 人の 生命 を 見殺しに する わけに は ゆかない 

のです。 

「ちえ ッ —— 意気地の ねえ 野郎 だな」 

内に 向って 怒号し きった 米 友が、 外に 向って 嚙んで 

棄 てるような 声。 

「待って ろ、 いま 行って 見て やる から」 

も-つち-つ 

寸の 足りない 不動 は濛々 たる 火焰を 抱いて、 転がる 


ように またも 外へ 飛び出して しまいました。 

そうして、 松の 大木の 根方のと ころから、 三 浦 之 助 

が 安達 藤 三 を 呼び出す ような 恰好 をして、 そうして 石 

垣の 下 を 見下ろし、 

「いってえ、 どうした と言うん だい、 この 夜中に、 こ 

ん なと ころへの たりついて、 人騒がせ を やり や あがつ 

て」 

と 叱りつ けました。 

「済まね え —— 夜中に お騒がせ 申して、 ほんと に 申し 

わけ はねえ と 思う が、 なにぶん、 後ろに は 大敵、 とこ 

す  やまと たけるの みこと 

ろ は 名に し 負う おろちの 棲む 胆吹山 —— 日本 武尊 で 


さえお 迷いに なった 山なん だから、 そこん ところ を ど 

うか ひとつ …… 」 

「ちえ ッ、 生温い 声 をし や あがるな あ、 いま 緦を 下ろ 

してやる から、 それにつ かまって 上って 来な」 

「いや、 どうも 恐縮 千万、 実はね、 この 胆吹 山へ 薬草 

を 調べに、 道 を 枉げて やって来 たもので げすが、 どう 

もはや、 慣れぬ ことで、 道 を枉げ 過ぎち まった もので 

げすから、 いやはや、 あっちの 谷へ 転げ落ちて は 向う 

ずね 

脛 を 擦りむ き、 こっちの 木の 根へ つっかかって は頰っ 

ベた を 引つ こすられ、 ごらんの 通り、 衣類 はさん ざん 

に 破れ 裂け、 身体 はすき 間もなく 搔傷、 突 傷、 命から 


がら これまでの たりつい たでげ す、 いやはや、 木乃伊 

取りが 木乃伊と いう 譬え は 古い こと、 薬草 取りに 来て、 

生命 を 取られ 損ないなん ていう の は、 お 話に ならね え 

ん で げす、 これと 申す も 日頃 の 心が けが よくね えから 

でげ す、 今日と いう 今日は 骨身に こたえた でげ す」 

下の 生温い 音声 を 発する 動物 は、 引きつ づき だら し 

のない 声で べらべらと こんな  一一 一一 n 葉 を 吐き出し たのが、 

意外に も ギック リと来 友の 胸に こたえました。 

「おや —— お前 は、 おいらの 先生 じゃあね え か」 

「おやおや、 そう 言う そなたの 声に 聞 覚えが ある、 た 

とも あに 

しかに 友 兄い に きわまったり、 友 兄い と あれば 天の 助 


け、 ここで 会った が 百年目！」 

生温い、 だら しのない、 歯切れの 悪い 上に、 これ は 

どんちょう くさ 

また 何とい ぅキザ たっぷりの 緞帳 臭 い 返事 だ！ 

三十 五 

ともかくも、 宇治山 田の 米 友 は 道 庵 先生 を 引き上げ 

て、 以前 再三 繰 返された 場面の 炉辺に 持って来て 押据 

えました。 

この 時、 お 銀 様の 姿 は、 もうこ こに は 見えませんで 

した。 奥の 一間 も、 ひっそり かんとした ものです。 


奥の 一 間の ひっそりかん としたの は 今に 始まった こ 

とで はない が、 お 銀 様の いずれへ 消えた かとい うこと 

は、 多少の 問題に ならないで はありません。 まさか、 

ひっそりした 奥の 一 間の 平和 を かき 乱さん がた めに、 

ちんにゅう 

あれへ 闖入した ものと も 思われません。 その 証拠に 

は、 現に、 奥の 一 間の 平和の 空気が、 少しも 攪 乱され 

ている 模様の ない ことで わかります。 

してみ ると、 多分、 あの 母屋へ つづく、 あの 廊下 口 

から 出て 行って しまった ものに 相違あります まい。 な 

る ほど、 そう 言われて 見る と、 さきほど 来 友が お雪ち や 

んの 頼みで 固く 締切った 時と は 違って、 戸前が 少し ゆ 


るんで いる —— お 銀 様 は、 たしかに あれから 母屋の 方 

へ、 ともかく 引上げ 去った と 見る ほか はあります まい- 

炉辺へ 持って来て 押 据えた 道 庵 を 見る と、 これ はま 

た、 あんまり だら しがな いのも、 こうなる と 寧ろ 悲惨 

な 心 持が して、 来 友 も、 腹 を 立てる 気に も なれません 

でした。 

「先生、 なんて ザ マ だい、 そり や …… 」 

「済まね え  」 

呂律が 廻らない だけなら いいが、 身体の 自由が 全く 

利いて いないの です。 飲み過ぎて 身体の 自由の 利かな 

いこと は、 この 先生と して は あえて 異例で はない ので 


すが、 今晩の は、 只事で はない。 全く、 さいぜん 生温 

い 声で 助け を 呼んだ 言い分と 同様、 衣服 は 裂け、 面と 

言い、 手と いい、 向う 脛と 言い、 露出した ところ はす 

きず 

り 創、 かすり 創、 二目と 見られた もので はない のです 

—— でも、 申し わけの ため かなん ぞ のように、 左の 片 

手に は、 薬草 を 一握み 握んで、 放そうと はして いない。 

それ も、 やはり さいぜん、 薬草 を とるべく 来って、 道 

を枉 げたと か、 道に 枉 げられ たと かいう、 生温い 声明 

が 無ければ、 来 友と いえ ども、 薬草で ある こと は 知る 

まい。 溺 るる もの は 藁 を もっかむ という こと だから、 

すべ 

崖 をで も 、にり 落ちる 途端に 握んだ 草の根 か 馬の骨 を そ 


のま ま、 摑み 通しに して 来たと しか 思われない でしよ 

う。 

幸いに、 不幸 中の 幸な のです、 その 擦り傷、 かすり 

創と いうの も 大した ことではありませんで したから、 

来 友が、 手拭 をお 湯で 絞って、 少しずつ 拭いて やる と、 

ごまかしが 利いて しまう。 

その 間 も 道 庵 は、 ほとんど 正気がない のです。 相手 

が 米 友と は、 いったん 心得た よう だが、 それ も、 もう 

たち ま 

忽ち 見境い が 無くなって しまった らしく、 妙な 手つ 

きをして、 四方 を 撫で 廻した 刷毛つ いでに、 来 友の 面 

を 撫でて みたり して、 気味 を 悪 がらせて いたが、 その 


朦朧たる まなざしに 早く も 認めた のが、 ずっと 宵の口 

から 問題に なって いた、 お雪 ちゃんの 来 友の ためにと 

て 取り出して 置いた 夜具 蒲団でした。 

「占めた —— もうこれ より ほかに この 世に 望み はねえ、 

世の中に 寝る ほど 楽 はな かりけ リ、 浮世の 馬鹿が 起き 

て 働く …… これが この 世の 後生 極楽」 

減らず口 だけ は なかなか 達者で、 いきなり その 夜具 

蒲団に かじりつ くと、 無我夢中で それ を 敷き 並べ、 枕 

を 横に あてがう と、 頭から 夜具 を かぶ つ て —— 早く も 

鼾 の 声 を あげました。 

「ちえ ッ —— いつにな つても、 人に 世話を焼かせる 先 


生 だな あ」 

手ず から 夜具 を ひ つ かけた けれども、 両足が 蝸牛 

の 角の ように 突き出して いるの を、 米 友が かけ 直して、 

つくろって やり、 そうして 自分 はまた 炉辺へ 戻って 沈 

黙に 返る 時に、 鶏が 鳴きました。 

三十 六 

脱線 は 道 庵の 生命で ある。 脱線が 無ければ 道 庵が 無 

いという ほどの 事の 道理 を 知り 過ぎる ほど 知り、 味わ 

い 飽きる ほど 味わわされ ている 米 友に とって は、 事柄 


そのこと は 驚異ではありませんでした。 ただ、 脱線で 

ある 以上 は、 どこまでも 脱線で なければ ならない ので 

す。 脱線で も 線と いう 名のつ く 以上 は 筋道が ある はず 

なのです。 つまり 脱線 はいか 様に 突っ走ろう とも 脱線 

であって、 無軌道で はない はずです。 

従来 とても 道 庵の 行動に 於て、 その ほとんど 全部 を 

脱線と して 認められて もやむ を 得ない ものが ある けれ 

ども、 これ を 無軌道、 無 節制、 無 道徳、 無政府と 見て 

はいけ ない のです。 

ところが、 今夜と いう 今夜、 道 庵が 今時分に なって、 

胆 吹の 山中へ 迷い込んで、 命から がらの 目に 逢わされ 


ている という こと は、 もはや 脱線の 域で はなく、 無軌 

道の 境に 入って いる。 無軌道と いうより はむしろ 墜落 

の 部に 類す る。 つまり 破天荒の 行動と いわなければ な 

りません。 

脱線と 言い、 無軌道と 言って みたところで、 その 行 

状が いかに 滅 茶で あり、 無茶で あり、 常軌 を 逸して い 

たと ころで、 それ はま だ 地上の 区域に 即しての 行動に 

ほかならぬので すが、 墜落と なって はも はや 地球上の 

振舞で はなく して、 無限の 空間 的 行動、 人類が 二十 世 

紀 以後に 至 つ てはじめて 常識と して 受取る ことので き 

た 飛行機 時代に 至って、 初めて 現われた ところの 現象、 


げんこうし やくしょ 

でなければ 日本に 於て は 元 亨釈書 の 記す 時代に 

遡って、 大和の国 久 米の 仙人 あたりに しか 許されな 

かった 実演、 でなければ それより さき、 奈良朝 時代に 

華厳宗の 大徳 良 弁 僧正の 幼少 時代に 於て 現出され た I 

I それ は、 今般、 ここらで お 馴染に なって いる 猛禽と 

同様、 鷲の ために さらわれた 幼児と しての 良 弁 僧正が 

経験した 空中から 地上への 墜落、 飛行機 以前に 於ても 

右 様な 実例、 空中から 地上へ 人間が 降る という 右の 二 

つの 歴史に 就いて 考えて みましても、 それ は、 今晩の 

道 庵の 身の上に は 甚だ 適切に は あてはまらな いので 

しろもの 

す。 道 庵が まだ 地上の 代物であって、 仙人の 通力 を授 


かってい ない こと は 申す まで もない が、 考証 を 正確に 

する ために、 ここに 元亨釈 書の 和解の 一 節 を 掲げて み 

ましょう。 

r 久 米仙ハ 大和 国 上 郡ノ人 ナリ、 深山 ニ入テ 仙法ヲ 

へいれ い  くう のぼ 

学 ビ松ノ 葉 ヲ食シ カツ 薜荔ヲ 服 セリ、 一 旦空 ニ騰ッ 

ふるさと  きぬ 

テ 故里 ヲ飛過 ダルト テ、 タマ タマ 婦人 ノ足ヲ 以テ衣 

はぎ 

ヲ 踏洗フ ヲ見タ リシ 二、 ソノ脛 ハナ ハダ 白 力 リシ 力 

たち ま  せん ぢ やく 

バ 忽チニ 染著 ノ心ヲ 生ジテ 即時 二 堕落 〔# 「堕落」 

やう や 

は ママ〕 シ ケリ、 ソレ ヨリ 漸ク 煙火 ノ物ヲ 食シテ 

ろく ゐき なか たち かへ 

鹿 域 ノ交ニ 立 却 レリ、 サ レドモ 郷里 ノ人 モシ クハ券 

約ノ 証文 二 其名ヲ 連署 スル 時ハ ミナ 前 仙某ト 書キタ 


リケリ …… 」 

右の 一節と 比較して みても 明らかなる 如く、 道 庵 は 

「深山 ニ入テ 仙法ヲ 学」 ばんた めに この 胆吹 山に 来た 

ので はなく、 「松ノ 葉」 を 食 せんがた めに 来たので もな 

く、 ただ、 やや 類似して いるの は 「薜 荔」 を どうかし 

ようとの 学術 的 探究心に 駆られた のでありまして、 久 

米 仙 あたりと は、 根本的に 性質と 目的と を 異にして い 

る。 それにです、 第一、 相手方の 方に して 考えて みて 

も、 今時、 この 胆吹 山の 山腹 あたりに、 十八 文の 先生 

ぱぎ 

風情に 向って 誘惑 を 試むべく、 ふくらつ 經の 白い とこ 

ろ を 噫 面な く 空中に 向つ て 展開して いるよう な、 


洒落 気満々 たる 女が あろうと は 思われな いし、 また、 

先刻の 大きな 鷲に してから が、 良 弁と か 弁 信と かいつ 

たような 可愛らしい 坊主の 頭の 一 つも あれば、 さらつ 

てみ ようとの 出来心 を 起す かもしれ ない が、 この 薄汚 

ない、 拾った ところで 十八 文に しかなら ない 老爺 を、 

わざわざ 重たい 思い をして 空中まで 引き 揚げ てみ よう 

と いう 好奇心 も 起らない でしよう。 

して みれば、 道 庵 先生が 今晚 このところ へのた リ着 

いたの は、 結局、 脱線で もな く、 無軌道で もな く、 墜 

落で もな く、 要するに 尋常一様の 平凡に して 最も 常識 

的なる 行動のと ばっちりと 見る ほか はない ので、 事実 


もまた その 通り。 その 最もよ く 証明す ると ころの もの 

は、 この 時に 至る まで、 今 も 現に 縦の 蒲団 を 横にして 

のたり 込んだ 寝床の 中まで も、 しかと 片手に 握って 放 

さない ところの 一片の 草根木皮が、 それ を 有力に 説明 

する のであります。 

道 庵 先生 こそ は、 実に 薬草 を 採取すべく、 乃至 は そ 

れを 調査すべく 道 を枉げ て、 この 胆吹 山に 入り こんだ 

のであります。 

医者が 薬草 を と る —— 天 下に これほど 当然に して 常 

識 的な 行動 はない。 酒屋が 酒 を 売り、 餅屋が 餅 を 売り、 

くるま ひき 

車曳が 車を曳 き、 犬が 西へ 向けば 尾が 東と いう こと 


ほど、 自然にして 通常な 行動で あり、 ことに また、 そ 

の胆吹 山と いう 山が 薬草の 豊富 を 以て 天下に 聞え た 山 

であると いう 以上 は —— それ は 明らかに 歴史 も 証明し、 

実際 も 裏書きす る —— 織 田 信 長が 天主教に 好意 を 持 つ 

ていた 時分に、 この 山 を 相して 薬園の 地と し、 外国 種 

の 薬草 三千 種 を 植えた という 事蹟 は 動かせな いこと だ 

さかのぼ 

し、 更に その 以前に 遡 つて 見る と、 延喜 式の 中に 典 

薬 寮に 納 むる 貢 進 種目と して 「近 江 七十 三種、 美 濃 六 

十二 種」 と ある 薬草 は、 そのい ずれの 方面より する も 

必ずや、 この 胆吹 山に よると ころの 薬草が 大部、 ほと 

んど 全部 を 成して いるであろう こと は 信ぜられ るので 


すから、 いやしくも 医学に 志 あり、 本草に 趣味 を 有す 

る 人に とって は、 この 胆吹山 は 唯一無二の 宝の 山と 

いっても よいので す。 されば、 職に 忠実で あり、 学に 

熱心で あると ころ の 日頃 心が けの よ い 道 庵が、 この 山 

に 突入す る ことが 当然で、 突入し ない ことが むしろ 

げどう 

外道で あり、 怠慢で あると いう 理窟になる のです から、 

その 点から 考慮しても、 道 庵の 胆吹 入り は、 脱線で も 

なければ 無軌道で もな く、 また 墜落で もない ことの 証 

言 は 成り立つ のです。 

ただ、 もう 少し 追究す ると、 そんなら それで、 従者 

なり、 案内 人な り を 連れて、 白昼 やって来れば よいの 


に、 この 真夜中に、 こういう 危険 を 冒して まで 探究し 

なければ ならぬ 必要と、 薬草と が あるか？ というよ 

うな ことになるので すが、 それ は 専門家と しての この 

先生に 減らず口 を 叩かせる と、 本来、 薬草と いう もの 

は、 見物に 来るべき もので はない、 臭い を かいで なる 

ほどと さとる もの も ある、 臭い を かぐに は 深夜に 限る 

なん ぞと 理窟 を こねる かも 知れない。 また 草木の 真の 

植物 的 機能 を 知る ために —— 草木と いえ ども、 動物と 

同様に 休息 も すれば、 睡眠 もとる 機能が ある、 それ を 

観察す るた めに、 わざと 深夜 を 選んだ と いう 理由 も 成 

り 立たぬ ことはないでしょう。 ことに また 植物の 葉と 


いう もの は、 空気に 先 だち て 暖まり、 空気に 先 だち て 

冷 ゆる ものであるから、 葉 温 は 空気の 温度に 支配 せら 

るるとい うよりも、 むしろ 葉 温が 気温 を 支配 するとい 

うのが 至当で あると いう 見地から、 植物の 葉の 温度 は、 

日中に は 著しく 気温よりも 高く、 晴夜に は 著しく 気温 

よりも 低い という ことの 実験 を 重ねる ために、 わざ わ 

ざ 深夜 を 選んだ という ことの 理由 も 成り立たない では 

ない が、 地方から 最近 転任のお 巡りさん が、 挙動 不審 

犯 を 交番へ 連れ込んだ 時の ように、 この 先生の 行動の 

出処進退 を 調べ 出して は 際限がない。 第一、 この 胆吹 

たんぼ  いしょう つづ ら  は 

山へ 突入までの 石 田 村の 田圃の 中で、 衣裳 葛籠 を 這い 


出して、 田螺に 驚いて 蓋 を させた あの 場 を、 どうして、 

どういう ふうに 遁れ 出して、 この 胆吹 山まで 転向 突入 

つじつま 

する までに 立 至った のか、 その 証拠 固め をして、 辻 棲 

を 合わせる だけで も、 容易な 捜索で は 追つつ かないが、 

おもむ 

それ は 酔いの さめる 時 を 待って 徐 ろに 訊問 をつ づけ 

て も 遅く は あるまい が、 要するに、 道 庵 は 道 庵と して 

職に 忠実に して、 学に 熱心なる の あまり 出で た、 全く 

無理の ない 行動 をと つて、 ここに 縦の 蒲団 を 横にして、 

かみ ひらや かた 

上 平 館 の 松の 丸の 炉辺に 寝込む までの 事情に 立 至つ 

たこと を、 信じて 置いて いただけば よろしい のです。 


三十 七 

右の 如くして 道 庵 先生の 行動に 関する 限り、 挙動 不 

審は 一 応 晴れた けれども、 この 麓 の 宿に は、 それ 以上 

に 解せ ぬ 一 行が 陣取って いるので あります。 

し 春 照の 高番 という 陣屋に、 夜もすがら 外に は篝 

を 焚かせ、 内 は 白昼の ように 蠟燭を 立てさせて、 形勢 

穏 かならぬ 評議の 席が ありました。 

てい  おびやか 

事の 体 を 見る と、 これ はこの ほど 来、 麓の 里 を 脅 

したと ころの、 子 を 奪われた 猛禽の 来襲に 備えるべく 

村 の 庭 場 総代 連が 警戒 の 評議 を こらす の 席と も 思われ 


ず、 さりと て 長 浜、 姉 川、 その他で 見かけた f 揆の雲 

行きに 似た ところの 人民の 集合の ような、 鬱勃た る 

しゅく さ つ み 

粛殺 味 も 見えない。 相当 緊張して いる にも拘らず、 

はな は 

甚 だ 間が 抜け て 、 卑劣な 空気が 漂う ている ところに 

多少の 特色が ある。 

その 面 触れ を 見渡す と  はは あ、 なるほど、 

枇杷 島 橋 以来の 面 ぶれ、 ファッショ ィ連、 安直、 金 茶、 

うば もち 

なめ 六、 三 ぴん、 よた 者 —— 草津 の姥ケ 餅までの して 

いた はずな のが 引返して、 ここ は胆吹 山麓、 春 照高番 

の 里に 許す まじき 顔色 で 控えて いる。 

ごじょう れん 

特に 今晩は、 あの 御定連 だけで はない、 正面に、 安 


直の 一枚上に 大 たぶ さの 打 裂 羽織が 控えて いる。 これ 

ぞ 彼等が 親分と 頼む 木口 勘 兵 衛尉源 丁 馬が、 特に 三 州 

方面から 艇 けつけ たものと 見受けます。 

木口が 床柱 を 背負う と、 安直が その 次に 居 流れ、 そ 

こへ また 例の 御定 連が 程よ く 相 並ぶ と、 やがて 次から 

次、 この 界隈で も 無職 渡世と 見える のが 馳せ 集まって、 

いずれも 膝つ 小僧 を 並べて、 長 脇差 を 引きつけ、 あん 

まり 睨みの 利かない 眼 を どんぐり させながら、 精々 

凄味 を 作って いる。 

土間 を 見る と 大根お ろし、 搔 きおろ しが 十三 樽。 

「古川の II 」 


と 安直が、 ら つきよう 頭 を ゆらり と 一 つ 振り立て ると、 

「はい、 安直 兄い、 何ぞ 御用で …… 」 

さんした やつ こ 

としゃし やり 出た のが、 古川の 英次 という 三下奴 です。 

そうすると 親分の 側に いた あだ 名 を ダニ の 丈 次と いう 

三下奴が、 

「てめ え、 なかなか 近 ごろの 働きが いいで、 木口 親分 

のお 覚えが めでて え、 じ やによ つてお 余り を 一皿 振 

舞って おくん なさる から、 有難く いたでえ て、 三 べん 

廻つ て そこで 食いな」 

と言うと、 古川の 英 次が、 ペコ ペコと 頭 を 下げて、 

「兄い、 有難え、 可愛が つ て やって おくん なせえ、 じ や 


あ、 遠慮な しにいた だき やす ぜ」 

と 言って、 古川の 英次 という 三下奴が、 木口 親分から 

廻って 来た 食い 残しの ライス カレ ー みたよう な 一 皿 を、 

ダニの 丈 次の 手 を 通して 押しいた だき、 ガッ ガッと 

咽喉 を 鳴らして、 食い はじめました。 

うめ 

「旨え か」 

「旨え、 旨え、 木口 親分のお 余り ものと 来ち や あ、 ま 

た 格別 だ」 

「おい、 下駄つ かけの 時 次郎、 てめ え も 来て、 親分の 

お余り ものに 一 皿 ありつきな」 

「有難え」 


と 言って しゃし やり 出た の は、 下駄つ かけの 時 次郎と 

いう、 これ も 新参の 三下奴。 ダニの 丈 次が 勿体ぶって、 

「手前た ち、 よく 木口 親分のお 手先に なって 忠義 を は 

げ むによ つて、 親分から、 こうして 残リ もの をし こた 

ま 恵まれる、 親分の 有難 味 を 忘れち やなら ね えぞ」 

「どうして 忘れて いい もの か、 おれたち 一騎の 器量 

じゃあ、 とても、 芥 箱の 残飯に も ありつけ ねえの が、 

こうして 結構な 五 もく のお 余りに ありつく というの は、 

これと いう もみん な 親分の 恵み、 そこん とこ は ひとつ 

安直 兄い からよ ろしく おとりなし を 頼みます ぜ、 ちゃ 

あ」 


と 言って、 古川の 英 次と、 下駄つ かけの 時次郎 が、 木 

口 親分と、 安直 兄い の 前へ 頭をぺ コぺ コと 三つば かり 

下げて、 そこの 座敷 を 三べ ん ばかり 廻る と、 しゃん しゃ 

んとニ つば かり 手 を 打って 元の 座に 戻りました。 

しも さわ 

「下つ 沢の 勘 公 —— てめ え、 また 何とい う ドジを 踏み 

やが つたんだ」 

「兄い、 済まね え」 

ダニの 丈 次の 前へ、 下つ 沢の 勘 公が ぺ コぺ コと頭 を 

下げる。 

「せっかく 隠し 穴 を こしらえて、 今度と いう 今度 は、 

十八 文 をと つちめ たと 安心 をして いると、 また、 つる 


りと 脱 けられて、 上げ 壺を 食わされた、 のろま 野郎 I 

I 勝手口へ 廻って、 当分の あいだ 窮 命して いろ やい」 

めんもく 

「面目し でえ もね え」 

以前の 二人の 三下 は、 親分の 覚え めでたく、 たつぶ 

りと お余り ものに ありついて いるに かかわらず、 哀れ 

をと どめた 一人の 三下 は、 台所へ 追放 を 命ぜられ てし 

まった の は、 何 か 相当 重大な 過失が あつたと 見える。 

そこで、 一座が 甚だ 白け 渡った 時分に、 突然、 

「江戸 ツ子、 いや はらん かな、 江戸 ツ子 一人、 欲しい 

もん やが な あ、 こちの 身内に、 江戸 ツ子 一人い や はら 

ん ことに や、 わて、 どもな らん さかい、 ちゃ あ」 


と、 不安ら しく 呼びかけ たの は、 安直 兄いで ありまし 

た。 

安直 兄い が、 どうして、 こんなに 不安な 音色 を 以て 

呼びかけ たか、 その 内容 は、 まだよ く 分明し ない けれ 

ども、 この 際、 兄い が 味方のう ちに、 一 人の 有力なる 

江戸 ツ子 を 欲しい、 という 希望 を 述べ 出した もので あ 

る こと だけ はわ かるので す。 そこで、 一座のお たがい 

が、 改めて 一 座のう ち を 見廻しました。 

安直 兄い —— の渴 望す る 江戸 ツ子ら しい、 ァクの 抜 

けたの は、 あいにく 御 同座のう ちに 一 人 も 居 合わさな 

い。 いずれ を 見ても 山家 育ち。 よん どころ なく、 古川 


「下駄つ かけの 兄い、 お前 は 江戸 ツ子じゃなかった け 

H」 

下駄つ かけの 時次郎 が、 正直そう にかぶ り を 振って、 

「おら あ、 江戸 ツ子 じ やねえ、 浜 ツ子 だ」 

「浜 ツ子、 そいつ は 知らなかった、 お前 は 江 州 生れ だつ 

たかいのう」 

と 古川の 英公 がいう。 

「な あ ー に」 

と、 下駄つ かけが 生返事。 このところ 受け渡しが 要領 

を 得な いのは、 浜 ツ子と いったの を、 古川が さし 当り 


江 州 長 浜 ッコと 受取った ものら しい。 

「ちゃ あ」 

安直が 歯痒が つて、 焦れる と、 せいぜい 凄味 をつ け 

た 一 座が テレ きってし まいました。 

「あの 憎い 憎い 十八 文の 奴め、 江戸 ツ子 を 鼻に かけて、 

ども あかん。 江戸 ツ子 やかて、 わて、 ちょっと も 怖れ 

やせんけ どな、 わて、 阪者 やによ つて、 啖呵が よう 切 

れんさ かい、 毒 を もって 毒 を 制する という 兵法お ます 

さかい、 江戸 者 を 懲らす に は 江戸 者 を 以てする が 賢い 

仕方 やお ま へんか、 あの 十八 文に 楣 つく 江戸 者、 一人 

探し てんか、 給料なん ぼで も 払いまん がな」 


安直 兄い は、 こう 言って また 更に 一座 を 見廻した も 

のです。 一座の 者に は、 よく 安直の 心 持が わかる。 

一 旦は 中京の 地に 於て 食いと めようと して 見事に 失 

あお 

敗し、 関ヶ原で はかえ つて 相手の 大御所 気分 を 煽って 

しまい、 近江路 は、 草 律の 追分で 迎え撃って 手詰めの 

合戦、 と 手ぐ すね 引いて いると、 早く も 敵に 胆吹 山へ 

いなされて しまった —— さあ、 残る ところ は 宇治、 勢 

多の 最後の 戦線で ある。 だが、 この 宇治、 勢 多と いう 

やつが、 古来、 西 軍が 宇治、 勢 多 を 要して 勝った ため 

しが 無い。 よって、 有無の 勝負 はこの 胆吹山 —— ここ 

で 敵と 目指す 道 庵 を、 石 田、 小 西の 運命に 追い込んで 


ちまた  じゅ-つ リん こうむ 

しまわない ことに は、 京阪の 巷が その 蹂躅を 蒙る。 

そこで とりあえず この 場の 第 一 線に 作らせた 落し穴 

しも さわ 

が、 下つ 沢の 勘 公の 間抜けで、 やり 損ないと いう 段 取 

す リきず 

リ となり、 些少の 擦 創、 かすり 創 だけで 道 庵 を 取 逃が 

した 以上 は、 第二の 作戦に 彼等が 窮 してし まいました。 

安直が 悲鳴に 類す る 叫び を あげて、 江戸 ツ子、 江戸 ッ 

子と 続け ざまに 叫んだ の は、 もうこの 上 は 毒 を 以て 毒 

を 制する の 手段、 つまり、 江戸 ツ子 を 以て 江戸 ツ子 を 

せんかた 

抑える の 手段に 出で る ほかに は 詮方 無しと あきらめた 

ものでしょう。 

ところが —— この 一 座に 江戸 ツ子が 一 人 もい ない、 


一 座が 荒寥 として、 悲哀 を 感じた の はこの 時の こと 

でありました。 

ところへ、 どうでしょう、 にわかに 表の 方に 人のお 

とずれ る 物音 あ つ て、 

「親分 —— 兄い、 変な ところでお 目に かかり やすが、 

まっぴら 御免く だんせ え」 

と、 また 一 種 変った なまりの 声が 聞え て、 襖が 左右へ 

あけられ たと 見る と、 そこへ 現われた の は、 江戸 相撲 

で 三段目まで はとり 上げた 松風と いう 相撲 上りで あり 

ました。 


三十 八 

「おお、 松風、 いいと ころへ」 

「どうして、 ここが わかった ェ」 

「いや、 道中、 ちっと 聞き込ん だもので ごんす から、 

多分、 丁 馬 親分 や、 安直 兄い もこ ちらで ごんし ようと 

わざわざ たずねて 来 やん した」 

「よく 来て くれた、 一 人 か」 

「ほかに、 連れが 一 人 ごんす」 

「じ や、 こっちへ 通しな」 

「連れて来て ようごん すか」 


「遠慮 は 要らね え、 友達 かェ」 

「いや、 わつ しの 川柳の 師匠で ごんす」 

「おや、 川柳の 師匠、 てめ え 洒落た もの を 連れて 歩い 

て やが るんだ な」 

「師匠 は 江戸 ツ子で ごんす」 

「なに、 江戸 ツ子！」 

「およそ 大名 旗本の 奥 向より 川柳、 雑俳、 岡場所、 地 

獄、 極楽、 夜鷹、 折 助の 故事来歴、 わしが 師匠の 知ら 

ねえ こと はねえ という、 江戸 一 の 通人で ごんす」 

「そいつ あ、 耳寄り だ」 

「天から 降った か、 地から 湧いた か」 


「丁 馬 親分 —— 安直 兄い、 およろこび なせえ」 

「何 は ともあれ、 その 江戸 ツ子の 大通 先生 を、 片時 も 

早く この 場へ …… 」 

がってん 

「合点で ごんす」 

暫くあって、 ひょろひょろ とこの 場へ 連れて来られ 

た 一人の 通人が ありました。 見受ける ところ 年の 頃 は 

道 庵と ほぼ 近いし、 気のせい か 背 恰好 も あれに 似た と 

ころが ある。 それ を 見る と 木口 親分 も グッと 気 を 入れ 

たが、 安直が 思わず 膝 を 進ませ、 

「あんた はん、 ほん まに 江戸 ツ子で おまつし やろ」 

まかり 出た 通人が グッと 反身に なって、 


「わつ しゃ あ、 よた 村 とんび という 江戸 ツ子で げす、 

お見知り 置きが 願えて え」 

よ  や とんび 

「ナ 二、 四 ッ谷鳶 だって —— 」 

無 親に 下駄つ かけが 頓狂 声 を 揚げた の を、 

「おお、 これ は、 よた 村の 先生、 よくご ざったの、 か 

ねて 御高 名 は 承り 及びました」 

木口 親分が、 愛想 を 言って、 とりつくろいました。 

よた 村な にがしと 通人が 名乗った の を、 そそっかしい 

下駄つ かけが、 よつ やっとん び (四ッ 谷鳶) と 早耳に 

聞いて しまったの でしよう。 それ を 取りつ くろって 木 

口 親分が、 


「先生、 江戸 は どちらで ござるな」 

「わつ しゃ あ、 江戸 は 江戸 だが、 江戸 を 十 里 離れて… 

;」 

「え、 江戸 を 十 里 離れて …… 」 

「武州 八 王子の 江戸 ツ子で がんす」 

「八 王子の 江戸 ツ子 …… 」 

一 座が ここで、 また ちょっと テラされ ました。 江 

戸 ツ子と いう ことに 重き を 置いて、 江戸 は どこと 聞い 

たら、 神 田と か、 本 所 深 川と か、 見栄に も 切り出す も 

のと 期待して いると、 江戸 ツ子 は 江戸 ツ子 だが、 江戸 

を 十 里 離れた 武州八 王子 出来の 江戸 ツ子と 聞いて、 一 


座が 早く も 興 ざめ 面に なった の を、 そこ は 老巧な みそ 

の 浦の なめ 六が、 体よ く 取りつ くろって、 

「いかにも、 武州八 王子 —— あれ は 小 田 原北条 家の 名 

将の 城下、 江戸よりも 開府が 古い、 なかなか 由緒 ある 

ところで、 新刀の 名人 繁慶 も、 一 時 あれで たたら を 打つ 

ていた ことが ござる」 

「なるほど」 

なめ 六のと りなし で、 座な りが 直って くると、 

「八 王子 は % 繭が よ う >  /ざる」 

「織物の 名所で ござった な」 

じゅう や 

「お 十 夜」 


まで はよ かった が、 

「八 王子 在の 炭 焼 はまた 格別な 風流で ござる」 

「炭 焼？」 

「阿呆い わず ときな はれ、 江戸で 炭が 焼けます かい」 

安直 兄 いがたし なめる と、 ダニの 丈 次が、 

「でも、 八 王子 在から 出て 来た 炭 焼 だが、 釜 出しの い 

いの を 安くす るから 買って おくん なせえ と 門附振 売り 

に 来たの を、 わつ しゃ 新 宿の 通りで よく 見受け やした 

ぜ」 

「では やっぱり、 江戸で も 炭 を 焼 くんだ ね」 

「炭 焼 江戸 ツ子！」 


こう 言って 口 を、 にらした ものが あると、 急に 一 座が 

わいて きて、 

「炭 焼 江戸 ツ子！」 

「道理で 色が 黒い！」 

それ をき つかけ に、 新来の 大 通人の 面 を 見ながら、 

どっと 一 時に 吹き出して しまいました。 

三十 九 

ところが、 通人 もさる もの、 存外 わるびれません。 

「君た ち、 まだ 若い、 そもそも 武州八 王子と いうと こ 


ろ は、 なめさん も 先刻い われた 通り、 新刀の 名人 繁慶 

もいた し、 東 洲斎写 楽 も 八 王子 ツ子 だとい う 説が ある 

し、 また 君た ちに はちよ つと 買い きれまい が、 二 代 目 

高 尾と いう 吉原 きっての おいらん も 出た し、 それから 

君た ち、 いまだに 車 人形と いう もの を 見た こと は ある 

めえ がの —— そもそも …… 」 

通人 は 車 人形の 来歴と 実演と を 型で や つて 見せた 上 

- J  、 

「近代で はまた、 鬼 小島 靖堂 という、 五目並べ にかけ 

て は 無敵の 名人の こと はさて 置き、 鎌 倉 権 五郎 景政も 

八 王子 ツ子 だと 言えば 言え る し 、 尾 崎 咢堂も 八 王子 ッ 


子 だと 言えば 言え るんだ が、 あいつ あ 共和 演説 だから 

おら あ 虫が 好かね え II それから 学者で 塩 野 適 斎、 医 

者の 方で は 桑原 騰庵 …… 天然 理心 流の 近 藤 三助、 国学 

で 落 合 直 文 —— 」 

通人 は 次から 次と 八 王子 ツ子の 名前 を 並べ て、 

「君た ち、 八 王子 八 王子と 安く 言う が、 そもそも 八 王 

子と いう 名前の 出 所 来歴 を 知る めえ な。 江戸 は 江の 戸 

だ あな、 アイヌ 語 だとい う 説 も あるが、 大きな 川が 海 

へ 注ぐ 戸口 だと 見て さしつかえ ねえ、 大阪は 大きな 坂 

だよ、 大きな 坂 だから 運賃が 安い か 高い か、 それだけ 

じん おんみみ よう 

のこと なんだ が、 八 王子と 来る と、 もっと 深遠 微妙な 


出 所 来歴が ある。 君た ち は 知る めえ が、 そもそも 八 王 

子と いう 名 は 法華経から 来て いるんだ ぜ。 法華経の ど 

こに どう 出て いるか、 君た ち 一 べん あれ を 縦から 棒 読 

みに してみ な、 すぐ わかる こと だ あな。 ところが、 も 

の を 知らね え 奴 は 仕方の ねえ もんで、 近 ごろ 徳冨蘆 花 

いもむし 

という 男が、 芋虫の たわごと という 本 を 書い たんだ、 

その 本の 中に、 御 丁寧に 八 王子 を 八 王 寺、 八 王 寺と 書 

いている。 大和の国に は 王 寺と いうと ころ は あるが、 

八 王子が 八 王 寺 じ や ものに ならね え、 蘆 花と いう 男が、 

法華経 一 冊 満足に 読んで いねえ という ことが、 これで 

わかる …… 」 


こういう 説明と 気 焰とを 聞いて いるう ちに、 一座が 

おやじ ものし 

また 感に 入りました。 なるほど、 この 老爺 物識り だ、 

色が 黒い から 「炭 焼 江戸 ツ子」 だなん て 言った の は 誰 

だ！ 上 は 法華経より はじめて、 江戸時代の 裏表 を 手 

に 取る ように 知っている。 のみならず、 この 当時、 母 

の 胎内に みごもって いたか、 いなかつ たかさえ わから 

ない 徳冨蘆 花と いう 文学者の 文字 づ か い の 揚げ足まで 

もちやん と 心得て いる。 それから また、 その 皮肉な 口 

のきき つ ぷ りが、 どうやら 目指す 敵の 道 庵に 似通 つ た 

ところが 無いでも ない。 

こいつ あ 儲け もの だ！ 


一座が 意気込んで 聞いて いるので、 通人 はよう やく 

得意に なり、 

「君た ちに は、 まだ 江戸 ツ子の 定義と 分類が わかる め 

え、 早い話が 君 たちあ、 昔の 通人 風 来 山人 平賀源 内と 

い えば 忽ちち や きち や き の 江戸 ッ 子と 心得る だ ろ うが ■ 

大きに 違う、 君 たちあ、 十 里 離れた 江戸 ツ子 だの、 炭 

焼 江戸 ツ子 だの、 色が 黒い のなん のと 言う けれど、 風 

来 山人なん ぞは、 江戸 を距る 海陸 百 七十 九 里 半、 四国 

の 讃州高 松と いうと ころから 出て 来た 四国 猿の 江戸 ッ 

子なん だ。 その 四国 猿の 風 来 山人が、 江戸 ツ子で 通る 

ようにな つ た 因縁と いう もの は …… 」 


「もうた くさん —— わかりました。 時に 大通、 いいと 

ころへ おいで 下さった、 我々 の 仲間で、 ぜひ 一 つ 通人 

に 腕 貸し をして いただきた いのは ほかで はない —— 他 

聞 を 憚 るに よ つ てち と …… 」 

かなえ 

そこで 木口 勘兵衛 と、 安直と、 通人が 鼎に なって、 

ひそひそと 物語り を はじめました。 

さんした や つ こ 

三下奴 たち も 三人の 密談 を さまたげまい として、 

すべて 控え目に なると、 この 席が しいんとして きまし 

た。 

ところが、 この 座席が しいんとして くると 同時に、 

ふすま 

襖 を 隔てた 隣り の 席が にわかに 物騒がしく なり まし 


た。 にわかに 物騒がしくな つたので はない、 先刻から 

ずいぶん 物騒がしかった のです が、 こちらが いきり 

立って いるた めに、 なかなか 耳へ 入らなかった のです 

が、 今、 こちらが 控え目に して 静まった ために、 隣り 

座敷の 物騒がし さが ひときわ 冴えて 聞え 出した と いう 

ものです。 

聞いて いると、 キヤ ツキ ャッと 言って 引つ かいたり、 

ヮッと 言つ て 笑ったり、 バタ バタと 物 を 捨てる ような 

音が してみ たり、 銭をバ ラバ ラと搔 き 集めたり する よ 

うな 音が する。 こちらが なんで 静まり返つ たかと いう 

ような こと は 一向お かまいな く、 興に 乗じて どっと 崩 


れ るよう な 笑いが 起きたり、 また 存外 真剣に なって 張 

合って いるよう な 気色に も 聞え たり、 

あおたん 

「坊主」 「青 丹」 「びか 一 」 

「雨、 あやめ」 「三 光」 

も  ばくち 

というよ うな 声が 洩れて 来る。 はは あ、 賭博 を やって 

いるな！ 賭博の 一種、 花 合せ を —— 

しかも、 こちらの ことにお かまいが なく、 あまりに 

のぼせ 上って 賭博 をして いるもの だから、 こちらから 

下駄つ かけの 時次郎 がた まりかね て、 

「おい、 もうち つと 静かに してお くんな せえ」 

隔ての 襖 を サラリ と あけて、 たしなめ 面 をした。 そ 


の 隙間から 見る と、 いるいる、 車座に なつてば くちの 

大 一 座。 

正面 切った の は、 色の 白い、 ちょっと ぼうぼう 眉の 

く げ  おお あねご 

お 公卿さん と 見える ような 大 姐御、 どてら を 引っかけ 

て、 立 膝で、 手札と 場 札と を 見比べて いる。 

その 周囲に 居 流れた 雪の下の 条公、 里芋の トン 勝、 

ちまなこ 

さっさ もさの 房 兄い、 といった ような ところが、 血眼 

になって 花 を 合わせて いる。 

一方に は、 別に また 自分の 女房ら しいの を 賭け 物に 

引 据えて 置いて、 しきりに 丁半 を 争う 二人組 も ある。 


四十 

あだし こと はさて おき、 上 平 館の 一室の 炉辺に 於て 

は、 宇治山 田の 来 友が 寂然 不動の 姿勢 をと つて、 物 を 

思いつ つ ある こと は 以前の 時と 変り ありません。 

このたび は、 何 かこん がらかった 想像が、 それから 

それと 思案に余る ものが あると 見えて、 夜 舟 を 漕ぐ よ 

うな 懈怠が 無 い の みならず、 そ の もてあます 思案が い 

よいよ 重くなる と共に、 頭 も、 眼 も、 相当に 冴えて く 

るので す。 ここでと うとう 鶏が 鳴いて しまいました。 

鶏が 鳴いた といっても、 必ずしも 夜が 明けた という 


意味に はならない。 一 鳥 鳴いて 山 更に 幽 なりと いう 

こと も あるの だから、 時と 人と によって は、 これから 

日の出の 朝まで を はじめて 夜の 領分と して、 この辺 か 

おもむ 

ら 徐ろに 枕に つこうと いうの も 多い のです。 今の 来 

友 は そのい ずれに も 頓着 はない のです が、 胆 吹の 全山 

さま 

は、 まだ 鶏の 一声に よって 呼び 醒 されて はいない ので 

す。 

思案に 耽る 米 友 は、 無意識に 火箸の 先で 炉辺の 軽い 

薪 を 取りく ベながら、 重い 頭 を 垂らして いたが、 ふと、 

「ム ニヤ、 ム ニヤ、 ム ニヤ」 

という 声に 驚かされて、 その 傍え を 見やる と、 道 庵 先 


生が、 縦の 蒲団 を 横にして 寝て いるので す。 

「ム ニヤ、 ム ニヤ、 ム ニヤ」 というの は、 つまり 右の 

道 庵 先生の、 これ ぞ 熟睡 中に 無意識に 口 を 動かした と 

ころの、 うわごとの ような もので ありました。 

そこで、 来 友 は、 また 先生の ために、 夜具の 片端 を 

坐りながら ちょっと 引延ばして、 なるべく その 足の 方 

の 部分が 露出し ないよう にと 気 を 配って やりながら、 

今、 ム ニヤ、 ム ニヤ、 ム ニヤと いう 発音 をした ところ 

の 先生の 寝顔 を、 見る ともなく 見やりました。 

「御苦労の ねえ 先生 だな あ」 

あき 

と、 その 寝顔 を 見た 時に、 来 友が 改めて 呆れ返る よう 


な 表情 をし ました。 

顔面 部に は、 前にい う 通りに 相当の 負傷 を させられ 

ていながら も、 その 寝顔と いうの は、 相 も 変らず 人 を 

食った もの だと 思わずに はいられません。 

いかに 疲労した にしても、 この 際、 こうして 平気で 

熟睡 をと るの みならず、 ム ニヤ、 ム ニヤ、 ム ニヤと い 

うような 譫言 を 発する の 余裕 ある 先生 を、 米 友 は 呆れ 

返り もし、 また、 それとなく 敬服 もして いるよう な あ 

ん ばいでした。 

しかし また 米 友 は、 自分が この 先生み たような 偉人 

になれ ない 如く、 この 先生 もまた 自分の ような 小人に 


なれない の だ —— という こと を も 合せ 考えさせられて 

いるよう です。 特に ここに 偉人と 言った の は、 人格 的 

の 内容 を 持った 意味の もので はなく、 単に 先生の 体軀 

が、 自分に 比して 長大で あると ころから、 これ を 偉人 

と 呼び、 自分の 軀 幹が 先生に 比して 遥かに 小さい とこ 

ろから 見て、 小人と 名附 けたまでの ことなの です。 

そこで、 「ただ 長 酔 を 願うて、 醒 むる こと を 願わ ざれ」 

といった ような、 かなりの 寛容な 態度で 道 庵 先生 を 扱 

いながら、 来 友 は、 その 時に、 また 一 つ 昔の こと を考 

え 出しました。 

この 先生 こそ は、 自分に 比して 偉人で あるの みなら 


ず、 自分に とつ て は 大恩 人で あると いう ことの 記憶が、 

よみがえ 

この 際 あざやかに S りました。 いったい 自分と いう 

もの は、 伊勢の 国の 尾 上 山の頂から、 血 を 見ざる 死刑 

によって、 この 世界から 絶縁され た 身の上な ので ある。 

一 旦は 全く この 人間社会から 絶縁され た 身が、 再び 

しやば 

この 人間社会、 俗に 娑婆と 呼び 習わされ ている ところ 

の 地上へ 呼び戻され たの は、 船大工の 与兵衛 さんのお 

情け も あるが、 与兵衛 さん は 死骸と してお いら を 引 

取って くれた だけの ものなん だが、 その 途中に この 先 

生が 転がって いて、 そのために 計らず も 自分 はこの 世 

界へ 呼び 生かされて 来たの だ。 与兵衛 さんが 身体 だけ 


を 持って来て くれ、 この 先生が 再び それに 生命 を 吹き 

込んで くれたの だ。 

あの 途中、 この 先生が いなければ、 死骸と してのお 

いら を 与兵衛 さんが、 そっと 持って来て、 それとなく 

ドコ かのお 寺の 墓場の 隅つ こへ でも 穴 を 掘って、 おい 

ら のこの ちつ ぼけな 身体 を 納めて しまい、 そこでお い 

ら はもう 疾うに 土に なって しまって いるの だ。 だから 

あれから こっち —— 今日までの 生命と いう もの は、 全 

たまもの 

くこの 先生の 賜物なん だ。 

先生の ため にゃあ、 生命 を 投げ出しても 惜しく ねえ 

 というの は あたりまえ 過ぎる ほど あたりまえなん 


だ。 

来 友 は、 いつも 考えて 恩に 着て いる 通り を、 今 もま 

た 思い返し たのに 過ぎません が、 今日は、 どうした も 

のか、 それに 一 歩 を 進めて、 

「だが、 人間と いう やつ あ、 生きて いるの が 幸福 か、 

死んで しまった 方が 楽な のか、 わからね えな」 

生死の こと を 考える と、 どうしても 米 友 は 異体同心 

の 昔の 友 を 思わずに はおられません。 昔の 友と いうの 

あい やま 

は、 間の 山 以来のお 君の ことです。 お 君 を 考える と、 

ムク —— 

「今ごろ は、 どこに どうして いやが るんだ かな あ」 


さすがの 豪傑 米 友が、 ここに 来る と、 どうしても 半 

七さん の 安否 を 思いわず らうよう な センチメンタルの 

いかん 

人と なる の を、 如何と もす る ことができない。 

ああ、 このごろ 少し 紛れて いたのが、 また 湧き上つ 

て 来 やが つた。 

いや だな あ —— 

思うまい として 抑える と、 意地悪く 手に 合わない よ 

うに 噴き出して 来る。 

「いや だな あ —— 」 

拝 田 村の 村と、 村の 田の 畦と、 畑の 畔とを 走る 幼い 

時の 自分の 姿が、 まざまざと 眼の 前に 現われて 来 まし 


た。 

藁の 上から、 おいら は 親と いう ものの 面 を 知らね え 


あの 田圃の 畔を 流れる 川の 水 は 綺麗だった な あ、 芹 

が —— 芹が 川の 中に 青々 と 沈んで いやがった。 鮒 を 

どじょう 

捕った リ、 泥鰌 を 取ったり …… 

お 君 あ、 君 公 は 子供のう ちから 綺麗な 子だった。 み 

ん なが 振 返った な あ。 あいつが —— あいつ もお 前、 母 

親 はわ かって るんだ が、 父親と いうの はいった ぃドコ 

の 何者 だか わからね えんだ ぜ —— おいらとの 間 はま あ 

兄妹み たいな もんだ が、 本当 は 兄妹より 上なん だぜ。 


子供の うちあ、 ふたり 一緒に 抱き合って 藁の 中へ 寝て 

育つ たんだ。 子供のう ち じゃあね え や、 いい 年になる 

まで —— あいつが 十の 幾つか 上に なった 時分に、 

「もう 友さん、 二人で 一緒に 寝る の をよ しまし ようよ 

人が 笑う からさ」 

と あいつが 言った から、 おいら、 

「うむ、 寝た くな けり や、 寝ん なよ」 

と 言って、 それつ きり、 二人 は 別々 に 寝る ようになつ 

たんだが —— いま 考えて みると —— 来 友 は、 何 かしき 

りに 意気込んで、 眼に 一 種 異様の 光 を 帯びて きました 

が、 じっとし ている うちに、 涙が 連々 として 頰に 伝わ 


るの を 見ました。 

「あの 時分の ように、 藁ん 中で、 もう 一 べん 君 公 を 抱 

いて 寝て やりてえ」 

今度 は 来 友が、 うわごと のように 言い つづけました。 

「育た なけり やい いんだ、 人間て やつ は、 いつまでも 

餓鬼で いさえす リゃ、 男が 女 を 抱いて 寝た つて、 女が 

男に 抱かれて 寝た つて、 何とも あり やしね えんだ —— 

人間 は 育ち やが るから 始末が 悪 い 」 

と 言い出しました。 

しかし、 それ は 無理で ある。 生きて る 以上 は 育つな 

というの は 無理です。 そのく らいなら 寧ろ 生れるな I 


I という ことの 抜本的になる に は 及ばない。 だが、 来 

友と して は、 「生れな けり やよ かったん だ、 君 公 も、 お 

いら も —— いや、 あらゆる 人間と いう 人間が 生れて 来 

さえし なけり や、 世話 はな かったん だが」 という 結論 

まで はいかないで、 ひときわの 懊悩 をつ づけて おり ま 

すと、 ふっと また 一 つ 聞き耳 を 立てる と、 この 懊悩 も ■ 

い つ とき  ぎょう ぜん 

空想 も、 一 時 ふつ 飛んで しまい、 思わず 凝然として 眼 

を 注いだ のが、 例の、 その 以前から 静まりき つたと こ 

なんど 

ろの 納戸の 一 間で ありました。 

四十 一 


しかし、 今 ここで 勃然として 気がついて、 凝 然とし 

て 眼 を 注いだ だけで は、 米 友と して、 もう 遅かった の 

です。 

たしかに、 あの 一間の 中から 脱け 出した に 相違ない 

と 信ぜられる ところの 一 つの 遊 魂が、 三 所 権現の 方に 

向うて 漂い はじめた の は、 それより ずっと 以前の こと 

でありました。 

それ は 黒い 着物の 着流しに、 両刀 を 横たえて 杖 をつ 

かお  ずきん 

き、 そうして 面 は 頭巾に 包んで おりました。 

この 深夜、 鶏 は 鳴いた が、 闇 はよう やく 深くな り 行 


くような 空 を、 またしても、 時なら ぬ 登山者が 一 人、 

現われた と 見なければ なりません。 

よ やま 

その 足 どり は 先日、 同様の 夜 山 をした 弁 信 法師と 同 

じょうに、 弱々 しい もので、 十歩往 いて は 立ち どまり、 

二十 歩 進んで は 休らいつつ、 息 を 切って 進んで 行く の 

は、 まさに 病み 上りに 相違ない が、 でも、 何 か 別して 

の 誓願 あれば こそ 夜 山 をす る もので なければ、 今時、 

飄 々 と 出 遊す る はずはありません。 

足 どり こそ、 たどたどし いもので、 歩みつ かれて 息 

ぎれ のす る 呼吸 を 見ても あぶない もの だが、 もし それ、 

時と ところと によって は、 身の 軽快なる こと 飛鳥の 如 


く、 出没 変幻す る こと 遊 魂の 如くなる が —— 弥勒 堂 あ 

たりから 松柏の 多い 木の間 をく ぐる 時分に、 これ はま 

た、 遽 かに パッと 満身に 青白の 光が 燃えつ いて 来たの 

はどうした ものでしょう。 

その 形相 を 見る に、 生ける 長身の 不動が、 火 焰を吹 

き 靡かせつつ、 のつ しのつ しと 歩み 出した ような もの 

です。 ただ、 その 火焰の 色が、 不動 尊の は 普通の 火の 

如く 紅い が、 この 物影から 起る 猛火 は 青い のです。 

それ は 青い 火が 後ろから 飛んで 来て、 不意に この 物 

影に むしりつ いたの か、 或いは この 物影の 体内から 自 

然に 青い 火が 燃え 出して、 この 雰囲気 を 作って しまつ 


たの か、 そうでなければ その 辺の 焼 残りの 野火に でも 

たち ま 

触れて、 忽ち こんな 火焰を 背負わされて しまったの 

だか、 そのこと は、 はっきり わからない。 

しょうせき 

最初に あの 家 を 出る 時 は、 証跡の 誰に も わからな 

いくらいで したから、 当然 こんなに 火 を 背負って 出て 

来た はず はない。 ここまで 来る 途中、 いつ、 どこで と 

いう ことなく、 松柏の 林 をく ぐる かくぐ リ きらないう 

ちに、 この 通り 火の 人と なって しまったので すが、 こ 

の 火 は、 世間 普通の 紅い 火の ように、 この 人 を 焼く 力 

を 持って いない こと は 確かで、 かく も 全身に 火 を 背負 

わせながら、 その 足 どり としても、 息づ かいとしても 


従前と さの み 変る こと はなく、 強いて われと もがいて 

その 火 を 揉み消 そうなん ぞと しない 落着き を 見ても、 

青く して 盛んなる 火に は 相違ない けれども、 熱く して 

人 を 傷つけ る 火で ない こと だけ は 認められる。 

のみならず、 この 物影が はっと 物 を 踏み越えた 時 は、 

その 足 許から、 木の間の さわり を 払おうと して 手を挙 

げた 時 は、 その 手先から、 或いはく ぐり 入ろうと して 

傾けた 頭巾の 上から、 つまり、 全身から は 全身と して 

発火して いる 上に、 個別的に 四肢 五体の 一部分 を 動か 

せば、 その 動かした ところから、 青い 火が 湧いて 出る 

のです。 


てづま  みずげい 

柳 川 一蝶斎の 一座の 手妻に、 水芸と いうの が ある。 

錦 欄の 掉 をつ けた 美しい 娘 手品師が、 手 を 挙げれば 

手の 先から、 足 を あげれば 足の 先から、 扇子 を 開けば 

扇子から、 it の 角から も、 袴の ひだから も 水が 吹き出 

す。 今 ここに 現われた 物影 は、 手品つ かいの 芸当 を 習 

い 覚えて、 その 伝 を ここで ひそかに 実演 を 試みて いる 

わけで も あるまい が、 その 現われた ところ は、 まさに 

あれと 同工異曲で、 御 当人 は それ を 気にして いない こ 

と 勿論 だが、 もし、 他人が あって、 たとえば 剣の 巷 

にある 人 を 呪うて 貴 船の 社へ 深夜の 祈りに 出かけた 悪 

女 —— に は、 出逢う ところの ほどの 人が みな 倒れて 死 


ん だよう に、 相当の 被害が 無くて は 納まらない ほどの 

事態な の だが、 幸いに この 奇怪な 現象 は、 誰の 眼に も 

触る る ことなしに、 ある 時間 を 限っての 後、 消滅して 

しまいました。 

が、 奇怪な 現象が 消滅す ると 共に、 物影 そのものの 

姿 も、 尋常一様の 漂浪 者の 姿と なって 残された が、 そ 

れが やがて 松柏の 林の 中へ と、 暫く は 身 を 没して 現わ 

れる ことがありませんでした。 

しかし、 また、 いくばくもなくして、 同じような 身 

を 登山 表 参道へ 現わした ところ を 見ても、 この 人の 四 

肢 五体が 全く 無事であった ことが わかり、 同時に あの 


青い 火の 光と いう ものが、 決して 人 を そこなう 力の あ 

る 気体ではなかった という ことが、 充分に 証明され る 

のです。 

して みれば、 あれ はいった い 何のいた ずら か。 山に 

通なる 人 は 言う、 胆 吹の 山に は、 他の 山に 見られない 

幾多の 怪 現象が 起る II 本来、 胆吹 のように 山が 独立 

している と、 天象の 変化 は、 他の 連 脈 的 アルプス 地帯 

に 於け るよりも 一 層 著 しい ものが ある。 例えば この 

胆 吹の 如き は、 日本 本土の 中央 山脈と は 相当の 距 たり 

が あり、 伊勢 路 から 太平洋 を 前にして、 後ろ は 日本海 

を 背に している。 その 遠近に 大野が あり、 大 湖が あり、 


中国から 内海へ かけて 山ら しい 山 は 無い。 こういう 山 

に は、 天界 と、 空界 と、 地上との 現象が 錯綜して 起つ 

て、 そうして 一 種 幻 妙 不可思議な 怪 現象 を 捲き 起そう 

という こと は、 実に 怪 に似て 怪 ではない のです。 たと 

えば、 氷点下の 山 を 襲って 来る 霧が、 立って いる 物体 

に そのまま 凍りつ いて、 風の 吹く 反対の 方へ 重なり 

積って 行き、 思い設けぬ ヌ— ボ— 式の 構造 を 見せる と 

共に、 普通、 針金の 太 さ を 三尺にまで もして 見せる 霧 

氷 というものがある。 また 太平洋から 来る 南風と、 日 

本 海から 来る 北風と が 頂上で 入り乱れて、 気温が 逆転 

し、 頂上の 方が 非常に 暖かくて、 麓の 方が 著しく 寒 かつ 


たりす る こと も ある。 

ことに、 セント • エル モス • ファイア— というの は 

日本に 於て は、 この 胆吹 山で 発見され たのが 最初 だと 

いう こと だ。 大海 を 航海 中の 船の マストの 上に 於て し 

せんたん 

ばし ば 起る ことのよ うに、 気象の 関係で、 物の 尖端に 

電気 を 起し、 青い 焰が 燃えさ かる。 しかし、 この 電気 

は、 少しも 人身に 危害 を 与える ことがない。 

といった ような 現象 を 考え 合わせて みると、 只今の 

怪 現象 も、 必ずしも 生身 の 変態 不動で もなければ、 手 

品つ かいの たわむれで もなかつ たと は 言い 得られる。 

ただ、 右の ような 青い 火の 現象 は、 多く 冬季の 闇の 夜 


の 暴風の 晚を 以て 現わる る を 常と するとい うのに、 今 

晚 —— 今晩は 通常の 晚 秋の 夜気のう ちな のです。 

四十 二 

松柏の 間 をく ぐり 来って、 春 照からの 表 参道の 大路 

へ 通じた 時、 この 物影 は そこから 爪先 上りに 登 山路に 

つく かと 思えば、 そうで もな く、 ある 地点で ずっと 横 

道 を 左へ 切れて しまった ところ を 見る と、 はじめて こ 

の 物影 は、 誓願 あ つ ていちずに 夜 山 をす る 人で な いこ 

とだけ がわ かりました。 


そんなら ば、 山上 山 下、 或いは 中腹の いずれに 目的 

があって、 さまよい 出した のか、 それ も 暫しは 姿と 共 

に搔き 消されて しまったが、 また 暫くす ると、 

大平寺 平の 広場へ 来て 針の ように 突立って いるの を 見 

ました。 

動かして みなければ わからない くらいで すが、 杖つ 

いた 身の、 針の ように そば だって 立って いる そのうし 

ろ は、 むろん 胆 吹の 本山です が、 前 はどうでしょう、 

ひとす ベ 

ずっと 大スロ ー プに 尾を引いた 浅 井坂 田の 里 を、 一、 U 

りに 琵琶の 湖まで ヒ つた 大景。 

ど うづ ら 

琵琶湖が 眼の 下に 胴 面 を 押 開いて いる。 そうして 四 


囲の 山が 赤外線で 引立てた ように、 常 日の 眺めと は 一 

層に 峻厳に 湧き 立って いるので、 琵琶湖 そのものが、 

さながら アルプス 地帯の 山中 湖 を 見る ように 澄み渡り、 

この そそり 立つ 四囲の 山々、 谷々、 村々、 里々 は、 呼 

ベば 答えん とすると ころに 招き 寄せられ ている。 

ちくぶ じ ま 

沖の 島、 多景 島、 白 石  それから 竹 生 島の 間 も、 

著しく 引 寄せられて、 長命 寺の 鼻から、 いずれも 飛べ 

ば 一 またぎの 飛石に なって いる。 

比 良 も、 比數 も、 普通 見る ところより は 少しく 四 五 

倍の 高さ を 増して、 手 をつな ぎ 合って こちらへ 当面に 

向って いる。 堅 田の 御堂 も、 害 崎の 松 も、 はっきりと 


眼の 前に 浮び 上って 来て いる。 

ぜ ぜ  から はし 

三 井、 阪本、 大津、 膳 所、 瀬 田の 唐 橋と 石山 寺が、 

てんてい 

盆景の 細工の ように 鮮 かに 点綴され ている。 

針の ように、 そこに 突立って いる 物影 は、 これらの 

四周の 山水 を 見め ぐらす のでな く、 眼前の 大スロ ー プ 

すべ 

が 湖水へ 向って、 U リ 込もうと する ある 一 点に 眼 を 注い 

でお りました。 他の 部分の 山川 草木 はすべ て 眠って い 

おびた だ 

るのに、 そこば かり は 夥 しい 火 だ。 家々 の 軒が 火 を 

点じて いるの みで はない、 町々、 辻々 に は 多分、 盛ん 

力 カリび 

な篝 火が 夜明かし 焚かれつつ あると 見える。 

そのと ころ はま さに 長 浜の 市街地で あります。 巿街 


地で あれば こそ、 他の 山村 水 廓と は ひときわ 目立って 

火影の 赤々 と 輝く の は 当然で は あるが、 それにしても、 

今晩の は 明る 過ぎる。 もし、 もの 曰か 祭礼 かで あるな 

らば、 それに 準じての 物音が ここまで も 賑やかに 響い 

て 来て よい 道理で は あるが、 そういう もののけ はい は 

少しも 無くて、 静寂の 町々 辻々 に篝火 だけが かく も夥 

しく 焚きな されて いると いう こと は、 事 それが、 どう 

しても 何 かの 非常時 を 示して いない こと はない。 

今晩、 何 か あの 長 浜の 町に 於て、 特に 非常警戒 すべ 

き 出来事 か、 或いは その 暗示。 

突立った 物影 は、 一 心に その 町 一 杯の 火の 光 を 見 詰 


めた まま、 容易に 動こうと はしませんでした。 かくば 

ぎ ようし 

かり 熱心に 長 浜の 市街地 方面 をのみ 凝視して いると こ 

ろ を 以て 見れば、 その 目指す ところの 目的 は、 あの 長 

浜の 町の 辻に あるら しい。 

かみ ひらや かた 

つまり、 上 平 館の 一間から この 遊 魂 は、 長 浜の 人里 

を 慕うて 下りて 行かん として ここまで 漂うて 来て、 こ 

こで 暫く 待機の 姿勢 をと つて、 そうして、 虎 視眈々 と 

して、 長 浜の 町の 辻に 於け る 獲物に 覘ぃ をつ けて いる 

と 見れば 見られな いこと もない。 

前例に よると、 こういう 待機の 姿勢に は、 危険き わ 

まりなき 事変が 予想され る。 その 昔、 甲府 城下の 闇の 


夜半の 执を 以てしても …… 

さすがに 長 浜の 町の 人々 はもう 先刻 心得た もので、 

それ故に こそ、 あの 通り 昼の 如く 町々 辻々 の 隅々 まで、 

篝火を 焚いて いる。 してみ ると、 虎 視眈々 たる 物影 も、 

迂濶に は 足 を 踏み 下ろせない 道理です。 

長 浜の 町の 辻の 方にば かり 気 を とられて いて はいけ 

な い —— ち ようど ここに 突立って 虎視 耽々 たる 物影が、 

最初た ど つ て 来た 方面の 道から、 春 照からの 表 参道 を 

外れて お 中道 かと 疑われた それと 同じ 道 を、 こちら 

へ 向って、 平和な 会話の 音 を させながら、 たどた どと 

歩み 来る たった 一 つの 提灯が ありました。 


「お母さん、 あれが 長 浜の 町です か」 

「そうです」 

「篝 火が 盛んに 燃えて いますね、 あれ、 陣赶、 陣太鼓 

の 音 も 聞え るではありません か」 

「さあ、 お前、 あれに つれ、 あんまり 勇み足に なって 

はいけ ません よ、 勇士 はいかに 心の 逸る 時で も、 足 許 

を 忘れる ものではありません」 

四十 三 

その 話しながら 来る 場所が、 こちらの 突立って いる 


覆面の 人に、 追々 近く 迫って 来る のです。 

こちらで は、 その 人の 話し声 も、 提灯の 光 も、 それ 

がだん だん 近寄って 来る こと も、 先刻 御 承知の はずな 

ん だが、 あちらで は、 ここに この 人の いる こと を 想像 

だ もして いない こと は 確かです。 よし、 鼻を突き合わ 

すよう なと ころまで 近づいて 来たと したと ころが、 闇 

の 空気の 中に、 この 通り 覆面の 異 装で 立って いられて 

は、 気の つく はず はない のです。 こういう 場合に こそ 

あの 先刻の セント • エル モス • ファイア— が 気 を 利か 

して 燃え 出して くれれば いいのに。 

こちら は 先刻 承知の 上 だからい いけれ ども、 先方が 


ひょうひょう 

かわいそうです。 こう 飄 々と 近づいて 来て、 提灯 を 

持って いる こと だから、 鉢 合せまで にもなる まい けれ 

さ や  さ わ 

ど、 まかり 間違って、 あの 長い ものの 雜に でも 触ろう 

ものなら、 いや 鞘に 触らな いまでも、 提灯の 光のと ど 

く 距離にまで 引 寄せられて 来て、 ハツと 気がつい たの 

ではもう 遅い。 

からせき 

こういう 場合に は、 こちらに 好意が あらば、 空咳 を 

すると か、 生 あくび をす ると かなんと かして、 相当、 

先方に 予備 認識 を 与えて、 他意な きこと を 表明して や 

る 方法 を 講ずる のが 隣人の 義務な のです。 ところが、 

こちらに は 一 向に その 辺の 好意の 持 合せがない と 見え、 


先方 は 遠慮なく 近づき 迫って 来て、 光 は 薄いながら 提 

灯の 灯の 届く 距離の 間で、 早く も 異風 を 気取って しま 

いました。 

「おやおや、 どなた かおいで なされ ますな」 

気の 弱い ものです と、 この 際、 これ だけの 事態で、 

もう 口が 利け なくなって、 腰 を 抜かし 兼ね まじき 場合 

であった のです が、 先方 はたし かに こちらの 異風 を認 

めて、 しかと その 地点に 踏み止まった にか かわらず、 

意外な の は、 それが 女の 声で、 しかも 存外し つかりし 

て、 地に 着いて いるの は その 足 許 だけではありません。 

その 声 だけで 判断しても、 しっかりし てはいる けれど 


も 女の 声に は 相違ない が、 決してお 雪ち やん やお 銀 様 

のよう な 音調 や 色 合の 声ではありません。 むしろ 良妻 

とか、 賢母と かいうべき 性質の、 しっかりした 調子で、 

「どなた かそれ においで なされ ますな」 と 言葉 を かけ 

たのです が、 こちら は 無言でした。 こちらから すべき 

はずの 予備 認識 を 以て 隣人の 義務 を果 さない のみなら 

ず、 先方からの 挨拶に も 答えない というの は 非礼 を 極 

めて いる、 というより は、 害心 をいだ いている と 判断 

しても さしつかえないでしょう。 ところが 賢母と して 

の 今の 女の人の 後ろに、 清く して 力の ある 子供の 声が 

続いて 起り ました。 


「お母さん、 誰かい るの」 

「ああ、 それに どなた かおいで になります」 

そこでい つたん 踏み止ま つ て 多少の 躊躇 をした け 

れ ども、 それが 済む と、 この 母と 子 は 合点 をして、 そ 

の 無言で 突立った 黒い 姿の 前 を ずんずんと 通り抜けに 

かかりました。 

何でもない ことのよ うです が、 それ はかなり 大胆 不 

敵な 挙動と 言わなければ なりません。 

繰返して 言えば、 自分た ち は 礼儀 を もって 一応 挨拶 

を 試みた のに、 先方 は、 その 挨拶 を 返さない のみ か、 

道路の 真中より は 少し 後ろへ 寄って いるに はいるら し 


いが、 この場合、 真中に 立ちはだかって いると 見て 差 

支えない、 それ を 一歩 も 譲ろうと さえ しないの です。 

聴覚の 全然 喪失した 不具の 人で ない 以上、 たしかに こ 

ちらに 対して 寸 毫も 好意 を 持って いない ものの 態度、 

しかも、 篤と 闇 を 透して 見れば、 覆面 をして 長い 二つ 

の、 触らば 斬る もの を さして 突立って いるので すから 

無気味と いう ことの 以上 を 通り越して、 害意 もしくは 

殺意 を さしはさんだ 悪人と 見る のが 至当な のです。 し 

かるに その 前 を、 一 応の 挨拶 だけで 平気で 子供 を 連れ 

て 通り抜け ようとす るの は、 毒蛇の 口へ 身 を 運び入れ 

るのと 同様の 振舞な のであります。 


しかも 母の 方 は 女の ことで あり、 子 は 道中 差に して 

は 長いの を 一本 差して いるに はいるが、 これ とても 通 

常の 旅の 用心で、 それ 以上に 二人に は、 なんらの 武装 

と いうべ き ほどの ものが 施されて あるので はあり ませ 

ん。 

しかし、 無心と いう ものの 境涯 こそ は、 あらゆる 無 

気味に 超越す ると 見え、 この 母と 子 は、 すらすらと、 

この 危険 きわまる 存在 物の 立ちはだかりの 前 を 通り 過 

ぎて、 極めて 安祥と して 二三 間 向う へ 離れます と、 

「どこへ 行く のです？」 

この 時、 物静かに、 はじめて 発音した の は、 こちら 


の 無気味 きわまる 黒い 姿の 存在 物で ありました。 

「はい」 

と、 また 踏みと どまって こちらへ 向きながら 返答した 

賢母 は、 言葉 は 無論、 足 もとに 至る まで 前 同様 少しの 

ろうばい 

狼狽 さえ 見えません。 

「長 浜まで まいります」 

行 先まで を はっきりと 名乗りました。 

「長 浜へ、 長 浜の 町で は、 今 晚何か 物騒がし いようで 

す」 

「はいはい、 陣 触れが ございます」 

「陣 触れが」 


「はい、 それで あの 通 リ篝を 焚いて いるので ありま 

する _ 

「はは あ。 それ はそうと、 拙者 も その 長 浜まで 参りた 

いと 存 ずるの だが、 道が ちと 不案内で してな、 御 一緒 

に 願われまい か」 

黒い 姿 は 存外 静かに、 物 やさしい 頼みぶ りでした け 

れ ども、 それだけに どこか、 つめたい ところが あり、 

いっそう 無気味なる 物 言 いと 受取れ ないで はない が、 

ちょうちん 

提灯 の 賢母 はい つ こう 物に 疑い を 置く こと を 知らぬ 

人と 見えて、 

「それ は それ は、 長 浜 は あの 通りつ い 眼の 下に 見えて 


おります るが、 ここから はまた、 道順と いう もの も ご 

ざり まして、 それ は 私共が ようく 心得て ぉリ まする 故、 

失礼ながら 御 案内 をいた しましょう」 

「では 頼みましょう か」 

そこで、 提灯が また 動き 出す と、 黒い 姿 もむ くむく 

と 動いて 来て、 母と 子との 間に 割り込む というより は、 

二人が 中 を 開いて、 この 人 を 迎える ような 態度 をと り、 

そこで 提灯の 母が 先に、 十二 三になる 凜々 しい 男の子 

が 殿 という 隊形に なりました。 

しかし また、 これで は 送り狼 を 中に 取 囲んで 歩き 出 

したよう な もので、 一 つ あやまてば、 二つと も  一口に 


食われて しまい はしない か。 事実上、 そういう 隊形に 

なって いながら、 気の いい 母と 子 は、 一向、 懸念 も頓 

着 も 置かな いのは、 送り狼 そのもの を 眼中に 置かぬ 狼 

以上 虎 豹の 勇に 恃む ところが あるか、 そうでなければ 

全然、 人 を 信ずる ことのほかに は、 人 を 疑う という こ 

と を 知らぬ 太古の 民に 似た る 悠長なる 平民に 相違ない。 

そこで、 この 三 箇が相 擁して、 胆 吹から 長 浜 道へ 向 

けて、 そろり そろり と 歩き 出しました。 

そうして、 また 途中、 極めて 心 置きな き 問答が 取 交 

わされました。 

「どちら からお いでな された」 


と 黒い 姿の 方 は、 相 変らず 存外 打ちと けた 話しかけぶ 

りでした。 提灯の 賢母 は 最初から あけつ 放しの 調子で、 

「尾 張の 国の 中 村から 参りました」 

「尾 張の 中 村 —— 」 

「はい」 

「それ はずい ぶんと 遠方で は ござらぬ か」 

「左様で ございます、 ここ は 近 江の 国、 美 濃の 国 を 一 

つ 中に さしはさんで、 これまで 参りました」 

つい ぞ この辺の 里の 女 童 の 夜明け 道と 心得て いた 

が、 尾 張の 中 村から 三 力 国 を かけての 旅路と は、 ちょ つ 

と 案外であった。 


「それ は それ は、 なかなか 遠方から おいで だな。 そう 

して、 長 浜へ は 何の 御用で？」 

と 黒い 姿。 

「あれに 親戚の 者が おりまして」 

「親戚 をたず ねて おいでな のです か」 

「はい、 木 下 藤 吉郎と 申します、 あれが 今、 長 浜に お 

りまして、 わたくしの 従妹の 連合い になって おります 

ので」 

「木 下 藤 吉郎」 

聞いた ような 名 だ！ と、 黒い 姿が 思わず 小首 を 傾 

けました。 


「はい、 その 従妹の 連合い が、 今たい そう 出世 を 致し 

まして、 江 州の 長 浜で 五 万 貫の 領分 を 持つ ようになり 

ました」 

じょうだん 

「 冗談 じ やない」 

と、 黒い 姿 もさす がに 桁の 違った 母の 人の 言い分に 驚 

あき 

かされ、 呆れさせられ たように 投げ出して 言う と、 賢 

母 は、 

「いいえ、 冗談で は ございません、 昨晩からの 陣 触れ 

力 力 

も、 あの 篝リ も、 みんな その わたしの いとこの 連合い 

がさせて いる 業な ので ござります」 

「途方 も 無い。 だが、 もう 一 べん、 その 人の 名 を 言つ 


てみ て 下さい」 

「木 下 藤 吉郎と 申します」 

「は、 は、 は、 何 を 言われる、 木 下 藤 吉郎、 それ は 太 

閤秀吉 の 前名で は，) y ざらぬ か」 

「別に、 こちらの 方で は、 太閤と 申しました か、 秀吉 

と 申しました か、 そのこと はわた くした ち はよ く 存じ 

ませぬ が、 わたくしの 従妹の 連合い 木 下 藤吉郎 がたい 

そう 出世 を 致しまして、 只今、 あの 江 州 長 浜で 五 万 貫 

の 領分 をいた だいて いるの は 確かな ので ござります、 

そこへ、 わたくし はこの 子 を 連れて、 尾 張の 中 村から 

訪ねて 参る 途中な ので ござります」 


賢母ら しい 人 は 信じき つ て、 こう 言う のです から、 

義理に も 冗談と は 受取れ な いので、 ばかばかし いと 思 

いながら、 覆面の 黒い 姿 は そのまま でもう 一 歩 進んで 

みました。 

「そんなら そうとして、 さて、 あなた 方 は 何の 目的で 

それ をたず ねて おいでになる」 

と、 駄目 を 押す ようにして みると、 

「左様で ござります、 その 藤吉郎 に、 この 子供の 身 を 

託したい と 思いまして、 これ はわた くしの せがれで ご 

ざり ますが、 ごらんく ださい ませ」 

と 言って、 母なる 人 は 後ろ を 振 返り、 踏み止まって そ 


しんが リ  かお 

の 提灯 を、 殿に いる 十二 三の 男の子の 面に 突き出し 

ました。 

そこで、 この 子の 面目が 照らし 出され、 その 突き か 

ざした 提灯が くるりと 廻る と、 まず 最も 鮮 かに 浮き出 

じ や  ききょ-つ 

したの は、 提灯に 描かれた 蛇の目と 桔梗の 比翼に 置か 

れた 紋所で ありました。 

四十 四 

その 提灯の 光りに 照らし 出された 十二 三の 少年 は、 

かお 

臆する ところの ない 沈勇の 影 を 宿した 面 を 向けて、 し 


とや かに 立 つ ておりました。 

それ を 見て、 黒い 姿 は、 何 か 神妙な 気持に うたれ た 

と 見え、 

「どうです、 この辺で 一 休みして 参ろう では ござらぬ 

ごゆい しょ 

か —— あなた 方 は 何 か 御 由緒 も ありそうな 人た ち、 お 

身の上 を、 ゆっくり 承って みたい もの だ」 

と、 その 辺の 然るべき 路傍に 立ちよ つてみ ると、 

「はい、 まだ 夜明けに は 間 も ございま すから、 では ひ 

とつ、 この辺で 一休み させて いただいて、 ゆっくり あ 

れへ 参る ことに 致しましょう。 お前、 そこに 大きな 石 

が ある、 それ を こちらへ お据え 申しな」 


と 母から 言い つけられ ると、 沈勇な 面影 を 備えた 少年 

は、 自分の 身体に 余る ほどの 大きさの 路傍の 巌石 を、 

易々 と 転がし 出して 来て、 黒い 人の ために 席 を 設け ま 

した。 

そうして、 母子 は 程よ いところ の 木の 根方へ 腰 を 下 

ろして、 提灯 は 傍え の 木の 枝へ 程よ く 吊り下げ、 そう 

して 心安げ に 話 をす る くつろぎに なりました。 

「この 子 は 虎之助と 申しまして、 柄 は 大きく ござり ま 

すが、 これで 当年 十三 歳な ので ございます、 今日まで 

故郷の 尾 張の 中 村で 育て ましたが、 いつまでも 草深い 

ところに 遊ばして 置く の もどう かと 思いまして、 思い 


切って こちらへ 連れて 参りまして、 藤吉郎 のと ころへ 

預けて、 ものにしようと 思いまして」 

「お父さん はどうし ました」 

「この 子の 父と 申します のが、 あなた、 弾 正 右衛門 兵 

衛と 申しまして、 つまり、 わたくしの 連合い なので ご 

ざいます が、 三十 八 歳の 時に、 これが 三 歳の 年に 歿し 

てし まいました」 

「それ は、 それ は —— 」 

「それから、 こうして 今日まで、 後家の 手 一 つで 育て 

上げ はいたし ましたが、 後家 ツ子 だからと 人に 笑われ 

るの は 残念で ございま すし、 それに、 田舎に 置き まし 


て は、 武士の 行儀作法 を も 覚えさせる こと はでき ませ 

ん から、 思い切って 連れて 参りました。 父の 弾 正さえ 

生きて おり ますれば、 わたくしが こうして 引 廻 さなく 

もよ ろしい ので ございま すが …… 」 

「はは あ、 そなたのお 連合い、 その お子さんの 父親 も 

弾 正と 申されました か。 実は 拙者の 父 も 同じ 名 を 名 

乗って おりました」 

「さようで ござりました か、 それ は、 どうやら お懐か 

しい ことで ございます。 なんに いたしましても、 男の 

子 は 男親に つけません と、 母親ば かりで はどうしても 

親が 足りません、 それに あなた、 この 子が そう 申して 


はなんで ござり ますが、 生れつき 心が 優しく、 武勇の 

気が 強いので ござりまして、 親の 慾 目と お笑いになる 

かも 知れません が、 わたくし として は 相当に 見込み を 

つけたので ござりました」 

「はは あ —— 」 

ほ 

「わが 子 を 賞め る は 馬鹿のう ちと 申します が、 まあ、 

やっつ 

お聞きく ださい まし、 八 歳の 年の 時で ござりました、 

村の 子供と 大勢して 遊んで おります と、 そのうちの 一 

あやま 

人が、 過 つて 井戸へ 落ちて しまったので ござります、 

そう 致します と、 子供た ちの ことと て みんな 驚き、 あ 

わて ふためいて、 どうしょう という 気に もなら ないで 


おります と、 この 虎之助が、 まず 急いで 自分の 着物 を 

脱いで 裸になる と共に、 子供た ちみん なに 同じように 

裸にならせて、 その 帯 を 集めて、 結び 合わせて 長く し 

て、 子供た ちに、 『君た ち はこの 端 を 上で 持って おれ、 

わたし は 下へ 降りて 行って 助けて 来る』 と 言って、 自 

お ぼ 

分 は その 帯 をつ かまえて 井戸の 底へ 下って 行き、 溺れ 

ている 子供 を 抱き上げ 無事に 救って 上りました。 それ 

からまた …… 」 

「どうぞ、 御 遠慮なく お聞かせ 下さい、 たしかに 凡 物 

ではありません な、 八 歳の 年で、 その 危急の 場合に そ 

れ だけの 沈勇が あると は、 そういうお 話 は 決して 子供 


自慢に は 響き ませぬ、 自慢と しても そういう 自慢なら- 

あらゆる 親の 口から 聞かせても らいたい くらいです」 

「では、 お 言葉に 甘えて、 なお 申し上げる ことと 致し 

ましょう。 これが 十 歳の 時で ござりました、 家へ 盗賊 

が 入り ましてな、 わたくし も 内心 はゾッ といたし まし 

た。 許して は 置け ない が、 母子が 怪我 をしても、 させ 

て もなら ない、 どうしようかと 思案して おります うち 

に、 これがず かずかと 立って 何 をいた すかと 見ます と ■ 

まつ リ 

村のお 祭礼の 時に 用います る 鬼の 面が 家に ござり まし 

た、 それ を 手に とる と 自分の 面へ こういう ふうに かぶ 

りまして、 そうして そのまま 盗賊の 前へ 向って 行った 


の で) J ざり ます。 不意 を 打 たれて 驚いた の は 盗賊で) J 

ざいました、 鬼の 面と は 知らず、 眼前に 異形の ものが 

現われ出で たもので ございま すから 度 を 失って、 たじ 

たじと いたしました ところ を、 この 子が 一刀に 斬って 

捨てて しまいました」 

「はは あ、 それ はいよ いよ 凡人に は 及び難い」 

「そういう 気象の 子供で ございま すから、 どのみ ち、 

これ は 草深い ところに 置く よりも、 武士と して 出世 さ 

せる のが 道 だと 思いまして、 幸いに この 長 浜に 親戚の 

藤吉郎 がお ります もので ございま すから …… 」 

「どうです、 その 藤吉郎 殿に は、 この 子が 育て 切れ ま 


す 力な」 

「それ はもう、 そう 申して は、 これ また 親類 自慢と お 

笑いになる でしよう が、 あの 藤吉郎 がまた 決して 凡 物 

では ござり ませぬ、 この 子 を 引 廻し、 使いこな すの は 

あれに 限った もので ございます —— いったい、 人 を 見 

て 使う という こと も 器量の 要る 仕事で ございま すけれ 

ども、 使われる 方 もまた、 主と 頼む 人 を よくよく 見込 

ん でかから なければ ならない ので ございま すが、 この 

点に おきまして は、 藤吉郎 より は 虎之助の 方が どのく 

らい 恵まれて いるか わかりません。 そこへ 行く とわた 

やすやす 

したち 母子 は 幸運 者で ござります、 こうして 易々 と 藤 


吉郎に 頼み さえ すれば 大安 心で ご ざ いますが、 藤吉郎 

が 主人 を 見立てて、 この 人なら ばと 頼み込む までに は 

容易な ことで は ございません でした。 もともと 尾 張 中 

村の 賤 しい 土民 生れで ございま すから、 一 族 郷党に 優 

れた取 立てが あると いう わけで は ございま せんし、 自 

はく 

分の 身に 何の 笛が ついている わけで は ございません、 

乞食 同様にな つて 諸国 を 流浪の 揚句が、 ようやく この 

人なら ばと 思う 主人 を 自分で 見出しまして、 自分で そ 

の 人のと ころへ 押し かけ 奉公 を 致しまして、 やっと 

ぞう リとリ 

草履 取に 召使われました のが 運の はじめで ございまし 

た。 藤 吉郎は あれで 天下 第一 等の 苦労人で ございます、 


世間で は 天下 第 一 等の 幸運 者の ように も 申します が、 

わたくしたちから 申します と、 天下 第一 等の 苦労人と 

申す ほか は ござり ませぬ。 幸運 を 羨 む 人 は 多く ござ 

い ますが、 苦労 の ^ J と は あんまり 認め て やる ものが) J 

ざいません」 

「なるほど  」 

「あなた 様 も 御 承知で ございましよう、 やはり 尾 張の 

出身で は ございま すが 、 身分 は 藤 吉郎な どと は 比べ も 

のになら な い 家柄、 今 は 安土の 主 織 田 信 長で ございま 

す —— 織 田 殿 を 主人に 見立てた ばっかりに、 藤 吉郎も 

今 は 江 州 長 浜で 五 万 貫の 身上に なりました」 


「そうすると、 そなたの そのお 子さん も、 やがて 一 国 

一 城の あるじに なり 兼ねぬ 運命 を 持って おいで だ」 

「はい、 親類から 一 人工 ライの が 出て おります と、 何 

かにつ けて 仕 合せで ございます」 

「その 通り。 もし また 間違って 親類から 一 人 悪い 奴で 

も 出よう ものなら、 一 家 一 まきが 災難 だ」 

「さようで ございます。 それ 故 どうか この 子 も すん な 

りと 立身出世 を 致させた いもので ございます、 草葉の 

蔭に おります る この 子の 父親 弾 正に 対しまして、 わた 

くしの つとめで ござります —— 承れば、 あなた 様のお 

父上 も 弾 正 様と お名乗り あそばされました そうで、 や 


はり 御成 人 あそばした 後まで も、 あなた 様の 立身出世 

をお 祈りに な つ て いらっしゃらぬ 曰と て ございま すま 

い、 わたくしが、 どうやら この 子 を 今日まで 育て上げ 

ましたの も、 亡き 連合い の 魂魄が 守護して くれました 

そのお かげとば かり 思って おります る」 

「そうお つ し やられる と 恐縮です、 あなた はこうして ■ 

立派に すんなりと お子さん を 育て上げて、 立身出世 を 

亡き 連合 いとして のこの お子さんの 父君に 誓願し て お 

られ るが、 拙者と きた 日に は、 父の 名 こそ 同じ 弾 正で 

は あるが …… 子の 成れの 果て はお 話に なりません」 

「いいえ、 さような こと は ございません。 しかし 親と 


なって みます と、 頑是ない 時 は 頑是ない 時の ように、 

よく 行けば よいよう に、 悪く それれば そのよう に、 も 

しまた 立身出世いた しました からと て、 それで 心の 静 

まる わけの もので は ございません」 

「では、 何のた めに 立身出世 をさせる のです か」 

「ホ、 ホ、 ホ、 ホ」 

と、 竜 之 助から 問い つめられた 賢母の 人 は、 愛想笑い 

をして、 

「そういう むずかし いこと をお 尋ねに な つ て は 困り ま 

す、 今の わたくし は、 ただ子 供に 立身出世 を させたい 

一 心 だけで ございまして、 立身 すれば する ように、 苦 


労が 増す もの か、 減る もの か、 そのこと なん ぞは 実は 

考えて いないので ございます。 それ はそうと、 もうか 

なり 時が うつりました、 それで は そろそろ 長 浜へ 向つ 

て 出かける ことと 致しましょう」 

と 言つ て、 木の 枝に 程よ く 吊した 提灯 を 取 下ろす ベ く、 

賢母が 腰 を 上げて 手 をのば しました。 

賢母が 提灯 を 手に とろうと すると、 その後ろ で 不意 

- J  、 

「ホ、 ホ、 ホ、 ホ」 

と 笑う 声が しました。 

三人が 言い合わせ たように そちら をみ やる と、 水門 


の 水口のと ころに、 腰 打ち かけて こちら を 向いて いる 

一 人の 白い 姿が あるので す。 

せき でら こまち  そとば こまち 

最初 は 絵に 見る 関 寺 小町と か、 卒塔婆 小町と かいう 

もので はない かと 怪しまれた ほど、 その 形が よく 画面 

に 見える それと 似通つ ておりました。 

無論、 女です。 白い 着物の 裾 を 長く 曳 いて、 白い 帯 

に、 白い 頭巾で、 目ば かり を 出して、 不意に 「ホ、 ホ、 

ホ、 ホ」 と 笑い かけた ものです が、 その 笑い声が いか 

にも やわらかで、 そうして 美し さと、 若さ を 含んで お 

りました。 

卒塔婆 小町？ と 疑った の は、 その 姿 を 見た 瞬間の 


印象 だけでして、 その 声 を 聞く と、 どうして、 ずっと 

若い、 美しい 水々 しさ を 持って いる ことに 於て、 や は 

リ その 頭巾の 中の 主 も、 声と 同じような 若さと、 美し 

さと、 それから 和ら かさ を 持って いる 人で ある こと は 

疑う まで もない ほどです。 

「どなたで ございま すか」 

ろうば い 

こう 不意 を 打 たれても、 賢母 は あまり 狼狽し ません 

で、 そうして 物静かに、 おとない 返した ものです。 

「御免 あそばせ、 失礼と は 存じつつ も、 あなた 様 方の 

お 話 を、 途中で おさまたげす るの も 何かと 思いまして、 

こちらで 伺って おりました」 


「少しも 存じ 上げませんで したが、 どこから お越しに 

なりました」 

「都からの ぼって 参り ましたが、 実は こちらが わたく 

しの 故郷な ので ございます」 

「さようで いらっしゃ います か」 

ここで、 両 女の 受け渡しが はじまりました。 

最初の 婦人 を、 仮り に 賢母と 名 づけ、 後なる 白衣の 

婦人 を 美人と 呼びましょう。 

「あなた 様に は、 御子 息 様 をお 連れに なって、 尾 張の 

中 村から お越し あそばされました そうな」 

と美 人が 押 返して たずねる と、 賢母が 直ちに 答え まし 


た。 

「はい、 お聞きの 通りで ございます」 

「そうして、 あの 長 浜に 御 親類のお 方が、 たいそう 出 

世 を あそばして おいでなさい ますそう で、 それへ 御子 

息 をた のみに おいでの 由 を 承りました が」 

「はい、 仰せの 通りで ございます」 

はな は  ぷ しっけ 

「つきましては、 甚だ 不鎂 でございますが、 わたくし 

の 考え だけ を 申し上げ ますと、 それ はお やめに なった 

方が おため かと 考えます ので ございま すが …… 」 

「何と 仰せに なりました か」 

「はい、 御子 息 様 を 御 親類の 方へ お連れ あそばして 出 


世 をお させ 申す こと は、 おやめに なった 方が およろ し 

く は ございま せんかと、 わたくし はさよう に 申し上げ 

たので ございます」 

「では、 わたくしたちが 長 浜へ 参る の は、 悪い との 仰 

せで ございま すか」 

「その 通りで ございます、 御子 息 様 をお 連 戻しに なつ 

て、 尾 張の 中 村へ お帰りになる のが、 あなた 様 方のお 

ため かと 存じまして」 

「それ はい つたい、 どういう わけで ございましよう」 

「まあ、 お聞き あそばせ」 

ちょうちん 

水門に 腰かけて いる 美人 は、 提灯 を 提げて いさ さ 


か 立ち 煩って いる 賢母に 向って、 あらためて 物語 を 

はじめました、 

しあわせ 

「わたくし は、 出世 をす る ことが 必ずしも 人の 幸福で 

はない と 覚えて おります る、 幸福で ない のみならず、 

出世 をす るの は、 人間の 最も 大きな 不幸と 災禍の 門 を 

入る ものと 覚ら ずに はおられな いので ございます、 そ 

れ 故に、 あなた 様 方の、 只今のお 話 を、 ここでお 聞 過 

しにす る に 忍びな いので ございまして」 

「i (な こと をお つし や います、 それ は 不祥な お 言葉で 

ございます」 

「せっかくの 御子 息の 門出に、 ケチ をつ ける というつ 


もり は 毛頭 ございません、 身に つまされました もので 

ございま すから  つまり、 わたくし という ものが、 

その 出世に あやまられた 一 つの 見せしめ なんで ござい 

まして」 

「いったい、 あなた 様 は どなたで いらっしゃいます か」 

賢母 は、 美人の 言い 廻し の 奇怪なる に、 ついその 身 

すじょう 

の 上の 素姓 を 問いた ださざる を 得ない 気持に させられ 

たようです。 

そうすると、 美人 は それに 答えないで、 おもむろに 

横の 方 を 向きながら、 物々 しい 声で 朗詠の ような 調子 

を はじめました。 男性 を 思わせる くらいの 朗々 たる 


おんと 

音吐で したが、 その 調子の 綴り を 聞いて いると、 まさ 

に 一 首の 歌です。 

萌え出 づる も、 枯 るる も、 同じ 野辺の 草 

いづれ か、 秋に、 逢 はで、 果 つべき 

四十 五 

その 時、 賢母 は いささか 手 持 無沙汰に 見えました。 

歌 を 以て 答えられた けれど、 自分に は 歌 を もって これ 

に 応ずる 素養が 欠けて いる こと を恥づ ると しも 見えな 

いけれ ど、 さて、 その 突然なる 朗詠に 向って、 何と 挨 


拶 をして いい か、 ちょっと 戸惑い をした 形で いると、 

「お母さん」 

と、 意外なる ところから 助け船で はない が、 ちょっと 

ばつの 悪くな つた 気合 を 補った の は、 同伴の 沈勇なる 

少年で ありました。 

ぎおう さま 

「お母さん、 この 方は祇 王様 じ や ございま せんか」 

「何です か」 

「あの、 六 波 羅の祇 王様なん でしよう」 

「六 波 羅の祇 王様」 

賢母が 少年の 言葉に 駄目 を 押してい ると、 美人が そ 

れを 聞いて、 また 朗らかに 笑いました。 


「ホ、 ホ、 ホ、 坊ちゃん、 あなた はよ くわた くし を 御 

存じで したね」 

「お母さん、 あの、 ほら、 平家物語の はじめの 方に あ 

る  」 

「ああ」 

と 賢母 も、 はじめて うなずきました。 そうすると 美人 

は、 わが 意 を 得たり とば かり、 

「おわかりに なり ましたね、 わたくしが 六 波 羅の平 清 

ちょうあい 

盛の 寵愛 を 受けて いた 祇 王と 申す 女な ので ございま 

す」 

「ああ、 さようで ございまし たか、 つい、 存ぜぬ 事 ゆ 


え 失礼 をいた しました」 

かよう 

「失礼 は 私 こそ、 斯様に 身元が はっきりと 致して 参り 

ました 上 は、 なお 包まずに 申し上げて しまいましょう- 

都へ 出て、 清 盛の 寵愛 を 一身に あつめて おりました わ 

たくしの 出生地と 申す の は、 この 近 江の 国、 この 土地 

の 生れな ので ございます」 

「さようで ございまし たか、 そのこと も つ い 存じ ませ 

ぬ ことで、 都の 御 出生とば かり 存じ 上げて おりました」 

うき かわた け しらびょうし 

「都へ 出て、 浮 川 竹に 白拍子の はかない つとめ をいた 

ぎじょ 

してお ります うちに、 妹の 祇女 とともに、 あの 入道 殿 

のお 見出しに あずか つ て、 寵愛 を 一 身に うける ように 


なりました」 

「入道 殿と おつ しゃい ますの は？」 

「それ は、 あの 清 盛の ことで ございます、 その 時 は 

太 政 大臣 の 位に 登って おりました」 

「ああ、 よく わかりました」 

「その 当座と いう もの は、 わたくしたちが、 天下の 女 

という 女の 幸福 を 一人で 占めた ものの ように、 世間 か 

うらや 

ら、 羨まれ もし、 あがめられ もいた しました。 天下 を 

掌 のうちに 握る 太 政 入道 は、 たとい 王侯 将 相のお 

言葉 はお 用いな くと も、 わたくしたちの 願い は みんな 

聞いて 下さいました。 御 一 門の 方 さえ 憚 つてお リま 


する 時に、 わたくしたち は 思い切って 甘え もいた し、 

我儘 もいた して 許されました。 それほどで ございます 

から、 月 卿 雲 客、 名将 勇士た ち、 みな わたくしたちに 

取 入って、 入道 殿の 御前 をつ くろわん と 致しました。 

わたくしたちの 一 家 眷族の 末まで も 多分の 恩賞が ござ 

いました。 都の 浮れ 女 は、 せめて わたくしたちの 幸福 

にあ やかり たいと、 名前まで も祇 一、 祇ニ、 祇福、 祇 

徳 などと 争って 改めてみ たもので ございます。 氏 無く 

たま こし 

して 玉の輿と 申します る 本文 通り、 わたくしたち がー 

代の 女の 出世頭と して、 羨望の 的と されて おりました 

が、 そのうち、 加賀の 国から、 あの 仏 御前が 出て まい 


りまして からと いう もの は、 わたくしたちの 運命 は、 

御 承知の 通り 哀れな もので ございました」 

と 言って、 美人 はこ こで 声 を 曇らせて、 面 を 伏せた よ 

うでした が、 また 向き 直って、 

仏 も 昔 は 凡夫な り 

われら も 後に は 仏な リ 

いづれ も 仏性 具せ る 身 を 

隔 つるの みこ そ 悲し けれ 

それ は 悲しい 調子に 歌い 出されて 来ました が、 また 

急に 晴々 しい 言葉に な つ て、 

「愚痴 を 申し上げて 相 済みません、 栄枯盛衰 は 世の常 


でございますから、 欺いた とて 詮 のない ことで ござい 

ちょうあい 

ました、 仏 御前に 寵愛 を 奪われ ましてから 後の、 わた 

くした ちの 運命と いう もの は、 御 承知の 通りで ござい 

まして、 すべての 世界 も、 人情 も、 みんな 一変して し 

まい ましたが、 ただ 一 つ 変らぬ ものと して、 ごらん 下 

いぜき 

さい ませ、 この 井堰の 水の 色 を …… 」 

と 言って、 美人 は 後ろ を 顧みて 漫々 たる 池 水 を 指し、 

「わたくしたちの あらゆる 栄耀栄華 のうちに、 ただ 一 

つ、 これ だけが 残りました」 

と 言って、 美人 は 相 変らず 水門に 腰 を かけた 卒塔婆 小 

町の ような 姿勢で、 うしろの 池 水 を 指さしながら、 


「この 池と、 この 井堰と、 この 用水と は、 わたくしが 

六波羅 時代に 掘られた もので ございます、 それ は、 わ 

たくしの 生れ 故郷の 人た ちが、 水に 不足して 歎く とこ 

つつみ 

ろから、 わたくしが 費用 を 出して、 この 池と、 塘と、 

堀と を、 すっかり こしらえさせて やりました。 なに、 

天下の 相 国 の 寵愛 を 一 身に 集めた その 時の わたくし 

たちの 運勢で 申します と、 こんな こと は 数に も 入らな 

いほ どの 仕事で ございました。 わたくし はた だ、 ほん 

のお 義理 をして やる 程度の 思いで、 自分で は 忘れて し 

まって いたくら いの 仕事が、 どうで ございましよう、 

今日に なって 見る と、 わたくしの 一生のう ちの 最も 大 


くどく 

きな、 そうして ただ 一 つの 功徳の 記念と なって、 永久 

に 残される ことにな りました」 

美人 は、 今と なって はじめて、 その 当初に は 思い も 

設けなかった、 自分の した 仕事のう ちの 最も ささやか 

な ことの 仕事の 一 つに、 自分の あらゆる 生活の 最も 大 

きな 意義 を 見出した かの 如く、 惚々 とこの 池の 水 を 見 

てい ましたが、 やおら 立ち上って 池の ほとり を さすら 

い はじめました。 

「坊ちゃん、 こっちへ いらっしゃいな」 

しなやかな 手 を 挙げて、 沈勇な 少年 を 小手 招ぎ をす 

るので す。 


少年 は、 その しなやかな 誘いに 応じて 行きた くも あ 

るし、 母の 手前 を も 憚 つてい ると、 美人の 姿 は 飄 々 

として 池畔 を あちらへ 遠 ざ かり 行きながら、 その 面影 

と、 声と ははつ きりして、 

「ねえ、 坊ちゃん、 あなたの これから 頼ろうと なさる 

御 親類の 方が、 この 後、 たとい 太 政 大臣に おなり あそ 

せっしょう かんぱく 

ばし、 或いは 摂政 関白の 位に おのぼりに なりまして、 

従って、 あなたが 大名 公家に 立身な さろうと も、 それ 

は、 あなたの 幸福ではありません よ。 本当の 幸福 を 思 

うならば、 これから 故郷の 中 村と やらへ お帰りに なつ 

て、 そうして 朝晚 にこうして、 お 池と、 用水と、 井堰 


と を 見守って、 一生 をお 送りなさい。 そうでなければ 

わたくしと 一緒に、 嵯峨の 奥と いうと ころへ いらつ 

しゃい、 そこに はいと 静かに わたくしたち 母子が 住ん 

ほとけ ごぜん 

でい るの みならず、 今では あの 仏 御前 も 一家 族の 中の 

一 人となりました、 ちょうど あなたぐ らいの 少年が、 

何 かにつ けて 一 人欲し いと 思って いたと ころなん です 

—— よかったら、 いらっしゃい、 ね」 

言葉が 余韻 を 引いて、 姿が 隠れて しまいました。 水 

門の 蔭に 没した ようで も あり、 水の 底に 沈んで しまつ 

たようで もあります。 

賢母 も、 少年 も、 惜しそう に その 池の 面 を 見つめて 


おり ましたが、 もう、 いずれのと ころから も 再び 姿 を 

現わす 気色はありませんでした。 

それ を 見て いるう ちに、 今まで 明るく 点されて いた 

蛇の目 桔梗の 提灯が、 いつの 間に かふつ と 消えて おり 

ました。 それが 消える と、 賢母の 姿 も、 沈勇 少年の 姿 

もな く、 真暗闇。 

大平 寺の 門前の 庭に、 針の ように 突立って いる 例の 

黒い 姿が 一 つ あるば かり。 

比良ケ 岳の 方 を 見上げる と、 時なら ぬ 新月が 中空に 

かかって いる。 

上 平 館 の 方 を 見た 時に、 青い 火が 一 つ、 それ は 例の 


セント. エル モス. ファイア ー ではない、 青い 火の 塊 

リ がー つ、 ふわりと 飛んで、 一定の 距離に 淡い 筋を曳 

いたかと 思う と、 暫くに して 消えて しまいました。 

多分、 俗に 人魂と でもい う ものなん でしよう。 

四十 六 

それ はさて 置いて、 残された りし 上 平 館の 松の 丸の 

炉辺で、 今、 来 友が スヮ と、 炉辺の 席 を 蹴って 立ち上 

りました。 

そうして、 自在 も、 鉄瓶 も、 大 またぎに 突破して 跳 


り 込んだ の は、 さいぜんから 問題の 納戸の 一間、 これ 

を 奥の間と も 呼んだ ところの 一 間であります。 納戸と 

奥の間と は 違う けれども、 この 際、 炉辺と 台所と を標 

準に すれば、 いずれも 構造 的に 奥の 方に 当る のです か 

ら、 奥の間と も、 納戸の 一間と も、 この 際に 限って 呼 

んで 置きましょう。 

そこへ 来 友が 一 息に 飛び込んで 行って、 

「お、 お雪ち やん、 どうしたい、 お雪ち やん」 

寝て いる 蒲団の 中から、 お雪 ちゃんの 身体 を 引きず 

かきだ 

り 起して、 両方の 腕で 搔抱 いてむ やみに ゆすぶり まし 

た。 


ところが、 お雪 ちゃんに はいつ こう 返事が なく、 返 

事の 代りに、 聞く も 苦しそう な 唸り 声が あるば つかり 

です。 

「お雪ち やん、 どうしたんだ つてえば、 しっかりして 

くんな よ」 

と 来 友 は、 一 一た び 三た び 抱き上げた お雪ち やん を 烈し 

く ゆすぶりました。 

この 際、 米 友と して は、 ゆすぶって みるより ほかの 

芸当はなかった のでしょう。 事が 全く 不意に 出で たも 

のです から、 本人 を ゆすぶって、 本人に 事の 仔細 をた 

しかめて みるより ほかに は 詮方がない。 その 本人に た 


しかめて みる 以前に、 本人の 正気 を 回復 さして かから 

なければ ならない。 

「お雪ち や ー ん、 お雪さん、 しっかり しろ やい」 

この 烈しい 米 友の ゆすぶり に対して、 お雪 ちゃんの 

挨拶と して は 何もな く、 少し 間を置いて、 そうして 恐 

ろしい 唸りの 声ば かりで、 今度 は その 吟 5 り 声 さえ 漸く 

低く 勢い を 失って きて、 その 身体まで がみる みる 弾力 

を 欠いて、 そうして ぐったり 来 友の 身体の 上に 崩れ か 

かるよう な ものです。 

およそ 来 友と して は、 若い 娘の こういった 態度 を、 

今までに これで 二度まで 見せつ けられました。 その 一 


つ は、 申す まで もな く、 本 所の 相 生 町 の 老女の 家で 行 

われた 幼な 馴染との 間の 生別 死別の 悲劇が それで あり 

ました。 

あの 時 は、 天地が 目の前で でんぐり返 つたと 同様で、 

何が何だか わから なくなって しまったが、 でも、 死ぬ 

人 は 充分 覚悟の 前で あり、 そうして 枕許に はお 松さん 

という 日本一 頼みになる 人が ついていて、 一から 十 ま 

で 行 届いた 臨終ぶ りと いうべき もので ありました。 

然るに 今晚 のこと は、 まるっきり 違う。 お雪ち やん 

を 介抱すべく 誰もい やしない。 それ は その はずで、 今 

の さき ま で 元気 でいた 若 いお 雪ち や ん のこと だから、 


誰も 急変 を 予想して いる はずの もの はない のに、 突発 

的に この 急変な のです。 来 友と いえ ども 全く 周章狼狽 

せざる を 得ません。 

周章狼狽 は 極めて はいる けれども、 全く 失神 迷 乱し 

ている わけで はない。 その 点に 於て は 寧ろ 相 生 町の 時 

の、 天地が 目の前で でんぐり返って 自分の 立つ ところ、 

居る ところが わから なくなつ たと は 違って、 何が 何 だ 

か 事の 順序 を 見き わめる だけの 余裕 はあった のです。 

まず あの 炉辺から、 自在と 鉄瓶と を 突破して、 一 気 

にこの 室へ はせ つけ しめられた 異常と いうの は、 この 

室から 起った ところの お雪 ちゃんの 異様なる 叫び —— 


ではない、 唸り 声が もとな ので ありました。 その 一種 

異様なる 唸り 声 を 聞きつ ける と、 来 友が 例の 早業で、 

一気に ここへ はせ つけて 来ての 仕事が、 前い う 通り、 

からだ 

寝て いる 蒲団の 中から お雪 ちゃんの 身体 を 引きずり 起 

して、 両方の 腕で 搔 抱いて、 むやみに ゆすぶり 立てる 

ことで ありました。 そうして 続けさ まに その 名 を 呼ん 

で、 まず 正気 を 回復せ しめて、 事の 理由 をたず ね 問わ 

ん とする もので ありました。 

しかし、 その 手 ごた えがい つこう 薄弱で、 かえって 

ますます 消極的に くず 折れて 行く 有様に、 周章狼狽 を 

はじめた の は 見ら るる 通りであります が、 この 非常の 


際に も、 ただ 一 つ 安心な の は、 どう 調べても お雪ち や 

んの 身体の 外部に いささかの 損傷の ない という ことで 

あります。 

斬られて いるので もなければ、 締められ ていたと い 

う 痕跡 もない し、 毒 を 飲ませられ たという 形跡 もない 

ことです から、 事態 はどうしても 内臓の 故障から 来て 

いるら しい。 女子に 特有な 癩だ とか、 血の道 だと か 

いったよ うな 種類、 お雪 ちゃんが てんかん 持ち だとい 

うこと は 聞かない が、 そうでなければ 何 か 非常に 

驚愕すべき ことで もあって、 一時、 知覚神経の 全部 を 

喪失す る ほどに 強襲 圧倒 させられて しまった のだろう。 


その 辺に だけ は 辛うじて 得心 を 持ち 得た が、 事体の 

危急 は 少しも 気の 許せる ものではありません。 

しかし、 前に 言う 通り 米 友と しての 芸当 は、 烈しく 

ゆすぶって みるより ほかに は 為さん 術 を 知らない。 た 

だ 一 つ 知っている、 それ は 柔術の 活 法から 来て いると 

ころの 当ての 手でした。 けれども、 今の 来 友と して は、 

その 活法 を、 ここでお 雪 ちゃんに 施して みょうとの 機 

き 

転 も 利かない ほどに 狼狽 を 極めてお りました。 また そ 

の 機転が 利いて いたと ころで、 当 身 ゃ活法 は、 施す ベ 

き 時と 相手と が ある。 今 この 際、 この か弱い 病 源 不明 

の 者に 向って、 手荒い 活法を 試む る ことが いい か、 悪 


いかの 親切気 さえ 手伝った ものです から、 いよいよ 手 

の 出しよう が 無くなった のです。 そこで、 いよいよ 深 

く、 いよいよ 強く、 お雪ち やん を 抱き締めて しまって 

「しっかり しろ、 お雪べ え —— 」 

幸いに して、 ほんと に 有る か 無き かの ささやかな 希 

望の ひっかかり を 与えた の は、 この 時、 こころもちお 

雪 ちゃんの 体の 動きに 少し 力が 見えました。 

「しっかり しろ、 しっかり しろよ、 お雪ち やん」 

同じような こと を 繰返して、 来 友が 抱きしめて ゆす 

ぶる 間に、 有 明ながら 行 燈の灯 は 相当の 光 を もってい 

たのです。 その 光が 蒼白く お雪 ちゃんの 面 を 照して い 


る ものです から、 それで 見る と、 死人 同様な 面の 上に、 

ほんの こころもち、 唇 だけ を いそがわ しく 動かして い 

るよう にも 見える。 それ を 見て取る と、 米 友が 眼から 

鼻へ 抜けました。 

「うむ、 そうか、 そうか、 水が 欲しい か、 水が 飲みて 

え か、 そうだろう、 待ちな、 待って くんな」 

恰もよ し、 枕許に 水 呑が ある。 それ を、 お雪ち やん 

を 抱きな がらの 来 友が いざって 行って、 片手 をのば し 

て 引 寄せる と、 ちょっと 考えて、 その 水 呑の 口 をお 雪 

ちゃんの 唇のと ころまで あてがって みたが、 それで は 

あきら 

どうに もなら ない と 諦める と、 思い切って 自分の 口 


にあて がって グッと 呑み込み、 

「  」 

その 口 をお 雪 ちゃんの 口に あてがって、 グイ グイと 

注ぎ込みました。 普通の 場合に 於て こういう こと はで 

きないの です。 普通の 場合で なくと も、 来 友で なけれ 

ば、 こういう こと を 為し 得ない。 為し 得た としても、 

後に 相当の 誤解と 羞恥と を 拭い 去れない ものが 残る 憂 

いは あるが、 今の 来 友に は、 そんな こと はてんで 心頭 

にはありません。 

口移しに 水 を 注ぎ込ん だが、 無論 その 注ぎ込んだ 水 

の 全部が お雪 ちゃんの 咽喉 を 通ろうと は 思われな いの 


です が、 しかし 本人 も、 この 昏迷 きわまる 状態のう ち 

にありながら、 たしかに 水 を 呑まん と 欲する 意識 だけ 

は 動いて いると 見え、 来 友の 口移しに した 水の 三分の 

二ぐ らい は 唇 頭から 溢れて、 頰と 頸へ 伝わって 流れ 去 

るので すけれ ども、 三分の 一 程度 は 口中へ 入る のです。 

そうして、 その また 幾分 かが 口中に 残り、 幾分 かが 咽 

喉 を 通り 得る ものと 見なければ なりません。 

来 友 は 誰に 憚る こ ともなく、 また 憚る 必要 もな く、 

二度 も 三度 も その 給水 作業 を 試みました。 水が 通じた 

というよりも、 来 友の 神が 通じた のでしょう、 たしか 

に 見直した、 もうこつ ちの もの だ —— という 希望の 光 


が、 来 友の 意気 を壮ん にしました。 

「だから、 言わね えこつ ちゃね え」 

この 時 は、 もう 烈しく ゆすぶる こと を やめて、 寝る 

子 を 母が あやなす ように、 来 友の あしらい 方の 手加減 

が 変り ました。 

事実、 それ は 米 友の 糠喜びではありませんでした。 

お雪ち やん は 刻々 に、 著しく 元気 を 恢復して 行く こと 

が ありあり とわ かります。 来 友 はまた、 片手 をのば し 

て燈心 を搔き 立てる だけの 余裕 を 作って みると、 その 

増し 加えられた 火花が、 一 層お 雪 ちゃんの 気分 を 引 立 

てた ものに 見せました から、 もうこつ ちの もの、 とい 


う 考えが いよいよ 確実に なって みると、 来 友と しても 

い よ いよ 米 友 度胸が 据 つたので す。 

とはいえ、 稽古 半ばで 落された 武術の 修行者が、 さ 

める と共に 元気 を 回復して、 すぐさま 相手に 一 戦 を 挑 

みかける というよ うな 現金な こと はなく、 まだ 決して 

自分の 意志 を 表白し 得る ほどの 程度に も 達して いない 

のです が、 もうこつ ちの もの、 という 信念 を 来 友に 持 

たせる ことに 於て は 牢乎と して 動かす ベ からざる もの 

があった のです から、 来 友の 取扱い もい つそう 和気 も 

あり、 やみくもに ゆすぶる ことに は 及ばない。 ゆす 

ぶって はいけ ない の だ、 安静に 寝かして 置いた 方が い 


い、 もともと 外部に 創傷の ある 出来 ごとで はない の だ 

し、 長い あいだ 病気で 弱って いたと いう 身体で もない 

のです から、 安静に して 置いて、 且つ 冷えない ように 

してやり さえ すれば それが 何よりな の だ、 という 看護 

法の 要領 だけ は 来 友の 頭に うつって 出来た ものです か 

ら、 そのまま 後生大事に お雪ち やん を また 元の 枕に 寝 

かせながら、 

「だから 言わね えこつ ちゃね え、 お前、 あの 男に どう 

かされたん だろう。 あの 男と いうの は、 お前が 先生 先 

生と いって かしずい ている あの 盲の こと だ、 あり や 

お前、 魔物 だ ぜ！」 


と 言い ましたが、 無論 まだ 口 を 利く 自由 さえ 得て いな 

いお 雪 ちゃんが、 この 文句 を 聞き取れ ようはず はあり 

ません。 自然、 来 友の いう こと は 独り言に なって し 

まってい るので すが、 聞かれて いようと も、 聞かれて 

いなかろう とも、 独り言であろう とも、 相手 を 前に 置 

いての 独得の たんかであろう とも、 来 友と して は 言う 

だけの こと を 言い かけて、 途中で やめる わけに は ゆか 

ない。 

「お前 はこつ ちへ 寝て、 あの 男 は 向う の屛 風の 中へ 寝 

たんだろう、 まさか 一 緒に 寝る ような こと はあり やし 

めえ、 あんな 人間の 瞎へ 近寄ろう とする のが あやまり 


なんだ、 まあ 怪我が これ だけで 済んだ から 幸福の よう 

な ものなん だ。 ところで、 お前が 珍しがつ ている あの 

人間 は、 今 は その 屏風の 蔭に 寝ち や あいめ え。 な あに、 

そこに 寝て いる ぐれえ なら 世話 はねえん だ、 おいらで 

さえ、 同じ 座敷に 寝て いて、 毎晩の ように 出し抜かれ 

た 魔物なん だから、 お雪 ちゃんなん ぞ 一 たまり も ある 

もんかよ」 

あちらの 枕屏風の 外から、 中 を 見 透す ようにして 来 

友が こう 言いました。 

この 屏風の 向う に、 尋常に 一 組の 夜具 はの ベて ある 

けれども、 その 中 はもぬ けの 殻 だとい うこと を、 米 友 


は 最初から ちゃんと 見抜いて いたので あります。 

「ちえ ッ！ 世話が 焼ける 奴等 だな あ！」 

なぜか、 米 友 はこう 言いつつ も、 お雪 ちゃんの 寝顔 

を またな がめ 直した 途端、 

r ジュ ー、 シ ー プ ー」 

という 只ならぬ 物音が、 さいぜんの あの 炉辺で 起り ま 

したので、 米 友が また、 とつかわと 突立って、 今度 は、 

枕と、 屏風と、 水 差と を 突破して、 もとの 炉辺へ 向つ 

て 一直線に 走りつ けたの は、 なるほど いそがしい。 全 

く 世話の焼けた 話で、 こちらの 救急と、 看護と、 思い 

やりで 手 も 足らないで いると ころへ、 あちらの 一間で 


r ジュ ー、 シ ー プ ー」 という 只ならぬ 物音。 さながら、 

ほしもの 

「雨 は 降る 降る 干物 は 濡れる、 背中 じ や 餓鬼 や 泣く 飯 や 

焦げる」 というて いたらく です。 

四十 七 

その 「ジュ ー、 シ— プ ー」 という 只ならぬ 物音 は、 

それ は 人間の 声で はない が、 捨てて置 けない。 こう 

なって みると 予想し ない ことではなかった。 つまり、 

炉 中へ かけつ 放しに して 置いた 鉄瓶が、 燃えさし の 火 

あお 

力に 煽られて、 来 友の 不在 中に 沸騰 を はじめ、 それが 


下の 炉炭 中へ たぎり 落ちて 灰神楽 を 始めた のです から、 

この こと は 人の 生命に 及ぼす ほどの ことではなかった 

のです が、 やはり 打 捨てて は 置け ない。 それ故に、 来 

友が また 忙 がしく 取って返し、 

「ちえ ッ！ あっち もこつ ち も 世話が 焼き きれね え」 

来 友が、 その 灰神楽 を 鎮静せ しめた 途端に、 目に 触 

れ たの は、 ついそ こに 太平楽で 大 いびき を かいている 

ねぞう 

道 庵 先生の 寝 像で ありました。 道 庵の 寝 像 を 見る こと 

は 今に はじまった ことで はない が、 この場合、 これ を 

見る と、 米 友が また グッと 一種の 癇癩 にさ わらざる 

を 得ません。 


人が こうして まあ 一 生 懸命に —— 全く 生きる か 死ぬ 

かで 奔走して いる 一方に は、 灰神楽が チ ンプ ン 力 ンプ 

ごしょう らく 

ンを はじめる という 非常時に、 この 後生 楽 は 何たる こ 

きず  か お 

とだ、 酔 興で こしらえた 創 だらけの 面に、 大口 を あい 

ていい 心 持で 寝 こんでいる。 人間、 どうし たらこう も 

呑気に、 じだらくに 生きられる もの か、 おいらなん ぞ 

は それから それと 夜 も 眠れね えで、 身体が 二つあって 

も、 三つ あっても、 足りね え 世の中に、 この 先生と き 

て は、 この 後生 楽 だ。 

「畜生！ どうす るか 見や あがれ！」 

というよ うな 気に もな つてみ たが、 そうかといって、 


どうす る こと もで きない。 天性、 後生 楽に 生れて 来た 

奴 は 仕 合せ だ、 人の 心配す る 間 をぐ うぐう 寝て いられ 

る、 こんな 奴が 長生きす るの だ。 太々 しいと いうの か ■ 

うらや  あき 

それとも 羨ましい というの か、 呆れ返つ たもの だ。 

今更 それ を 考えて、 来 友が ポ カンと 呆れ返つ ている 

と、 その 裏から 発 止と 思いつい たの は II 

何の こと だ！ 

この 先生 はお 医者 じ やねえ か！ 

その 酔つ ばらい のことば かリを 考えて、 ついに 本業 

のこと に 思い及ばなかった。 

なるほど、 この 先生 は 医者が 本業で ある。 そうして 


酔つ ぱ らいが 副業で ある。 

副業と しての 酔つ ばらい にかけ て は 手に 負えない が、 

本業と してのお 医者 様に かけて は 名人 だ。 少なくとも 

来 友の 経験す る 限りに 於て は、 起死回生の 神 医に 近 

ヽ I 

レ I 

この 名医 神 医 を 眼前に さし 置いて、 何 を 自分が 今 ま 

でして いた！ 何が 救急 だ、 何が 看病 だ！ 

ほんとうに 馬鹿 じゃあ 楽が できねえ！ 

と 今度 は 来 友が、 自分の 頭脳の 足らない ことと、 気 

転の 及ばない ことの 馬鹿 さ 加減 を、 自分で 冷笑し はじ 

めました。 


最初から ここに 気が つ いてい さえ すれば、 何 を 自分 

がお 雪ち やん を ゆすぶったり、 締めつ けたり、 口う つ 

しに 水 を くれてやったり、 また 鉄瓶の 野郎にまで チン 

プン カンプ ンを 起させた りする 必要が どこに あるの だ- 

血の めぐりの 悪い 奴に 逢つ ちゃ あかな わね え。 

と 来 友が、 またしても 自分の 低能ぶ り を 嘲り きれな 

い 語調で せ せら 笑って みました が、 いつまでも 自己 冷 

嘲 をつ づける のが 能で はない、 事の 実行に とっか かる 

までの こと だ。 実行と いうの は、 この 先生 を 起して、 

お雪ち やん を 完全に 呼び 生かした 上に、 将来の 健康 を 

保証せ しめる こと だ。 そこで 米 友が、 物静かに 道 庵 先 


生の 枕許に はせ 寄って、 

「先生！ 先生！ おいらの 先生！ 起きて くんな」 

「ム ニヤ、 ム ニヤ、 ム ニヤ」 

「先生！」 

「ム ニヤ、 ム ニヤ、 ム ニヤ」 

「先生！」 

「ム ニヤ、 ム ニヤ、 ム ニヤ」 

再三 呼んでも 同じ 言葉 を 繰返した 後に、 小うる さい 

と 思った のか、 ク ルリと 向き を かえて しまいました。 

せんかた 

詮方な く、 来 友が また 立って 歩んで、 そちらへ 直って、 

さて、 


「先生！」 

「ム ニヤ、 ム ニヤ、 ム ニヤ」 

「先生！」 

「ム ニヤ、 ム ニヤ、 ム ニヤ」 

「先生！」 

「ム ニヤ、 ム ニヤ、 ム ニヤ」 

やはり 同一の たわごと を 繰返して、 こんど はまた ク 

ルリと 元の 方へ と 寝返り を 打っての 高い びきです。 

詮方な く、 来 友が また こちらへ 立 返って、 そうして、 

「先生！」 

「ム ニヤ 11 」 


今度 は 一言で また 寝返り を 打って、 あちら を 向いて 

ぼつぜん 

しまいました から、 来 友が 勃然として 怒り をな しまし 

た。 

ふざけて やが る、 お いらが こうして 起して るの を 承 

知して やが るんだ、 承知の 上で、 わざと ムニ ャム ニヤ 

としら ばつ くれてお いら をから かって、 あっちへ 向い 

たり、 こっちへ 向いたり —— 人 をば かにして やが る、 

常の 場合なら いいが、 こっち はこの 通り 苦労して いる 

人間 一人の 生命に 関する 場合に、 ふざける もい いかげ 

ん にしろ！ 

勃然として 怒り をな した 来 友が、 


「先生！ 起きろ！」 

右の 手 を かざした かと 見る と、 これ はまた 近 ごろ 手 

厳しい、 道 庵 先生の 横っ面 を ピシリ と 音を立てて 一 つ 

ひん なぐりました。 なぐった の はむ ろん 来 友で、 なぐ 

られ たの は その 師 であり、 主で あると ころの 道 庵 先生 

なのです。 

「あ、 痛え！」 

それ は 多少 手加減が あつたと はいえ、 米 友 ほどの 豪 

傑が、 怒りに 任せて 打った のです から、 手練の ほど だ 

けで も 相当 以上に こたえた に 相違ない。 

さすがの 道 庵 先生が、 頰ぺた を 抑えながら、 寝床の 


上に 一 丈 も 高く 飛び 上って しまいました。 

「痛え！」 

「先生、 冗談 じ やねえ、 病人が 出来たん だ、 早く 見て 

やって おくん なさい」 

飛び 上って まだ 痛みの 去らない 道 庵 を、 来 友が 横 か 

ら 突き飛ばして、 押し ころがして、 とうとう お雪ち や 

んの 寝て いる 寝床へまで 押し込んで しまって、 ほっと 

息 を つ いたのです。 

いかに 何でも、 先生の 横っ面 を ぴしゃりと 食わせる 

というよ うな こと は、 来 友と して 前例の ない 手厳し さ 

であるが、 来 友と して は、 安宅の 弁慶の 故智 を 学んだ 


わけで も あるまい が、 非常時 をよ そに する 緩慢なる 相 

手に は、 こう もせざる を 得なかった 動機の 純真 さに は、 

同情 を 表して やらなければ ならないでしょう。 

四十 八 

道 庵 先生 を 文字通りに 叩き起して、 これ を 別室へ 突 

き 飛ばし、 突き ころばして 置いて、 宇治山 田の 米 友 は、 

自分 は 例の 杖 槍 を 拾い 取る かと 見る と、 裏口から 躍り 

立 つ て 外の 闇に 消えて しまいました。 

ここが 来 友の 正直のと ころで あり、 道 庵の 信用の 存 


すると ころで あり、 来 友と して は、 こうして 道 庵 をお 

雪 ちゃんの いると ころへ 投げ込んで 置き さえ すれば、 

あとのと ころ はもう 一 切 心 置きな しと 信じて いたので 

しょう。 自分が 案内 をして 傍に ついていて、 どうの こ 

つま 

うの と言うより は、 道 庵 そのもの を 一 かたまり 抓み 込 

んで 置き さえ すれば、 それで 病人に 対しての 万事 は 足 

りている。 死ぬべき もので も、 この 人が 生かして くれ 

る。 いや、 すでに 死んで しまった 自分 を さえ、 この 先 

生 は 生かし 返らせて くれてい るの だ。 

そこで 来 友 は、 道 庵 を 突き飛ばして 置き さえ すれば 

絶対 信任 を 置き 得る が 故に、 全く 後顧の憂い 無くして 


外の 闇へ と 身 を 躍らして 飛び出し 得た ものであります。 

外の 闇と いうの は、 御 承知の 通り、 暁の 部分に 属す 

ると ころの 胆 吹の 山麓で ありました。 

けれども、 その 闇で ある こと は、 前に 遊 魂の さまよ 

い 出で た 時の 光景と 同じ ことで ありまし たが、 黒漆の 

崑器 夜裡に 走る という ことの 如く、 宇治山 田の 米 友が 

外へ 飛び出す と、 外の 闇が 早く もこの 小男 を 呑んで、 

行方の ほど は 全く わから なくなりました。 

あいにくに もこの 際、 この 男に 向って は、 セント- 

エル モス. ファイア ー というよ うな もの も 飛びつ かず、 

ファイア ー の 方で も、 うつかり 飛びつ かない 方が 無事 


だと 思った ものでしょう、 絶えて 異象 を 現わす こと は 

なかった のです から、 この 黒漆 崑 器が、 何も 目的 あつ 

て、 いずれに 向って 飛び出し たの だか、 一向 わかり ま 

せんでした。 

お雪 ちゃんの 部屋まで 抓み 飛ばされた 道 庵の こと は 

暫く 問わず、 この 闇が ようやく 消え去って、 東方が 白 

み 渡った 時分に なっても、 竜 之 助 も 帰らず、 来 友 も 立 

戻って 来なかった こと は 事実であります。 夜が 全く 明 

け 放れました けれど、 ついに 二人 はこの 館へ は 戻つ 

て 来ませんでした。 

しかし、 朝の 相当の 時間に なると、 意外に もお 雪ち や 


んが 起きて、 窓の 下の 流しで しずかに 水仕事 をして い 

るの を 見ました。 平常より は 蒼い 面 をして、 全く 病み 

上りの 色でした けれど、 それでも 立って 流し もとで 静 

かに 水仕事 をして いる。 それだけの 元気が ある ことに 

よって、 あの 時の 危急 はけろ りと してし まっている こ 

とも わかり、 それが 来 友の 介抱の 力 も あり、 道 庵の 医 

術の ほど も ありました でしよう けれども、 本来が 何 か 

突発的の 急性の もので、 事態の 恐ろしかった ほど、 本 

質の 危険な ものでなかった ことが わかる とすれば、 と 

にかく 一  安心と いう ものです。 

道 庵 は —— と 見れば、 一 方の 枕屏風の 中 —— つまり 


昨夜、 遊 魂が そこから ぬけ 出した 後の 寝床に もぐり 込 

んで、 すやすやと 寝息 を 揚げて おりました。 事実上 こ 

れ では 逆で、 米 友が いない 限り、 病人 を 寝かせて 置い 

て、 道 庵が 看護 を 兼ね、 仕儀に よって は 流し元まで も 

立 廻らなければ ならない 状態が 逆で、 病人 を 働かせて、 

自分が すやすやと 寝息 を 揚げる という こと は、 あま リ 

のこと なのです が、 また、 取りよう によれば、 こうし 

て 病人が ともかくも 働け るよう になり、 お医者さんが 

すやすやと 寝られる ようにな つたれば こそ、 もう 占め 

たもの なので、 これが また 逆に 戻って、 道 庵が 水瓶 を 

ひっくり返したり、 鉄瓶 を 蹴飛ばさなければ ならない 


ようになって は、 おしまいです。 

自在に 鍋 を かけて、 何 か 朝の 仕度 をしながら、 お雪 

ちゃん はや つれた 面に 乱れた 髪 を 少し かき 上げて、 

ひばし 

火箸で 暫く 火い じりしながら、 物 を 考え込んで おり ま 

した。 そこへ、 

「お早う ございます」 

と 表から おとのう たの は、 意外の ようで 意外で はない 

人でした。 

「これ は不 破の 関守さん」 

「昨晚 は 失礼 をいた しました」 

「どうもお かまい 申しませんで」 


「友さん は —— 」 

「ちょっと 今、 出かけました のです が、 もう 戻りそう 

な ものです」 

「お雪ち やん、 あなた、 少しお 面の 色が 悪い ようです 

な」 

「昨晩、 ちょっとね …… 」 

「どうか 致しました か」 

「ちょっと 加減が 悪かった ものです から」 

「それ はいけ ません、 お 薬が ございま すか」 

「はい、 お 薬 も ございます、 幸い …… 」 

と 言って お雪ち やん は、 お 薬の 次に、 幸いお 医者さん 


も  と 言おうと して、 急に さし 控えて、 

なお 

「おかげさまで、 もうす つかり 癒り ましたから、 御 安 

心 下さ いまし」 

「それ は 何よりで ございます」 

不 破の 関守 氏 は、 そろそろと 炉辺へ 近寄って 来て、 

きせる  か 

腰 を かけ、 煙管 を 接き 出しながら 心安げ に 話 をし まし 

た —— 

「昨晚 は、 それでも まあ 無事で よろしう ございました 

な」 

こちら は、 あんまり 無事で もなかつ たのです が、 関 

守 氏の 言う こと を あげつら うの も、 と 思 つ てお 雪ち や 


んは、 

「はい、 おかげさまで …… 」 

「実は、 ここまで 押 寄せて 来 はしまい かと、 拙者 は そ 

やす 

れを 心配した もので ございます からな、 口 クロ ク 寝み 

ませんで した。 それでも 幸いに 春 照の 高番 あたりで、 

ちょっとした ボャ があった だけで、 無事に 済んだ のが 

何よりで ございました」 

関守 氏の、 無事で よかった、 無事で よかった という 

ことが、 お雪 ちゃんに はよ く 受取れ ない のです。 昨晩、 

長 浜 方面から 帰りが けだと 言って 立 寄った 時に、 関守 

氏が 何 か 言った よう だけれ ど、 いろいろに 気の 散って 


いるお 雪 ちゃんに は、 それが 思い出されないで いると • 

関守 氏 は 続けて、 

けんのん 

「しかし、 まだ 今晩が 剣呑で ござんす からな、 友 造 君 

によく そのこと を 話して 置いて、 相 成るべく は 早く 戸 

を 締めて、 そうして 燈火も 外へ 漏れない ようにす る こ 

とですな」 

さまで 念 を 入れての 警戒が、 お雪 ちゃんに よく 呑 込 

めないで いたが、 ようよう それと 感づいた か、 

「関守さん、 もう 大丈夫で ございま すよ、 友さん の 親 

切で、 子供 を 連れて行って しまつ たんです もの、 そう 

しっこく 仕返しに なん ぞ来 はしない とわたし は 思い ま 


すわ」 

「何の ことです、 お雪ち やん」 

「関守さん、 あなた 何の こと を おっしゃって いらつ 

しゃる のです か」 

「何の ことじゃありません、 昨晚 もちよつ とお 話しし 

いっき 

たじゃありません か、 湖岸 一帯の あの 一揆 暴動のお そ 

れ なんです よ」 

「まあ、 そのこと で ございまし たか、 わたし はまた、 

あの 鷲の 子の ことかと 思いました」 

とリ けもの  さ た 

「いや、 そんなん じゃあり ません、 鳥獣の 沙汰 じ やな 

いので ごわす、 人類が 食う か 食わぬ かの 問題でして… 


;」 

そこで、 お雪 ちゃんに も、 関守 氏が 関心 を 置く こと 

の 仔細が よく 呑 込めました。 

四十 九 

「まあ、 お聞きなさい、 お雪ち やん、 こういう わけな 

ん です、 事の 起り と、 それから 騒動の 及ぼす ところの 

影響 は …… 」 

と 前置きして、 関守 氏が こんな こと を 語り 聞かせ まし 

た、 


「今度の 検地 は、 江戸の 御 老中から 差 廻し の 勘定 役の 

出張と いう ことです から、 犬が かりな ものなん です、 

京都の 町奉行 からお 達しが あって —— すべての 村々 に 

於て、 この 際 如何よう な 願いの 筋が あろうと も 聞き 届 

まか 

ける こと 罷り成らぬ、 というお 達しが あって、 村々 か 

ら そのお 請 書 を 出させて 置いての 勘定 役 御 出張な ので 

す。 そこで 老中 派遣の 勘定 役が、 両 代官 を 従えて 出張 

してまい りまして な、 郡 村に 亘 つて 検地 丈 量の 尺 を 入 

れ たので ござる が、 もとよりお 上の なさる こと だから 

人民 共に 於て 否やの あろう はず はない ので ござる が、 

そのお 上の なさる というの が、 必ずしも 一から 十まで 


公平無私との みは 申されません でな」 

関守 氏 は 煙管 を 炉辺で ハタ ハタと はたいて、 吸殻 を 

転がし 落してから、 吸口 をス バス バと つけて みて、 

「つまるところ、 わいろ なんです ね。 当節 は 到る とこ 

ろ、 それなん だからい けません な あ、 わいろで もって 

すっかり 手心が 変 るんで すから いけません、 いったい 

役人が わいろ を 取って、 公平 を 失する という ことほ ど 

政治 上い けない ことはありません ね。 百姓 共 は 圧制に 

慣れて いるから 一時 は 泣寝入りの ような ものの、 いつ 

かそれ が 溢れる と 恐ろしい ことになります。 今度の 騒 

ぎ も、 そもそも その 江戸 御 老中 派遣の 勘定 方が、 わい 


ろに よって 検地に 甚 しい 手心 を 試みた、 それが 勃発 

の もとなん で、 早い話が …… 」 

関守 氏が 元来、 話 好きな のに、 お雪 ちゃんと いう 子 

が 聞き上手と でも 言おう か、 相当に 理解が ある 上に、 

知識 慾 も 盛んで、 あれから ホンの 僅かの 間の 交際で は 

ある けれども、 関守 氏 は、 お雪ち やん を 話 相手と する 

ことが 好きな ので、 暇 を 見て は 話しに 来る こと を 楽し 

みに している ような あんばいで、 お雪ち やん もまた、 

この 人が 話 好きで あるの みならず、 よく 物事の 情理 を 

心得て いる こと を 知ってい るから、 悪く はもて なさな 

いので、 つい 話 も はずんで 行く のでした。 そうして、 


その 話す ところ を かいつまんで みると、 次の ような こ 

とになる のです  

江戸 老中 派遣の わいろ を 取る 役人が 来て、 思う存分 

けん ざお  はなはだ 

に 間 竿 を 入れる。 その くらいだ から 寛厳の 手心が 甚 

しく、 彦根、 尾 張、 仙 台 等の 雄 藩の 領地 は 避けて 竿 を 

入れず、 小 藩の 領地になる というと 見くびって、 烈し 

い 竿 入れ をした もの だから 領民が 恨む こと、 恨む こと。 

そこで、 これ はた まらぬ と 庄屋 連が 寄 合って、 竿 入れ 

中止の 運動 を 試みよう としたが、 そこ はわい ろ 役人に 

抜け目が なく、 あらかじめ 一切の 訴願 まかりならぬと 

いう 請 書 を 取って ある。 しかし 領民た ちに なって みる 


と、 死活の 瀬戸際 だから 黙止して はいられない。 その 

みずかさ 

鬱憤が 積り つもる と、 大雨で 水嵩が 増して 行く ように、 

緩慢 に似てよ うやく 強大で ある。 どこの 村から どう 

起った という こと は 今 わからない けれど、 近 江の 四周 

の 山水が 湖水へ 向いて 集まる ように、 湖岸 一帯の 人民 

の 不平が、 ある 地点へ 向って 流れ 落ち、 溢れて 来る。 

た と えば、 野洲 郡と 甲賀郡 の 嘆願 組が 合流して 水口に 

廻ろうと すると、 栗 田 郡の 庄屋が 戸田村へ 出揃って 来 

る。 勘定 役人が 甲の 川沿いから 乙の 川沿いに 行こうと 

すると、 丙の 郡の 農民が 結束して 集まる もの 数千 人、 

ことに 甲賀郡 西部 方面から 押し出した 農民 は、 水口 藩 


警 固の 間 を それて 権 田 川原に 屯し、 同勢み るみる 加 

わって 一万 以上に 達し、 破竹の 勢いで 東海道 を 西 上し 

石 部の 駅に 達した が、 膳 所 藩の 警固隊 を 突破し 三 上 村 

に 殺到、 ここで 他の 諸 郡の 勢いと 合し、 無慮 二 万人に 

及んで 三 上 藩に 押し寄せる という 勢力に なった。 

幕府の 勘定 方の 役人 は、 そのと き 三 上 藩に いたが、 

すす 

藩の 役人が 怖れて 急ぎ 避難 をな さるよう にと 勧めた が、 

剛情な 幕府 勘定 方 役人 は それ を 聞き入れない。 ついに 

群衆 は 陣屋へ 殺到して、 勘定 方 役 向 を 取 囲んで 口々 に 

いのち 

歎願 を 叫んで いる。 幕府 勘定 方 役人の 生命 も 刻々 危急 

に 瀕して いる  


というよ うな 情状 を、 関守 氏が 自分で 集めて 来たの 

と、 風聞に 聞いた のと を 差 加えて、 お雪 ちゃんに 説明 

して 話の 興がよう やく 酣 わになる ところへ、 そろり 

そろり と 音が して、 その 場へ ぬつ と 道 庵 先生が 寝ぼけ 

まなこ 

眼 で 現われて 来ました。 

あっけ 

それ を 見る と 関守 氏 も、 一 時 は 呆気に とられました 

が、 お雪ち やん も、 少しき まりが 悪い 思い をしながら、 

「あの、 関守さん、 この 先生 は、 米 友さん の 御主人で 

ございまして、 お 江戸から 上方への 御旅 中な のです が、 

昨晩、 来 友さん がお 連れ 申しました」 

「は、 さようで ござる か、 それ は それ は- 


「わつ しあ、 道 庵で げす、 なにぶん よろしく」 

道 庵 先生が、 すっかり すまして、 まだ 面 も 洗わない 

のに 炉辺へ 納まり 込んで しまいました。 

ここで、 関守 氏と 道 庵 先生に 話 を させたら、 また 

ひとい ち 

一 巿 栄える だろうと 思われた が、 そこ はおた がいに ま 

せいめん 

だ 生面の ことで はあり、 さすが 話 好きの 関守 氏 も、 こ 

れを 機会に 御輿 を 上げて 立 帰る ことになると、 お雪 

ちゃんが、 

「では、 関守さん、 またお ひま を 見て いらつ して 下さ 

いまし」 

とお 雪ち やん は、 余情 を 残した だけで、 強いて 関守 氏 


を 引きと めようと はしませんでした。 

「では、 さようなら」 

関守 氏 は 入って 来た トンボ 口の 方から 出て 行った が、 

暫くして 南 表 広 庭の 方へ 廻った と 見えて、 そこで 誰 を 

相手に ともなく、 こんな こと を 言い出し たのが よく 聞 

えました、 

「弁 信さん にも 困った もので ねえ、 この 騒ぎの 中 を 出 

ちくぶ じ ま 

かけ ましたよ、 竹 生 島へ 御 参詣 だなん て 言い ましてね、 

長 浜から 船に 乗る つて 言って ましたが、 なにしろ 時機 

が 悪 いから、 もう 少し 動静 を 見定め てからに しちや あ 

どう だね、 と 忠告して みたが 聞きません ね、 な あ ー に、 


わたくしなん ぞは 不具者の 一 徳と 致しまして、 上役 人 

様 も、 お 百姓 方 も、 どなた 様 もお 目 こぼし をして 下さ 

いますから 御 方便な もので ございます、 竹 生 島の 弁 財 

天へ はかね ての 誓願で ございまして、 数えて みます る 

とちょう ど 月 まわり もよ ろしう ございま すから、 これ 

から 出かけて まいります —— と 例の 調子で、 留める の 

も 聞かずに 出て 行きました ぜ。 なるほど、 あれで 琵琶 

を 本業と してい ますと、 弁財天 は 親 神様の ような もの 

ですから、 あの 坊さんと して 行きた いのは 当然で しょ 

う。 弱々 しいくせ に 剛情な ものです。 怪我がなければ 

いいと 思って おります がね」 


関守 氏が 誰に 向って か、 こんな こと を 言う の を、 庭 

と 障子 を 隔てて お雪 ちゃんが 手に 取る ように 聞き まし 

た。 

最初 は 自分に 向って 呼びかけた のかと 思い ましたが、 

そうで もない ようです から、 わざと 返答 を 控えて いる 

うちに、 これ だけの こと を 言い捨てて しまい ますと、 

ほんや かた 

関守 氏 は そのまま、 すたすたと 本館の 方へ 行って し 

ま つ たようです。 

では 弁 信さん、 かねて 竹 生 島へ 行きたい 行きたい と 

言って いたが、 我慢し きれずに 今朝で かけて しまった 

と 見える。 湖水 巡り をす る 時 は 一 緒に しましょう、 と 


約束 をして 置きながら、 ひとり 出しぬ いてし まう の は 

ひどい。 それ は、 弁 信さん はた だの 遊覧と 違って、 竹 

生 島の 弁天 様へ 琵琶の 方で 特別の 心願が あるので すか 

ら、 一緒に はならない かもしれ ない が、 行くなら 行く 

ように、 わたくしに 一応 挨拶 をして 下さっても よかり 

そうな もの を、 ひとりで 行って しまう の はヒド い、 と 

お雪ち やん は、 心の中で 少し 弁 信 を 恨みました。 

それだけ ではない、 昨晩 出て 行った 人が 一人 も 帰つ 

て いないで はない か —— 宵のう ちの こと はこ こに 思い 

出すまい、 あの 親切な 来 友さん がいない、 もう 帰って 

来そう な もの だ、 とお 雪ち やん は それ を 心配しながら、 


「先生、 どうぞお 手水 をお 使い 下さい ませ」 

鉄瓶の 湯 をう つして、 道 庵 先生の ために 洗面の 用意 

をしょう とすると、 

「まあ、 いいよ、 病人 は 病人の ようにして いなさい、 

愚老 なん ぞは、 一 切 万事、 人任せで げす」 

と 言って、 お雪 ちゃんが かよわい 手で 下ろそう とした 

鉄瓶 を、 道 庵が 自分の 手で 取扱おう として、 

「あ、 ッ、 ッ、 ッ」 

と 言いました。 たいした ことで はない のです。 鉄瓶の 

つるが 少し 焼け 過ぎて いるの を、 薬缶の 方 は 扱いつ け 

ている けれども、 鉄瓶の 方 は、 あまり 扱いつ けて いな 


かった ものです から、 少々 熱い 思い をした だけで、 ま 

た 神妙に 取り直し、 それ を 流し元へ 持って行って 道 庵 

が 手ず から 洗面に とりかかりました。 

五十 

その 翌日、 長 浜の 町 は 水 を 打った ように 静かで あり 

ました。 

その 前の 日 あたりの 人民の 動揺の 低気圧 は 消散して 

しまった か、 そうでなければ あの まま 凍りつ いてし 

力 カリ  た 

まった ようです。 昨晩、 篝を 焚いた に は 相違ない の 


です が、 今朝に なって 見る と、 それが 滞りな く 炭の 屑 

に 化して しまって いただけの もので、 その 篝 火の 下で、 

なんら 異状の ものの 出没が 照し 出された 形跡 はあり ま 

せんでした。 

少し 今朝、 調子が 変った 点が ありと いえば、 それ は、 

いつも 早起きの 町民が、 少々 眼の 醒め 方が 遅い かと も 

思われる くらいで したが、 その 時分、 ひょっこりと 八 

幡 町の 町の 辻へ 姿 を 現わした の は、 弁 信 法師に 相違 あ 

りません。 

「ええ 少々、 物 を 承りとう ございま すが、 りんこの 渡 

し 場まで 参ります に は、 どちらへ 参りましたら よろし 


うご ざいましょう か、 これ を 真直ぐ に 参りまして さし 

つかえ ございますまい か、 或いは 右に 致した 方が 順路 

で ございま しょうか、 それとも 左  」 

こう 言って、 杖 を 町の 辻の 真中に 立て ましたが、 誰 

も 答える ものはありません。 

それ は 前い う 通り、 時刻と して はそんな に 早 過ぎる 

という わけで はない のです が、 町民が 今朝に 限って 眼 

のさめ る ことが 遅い のです から、 自然、 戸 を 開く こと 

も 遅れて、 折から 通り合わせる 人 もなければ、 店の 中 

で 認めて 挨拶 をして くれる 人 もない という 状態な ので 

す。 


「まだ、 どなた もお 目 ざめ になり ませぬな、 今朝 は 別 

して 皆様お 静かで いらっしゃ いますな、 では、 とも か 

くわた くし はこの 通 を 真直ぐ にまい つ てみ る ことにい 

たしましょう、 そう 致します ると、 いずれ は 湖の 岸 ま 

では 出られる ように 思われて なりません、 りんこの 渡 

しと 申します の も、 つまり、 その 湖の 岸の いずれ かに 

ある ものに 相違 ございま せんから、 何 はしかれ、 湖岸 

へ 向って 進んで みまして、 それから のこと といた しま 

しょう」 

誰も 挨拶 を 返す ものが なくと も、 この 小坊主 は、 蝶へ 

る ことに かけて は 相手 を 嫌わない のであります。 です 


けしき 

から、 一 向 ひるむ 気色 もな く、 そのまま 右の 辻から 杖 

を、 つつ そ、 つと すると、 

「待て I 」 

と 言って、 一人の 足軽が 棒 を もって 物 蔭から 立 現われ 

ました。 

「はい」 

「坊主、 貴様 は どこへ 行く の だ」 

「はいはい、 わたくし は 竹 生 島へ 参詣 をいた したいと 

心得て 出て まい つた もので ございます、 最初の 出立 を 

あ わ 

申し上げます ると、 日蓮 上人が 東夷 東条 安房の 国と 

おっしゃ いました、 その 安房の 国の 清澄のお 山から 出 


てまい りまして、 その後 追々 と 国々 を 経め ぐって よう 

やく この 近 江の 国の 胆吹 山の 麓まで 旅 を 重ねて 参り ま 

した もので ございま すが、 ごらんの 通り、 旅路の かせ 

ぎと 致しまして、 平家 琵琶の 真似事 を、 ホンの 少しば 

かりつ とめます もの 故に、 この 近 江の 国の 竹 生 島 は 浅 

うえん 

からぬ 有 縁の 地な ので ございます …… 」 

「これこれ、 そうの べつに ひとりで 喋り まくって はい 

かん —— 貴様、 見る ところ 目が 見えない の だな」 

「はい、 ごらんの 通りで ございます、 まことに 前世の 

宿業が 拙う ございまして、 人間の 心の 窓が 塞がれて 

しまいました、 浅ましい 身の上で ございます。 そ も そ 


も わたくしが このような 運命に 立 至りました 最初の… 

;」 

「これこれ、 まだ 貴様の 身 性 を 調べた わけで はない の 

だ —— 連れ は あるの か、 ない のか」 

「はい、 連れと 申します るの は 一人 も ございません。 

一 緒に 連れて行っても らいたい と 申した もの は ござい 

ひと 

ましたが、 思案 をいた してみ まする と、 独り 生れ、 独 

り 死に、 独り 去り、 独り 来る というの が、 本来 出家の 

道で ございまして、 まして この 通り 不具の 身で はあり 

おもんぱか 

ますし、 われひと 共に 迷惑の ほど を 慮 りました 事 

ゆえに、 わたくし は 誰に も 挨拶な しに、 こっそりと 抜 


け 出して 参りました。 あの 竹 生 島へ 渡ります に は、 大 

津 から 十八 里、 彦 根から 六 里、 この 長 浜から は 三 里と 

承りました、 このい ちばん 近い 長 浜の 地から 出立 させ 

ていた だく こと も、 本望の 一 つなので ございます …… 

そもそも 私が このたび、 近 江の 国の 土 を 踏みまして、 

琵琶の 湖水 を 竹 生 島へ 渡ろうと 思い立ちました 念願と 

申します る は  」 

「いいから 行け！ 行け！」 

足軽 は ついに 匙で はなく 棒 を 投げて しまいました。 

つべこべ とよく 喋る 坊主で、 黙って 聞いて いれば 際限 

とが 

がな かりそう だし、 そうかといって、 咎め立て をして 


拘留 処分 を 食わす に は 余りに 痛々 しい ものが ある。 そ 

れに また、 江 州 長 浜と いう 土地 は、 昔 は錚々 たる 城下 

の 地で あつたが、 近代 は 純然たる 商工 都市に なって い 

る。 そうして 同時に 信仰の 勢力が なかなか 侮り 難い 

ものが ある。 うつかり 坊主 を 侮辱して、 現世 罰の 祟り 

を 受けても つまらな いと 感じた のか、 そのこと はわ か 

らな いが、 足軽が とうとう 棒 を 投げ出して、 弁 信の 無 

事 通過 を 許さざる を 得 なくなりました。 

五十 一 


しかし、 どこ を どうして 来た か、 そのうちに 弁 信 は 

湖岸の 一 部へ 出る に は 出ました。 

そのたず ねて いたと ころの、 りんこの 渡しと いうの 

が、 果してい ずれのと ころに あって、 その 乗合船の 出 

発の 時間が いつで あるかと いう ことの 観念 はない らし 

いが、 とにかく 船 着 だから、 水に 近いと ころに あると 

いう 判断に は 間違いな く、 されば とりあえず 湖の 岸へ 

出る ことによって、 目的地に 当らず とも 遠から ぬ 地点 

に 達して いると 信じて はいるら しい。 そうして 湖岸 を 

ひようたん 

めくら 探しに ぐるぐ る 廻って いるう ちに、 纖簞 のく 

びれ たような 地点 をと つて、 岬と 覚 しい 方面へ ずん ず 


ん 進んで 行った ので ありまし たが、 さすがの 弁 信 もこ 

こで は少々 勘違い を 演じた と 見え、 岬の 突端の 方 を 当 

てに して 進んで 行く ほど 物淋しく なって、 草深くな つ 

て、 そうして 木立 さえ 物々 しくなる ので ありました。 

通常、 山へ 向って は 奥深く、 水へ 向って は 殷賑 を 予想 

される のであります が、 今 は それが 裏切られて 行く よ 

うな 筋道に も、 弁 信 はさの み 失望し なかった と 見えて、 

その 草叢の 中 を 進み 進んで 行きます うちに、 ある 巨大 

なる 切 石が 置 捨てられて あると ころで 足 を 止めました。 

「モシ —— 」 

と、 そこで また 突然と、 物に 向って 呼びかけ たのです 


が、 無論、 誰も いないの です。 見渡す 限り、 この 荒 園 

のように なって いる 木立の 間から、 湖面が 渺 として 

展開され ている の を 見る に は 見る が、 その あたり は 全 

く 人気の ない 荒涼たる 湖岸の 地と な つてい ると ころで、 

弁 信が 足 をと どめて 聞き耳 を 立てて 後、 「モシ —— 」 と 

言った の は、 前例に よって 見る と、 何ぞ 相当に 人 臭い 

もの を かんづいた 故に こそでしょう。 しかし、 手答え 

はありませんでした。 

「 モ シ —— 少 々 物 を 承りた いので) J ざ いますが」 

めあき  はず 

明 眼の 人の 眼 は 外れても、 弁 信の 勘の 外れた 例の な 

いの を 例と する ことによって、 こうして 弁 信から、 「物 


を 承りたい」 と 呼び かけられた 当面に は、 何 か 相当の 

ものが 存在して いなければ ならない はずな のです。 

果して、 有りました。 有って みると、 かくべつ 珍し 

いもので はありませんでした。 

それ は、 今 も 言った 弁 信が、 杖 を 立てて 踏み止まつ 

たと ころから、 ある 僅少の 距離 を 隔てて、 荒 草の 間に 

ばんきょ 

蟠踞して いたと ころの 巨大なる 切 石の はざまに うずく 

まって、 丸くなって 寝て いたと ころの 一 つの 動物が 

あつたので すが、 それ はちょう ど、 弁 信の 立って いる 

あたりの 地点の 背面から は 見えない のみならず、 前へ 

廻って 見たところで、 丈な す 荒 草と、 切 石と いうより 


も 巌と巌 との 間と 言った 方が ふさわしい ほどの、 岩角 

の はざまに はさまって 眠って いるので すから、 わざ わ 

ざ 探さない 限り 認められよう はずが ありません。 且つ 

また この 動物 は、 この 絶対の 避難 地と も 安全地帯 とも 

あなぐら  むさぼ 

言える 穴蔵の 中で、 いと も 快き 眠り を 貪 つてい る も 

のです から、 寝息 とても 非常に 穏 かなもので、 昼寝の 

熟睡に 落ちて いるので すが、 弁 信の 第六感に 逢って は 

かないませんでした。 

「モシ —— お 仕事中 をお さまたげして 相す みません が、 

少々 物 を 承りたい ので ございま すが」 

二度まで 繰返して、 それから、 とんと 一 つ 杖 をつ き 


返して みました。 その 杖の 音に はじめて こちらの 動物 

が 夢 を 驚かされた のでしょう、 むつく り はね 起きて、 

「なに、 なに、 何 だって、 誰か 何 か 言った のかい」 

動物が、 むつく りと 巌 角の 間から 身 を 起して、 こう 

言って、 キヨ トキ ョトと 眼 を 見廻した ことによって、 

単なる 動物で ない ことが わかりました。 

巌 とはいう けれども、 本来、 ここに こういう 岩石が 

構成され ている という 地質のと ころで はない のです か 

ら、 何 かその 昔の、 相当 宏大なる 建築の 名残りで なけ 

れ ばなら ない ところの 巌と巌 との 間に はさまって、 快 

眠 を 貪って いると ころ だけ を 見れば、 誰に も 動物！ 


むじな とか、 狸と か、 或いは 穴熊と か 言って みたくな 

るで しょうが、 こうして むつく リ はね 起きて、 その 瞬 

間、 歯切れの 悪くない タン 力 を 飛ばした ところ を 見れ 

ば、 もちろん これ も 動物の 一種に は 相違ない が、 その 

あき 

意外なる 存在に 少々 驚き 呆れし める。 一 方の 小 法師 は 

その 図 を 外さずに、 

「あの —— 少々 物 を 承りたい ので ございま すが、 この 

辺に りんこの 渡しと いうの がご ざいましょう か。 わた 

くし は、 その 渡しから 竹 生 島へ 参詣 を 致したい と 思つ 

て 参 つ たもの なんで ござ いますが …… 」 

「なに、 何 だ、 りんこの 渡し、 その 渡しから お前 は 竹 


生 島へ 渡りて えんだ つて、 待ちな、 待ちな」 

と 言って、 眼 を こすって 右の 動物が すっくと 岩角の 間 

を 分けて、 荒 草の 中から 立 現われた ところ を 見る と、 

な あんの こと だ、 これ ぞ、 あんまり 知らない 面で もな 

い 宇治山 田の 来 友で ありました。 

だが、 弁 信 はま だ 米 友 を 知らない、 米 友 もま だ 正当 

に は 弁 信に 引合 わされて いないと 見て よろしい。 そこ 

で、 暫く は 生面 未熟の 間の 人と 人と して、 荒 草 を 間に 

して 当面に 相 立った のです。 

「おいら も、 本当のと ころ は、 この 土地の人 間 じゃあ 

ねえんだ から、 よく 地の 理を 知らね えんだ、 だが、 こ 


の 土地 は、 江 州の 長 浜と い つて 湊 になって るんだ から、 

船つ きも、 船の 出 どころ も、 いくら も あるよ、 どこが 

りんこの 渡して えんだか、 おいら は 知らね えが、 竹 生 

島と いうの は 眼と 鼻の 先なん だ、 頼んで みたらい くら 

も 船 は 出る だろう」 

「そうお つ しゃる あなた は、 もしゃ 米 友さん では ござ 

いません か」 

「え、 え、 おいら を 来 友と 知って るお 前 は 誰 だい」 

「わたし は 弁 信で ござ います」 

「弁 信？」 

「はい、 来 友さん、 あなたのお 名前 は、 お 銀 様から も、 


お雪 ちゃんから も、 絶えず 聞いて おりました、 わたく 

し は、 やはり あの 胆吹 山の 京 北 御殿に 厄介に なって い 

る 弁 信で ございま すよ」 

「はは あ、 そうか、 お前が あの 弁 信さん か」 

と、 来 友 も 合点が ゆきました。 

そうして、 ここで 心 置きな く、 荒 草 をず しずし と 踏 

みし だいて、 弁 信 を まともに 見るべく 進んで 行き まし 

たが、 むしろ、 こんなと ころに、 こうして 来 友が 休息 

をして いたと いう 現象に よって 見る と、 今暁、 ああし 

て 道 庵 先生 をお 雪 ちゃんの 寝室に 抛り 込んで 置いて、 

闇の 中へ 身 を 陥没して からの 後の 動静と いう ものが、 


おぼろ 

朧げ ながら 連絡 を とれる。 すなわち あれから とも か 

くも、 この 長 浜の 地まで 一気に 山腹 を 走り 下った もの 

と 見なければ なりますまい。 

そうして 何 を か 目 ざし、 何 を か当リ をつ けようと し 

たが、 その 効果の ほど はわから ない が、 ともかくも、 

この 安全地帯まで 来て、 しばし の 快眠 を 貪り、 やがて 

また、 相当の 進出 を 試みよう という 休養 時代であった 

ことが よく わかります。 その 休養 期間 を 思い も かけず 

弁 信と いう ものが 来て 驚かして しまった という 径路 も 

よく わかります。 

かくて、 来 友と 弁 信と は、 近 江の 湖畔の この 地点で 


当面 相対して、 水入らずの 会話 をし なければ ならない 

ように 引合 わされました。 

二人 はついに、 この 巌 蔭の 日向の よい 地点 を 選んで、 

そこ を 会話の 道場と しました が、 この 巨大なる 切 石で 

あって、 同時に 巌 石と 巌 石の 形 を 成して いる 石 質の 由 

来 を 弁 信が 勘で 言い当てました。 多分 これ は、 太閤 秀 

吉が長 浜の 城主であった 時代の 遺物、 その 秀吉の 城郭 

の 一 部 をな した 名残りの 廃墟の 一 つでありましょう。 

そうでなければ、 この辺に 斯様な 大 岩石が ある はず は 

ない というよ うな こと を、 弁 信が うわごと のように 言 

いました。 


五十二 

女 興行師のお 角 親方 は、 一 つに は 胆吹山 入り をした 

道 庵 先生 を 待合 わせる 間、 一 つに は 三 井寺 参詣と 八景 

遊覧の ために、 大津へ 先着 をして 参りました。 

そうして、 三 井寺へ も 参詣 をす ませ、 法界 坊の鏡 供 

養 も 見て、 今日は 舟 を 一 ぱい 買いき つて、 これから 瀬 

田、 石山 方面の 名所め ぐり をしょう という 出鼻で あり 

ます。 

お 角さん のこと だから、 日頃 あんまり ケ チケチ する 


の は 嫌いなん だが、 ことに 旅へ 出て こういう 素晴 しい 

名所に 出くわした 上に、 いよいよ 京大 阪も 目と 鼻の 間 

という ことにな つてみ ると、 心が なんとなく はずんで ■ 

いでたちが けばけば しくなる の は、 勢い やむ を 得ない 

ことであります。 

まんまく 

見れば、 お 角さん の 買い切った 一 ぱいの 舟に は 幔幕 

もうせん 

が 張り 立てられ、 毛氈が しかれて、 そこへ ゾロゾ 口と 

芸子、 舞子、 たいこ 末社 様な ものが 繰 込んで 来る ので 

す。 

そうして、 舟 宿が ペコ ペコと 頭 を 下げる 中 を、 おと 

おおよ-つ 

もの 若い者 二人 を 具して、 お 角さん が 大様に 乗 込んで 


来ました。 

そうすると、 げぃ子 や 舞子、 たいこ 末社 連が よく 聞 

きとれ ない 言葉で、 ぺ チヤ クチャと お 追従 を 言つ て 

取 巻いて、 下へ も 置かず お 角さん を 舟の 正座に 安置す 

る。 

左右へ、 若い 衆ゃ庄 公が 着いて、 舞子 や、 たいこ 末 

社が 居 流れる。 

そして また 舟の 中へ、 酒よ、 肴よ、 会席よ、 といつ 

たもの が 持 運ばれて、 出 舟までの 準備 さえ 相当の 手間 

が 取れる のです。 

お 角さん の 気象が おのずから はずんで、 京大 阪 への 


手前、 多少 とも江 戸 ツ子 は 江戸 ツ子ら しく 振舞って み 

せなければ、 後の 外聞に もなる といった ような、 お 角 

さん 相当の 負けない 気で、 この 際、 自分が 江戸 ツ子 を 

代表して でもい るよう な 気位になる の も 是非がないで 

しょう。 そこで この 八景 めぐりが 自然にお 大尽 風 を 吹 

かせる ような 景気に なって、 そこ は、 相当の 要所要所 

へ 金 をき れいに 使う こと は 心得て いる。 舞子 や、 たい 

こ 末社まで 取 巻に 連れ込ん だの は、 これ は 何 か 偶然の 

た つび き 

達 引か、 そうでなければ、 転んでも 只 は 起きない 例の 

筆法で、 この 一座 のげ い 子、 舞子、 たいこ 末社 連のう 

ちに、 将来 利用の ききそう な 玉が あると 見込んで いる 


ことか も 知れません。 

とにかくこう してお 角さん の 八景 巡り は、 仰山ない 

でた ちで ありました。 道 を 通る 人 も、 乗る 舟 を 見かけ 

て 集まる ほどの 人 も、 みんな この 華々 しい 景気に 打た 

れて、 眼 を 奪われな いもの は 無い のです。 そうして ど 

このお 大尽の 物見遊山 かと、 その 主に 眼 をつ ける と、 

案外に も 関東 風の 女親 分と いったよ うな 伝法が、 しき 

りに 舟の 中で 指図 をしたり、 叱り飛ばしたり、 おだて 

たりして いるもの ですから、 舞子、 芸子、 たいこ 末社 

の 華 々しさより は、 この 女親 分の 威勢の ほどに 気 を 取 

られ、 目 を 奪われない ものはありません。 


こうして、 お 角さん の 八景 遊山 舟が 出立の 用意に 忙 

がしが リ、 岸に 立つ 者、 もやって いる 舟の 注視の 的に 

なって、 その 風流 豪奢の ほど を 羨んだり、 羨まし がら 

れ たりして いると ころへ、 群衆 を 押 分けて、 の そりの 

そりと お 角さん の 舟へ 近づいた 異形の ものが 一 っぁリ 

ました。 

頭 はがつ そうで、 ぼうぼうと している。 身に はやれ 

かみの ぼリ 

衣 を まとい、 背中に 紙 幟 を 一 本 さし、 小さな 形の 釣鐘 

を 一 つ 左手に 持って、 撞木で それ を 叩きながら、 お 角 

さんの 舟 をめ がけて 何 かしきりに 唸り 出しました。 

その 姿 を 見る と、 芝居です る 法界 坊の姿 そのままで 


すから、 あほ だら 経で も 唸り 出した のかと 見れば そう 

でもな く、 謡の 調子 —— 

「秋 も 半ばの 遊山 舟、 八景 巡り もうら やまし、 これ は 

この あたりに 住む 法界 坊と い う やくざ 者に て 候、 さ ざ 

なみ や 志賀の 浦曲の、 花 も、 もみじ も、 月 も、 雪 も、 

隅々 まで 心得て 候、 あわれ 一杯の 般若 湯と、 五十 文が 

ちょう もく  たま 

ほどの 鳥目 をめ ぐみ 賜わり 候 わば、 名所 名蹟、 故事 因 

縁の 来歴まで、 くわしく 案内 を 致そう ずるに て 候、 あ 

われ、 一 杯の 般若 湯と、 五十 文の 鳥目と をた びて 給べ 

候え、 な あむ 十 方 到来の 旦那 様 方 …… 」 

こんな こと を 謡の 文句で 呼びかける もの だから、 ど 


うしても 舟の 連中の 耳障りに ならない わけに は ゆき ま 

せん。 しかし、 誰も 進んで、 出ない とも 出る とも 言わ 

ないで、 舟の 装いに 忙 がしが つて いるもの ですから、 

右の まがいものの 法界 坊 はしつ つ こく、 

「あら おもしろの 八景 や、 まず 三 井寺の 鐘の 声、 石山 

寺の 秋の 月、 瀬 田 唐 崎の 夕 景色、 さて は 花より おぼろ 

なる、 唐 崎 浜の 松 を はじめ、 凡そ 八景の 名所 名所の 隅々 

まで、 案内 はもと より 故事来歴まで も、 一 切 心得て 候、 

あわれ 福徳 円満 諸 願 成就の 旦那衆、 一 杯の 般若 湯と、 

五十 文の 鳥目 をた びて 給べ 候え、 御 案内 を 致そう ずる 

にて I 


それ を 聞いて、 たまり 兼ねた 若い者の 庄 公が、 

「何 だい、 何 だい、 何 をお めえ さん、 そこで ブ ッブッ 

言って るんだ い」 

「あわれ 一 杯の 般若 湯と、 五十 文が 鳥目と をた びて 給 

ベ 候え、 八景の 名所 名所、 洩れな く 御 案内 を 致そう ず 

るに て IK」 

「何 か 七 むずかし いこと を 言って いるが、 何 かい、 酒 

を 一杯 飲ませて くれて、 五十 貰えば 八景の 名所 案内 を 

して くれる とで もい うの かい」 

「さん 候 、 何れもの 旦那衆に さように 勧進 を 申し 上 

げて 御用 をつ とめ まいらせ 候、 今 法界 坊と は、 やつが 


れ のこと に 御座 あり 候」 

「うるせ えな、 親方 —— 」 

と、 お 角の 方を庄 公が 向き 直って、 

「親方、 お聞きな さる 通り、 へんてこな 奴が やって来 

ました、 あの 法界 坊の 出来 損ねえ みたい な 奴が、 一杯 

お 酒 を 御馳走に なって、 五十 貰えば 名所 案内 をして く 

れ るって 言います が、 追 払つ ちまい ましょう か」 

お 角が それ を 聞いて、 

「まあ、 いいから 呼んで おやりよ、 わたし は あんまり 

故事来歴なん ぞ 知らないから、 聞かして もらえば 学問 

になる よ、 こっちへ 呼んで おあげ」 


と 言いました から、 庄公 はまた 今 法界 坊の 方へ 向き 

直って、 

「おい、 法界 坊さん、 じゃあ 案内 をお たのみ 申す こと 

にな るんだ そうだから、 こっちへ お入り」 

「これ は、 恭 けのう 存 ずるに て 候」 

と 言って、 のこのこと 今 法界 坊は 舟の 中へ 入って 来て、 

一 隅に ちょこ なんと 座 を 構えました。 

とも づな 

そうして いるう ちに、 舟 はよう やく 纜 を 解いて 乗 

リ 出す。 天気 も 好い し、 景気 もい いもので すから、 お 

てもと 

角さん もい い 気になって 今 法界 坊を 手許に 差 招き、 

「和尚さん、 さあ、 一 つ あがり。 わたし や、 こちらの 


方へ は 今日 はじめてで、 いっこう 何も 知りません から、 

一 杯 やりながら いろいろ この 土地の 世間話 をして 下さ 

いな。 名所 案内ば かりじゃありません、 何でもい いか 

ら、 この 土地に ありきたりの 話 をして 聞かせて 下さい 

な。 さあ、 遠慮なく おやり。 舞子さん、 あの 和尚さん 

にお 酌 をして あげてち ようだい」 

と 言って、 今 法界 坊 にお 角 はまず 酒と 肴 を 振舞う と、 

法界 坊、 いたく 恐悦して 盃を押 戴き、 一 口し めして、 

肴 をつ まみ、 

「ああら 珍し や 酒 は 伊丹の 上酒、 肴 は 鮒の あま 煮、 こ 

なた なる はぎぎ の 味噌汁、 こなたなる は 瀬 田の しじみ 


汁、 まった、 これなる は 源 五郎 鮒の こっきな ます、 あ 

れ なる は ひがい もろ この 素焼の 二 杯 酢、 これなる は 

こ あゆ  あめ 

小 香魚の せ ごし、 香魚の 飴 だき、 いさざの 豆 煮と 見た 

おんじき 

は ひがめ か、 かく 取 揃えし 山海の 珍味、 百味の 飲食、 

これ をたら ふく 鼻の 下、 くうでんの 建立 に 納め 奉れば、 

まんどころ 

やがて 渋い ところで 政所のお 茶 を 一服いた だき、 お 

す リはリ とうげ 

茶う けに は 甘い ところで 磨 針 峠の あん 餅、 多 賀の糸 

うば もち 

切 餅、 草津 の姥ケ 餅、 これら をば お茶 うけとして よば 

れ候上 は 右と 左の 分け 使い、 もし 食べ過ぎて 腹痛み な 

ど 仕らば、 鳥 井本の 神教丸 …… 」 

しゃべ 

くだらな いこと をのべ つに 喋り 立てながら、 酒 を 


飲み、 肴 を 数えた てる。 お 角さん も それ を 興 ある こと 

に 思い、 それから、 

「さあ、 舞子さん たち、 陽気に 一 つ 踊って 下さい」 

芸子、 舞子が、 やがて 三味線、 太鼓に とりかか ると、 

今 法界 坊が、 

ひとさし 

「さらば 愚僧が 一 差 舞うて ごらんに 供えよう ずるに て 

候 - 

いちいち 謡曲 まがいの せりふで、 がっそう 頭に 鉢巻 

をす ると、 いまにも 浮かれて 踊り 足 を 踏み出 そうとす 

る 気構え、 こい つも 相当に 茶人 だと 一 座 も 興に 入り ま 

ひん， -0 


そうして 舟 は 湖面 を ヒリ 出して、 瀬 田、 石山の 方へ 

と 進み 行く のであります。 

五十 三 

こうして お 角の 遊山 舟が、 さんざめ かして 湖上 遥か 

に 乗り出した 時分に、 あわただし くその 舟 着へ 押し か 

けた 一 団の 者が ありました。 

の ざむ らい 

その 連中 を 見る と、 野 侍の ような もの も あり、 安直 

な 長 脇差 も あれば、 三下の ぶしょく 渡世 も あり —— 

すもう あが  ちまなこ 

相撲 上り も あり、 三 びん も あり、 いずれも 血眼に なつ 


てこ こへ なだれ 込んで、 そうして、 

「どうした、 お 角と いう 阿 魔 は どこへ うせた！」 

「や、 一足 遅かった！ あれ だ、 あの 遊山 舟で 乗り出 

した あれが お 角に 違えね え！」 

「もう 一 足早 かりせば」 

「あんた はん、 どない に 致し やしよう、 相手 はお 尻に 

帆 かけて 逃げ やん した、 どない に 致し やん しょう、 ちゃ 

あ」 

彼等 はとり あえず、 岸に 立って、 遥かに 乗り出して 

ぼく でん 

行く お 角の 遊山 舟 を 見渡しながら、 土 佐の 卜 伝に 置き 

ざり を 食った 剣術 高慢の さむらい のように、 地 団駄を 


踏んで 歯嚙み をす る 事の 体が 尋常ではありません。 

しかし、 どうやら 見た ような 面 ぶれで も ある。 

あ、 なるほど、 

古川の 英次 

下駄つ かけの 時次郎 

しも さわ 

下つ 沢の 勘 公 

雪の下の 条公 

里芋の トン 勝 

さ つ さも さの 房 公 

相撲 取、 松の 風 

よた とん (四 谷つ とんび の 略称) 


安直 兄い 

木口 勘 兵 衛尉源 丁 馬 

どうして この 連中が 今 ここへ、 こんなに までして 血 

眼に なって 艇 けつけ たか、 その 仔細 を 聞いて みると— 

この 連中 は、 恨み 重なる^ 道 庵 を胆吹 山へ 追い込ん 

で、 このたび こそ は 有無の 勝負 を 決せん と、 春 照高番 

てきず 

まで 取りつ めて みたが、 味方に 多少 手 創 を 負うた もの 

が ありと はいえ、 もうこう なって みれば こっちの もの 

II 胆 吹へ 追い込んで、 遠巻きに じりじりと 攻め立て 

れば、 道 庵 も 早 や 袋の 鼠 —— 石 田、 小 西の 運命 明日に 


窮 つたり と、 一 同心 おごりし たために、 その 夜、 春 照 

高番の 宿で、 前祝いの バ クチ を やった のが 運の 尽きで 

ありました。 

そこへ、 不意にお 手入れが あって、 右の 面々 が 

いちもうだじん 

一網打尽に 引上げられ、 厳重な お 取調べ を 受けた 上に、 

人相 書まで 取られたり、 爪印 を 強いられたり、 お 陣屋 

とめおき 

へお 留置 を 食った 上に、 ようやくの ことで 釈放され た 

という 次第で、 これが ために、 道 庵 征伐の 戦略 も 一時 

めちゃめちゃ になって しまいました。 

しかし、 この 不意のお 手入れに は I どうも 指した 

奴が ある。 密告 をした 奴が ある。 味方に 裏切り をした 


奴 か、 そうでなければ、 道 庵 方の 伏勢の ために 乗ぜら 

れ たので はない か、 という 疑心が 増長して みると、 

「そうだ、 道 庵の 相棒に お 角と いう 食えない 奴が いる、 

あいつが 大津の 方へ 向けて 先発して いた！ それ を 忘 

れ ていたの が 我等の 抜かり —— 道 庵の 尻抜け は 怖る る 

に 足らず、 お 角の 腕 は 凄い。 こり や てっきりお 角が 指 

したの だ、 お 角の 方寸で 我々 を その 筋へ 密告した のに 

違え あるめえ —— そうだ、 道 庵 は 袋の 鼠、 お 角 こそ 

大 伴の 黒 主、 あいつが 万事 糸 を ひいて いる」 

そこで、 この 一 まき は、 釈放され る や 否や、 血眼で 

大津 方面へ 飛んで 返り、 お 角の 根拠 をつ いたが、 その 


お 角 は 一 足 先に 遊山 舟で あの 通り、 湖面 遥かに 浮んで 

しまった。 そこで こちら は 岸に 立って 足ず リ —— とい 

う 段取りであった ことがあ とで わかりました。 

しかし、 この 連中、 一度 は 足ず り をして 残念が つた 

とと の 

けれども、 やがて 談合が 調う と、 二 はいの 船 を 買い 

切って 船 装い をす ると 共に、 これに 分乗して、 あわた 

だしく 湖 中へ 向けて 乗り出し たの は、 果してお 角の 船 

を 追い かける つもり か、 或いはな お 身辺の 危険 を 

おもんぱか 

慮 つて 避難す るつ もり か、 その 挙動 だけ を 以てし 

て は、 真意の ほど はわ かりませんでした。 


五十 四 

かみ ひらや かた 

胆 吹の 上 平 館 の 出 丸で は、 道 庵 先生と、 お雪ち やん 

とが、 たちまち 打ちと けて しまいました。 

道 庵 は、 お雪ち やん を 前にして 炉辺に 坐り込む と、 

忽ち 左の 手 を 口の あたりへ 持って行って、 妙な 手つ 

きをして、 とりあえず 一杯 やりたい の だが 代物 はない 

か、 という 意志 表示 をし ました。 

自分の 身体から、 この 方の 気が 切れる と、 陸へ 上つ 

てお 皿の 水 を こぼした 河童 同様にな つて、 自滅す る ほ 

か はない という 説明 を も附け 加える と、 お雪 ちゃんが 


心得て、 本館の 方へ 行って、 不 破の 関守 氏から 一 樽 を 

頒ち もらって 来て 道 庵に 授けた ものです から、 そのよ 

ろ こびとい つ て は 容易の ものではありません。 

すぐさま それ を燜 にして もら つ てち びりち びり 試む 

ほうじゅん 

ると、 その 酒の 芳醇な こと、 こんなと ころへ 来て、 こ 

ん ないい 酒 を 恵まれようと は 全く 予想外の ことでした 

から、 道 庵の 魂が 頂 天に 飛びました。 

それから、 お雪 ちゃんと いう 子の この 好意が、 ばか 

に 身にしみて 嬉しくなる と共に、 話 をす ると、 頭が よ 

くて 理解が あり、 それに 知識 慾 もあって、 相当の 受け 

こたえが できる。 それに 人の もてなしに 愛想が あって、 


親切 を 極める ものです から、 道 庵が 重ねて 嬉しくな つ 

て、 この 娘さんの ために は、 また 自分の 好意 を 傾けて、 

相手に なって やらなければ ならない と 考えつつ、 しき 

りに 盃と 会話と を 進めて います。 

お雪 ちゃんの 方 もまた、 この 先生が 飄 逸で、 ざっか 

けで、 直で、 気が 置け ない 人柄で ある 上に、 お 医者の 

方に かけて は、 江戸で も 鳴らして いる 大家で あると い 

うような 信頼 も あるし、 当然 その 脱線 も 脱線と は 受け 

とれず、 その 道の 当代 有数の 大家が、 自分の ような も 

のに も 調子 を 合わせて 相手に な つ て くれる こと だと 有 

難く 思って、 二人 は 炉辺で、 それから それと 話が はず 


みました。 

そのうちに、 どうした 話の 風向き か、 道 庵の 話が お 

雪ち やん を 前にして、 性の 問題に 触れ 出して きました。 

「お雪ち やん、 お前さん も 将来 は その 責任が あるの だ 

から、 ようく 聞いて 置きな さいよ、 わし は エロで 話す 

むく 

わけ じ やな いんだ、 お前さんの 親切心に 酬 ゆるた めに、 

女に とって これより 上の 大事 はない、 つまり 男で 言え 

ば、 戦場に 臨む と 同様な のが、 それお 産の こと だ あね。 

これば つかり は 男に はでき ねえ。 わしゃい つたい、 ど 

う も 身矗属 をす る わけで はない が、 女の 方が 男に 比べ 

て 脳味噌が 少し 足りね えと 思う ね。 そ リゃ女 だ つ て、 


まさ 

多数のう ちに は 男に 勝る 豪傑 —— 女の 豪傑と いう も 変 

な もの だが、 男の やくざ 野郎より は 数十 段す ぐれた 女 

も あるに は ある、 男 だって 女の 腐った よりも 悪い 奴が 

ゥン といる に はいる、 が、 平均して 見て だね、 女の 方 

が 少し 脳味噌が 劣る —— と 言つ ちゃ 怒られる かね。 だ 

から 女と いう やつ は、 男に たよらなければ 何 一 つで き 

ない、 女の する ほどの こと は 男が みんなす るが、 男の 

する ほど のこと を 女が やりきれる という わけに はいか 

ねえ。 ただ 一 つ、 女に できて 男に どうしても できねえ 

ことが、 しゃつ ちょこ 立ち をしても 男が かなわね えこ 

とが、 たった 一 つ だけ ある、 それ は 何かと 言えば お産 


をす る こと だ。 これば つかり は 女の 専売で、 男が たと 

い 逆立ち をしても できねえ。 尤も 孝経に は、 父ャ我 

ヲ 産ミ、 母 ャ我ヲ 育ッ、 と あるから、 孔子の 時分に は 

男が 子 を 産んだ のか も 知れね えが、 今日、 男が 子 を 産 

ん だとい う 例 は 無い。 だから 子 を 産む こと だけ は 女の 

専売で、 この 点で は 男が 絶対的に 女の 前に 頭が 上らね 

えんだ が、 女さん、 増長して いい 気になつ ちゃい け ま 

せんよ、 その子 を 産む というた つた 一 つの 女の 絶対的 

専売で さえ、 男の 助 太 刀が 無け リゃ できねえん だから 

…：- J 

「ホ、 ホ、 ホ、 ホ」 


と、 お雪 ちゃんが 笑い こける の を、 道 庵 はいよ いよす 

まし 込んで、 

「まあ、 それ は、 どっちで もい いが、 お産 だけ は 今い 

う 通り、 男子の 戦陣に 臨む のと 同様に、 女子 生涯の 一 

大事なん だ。 お雪ち やん、 お前なん ぞは、 まだ その 戦 

陣に 臨んだ こと は あるめえ が  嫁入 前にそう いう こ 

と はねえ のが あたりまえなん だが、 今時の 小娘と 小 袋 

と は 油断が ならね えから、 或いはお 雪 ちゃんに 於ても、 

もう 或いは 時機に 於て、 すでに 処女 を 離れて いるか ど 

うか、 そのこと はわから ねえんだ が …… 」 

「先生、 いやで ございます、 そんな こと を おっしゃつ 


て は」 

「は、 は、 は、 どうも 淑女の 前で そういう こと を 言う 

の は、 本来なら ば 礼儀に 欠けて いるんだ が、 こっち は 

医者です からな、 職業的、 科学的に 言 うんだ から、 遠 

慮な くお 聞きな さいよ、 処女が 母と なる 将来の ため を 

思 つ て 言つ て 聞かせて あげ るんだ から、 はにかまずに 

聞いて お置きな さいよ —— 」 

道 庵 は、 冷静に 釈明 をして 置いて、 それから また 

さ か ずき 

盃 を 挙げ、 

「お産 を 安くしょう とする に は、 まず ともかく、 身体 

を 冷えない ようにす る こと だね。 身： K: の 冷える、 冷え 


ない にも、 それぞれ 体質が あり、 拠る ところ も あるの 

だが、 人間の 身体 はどうしても 冷えて はいけ ねえ、 清 

盛 様みたい に 火水の 病 も 困る が、 人間が 冷えて つめた 

くなる と、 やがてお 陀 仏になる。 そこで、 身体の 冷え 

を 救って、 よき 子 を 産む 方法が ある、 膝のう しろのと 

きゅう 

ころへ、 三つお 灸を 据え るんだ ね —— その 灸点の 場 

所 は、 ちょっと 秘伝なん だ、 お望みなら 据えて あげ ま 

もぐさ 

しょう。 幸い ここ は胆吹 山で、 艾に事 は 欠かない、 お 

望みなら、 それ を ひとつお 雪ち やん、 あなたに この 場 

で 据えて 進ぜましょう —— 利きます ぜ、 道 庵が 師匠 か 

じきでん 

らの 直伝の 秘法なん ですから、 効き目 はてき めん でげ 


す。 現に、 これまで どうしても 子供 を 欲しがって 与え 

られ なかった 母体に、 道 庵が 秘法 を 授けてから、 ひよ 

いひよ いと 三人 も 五 人 も 産み出しました、 女 ほど 貴き 

もの は 世に もな し、 釈迦 も、 達磨 も、 ひよ いひよ いと 

産む と 言い ましてな」 

「ホ、 ホ、 ホ、 ホ」 

お雪 ちゃんが また 笑う と、 道 庵 はいつ そう 真顔に 

なって、 

「その 灸点 は、 もと 水 戸から 出たん だ、 水 戸の 光園 公 

が 発明 だなん ていう が、 そのこと はどう だか、 とに か 

く、 てきめん 利く よ、 現金 効能が 顕われる。 そいつ を 


ひとつ 今日、 道 庵が お雪 ちゃんの ために 施して 進ぜ ま 

しょう、 そうして、 釈迦で も、 孔子で も、 どしどし 産 

み 並べ て もらいて え」 

「いけません、 そういう こと を おっしゃ るの は、 処女 

の 神聖 を 侮辱す る もので ございま すわ」 

「違えね え、 こいつ は 一本 参った」 

道 庵 は 仰山に 右の 掌で 額 を 叩いて から、 

「将来の ために 言って 聞かせて あげる ことが、 現在に 

混線し ちゃつ たんだ、 これと いう もみん なた め を 思つ 

て 言う こと だから、 悪く とらずに 聞いて おくん なさい 

よ、 エロで 言う わけ じ やねえん だから ：：： 」 


と、 道 庵 はしき りに 言い わけ をして から、 

「それから、 良い 子 を 上手に 産もうと する に は、 右の 

灸点 を 受けてから、 身体の 持 扱いだ ね、 身体 を ゆった 

りと して 置く こと だね、 よく 坊さんが それ、 禅と いう 

の をす るだろう、 あれ だね、 あの 形で 正しく ゆるやか 

に —— といっても 結跏 といって、 足 を あんなに 組む に 

は 及ばね え。 そうして るんだ ね …… 」 

「先生、 わたくし は、 子供 を 産む という ことに 就いて、 

日頃 一 つ 考えさせられ ている ことがある のです けれど、 

きいて 下さいます か」 

お雪ち やん、 なぜか こんど は 自分から 積極的に 突 込 


んで、 道 庵 先生に 向って、 日頃の 疑問 を 晴らそうと 試 

むる 態度に 出た ものです から、 道 庵 も 乗り気に なって、 

「うむ、 何でも 質問して ごらん、 聞く は 末代の 恥、 聞 

いっと さ 

かぬ は 一 時の 恥と いう こと も ある、 何でも、 先輩に 向つ 

て 遠慮なく 物 を 質問して みるよう でない と、 学問 は 進 

歩し ねえ」 

そこで、 まじめに 質問 をし かけながら、 お雪ち やん 

が 少しお かしくな りました。 というの は、 いま 道 庵が、 

聞く は 末代の 恥、 聞かぬ は 一時の 恥と 言った の は、 た 

しかに 比較が 顚 倒して いる。 正しく は、 聞く は 一時の 

恥、 聞かぬ は 末代の 恥 —— と 言わねば ならない ところ 


を、 顚 倒して しまって いるの だから、 せっかくの 

格言 俚諺が 全然 意味 を 逆転せ しめてし ま つてい る。 し 

か も、 道 庵 は 下流 文士が わざ と トン チン カン を 言 つ て 

櫟 るのと 違って、 自分が それに 気がつかないで、 頭 は 

正当の 意味で、 口 だけが 逆転して いるの だから 罪 はな 

い —— まだ 初対面 早々 のこと では あり、 ことに 相手が、 

自分で 気がつかないで まじめくさって いるもので すか 

ら、 吹き出して しまう の も 失礼の 至りと、 お雪ち やん 

はやつ と 我慢 をして 我に かえり、 

「世間で 子供が 生れます と、 ただ 目出度い 目出度い と 

お祝い をいた します けれども、 本当に それが 母と なる 


人の ために、 また 子供と して 生れた 者の ために、 目 出 

度い ことなんで しょうか。 親 は 子 を 産む ために 疲れ、 

ほんろう 

子 は 産み 落されて、 世の中に 翻弄され ながら 生きて 行 

かなければ ならない、 そういう 場合に、 産む という こ 

とも、 生れる という こと も、 そんなに 目出度い ことな 

ん でしよう か。 それから、 人が たくさんに 子 を 産んで、 

この 世に 人間が 殖えて 行く ことが、 果して 世間の ため 

にも、 人間の ために も、 幸福な ことなんで しょうか。 

世間に は、 産まない 方が 慈悲で あつたり、 生れない 方 

が 幸いであった りする 人はないでしょう か。 人間と い 

う もの は、 どうしても、 結婚して、 子 を 産まなければ 


ならない はずの ものなん でしよう か」 

「そこ だ！」 

と 道 庵が、 また 何 かに 感奮して、 盃を 下に 置く と共に、 

掌で 丁と 額 を 叩きました。 

五十 五 

「そこ だ！」 

と 道 庵 先生が、 何 かに 昂奮して 盃を 下に 置く と共に、 

掌で 丁と 額 を 叩いた が、 やがて、 仔細ら しく 物お だ や 

かに、 お雪 ちゃんに 向って 語り 出し ましたの は、 


「わし も 御 承知の 通リ、 医者です から、 人助けが 商売 

みたよう なわけ なんでしょう、 人の 見放した 難病 を 癒 

したり、 死んだ 者まで も 生き返らせた りする のが 商売 

のよう な もんだ が、 どうかす ると、 つくづく 考える こ 

とが あるね、 こんな 野郎 や、 こんな 阿 魔 ツ子 を、 生か 

して 置いた つて 仕方が ねえ じ やねえ か、 こんな 奴 は 一 

思いに 眠らし ちまった 方が 功徳 じ やねえ かと、 そう 思 

うこと が 無き に しも あらず な んで げす、 正直のと ころ 

…：- J 

そうすると、 お雪 ちゃんが、 

「先生、 お医者さんが、 そんな 情けない 心に なつち や 


困る じゃありません か。 です けれども 先生、 口と 心と 

は 別なん でしよう」 

「な あに、 口と 心と は 別 じ やねえん だが、 心と 手と が 

別にな るんだ ね —— 心のう ち じゃあ 正直のと ころ、 こ 

んな奴 は 眠らし ちまった 方が、 御 当人 も 助かる し、 世 

- J  く 

の 中に も 一 匹の 穀 つぶしが 存在し なくなる という 効能 

にな るんだ が、 どうも、 その 場に 至ってみ ると 手が 承 

知し ねえんで ね、 この 手が …… 」 

道 庵 は、 その 変に ひねくれた 長つ ぼ そい 手 をつ き 出 

して、 お雪 ちゃんに 見せました。 

「この 手が、 どうも、 つい どうも、 未練 たっぷり でね、 


殺そうと 思つ ちゃ、 つい 生かしち ま うんで ね。 今日 ま 

で、 ずいぶん よけいな 殺生、 じ やねえ、 よけいな 人 を 

生かして しまったね。 ロク でもね え 奴 は 殺しち まえば、 

お前、 今 も 言う 通り、 それだけ この 世の 穀 つぶしが 減 

る わけなん だね。 まあ、 一 人の 野郎が、 仮り に 一 日に 

五合ず つの 米 を 食う として からが、 月に 一斗 五 升、 年 

になら すと 一 石 八 斗、 まあ ざっと 四 俵 半、 数が 悪い か 

ら 一 人 五 俵と して 積って みなせえ、 千 人 殺せば 年に 五 

千 俵の 来が 浮く。 五 千 俵の 来が お前、 価に 踏んで いく 

ら になる と 思う、 近年の ように 米価の 変動が 烈しく つ 

ちゃ あ、 勘定 をしても 間に合わ ねえが、 かりに 一 俵 一 


両 としても 五 千両、 ニ両 とすれば 一万 両 という 勘定に 

なる。 それ をお 前、 こち とらの ような 貧乏人と なると 

小買い だから、 グッと 割が 高く つくんだ ぜ、 ことに こ 

れ から 拙者 共が 出向いて 行こうと いう 京阪 地方なん ぞ 

と 来て は、 物価が 目玉の 飛び出す ほど 高くな つてい る 

という 知らせ を 聞いて いるから、 拙者 も 実は 青くな つ 

ている ところなん だよ。 なんでも 近 ごろ は 京阪での 白 

来の 一 升 買いが 一 貫 二十 四 文と いう こと だから、 貧乏 

人 は 大抵 こたえら あな。 それに 準じて お前、 人間 は 来 

ばかり 食つ て 生きて いられる という わけの もの じゃあ 

ねえ、 お 副食物 も 食わな けり やならず —— この 方 も 一 


杯 やらな けり や あならず」 

と 言って、 道 庵が 膝元に 置いた 盃を 取り上げ ようとし 

たが、 手元が 狂って、 盃が 転がり 出して しまって、 

ちょっと 当りが つかなかった ものです から、 とりあえ 

ず、 手真似で 一 ぱい やる しぐさ をして 見せた のが、 真 

に 迫りました。 

「それから お湯に 入らな けり や あならず、 年に 二度 や 

しきせ 

三度 はお 仕着 もやら なけり やならず、 それから また 時 

たま は、 芝居、 活動の 一 べん も 見せて やら ざ あならず 

(註、 ここに 道 庵が 活動と いったの は、 例の 脱線で あろ 

うと 思われる、 その 当時 はま だ 世界の いずれに も 活動 


写真と いう ものの 発明 は 無かった ので ある) ちょっと 

髪 を 結う にしても、 八十 八 文 取られる という こと だし ■ 

湯銭が 二十 文の、 糠 化が 十二 文と 聞い ちゃ、 これから 

京大 阪へ乗 込もうと いう 道 庵 も、 たいてい 心胆が 寒く 

なる わな。 食い 雑用 を さし 引いて、 人間 一匹 を 生かし 

て 置く 費え と い う もの は 生やさし い もの じ やねえん だ- 

よ く 世間の 奴等 あ、  食えね え 食えね えと 言って、 貧乏 

をす ると 一から 十まで 来の せいに して、 高い の 安いの 

と 文句 を 言う が、 来の 野郎 こそい い 面の 皮 さ、 何も 来 

ばかりが 食い物 じ やねえん だ、 ばかにするな！」 

ここで また 道 庵の 脱線ぶ りが、 来 友 かぶれが してき 


ました。 

「ホ、 ホ、 ホ、 ホ」 

とお 雪 ちゃんが また 笑って、 それに つぎ 足して 言い ま 

すに ま、 

「それ は、 先生、 費えの 方ば かり 考えます と、 そうか 

も 知れません が、 その 人が みんな 遊んで 食べて いる わ 

け じゃあり ますまい、 それぞれ 稼ぎ をして、 食べて 行 

くんです から、 そう 憎ん じ や かわいそうで すね」 

「ところが、 なかなか、 稼ぎ をして 食って 行く なんて 

いう 筋の いいのば かり はねえん でね、 食つ ちゃ あ 遊ん 

でい るの はま だいいが ね、 どうかして 人の 稼ぎた め を 


食い つぶして、 自分 は 楽 をして 生きて 行きて えと いう 

奴が うんと いるんだ から、 そんなの は、 いいかげんに 

眠らし ちまった 方が いいんだ が、 さて、 今い う 通り 実 

際と なると、 なかなか、 この 手が 言う こと を 聞かね え 

ひと い 

ん でな、 ついつ い、 無慈悲な、 人生 かし をし ちま うん 

だ、 人殺し も 感心し ねえが、 人生 かしと いう 商売 も、 

これで なかなか 辛い よ」 

「です けれど、 先生、 そう 一概に 悪い 人ば かり ある わ 

けで は ござんすまい、 こういう 人 を 助けて 置けば、 国 

のために もな り、 人の ために もなる、 こういう 方 はぜ 

ひ 助けて 置かなければ ならない と、 お考えに なること 


も あるで ございましよう」 

「無え ね 11 」 

道 庵 先生が 言下に 首 を 横に 振 つてし まった ものです 

にべ  ろうばい 

から、 お雪ち やん も、 あんまり 膠の ない のに 少々 狼狽 

気味でした。 そこ を 道 庵が 一杯 ひっかけながら、 

「こいつ は 生かして 置いて やりてえ、 こいつ は 生かし 

て 置かな けり やなら ねえ、 なん ぞと 惚れ こんだ 奴 は、 

今までに 一人 もお 目に かからなかった のさ、 生かして 

みて、 まあ、 どうやら 我慢が できる という 奴 は 一人 や 

半分 はあった ね —— 今い う、 お前、 あの 来 友 公なん ぞ 

も、 その 中の 一人に 数えて いいんだ が、 おり やまだ、 


はなから、 こいつ を 生かして 置いて、 可愛がって やろ 

うなん ていう 奴に は 一人 も 出くわさ ねえの さ。 脈 を 見 

たり、 薬 を 盛ったり してやる 時に、 腹ん 中 じ や、 こう 

思つ てんだ ね、 手前た ちゃ、 道 庵 ほどの 者に こうして 

脈 を 取らせたり、 安くね え 薬 を 調合 させたり、 お 手数 

を かけて、 そうして 生きて いて もらわな けり やなら ね 

しろもの 

え ほどの 代物 じ やねえん だが、 道 庵 も それ、 商売と なつ 

て みれば、 こうして やらな けり や 食って 行けね え、 今 

いう 通り、 食って 行く だけ じ や 生き甲斐が ねえ、 食つ 

ての 上に 生き甲斐 を も あらせよ うとす るに は、 それ、 

一杯 も 飲まな くつち や あ やりきれた もので ねえ、 そこ 


で、 商売 上 やむ こと を 得ず してお 前た ち を 助けよう て 

んだ、 あんま リ大面 をす るな よ、 と 内心こう 思って 脈 

を 取ったり、 薬 を 盛ったり してい るんで すよ、 正直の 

ところ」 

「では 先生、 禅学のお 方が よく おっしゃる、 仏心 鬼 手 

なんて おっしゃ います けれど、 先生の は、 それと 違つ 

て 鬼 心 仏 手なん です ね」 

「違えね え  」 

と 道 庵が また、 額 を 丁と 打ちました。 

五十六 


「違えね え、 愚老 なん ぞは、 その 鬼 心 仏 手と いう やつ 

で、 心に もね え 人生 かし をして 来て るんだ が、 日蓮 上 

人 も 言つ てら あな、 身 は 人身に 似て 実は 畜 身なり  」 

御 遺文 集の どこから、 そんな 文句 を 引っぱり 出した 

のか 知れない が、 ここで 道 庵 先生が、 日蓮 上人 を 引合 

いに 出して 来まして、 

「だが な、 人生 かしば つかりして 来て いると いう わけ 

じ やねえん だ、 ずいぶん 人殺し もやつ てら あな —— お 

よそこの 道 庵の 手に かかって、 今日までに 命 を 取られ 

た 奴が …… 」 


ここで 道 庵 十八番の 啖呵 を 切り出しました。 知って 

いる 者 はまた かと 思う でしよう が、 それ を 知らないお 

雪ち やん は、 初耳の つもりで、 ついつ いその たんか を 

聞かされて しまわなければ なりません。 

「およそ この 道 庵の 手に かかって は、 まず 助かりつ こ 

は 無え、 今日までに、 ざっと 積っても、 道 庵の 手に か 

かって 命 を 落した 奴が 二 千 人 は 動かね えと ころ だ、 当 

時、 この 物騒な 時代に、 人 を 斬る ことに かけて は武蔵 

の 国に 近 藤 勇、 薩 州に 中 村 半 次郎、 肥 後の 熊 本に 川上 

げんさい 

彦斎、 土 佐の 高 知に 岡 田 以蔵 —— ここら あたり は 名 だ 

たる 腕つ こき だが、 道 庵に 向つ ちゃ あ 甘い もの さ —— 


およそ、 道 庵の 匙に かかって 助かる 奴 は 一人 も 無え、 

たまに 助かる 奴なん ざ あ、 まぐれ 当りなん だよ」 

「ホ、 ホ、 ホ、 ホ」 

お雪ち やんだ け は 興 を 催して、 道 庵 先生の ために 

笑って やりました。 

右の ような 自慢 は、 道 庵と して は、 もう 犬 も 食わな 

い 自慢なん です が、 お雪 ちゃんに とって は 新しい ので 

す。 そこで、 お雪 ちゃんの 心 持 を 喜ばせた と 見る と 

たち ま 

忽ち、 道 庵が 附け のぼせが してし まいました。 ここで、 

また 一 つ 受けさせて やろうと いう 気になつ たのが いけ 

ません  そうして 物々 しく、 


「ね、 お雪ち やん、 本当でしょう、 道 庵の 言う ところ 

は 欺かざる ものが あるでしょう。 でね、 こういう 話 も 

あるんだ から ひとつ 聞いて 置いて いただき てえ、 自慢 

さ じ 

じゃあね えが、 道 庵 そのものの 生地 を 見て いただく た 

めに は、 恥 を 話さな けり や あわから ねえ —— 道 庵のお 

得意先に、 ちょうど まあ、 年 かっこう も、 お雪ち やん、 

あなたぐ らいの、 そうして、 あなたと 同じような 愛想 

の ある 別嬪さん なんだ がね …… 」 

「わたし、 別嬪さん なんかで はあり やしません わ」 

「どうして どうして、 なかなか 隅に は 置け ねえね。 と 

ころが そのお 雪ち やん 同様の、 道 庵お 得意先 の 別嬪 さ 


んが、 ふと 病に かかって、 ぜひとも 道 庵 先生に 診て い 

ただき てえ —— そう 言われる と、 こっち も 男の 意地で 

いやと は 言えね え、 相手が 別嬪 だからって、 後へ引く 

ような ことじ や 年甲斐 もね え —— 」 

と 言って、 一力み 道 庵が 力みます と、 お雪 ちゃんが ま 

た、 

「ホ、 ホ、 ホ、 ホ」 

と 笑いました。 相手が 別嬪 だから、 後へ引く ようで は 

年甲斐もない —— というの は、 やっぱり 理窟に 合わな 

いところ が あるので す。 それ をお 雪 ちゃんが 少し 笑つ 

たのでしょう。 そうい う ふうに お雪ち や ん の 調子が い 


いもので すから、 道 庵 もい よいよ 附け 上って、 

「そこで、 一通り その お嬢さんの 脈 を 診て 上げて 帰り 

に、 先生 一杯なん て、 よけいな こと を その 家の 両親 共 

がすす める もんだ から、 ついい い 気持に なつち まって 

それから 牛 込の 改代 町まで 来る と、 出逢 頭に 子供 を 一 

人、 蹴飛ばしち まったん だね。 ところが、 その子 供の 

親父が 怒る こと、 怒る こと、 むきになって 怒る から、 

こっち も 相手が 悪い と 思って、 平 あやまりに あやまつ 

たが、 先方が どうしてもき かねえ。 わし も 困って いる 

と、 いいあん ばいに 仲裁が 出ました。 その 仲裁人が、 

子供の 親父 をな だめて 言う ことに は、 お父さん、 足で 


蹴られた ぐらい は 辛抱し な、 この 人の 手に かかって み 

たがよ い、 生きた 者 は 一人 もない —— だって さ。 そこ 

でお やじ も、 お ぞけを ふるって 逃げて 行った 姿が おか 

しかった よ」 

「ホ、 ホ、 ホ、 ホ」 

お雪 ちゃんが また 笑い こけました。 しかし、 これ も 

お雪 ちゃんとして は、 笑い こける ほどの 新し 味が あつ 

たか も 知れない が、 実は 古い ものな ので、 安永 版の 初 

登り あたりに あるの を、 道 庵が、 単にお 雪ち やん を 

い つ とき 

一 時 喜ばした いがため に 焼き直した 形跡が ありあり で 

す。 本来、 こういうつ まらない 技巧 は、 道 庵 先生の た 


めに 取らない ところなん だが、 お雪 ちゃんの 御機嫌に 

供える ために、 ちょっと 取 寄せて みたに 過ぎないで 

しょう。 

素直な お雪ち やん は、 そういう 焼 直し や、 お 座な リ 

を あてがわれても、 道 庵の ために 快く 笑って やり まし 

たが、 

「先生、 あなた は 御 自分の 棚卸しば かりして いらつ 

しゃる けれども、 本当の 値う ち は 来 友さん が 保証して 

いるから 間違いつ こはありません、 それに、 わたしが 

今こう して、 こんなに 元気に お 話 を 伺って いられる の 

も、 先生のお 力です から、 これが 5^ きた 証拠 じゃあり 


ません か。 わたし は、 先生のお 手に かかって 殺され や 

しません、 現在 こんなに 元気に 生き返らせて いただき 

ました、 ですから、 何 を おっしゃっても、 先生 を 御 信 

用 申し上げずに はおられません —— そこで 先生、 わた 

じょ-つ だん 

くし は 冗談 はさて 置いて、 真剣に、 先生に お 説 を 伺つ 

てみたい と 思う ので ございます。 それ はつ まり、 あの 

最初に 戻りまして、 世間で は、 子供が 生れます と、 た 

だ 目出度い 目出度い とお 祝い をいた します けれども、 

本当に それが 母と なる 人の ために、 また 子と して 生れ 

た 当人の ために、 目出度い ことなんで ございましよう 

か。 なお 押しつ めて 申します と …… 」 


五十 七 

「生れない 方が 幸福で あったり、 産まない がかえ つて 

お 慈悲 じ やない かとさえ、 わたし は 思われて ならない 

ことがあ るので すが …… 」 

「なるほど」 

「産んで 苦労 を さ せる くらいなら、 苦労 を さ せない う 

ちに —— いいえ、 この 世に 産み 落さない ことにし たの 

が、 結局い ちばん 幸福 じ やない かと 思われて ならない 

^  J とも ある の で) /ざ い ます」 


「なるほど、 そり や あ —— そり や 話が 元へ 戻る が、 元 

へ 戻る ほど 根が 太くなる！」 

と 道 庵が 言いました。 元へ 戻る ほど 根が 太くなる とい 

う 言葉 だ け は 論理に 合って いるので すが、 道 庵が 何 の 

ために 突然、 右 様な 論理 を 持ち出した のか、 そのこと 

ははつ きりし ません。 ただ、 単純に 樹木に してから が、 

根元へ 来る ほど 太くなる という 現前の 事実が 平明に 突 

発して みたの だか、 或いはお 雪 ちゃんの 提出した 根本 

問題が、 ようやく 重大なる ものに 触れて 行く こと を 怖 

れ たの だか、 その 辺 は 相 変らず ハツ キリし ない もので 

あるが、 多少の 狼狽 気味 は 隠せない ものが あるよう で 


す。 実は 前々 お雪 ちゃんから 左様な、 性と 生との 根本 

問題 を か つぎ 出されて いちずに 共鳴 感奮して みた もの 

の、 この 問題 を あんまり 深く 追究され ると、 自分の 焼 

刃が 剥げる ことの 怖れから、 冗談に 逃げて いたの を、 

また 引戻されて 押 据え られる 苦し さに、 道 庵が うめき 

出した ように も 聞きな された が、 道 庵 先生 ほどの もの 

が、 たかが 小娘のお 雪 ちゃんに あって、 その 鋭鋒 を 避 

けなければ ならん というよ うな、 卑怯 未練な 振舞 は あ 

るべき はず はない のです —— 果して、 陣形 を 立て直し 

て 道 庵 先生が、 しかつめらしく 構え 出して お雪ち やん 

に 答えました。 


「そり や、 人間、 生れて 来た 方が いいの か、 生れね え 

方が 勝ち か、 そのこと はわから ねえね。 そのこと はわ 

からね え けれど、 生れ 出て、 こうして ピン ピンして い 

る 以上、 どうも 仕方が無え じ やねえ か —— ここで まあ、 

仮り にわしが、 お雪ち やん を 憎い と 言った ところで、 

殺す わけに やい かず、 可愛 ゆいと 言うた ところで、 茹 

でて 食う わけに やい かず」 

また、 おかしく なりました。 可愛 ゆいから といって、 

茹でて 食わねば ならぬ 論理と 実際と はない のです。 要 

する に出鳕 目です。 

「先生、 そのこと じゃあり ません、 わたした ちがこう 


して 生きて いるの を、 どうの こうのと いう わけ じゃあ 

りません、 これから 生きよう とする もの、 これから 生 

うか か 

かそうと する ものに 就いて 先生の 御意 見が 伺いたい 

ので ございます」 

「なに、 これから 生きよう とする もの、 これから 生か 

そうとする もの、 そんな ものが この 世に あるか 知ら、 

い つちよ うら 

この 一 枚 看板の 一 張羅、 生かそうと 殺そうと、 質屋の 

番頭の 腕 次第 …… 」 

どんち よ-つくさ 

また 妙な 緞帳 臭 い セリフが はじまつ たが、 お雪ち や 

んは 存外 それに 引きずられませんでした。 

「つまり、 なんで ございま すね、 これから この 世の 光 


を 見せよう という 親の 立場に なり、 これから この 世の 

苦労 を 味わわされよう とする 子と いう ものの 立場に 

な つてみ てで ございま すね」 

「ふん、 なるほど、 してみ るて えと、 母の 胎内に ある 

子の ために、 また、 その 胎内に 子 を 持つ 母の ためにつ 

てな ことになる のかね」 

「まあ、 そうで ございま すね、 最初に 申し上げた でしよ 

う、 子 を 産む こと は 必ず 目 出たい ことと されて います 

けれども —— そういう 場合に、 本当の 意味で は、 生れ 

るが 目 出たい か、 産む のが 目 出たくない か —— という 

ような 理窟になります か 知ら」 


「じ や、 かりに 目 出たくない とすると どう だね」 

「なら、 いっそ、 親と して 産まない のが 善い ことで あ 

り、 子と して 生れない のが 善い ことじ やないでしょう 

ゝ I 

力」 

「はてな」 

道 庵 +i 子細ら しく 小首 を頌げ て、 

「はて、 お雪ち やん、 お前さんの 質問が、 深刻な よう 

で 上、 U リ がし、 上ヒ りが している ようで 存外 深刻で も 

あり、 ちょっと、 迷わされる がね、 早い話が、 結局 こ 

ういう ことになるん じ やねえ か、 どうも、 そうな り そ 

うだよ、 つまり、 お雪 ちゃんの 今の 質問 は 論じつ める 


と、 子供が 母の 胎内に あるう ちに、 卸しち まった 方が、 

子供の ために も、 母の ために も、 幸福 じ やない か —— 

こうい つ て 質問され ている ような ことになるん じ やね 

え かね。 わしゃ、 どうも 頭が悪い」 

と 言って 道 庵 は、 そのく わい 頭 を 軽く 二三 べん 振って 

見せました。 

「いいえ、 そういう わけ じ やない のよ、 先生」 

「どういう わけなん だえ」 

「母と 子との 幸福の ために は、 産む という ことが 犠牲 

になっても かまわな いじ やないで すか、 と、 わたし は 

考えて いた ものです から」 


「はて、 母と 子との 幸福の ために は …… 産む という こ 

と が 犠牲  そ うだな、 やっぱり、 露骨に 言 つてし まつ 

てみ ると、 子供 を 卸しち やった 方が 安心 幸福と いう こ 

とになる んじ やねえ か、 と 質問され ている ような 気が 

す るんだ が、 さて、 お雪ち やん」 

さて、 お雪ち やん、 と、 ここで 道 庵が ばかに 大きな 

声 をした ものです から、 お雪 ちゃんが 思わず 真 赤に な 

りました。 

「さて、 お雪ち やん、 お前さんの 質問 は、 いやに 廻り 

くどく、 学者 風に なって つめかけて 来る が、 詮 ずると 

ころ、 母の 眙 内から 子 を 卸して しまう か、 もちと 露骨 


に 医者の 方で 言って しまう と、 堕胎 をしても いい か、 

悪い か —— なおい つそう 現実的に 言う と、 間び いても 

さしつかえ ねえ かどう か、 という 質問の ように、 拙者 

に は 商売柄、 そう 受取れ るが —— そうなる と 外科 だね」 

道 庵 はお 手の ものと 言わぬ ばかりに、 けろ りと 取 澄 

まして、 べらべらと 次の 如く 語リ 出しました。 

五十八 

「そういう 問題 は、 今更、 お雪 ちゃんから 提出され る 

まで もな く、 世間で は、 もう 充分に、 研究 も翫味 もし 


つくされ ていて、 今 は 不言実行の 時代に 入って いるん 

だよ —— まあ 早く 言えば、 いろいろの 意味で 子 を 産み 

たくない という 奴が、 世間に は うんと いるの さ。 そ 

リゃ、 子 を 産みた くって 産みた くって、 神仏まで 祈り 

立てる 奴 も あれば、 子 を 産みた くな くって、 生れよう 

とする 奴 を 産ませまい として、 また 産み 並べた 奴 を も 

て あまし てるのが、 天下に うんと あるんだ —— 今更、 

お雪 ちゃんの ように、 そんなに 事新しく、 婉曲に、 上 

品に 持ち出す のが 古いく らいな もんだ が、 この 道ば か 

り は、 古いが 古いに ならず、 新しい が 新しい にならず、 

やっぱり、 人間 生きと し 生ける 間 は 繰 返され るんだ。 


だが、 お雪 ちゃんの ように、 そう 学問的に 婉曲に 持ち 

出す 間 は、 まだ 花で、 不言実行 となると、 み も ふた も 

ねえの さ」 

「不言実行と は、 どういう ことなんで ございま すか」 

「言わず して 実地に 行う、 こいつが いちばん 始末が 悪 

い ね  老子 曰く、 言う 者 は 知らず、 知る 者 は 言わず つ 

てね —— こういう 貧乏人に ひっかか ると、 全く 始末が 

悪い。 今の 問題で 言う と、 その 不言実行、 お産の 方で、 

今の 不言実行て やつが …… 」 

「それが、 どうなん でございます」 

「 言わず し て 行う という やつが、 いちばん 始末が 悪 い 


さ。 宣伝屋 や 見栄坊なら、 直ぐに それと 当りが つくが、 

不言実行 という やつに なると、 どこで どうして、 何 を 

している か、 一向 わからね え、 お産の 方で 言って みる 

とだね、 この 不言実行て やつ は …… 」 

「それが、 どうなん でございます か」 

「つまり、 闇から 闇と いう やつでね —— 実行 方法と し 

て は、 今の その 堕胎と、 間び くと いう やつなん だ。 お 

雪 ちゃんが 言論で もって、 只今し きりに 拙者に 挑み か 

けて いる 問題が、 隠れて 天下に 堂々 と 実行され ている、 

これが つまり、 堕胎と、 間び きとい うこと なんだ」 

「どういう ふうに して、 その 堕胎と 間び きと やらが 実 


行され ています か、 それ をお 伺いす る こと はでき ませ 

ん でしよう か」 

「おや」 

「先生、 そういう こと を 伺う の は 失礼で ございましよ 

うか」 

「失礼な こた あねえ、 淑女の 前で そういう こと を 口走 

る、 こっちの 方が 失礼 かも 知れね えが、 研究の 心で、 

そういう こと を 先輩に たずねる の は 失礼と いう 話に は 

ならね え。 まして 医者に 向って、 そういう こと をたず 

ねる の は、 餅屋へ 餅 を 買いに 行く のと 同様、 極めて 自 

然 にして 穏当な ことなん だから、 遠慮なく お尋ねな さ 


るが よい」 

「です けれど、 先生、 たった今、 おや！ とおつ しゃつ 

て、 ちょっと 怖い 目 をな さった じゃありません か」 

「は、 は、 は、 あれ は、 ちょっと 眼を睜 つたと いう だ 

けなんだ、 お雪 ちゃんと いう 子が、 存外、 真剣に、 そ 

の 不言実行の 実行 方法 ま で 立 入って たずねて 来たから、 

それに ちょっと、 面 くらった だけの ものなん だ —— な 

あに 研究 的に 聞いて 置く 分に や、 何でもな いさ、 つま 

リ 性の 教育なん だからね。 ところで …… 」 

「ええ、 わたし も、 そのつ もりで、 大胆に おたずねし 

ている のです から、 あつかましい 奴と おさげす みなさ 


ら ずに 教えて いただきとう ございます。 世間で は、 今 

おっしゃる 通リ、 闇から 闇と いう こと を 罪悪の ように 

も 教えて いますし —— また、 わたしたちの 疑問から し 

て 見ます と、 その 闇から 闇と いうの が、 いっそ 辛い 日 

の 目 を 見せて 生かす より は、 大きな お 慈悲で はない か 

という 問題に 出会って いるので ございま すから、 その 

実行 —— つまり、 先生の おっしゃる 不言実行 だ つ て 、 

そういち ずに 罪悪 呼ばわり をす るの はどう かと 思われ 

る じゃあり ますまい か」 

「なるほど  理窟 はとに かくと して、 その子 を 卸す 

こと、 つまり 堕胎なん だね、 その 堕胎 も、 間び きも、 


滔々 として 不言実行され ている こと は 事実なん で …… 

また 考えよう によると、 こうして まあ 徳 川の 天下が 三 

百年 も、 ともかく 無事で 来て いると いうの も、 見よう 

によれば、 その 不言実行が …… 」 

五十 九 

そこで、 道 庵 先生 は 自分の 体験から して 説き出し ま 

した、 

「わし は、 今でも こういう ロク でな しだから、 そ も そ 

もこの 世に 生れ 落ちる 最初から、 この ロク でな しの 運 


命 を 持って 生れて 来た もので、 わしの 母親と いう やつ 

が 道 庵 を 産む くらいの やつ だから、 どぶろく を 飲む と 

夢み て 孕んだ わけで も あるまい が、 こいつの 生れる の 

を 厄介が つて、 なんでも あとで 懺悔 話に 聞く と、 こん 

ど 生れ やが つたら、 ひねって くれる と 言って 待 構えて 

いると ころへ 産みつ けられた のが この 道 庵 だ。 母親が、 

つまりお つか ァが、 この 野郎と 言って 自分の 胎内から 

出た ところ を 自分の 手で とっつかま えて、 もろに ひね 

リ 殺そうと したんだ が、 そこ は、 道 庵 を 子に 持つ くら 

いの 母親の こと だから、 やっぱり、 今い つた 鬼 心 仏 手 

という やつで、 心で はこの 餓鬼 をお っぴ ねく つて くれ 


ようと 待 構えて いたんだ が、 手が 言う こと を 聞かね え 

で、 とうとう、 あったら ことに、 道 庵の 一命 を 助けて 

この 世に 送り出した ばっかりに、 天下の 不祥 を 引 起し 

ひとい  かせ 

て、 今日 この 通り 人生 かし を 稼がせる ようにな つたの 

でげ す。 つまり 道 庵のお つか ァが、 この ロク でな し を 

間び きそ こねて この 世に 送り出した わけなん だが、 こ 

の 間び くと いう やつに、 目 口 を 抑える やつ も あれば、 

灰 を 持って来て 口の 中へ 頰 ばらせる やつ も ある、 鶏 を 

つぶす ように 手っ取り早く、 首 根っ子 をお っぴ ねく つ 

てし まう やつ も ある。 道 庵なん ぞは、 その 手っ取り早 

いやつ で、 すんでのことに やら かされよう としたの を 


助かって、 今日 この 通りの 太平楽と いう 廻り 合わせな 

んだ、 何が 幸いになる か 知れた もん じゃあね え」 

こういう こと を、 聞かれ もしない のに べらべらと 

し や ベ  さ ら 

喋って、 曝さないでも いいお ふくろと 自分の 恥 を 曝 

して しまったの も、 酒の せいでも あり、 相手が 相手 だ 

から、 無難 だと も 見た からで も あると 思われます。 

本来、 道 庵 先生、 道 庵 先生で 通って いるが、 未だに 

誰も、 その 出 所 来歴 を 知った 者 はなく、 自分 も 江戸 ッ 

子 だと 言つ て 啖呵 は 切る けれど、 い つたい 江戸の どこ 

で 生れたん だか、 その 本姓 も、 本名 も、 年齢 も、 知つ 

た 者 はない。 大 菩薩 峠 発表 以来 三十 年に もなん なんと 


する けれど、 未だ 曾て、 道 庵 先生の 身寄り だと 言って、 

訪ねて 来た 人 も 一 人 も 無いで しょう。 

それほど、 出 所 来歴の 不明な 道 庵 先生が、 このまま 

にして 置けば、 出 所 来歴の 不明 そのものが、 やがて 神 

秘 的に 衣 を かけられて、 勿体 もっけば 裕も附 くべき も 

の を、 よしない ところで、 言わで もの ことに 口 を ヒら 

せ、 曝さで もの 恥 を 曝す ことにな つたの も 浅ましい 次 

第です が、 しかし、 この 告白 も かなり 割引 をして 聞か 

ない と、 前の 落し 話 同様、 思わぬ ところで 種が ばれ、 

底が 割れない という 限りはありません。 

お雪ち やん も、 もう 数 刻の 談話で、 その 辺の 呼吸が 


少し 呑 込めた と 見え、 さして 人見知り をし ないように 

なりました。 

ま 

その 辺で、 また 道 庵 先生が 一 転して、 堕胎 や 間び き 

の 悪い 風儀 を 罵りながら、 その 口の 下から、 徳川 幕府 

がこうして 三百 年 も 日本の 国 を 鎖して いながら、 人間 

が この 国に 溢れ 返り もせず、 人口 過剰の ために、 乱 民 

が 出来たり、 食糧不足が 生じたり する ことが、 部分 部 

分に は 多少な か つたと は 言えない けれども、 大体に 於 

て は、 無事に 三百 年 を 経過して 来たと いう もの は、 蔭 

にこの 堕胎 や、 間び くことの 不言実行が 行われて いて、 

そうして、 おのずから 人口 調節に なった の だとい う 人 


の 説と、 これ もまた 一理あって、 人間 は 鼠 をつ かまえ 

ぐろう 

て、 鼠算 だのなん のと 愚弄 嘲笑す る けれども、 人間 そ 

れ 自身の 殖え 方が 鼠に は 負けない こと、 殖える ままに 

殖やし、 生れる ままに 産ませて 置けば、 三百 年 どころ 

ではない、 三十 年、 五十 年で、 二倍に も 三倍に もな つ 

て、 忽ち この 島国 は 人間で 蒸れ 返って しまう —— そ 

こで 徳川 三百 年の 間、 たいして 人口に 増減が なく 調節 

されて 来たの は、 この 闇から 闇の 不言実行が、 到る と 

ころに 行われて いた 結果 だとい う 説と、 それから、 今 

まで は それでよ かった が、 これから 開国と いう ことに 

な つてみ ると、 日本人 も、 どしどし 外国へ 行かな けり や 


あならない の だから、 人間 を うんと 産み 殖やせと いう 

ことになるだろう、 そうなる と、 これからの 時勢 は、 

右の 不言実行の 法度が 厳しくなる！ 

というよ うな ことまで、 発展 だか、 脱線 だか 知らな 

いけれ ども、 道 庵が お雪 ちゃんの ために 語って 聞かせ 

ました。 

しかし、 お雪ち やん は、 どうも そういう 政策 問題に 

は 触れて 行きたがら ないで、 ややともすれば、 元へ 元 

へと 話 を 引戻したがって いる 気色 は 明らかです。 

「先生の おっしゃる ところ を 伺って おります と、 子 を 

おろす とか、 間び くと かいった ような 行いが、 たいそ 


う 悪い ことのよう にも 聞え ますし、 また、 そうで もな 

いことの ように も 聞え ますが、 いったい、 どちらなん 

です か」 

「お雪ち やん、 お前さん、 またなん で、 それが 善い こ 

とか 悪い ことか、 そんなに 気に かけな さるんだ い —— 

どっち だって、 お雪ち やん なんかの 知った ことじ やな 

い」 

「でも、 先生 は、 そういう こと を 心得て 置く がいいと 

教えて、 ここまで、 わたし を 教え 導いて 下さった のじ や 

ありま せんか」 

「心得て 置く がいいつ たって、 お前、 程度と いう もの 


が あら あな、 この辺で いいよ、 この辺で 打 切つ ちまお 

うよ、 面倒臭い から」 

「いけません、 先生、 すでにお 話し 下さらないなら 格 

別、 もう、 ここまで お話し 下さって、 ここで やめて し 

まって は、 本当の 教育に はなり ません ね、 かえって、 

人に 煮え きらない 疑問 を 持たせて 毒になります から、 

わたし は 承知いた しません よ、 わたしが 承知し まして 

も、 わたしの 研究心が 満足し ません から」 

「こいつ はむ つかしい ことにな つた、 お雪 ちゃんの 逆 

襲 だ、 こいつ はた まらね え」 

「わたし は、 心 ゆく ばかり 伺って しまわなければ 満足 


しない 病が あるんで ございます、 こんな 機会に、 また 

とない 先生から 伺って 置かなければ、 生涯の 大事な 学 

問 をし そこな つ てし まいます」 

「驚いた ね、 こうまで 逆に とっちめられようと は 思わ 

なかった、 こうなる と、 道 庵 も、 もう 後ろ は 見せられ 

ねえ、 何でも 聞きな、 あけすけに —— 矢で も 鉄砲で も 

持って来い」 

急に 力み 出して、 啖呵 を 切った ものです から、 お雪 

ちゃんが また 笑い出して、 それでも この 機 を 外さない 

ように、 抜け目なく 問題 を 持ち かけて しまいました I 


ちゅうじょう 

「では 伺います が、 先生、 お 江戸に は中条 つてお 医 

者が ある そうじゃ ござ いません か」 

「なに チュウ ジ ヨウ  そんな 医者 は 知らね え、 そ 

り や たくさんの 藪の 中には、 そんな 筍 も あるか も 知 

れ ねえが、 いちいち 姓名 は 覚えち や いられね え。 チュ 

ウジ ヨウ —— おいらの 近づきに や、 そんな …… 待ちな 

ああそう か、 チュウ ジ ヨウ じ やねえ、 ナ カジ ヨウ だろ 

う、 中条と 書いて ナ カジ ヨウと 読んで もれえ てえ、 あ 

れ だろう、 字 は 同じなん だが」 

「そんなら ナ カジ ヨウです か、 あれ は 何 をす るお 医者 

なんで ございま すか」 


「驚いた ね —— 中条と いうお 医者 は 何 をす るお 医者 さ 

ん だと、 年頃の 娘さんから 赤い 面 もしないで …… 反問 

されようと は 予期して いなか つ た」 

と 道 庵 は、 眼 を ギヨ 口 ギヨ 口 させて、 気味の 悪い ほど、 

しげしげと お雪 ちゃんの 面 を ながめました から、 その 

時に、 はじめて お雪 ちゃんが 少々 恥 かしい 気になり ま 

した。 

「お雪ち やん」 

道 庵 はと ぼけた ような、 とぼけな いような 面 をして、 

とろり と —— お雪 ちゃんの 面 を ながめながら、 

「お雪ち やん —— お前さん は」 


「先生、 そんなに、 わたしの 面ば つかり ごらんに なつ 

て はき まりが 悪う ござ います」 

「いいん や、 こっちが かえって 面 負けなん だ。 だが、 

お雪ち やん、 しっかり しなく ちゃい けね ぇぜ」 

「何 をで ございます、 先生」 

「何 をった つて、 お前さん、 見かけに よらね え 

しろむく てっか 

白無垢 鉄火 だ」 

「何で ございま すか、 それ は」 

「お前 は、 今まで、 鎌 を かけ かけ、 この 道 庵から 絞り 

出そうと たくむ 敵 は 本能 寺に ある ことが よく わかった、 

全く 小娘と 小 袋 は 油断が できねえ —— 」 


「いいえ、 なにも わたし は、 たくんで 先生から 物事 を 

承ろうと も 致しません」 

「致さない ことがある もの か、 お雪ち やん、 お前 は、 

さいぜんから、 この 酔つ ばらい を、 舌の 先で 遠 廻し に 

あやつ  くわい あたま 

操って、 この 道 庵の 慈姑 頭から 絞り出そう という 知 

恵 は、 つまり 子 をお ろす 方法と、 それから 子種 を 流す 

にいい 薬で も あったら、 それ をた ぐり 出そうと こうい 

う 策略なん だ、 わかった、 全く 油断が できねえ、 お雪 

ちゃん、 お前と いう 女 は 雪の ように 白い 女 だか、 もう 

泥の ように 真黒くな つ てい るんだ か、 そこん ところ を ■ 

これから 拙者が 見届けて、 それからの 挨拶 だ、 人間と 


いう やつ は、 うつかり 信用す ると 一杯食わ せられる」 

「まあ、 ひどい —— 先生 は 何とい う ヒドィ 邪推 をな さ 

るお 方でしょう。 御 自分で、 わたし を 教育して 下さる 

とおつ しやりながら、 そうして 聞く は 一時の 恥、 聞か 

ぬ は 末代の 恥 だから、 何でも 先輩に 向って、 先輩 を 困 

ら せる ほど 質問 をし なければ、 学問 は 進歩 しないなん 

ぞ とおつ しゃりながら、 わたしが 順々 に 質問 を 進めて 

参ります と、 もう、 そんな 乱暴な こと を おっしゃる I 

I」 

「うむ —— わからね え、 わからね え、 お雪 ちゃんとい 

う 子 も わからね え 子 だ、 こっちが 降参した くな つ 


ちゃった、 ム ニヤ、 ム ニヤ、 ム ニヤ」 

道 庵 は 早 蕨の ような 手つき をして、 盃を 高く さし 上 

げた 姿 を 見る と、 身ぶ り、 こわ 色で ごまかそう とする 

ものの ように も 見える ので、 

「先生 は、 卑怯なん でございますね、 もし、 その上 わ 

おろ 

たしが、 では 子 を 堕す 仕方 はどう、 また そのいい 薬が 

あったら 教えて 頂戴と、 本当に 切り出したら どうな さ 

います。 それから、 間び くと いうの は、 どんな ことか 

その 仕方 や 実例なん ぞを 挙げて 教えて 下さいと 伺った 

ら、 どうな さいます。 ごまかした つてい けません、 わ 

たし はこれ でもす ベて 物事に 徹底 しないと、 やめられ 


ない 学問の 癖が あるので ございま すから、 途中で おや 

めに なって は 罪です、 わたしが 許しません、 先生ら し 

くもない」 

お雪 ちゃんに こう 浴びせ かけられ ると、 道 庵が また 

ムキ になって 力み 出し、 

「何 だと。 生意気な こと を 言いな さんな。 こっちが 降 

参した というの は、 相手が 処女 だと 見た から、 処女性 

を 尊重す る 意味に 於て、 しばし 旗 を 巻いた だけの もの 

なんだ、 それ を 逆襲して 来る なんて、 見かけに よらね 

え 図々 しい 奴 だ。 それならば、 こっち も 天下の 道 庵 だ、 

胆吹 山の 根っこで、 乳臭い 娘に、 とっちめられて 音 を 


上げて しまったと 言われち や あ、 末代までの 名に かか 

らぁ。 さあ、 こう なれば 女で あろうと 容赦 はしね え、 

矢で も 鉄砲で も 持って来な、 月 やく を 流す 薬が 幾通り 

あって、 子 を 堕す 手段が 何 箇条 あるか、 子 を 産んで 間 

びく 方法が 幾通りあって、 どういう ふうに、 どういう 

階級で 行われて るか、 洗い ざら いみんな 話して やる、 

さあ 持って来な、 矢で も 鉄砲で も 持って来な。 だが、 

只 じ や 答えね ぇぜ、 こう 見えても、 こっち も 商売 だか 

らな、 只で 秘伝 を 打明ける と いう こ と は 商売 冥利 の 上 

からでき ねえ —— 代 を 払いな、 代 を 払いな よ、 十八 文 

じ やい けね えよ、 その 代価と いうの は、 まずお 前、 こつ 


ちの 質問に 答える こと だよ。 いい かい、 お前が たずね 

る ほどの こと を、 これから 道 庵が 一 切 残らず 答えて 上 

げる ことの 代りに、 お前が まず、 道 庵が 訊問す る ほど 

のこと を、 まず 一 べん 答えて からでな けり や あ、 術 譲 

リを する わけに いかね えよ。 その 人に あらず、 その 

うつわ 

器に あらざる ものに、 大法 を 伝える という わけに や 

いかね えが、 どう だ」 

「ええ、 よろしう ございます とも、 何でも 試験 をして 

いただきましょう、 先生のお 出し 下さる 試験問題に 及 

第す るか、 しない か、 そのこと は 別個と 致しまして、 

知っている 限りの 御 返事 だけ は、 ちっとも 御 辞退な し 


に 申し上げて しまいます わ」 

「よし 来た、 じゃあ、 聞く がな、 お雪ち やん、 お前 は 

孕んだ ことがあ るかい、 ないかい」 

「え ッ」 

この 剝き 出しな 試験問題に は、 充分 覚悟 を きめてい 

たお 雪 ちゃんが、 慄ぇ あがって、 二の句が つげません 

でした。 そうして 面の 色が みるみる 変り、 唇の 色まで 

が 変って、 わななかされ ている 体 は、 見る も 気の毒な 

ものでした。 

六十 


これより 先、 今宵の この 二人の 水入らずの 会話と 討 

論 会が 酣 わなる 時分から、 この 館の 例の 松の 大木の 

たたず 

根方に ネん で、 ひそかに それ を 立 聞きして いた 者が 

ありました。 

それ は 最初から 立 聞きに 来た 目的で はなく、 ここ を 

訪れよう として 偶然、 内で は 水入らずの 会話と 討論と 

が酣 わで ある ことに 気がつく と、 つい 無遠慮に もお と 

ない 兼ね、 そうかといって、 引返す の も 残念な ように 

見えて、 ついつ い 松の 根方に \ィ んで しまった ものと し 

て 受取れ る。 自然、 そうして いる 以上 は 立 聞く つもり 


でな くっても、 おのずから 内なる 人の 会話と 討論と は、 

手に とる ように 聞き取れる のです。 

内なる 水入らずの 二人 も、 会話と 討論の 気合が よく 

合う ものです から、 我 を 忘れて 昂奮 も すれば、 躍起と 

もな り、 また 笑い 溶かしたり、 笑いく ずしたり して、 

たいそうた あいない 会話と 討論ぶ りが、 いよいよ 酣ゎ 

になる ばかりで ありました。 

この 水入らずの 酣 わなる 会談が、 もし 相手次第 では、 

ずいぶん 聞 捨てに ならない ほど、 人の 嫉妬に 似た 心理 

作用 を 捲き 起す かも 知れない が、 この 話題の 二人の 人 

格に 格段の 異色が あると ころから、 誰が 聞いて いても、 


その 熱心ぶ りに こそ 興 を 催せ、 これに 嫉妬 だの、 艷羨 

だのと いうに 似た 感情 を 起させる こと は、 万 無い ので 

ありました。 

そこで、 立 聞き をして いた 人 も、 存外い らいら した 

気分 も 見せないで、 おとなしく 会話と 討論の 酣 わなる 

を 聞き流し ていたが、 その 会話と 討論 は、 いよいよ 酣 

わになる ばっかりで、 いつ 果てる とも 見えない もので 

すから、 その 点に 於て 辛抱な り 難い ものの 如く、 松の 

根方から、 また 静かに 身 を 動かして、 南 庭から 西の 軒 

場へ 歩み 去る 姿 を 見る と、 それ は 覆面の 姿であります。 

覆面 をした からといって、 辻斬りの 本尊 様で はなく 


て、 女の 姿で ある ことによって、 直ちに それと 受取れ 

しのびす がた 

る、 それ はお 銀 様の 微行 姿であります。 

お 銀 様 は、 たしかに この 屋を 訪れて、 お雪 ちゃんに 

でも 何 か 用向きが あって 来た もの か、 或いは 何 か 他に 

目的が あって 来たの か、 とにかく、 尋常に これへ 訪ね 

て 来て、 この 酣 わなる 会話と 討論の ために、 その 用 向 

きを 遠慮して、 静かに このところ を 去る のであります- 

くさむら 

そこで、 この 女の人の 姿が、 館の 後ろの 叢 の 中に 

隠れて しまい ましたが、 暫くた つと、 西へ 離れて 広々 

とした 裾野の 中に 裾 を 引いて、 西に 向って 歩み 行く 同 

じ 人の 姿 を 認める ことができました。 


こうして、 ゆっくりと、 西へ 向って 裾野に 裾 を 引い 

て 行く が、 この 道 を 西へ 向って 行く 限り、 昨晩の あの 

い ぎ よ う 

セント • エル モス • ファイア ー に 送られた 異形の 人と 

同様の 道に 出で ない という ことはありません。 

かくてお 銀 様 は 一人、 宵の 胆 吹の 裾野 を 西に 向って 

行く。 西の 空に 新月が 現われる の を 認めます。 琵琶湖 

の 対岸の 山々、 雪 は 白し 比良ケ 岳の 一角から、 法燈の 

明るい 比 敷の 山 あたりの 連 脈と 見て おけば よろしい、 

せんせん 

その上の 空へ 繊々 たる 新月が かかりました。 西へ 向つ 

て 行く 限り、 眼が 明らかで ある 限り、 前途の 山川 草木 

の 大観 をす ベて 犠牲に しても、 この 新月 一 つ を 見ない 


で 進む という わけに は ゆき はすまい。 お 銀 様 は 当然、 

新月の 光 を その 額に 受けつつ、 西へ 向って、 そぞろに 

歩み 行く のであります。 

およそ 月 を 愛する 人で、 新月 を 愛さない もの はあり 

ますまい。 名 は 新月と いう けれども、 実は 新月で はな 

いのです。 月の 齢 を 数える 場合に は、 満月 を 処女と 

して、 それから 逆算して、 いわゆる 「新月」 をた けた 

りと しなければ なりません。 女で 言えば、 満月に むし 

としま 

ろ 娘と しての 花やか さがあって、 新月に 凄い 年増の 美 

が ある。 さ れば こそ 里の 子供ら も 満月 を 見る と 思わず 

それに 呼びかけて、 


お 月 様い くつ 

十三 七つ 

まだ 年 は 若い な —— 

と、 満腔の 若 やかな 親しみ を 寄せる けれども、 新月 を 

見て、 そういう 親しみ を 持ち 得る 子供 はない。 新月 を 

見る こと を 愛する もの は、 やはり 年増の 味 を 愛する こ 

と を 知る 人で なければ ならない。 

そこで、 「新月」 の 名 はどうしても 逆で、 満月が 新月 

で、 それから だんだんに かけて 行って 新月に なるとい 

うのが 感情の 上から は 順当で ある けれども、 そうかと 

いって、 かける ほど、 細くなる ほど、 老いたり とする 


の は 当らない。 いかに かけても、 細くな つても、 新月 

は やっぱり 新月な のであります。 満月が 老い、 朽ち、 

衰えて 新月と なる ので はなく、 満月が 研がれ、 磨かれ、 

洗われ、 練られ、 鍛えられ つくして、 その 精髄が あの 

せんせん 

新月の 繊々 たる 色と 形と をと つ て 現われる ので ありま 

す。 

ですから、 四日 月よりも 三日月が よく、 三日月より 

いき 

も 二日 月に 至って、 まさに 月と いう ものの あらゆる 粋 

と美と が 発揮され てく るので す。 そこで 人 は、 彼に 

「新」 という 名 を 与えずに は 置かない。 他の物 象に あつ 

て は、 老いと いう こと は衰を 意味す る けれども、 月に 


あっての みは、 老いが 即ち 粋と なり、 凄と なり、 新と 

なる。 

お 銀 様 もまた、 昔から、 この 「新月」 が 好きな ので 

ありました。 特に 今まで、 お 銀 様が 「新月」 が 好きだ 

という 記録 はこの 作 中には 書いて なかった が、 それ は 

書く 場所 を 見出さなかった から 現われなかった までの 

ことで、 かって 武州小 仏の 峠から、 上野 原 方面へ 迷い 

入った 時に、 たしか この 月影 を 西の 空に うち ながめた 

ことがあった はずです。 「新月」 を 好く お 銀 様 は 当然、 

「満月」 という もの を 好かない のです。 好く とか 好か 

ない とかいう 純 美 淡泊なる 感情 も、 この 人に 宿る 時 は、 


ぞうお  やす 

好き は 溺愛と なり、 好かぬ は 憎悪とまで 進んで 行き 易 

いこと は、 当然の 行き方で ありました。 

そこで、 お 銀 様が 新月が 好きだと いう 時 は、 全心 を 

つくして 好きに なり、 満月が 好かない！ という 漠然 

たる 感情が、 満月 は 嫌いだ！ という 憎悪と なり、 や 

がて、 満月の 高慢が 好かない、 人が 月見の 何のと もて 

はやす ことが 憎い —— という ことにまで 進んで、 そう 

して、 その 反動が 新月 を 好きになる ことに 加わって 行 

くので す。 

お 銀 様 は 今、 新月の 宵 を、 ひとり 歩んで 行く ことの 

満足と 快感と を 感ずる と共に、 誇りに 似た もの を さえ 


思い 浮べて きました。 そうして、 いつも こういう 時に、 

念頭に 上って 来る の は、 唐詩の 

繊々 初 月 上 鶴 黄 

という 句な のであります。 これ は、 あながちお 銀 様に 

限った という わけの もので はなく、 誰し も 唐詩 を 知る 

ほどの ものにして、 新月 を 見た 最初の 感情と して、 ま 

ず この 句 を 思い 浮べない ものはないでしょう。 

しょげつ  あおう  のぼ 

繊々 たる 初 月、 鶴 黄に 上る 

初 月 は 即ち 新月であって、 その 文字の 選び 方に 於て、 

少しも 原意 を 損ず る こと はない のみならず、 繊々 たる 

という 畳語の ほかに、 初 月 そのもの を 形容す る 漢字 は 


ない といつ て もよ いくらいです。 

だが、 お 銀 様に とって は、 この 「繊々 初 月 上 鵜 黄」 

という 一句が、 また、 なかなかに 恨みの 余 音 を 残して 

いる 一 句で ありました。 

六十 一 

お 銀 様 は その 好きな 新月 を、 よく 故郷の 空に 於て 見 

たもので すが、 その都度、 やはり 無意識に、 「繊々 初 月 

上聽 黄」 という 一句 を、 まず 念頭に 思い 浮ば しめられ 

てく るの が 習いと なって いました が、 最初の うちはた 


だ 何とな しに、 その 一句が 頭に うつり、 それ を 無意識 

に 口ずさんで みる 程度の もので したが、 そのうちに、 

いっとい うこと なく 一  つの 疑問に 襲われた の は、 「繊々 

たる 初 月」 という ことに は 何の 異議 もない が、 「鸦 黄に 

上る」 という あとの 半句が 解し きれなかった のです。 

鵠黄 というの は 何だろう。 鸦 という 字 は カラスと い 

う 字 だから、 鶴が ね ぐらに 帰り、 空の 色が たそがれで 

黄色くなる 時分に、 新月が 上り 出した という 意味で は 

ないかと、 最初のう ち は 漠然と、 そんな ふうに のみ 解 

釈 してい ましたが、 そのうちに、 お 銀 様の 研究 癖が、 

単に そんな 当て推量 では 承知し なくなりました。 


そこで、 書物 庫へ 入って 古書 を 引出して 取調べ を は 

じめ たこと です。 調べが すんで みると、 全く 予想 だ も 

しなかった 意義と 歴史と を 発見す る ことができました。 

たそがれ 

鴉 黄と いうの は、 聽 のこと でもなければ、 黄昏の こと 

でもない。 それに は、 想い 及ばなかった ところの 濃厚 

な 意味が 含まれて いると 共に、 お 銀 様の 反抗 心 を、 ま 

た 物 狂わしい ものにした ところの、 歴史上の 重大なる 

描写と 諷刺との ある こと を、 あの 詩 全体から 発見す る 

に 至りました。 

ろしょう リん 

あれ は 申す まで もな く、 盧照鄰 の 「長 安 古意」 の 長 

詩の 中の 一句であります が、 何の 意味と なく 誦して い 


たと ころの ものと、 新たに 取調べた ことによって、 お 

銀 様 はとり あえず、 「鵜 黄」 というの は、 唐の 時代に 於 

て、 支那の 風流 婦女子に よって 盛んに 行われた お 化粧 

のうちの 一 つで、 額の 上に 黄色い 粉 を 塗って 飾りと し 

た その 習わしで ある こと を 知って みると、 「繊々 たる 

初 月」 というの も 自然の 夕 空の 新月の ことで はなく し 

て、 その 黄粉 を粧 うた 美人の 額の 上に 描かれた 眉の 形 

容 である こと を 知る に 及んで、 漫然たる 最初の 想像が 

くつがえ 

全く 覆 された のです。 

ちょっとし たこと でも、 物 は 調べて みなければ なら 

ない、 学問 上の ことに ついては、 独断であって はなら 


ない という 自覚 を、 お 銀 様が その 時に 呼び 起されて み 

ると、 同時に、 ただ あの 詩の 中の 右の 一句 だけでなく、 

あの 長 詩 全体に 亘 つての 意味 を 味わわなければ ならな 

いと、 自家 蔵本の 渉 猫に とりかかりました。 

その 結果が、 お 銀 様 を 「長 安 古意」 のたん のう 者と 

した のみでな く、 その 作者で あると ころの 盧照鄰 とい 

う 古え の 薄倖なる 詩人に 対して、 同情と 哀悼の 心 を 

さえ 起さ しめたの であります。 

お 銀 様の 頭に は、 今、 この 「長 安 古意」 が 蒸し返さ 

れて、 あのと き 受けた 強い 印象が、 つい 目の前に 蘇 

り 迫って 来る ものの ようです。 


お 銀 様 は、 ただもう、 その 古詩 を 思い出す ことによ つ 

たか  あせ 

て、 感情が 昂 ぶってき ましたが、 足 許 は 焦らずに、 胆 

吹の 裾野の 夕暮 を、 じっくりと 歩んで いるので す。 

その 時、 不意に 右手の 松林の 間から、 叱々 と 声が し 

て、 の そりと、 一 つの 動物が 現われ出 しました。 見れ 

ば それ は 巨大なる 一 頭の 牛が、 後ろから 童子に 追われ 

て、 ここへ 悠然と 姿 を 現わした ものです が、 牛 は 牛に 

違いない が、 その 皮の 色が 真青で ある ことが、 いと ど 

驚 惑の 感を 与えずに は 置きません。 

それが 行 手に、 の そりと 現われた ものです から、 お 

銀 様 も 少しく たじろぎました。 しかし 相手 は 牛の こと 


であり、 不意に 現われた とはいえ、 牛 飼が ちゃんと 附 

ぎよ  すん ご う 

いて、 この 温厚な 動物 を 御して いるの だから、 寸毫と 

いえ ども 恐怖の 感 など を 人に 与える もので はあり ませ 

ん でした。 

「奥様、 こんにちは」 

牛 飼の 少年 は、 質朴に、 そうして さか しげに お 銀 様 

に 向つ て 頭 を 下げて 通り過ぎようと しました。 

「奥様」 といった の は 故意 か 偶然 か 知らない けれども、 

昨今で は あるが、 みんな 自分の 周囲の 出入りの 者、 見 

知り 越しの 土地の人 などが 自分 を 呼ぶ のに、 この 「奥 

様」 という 語 を 以てする こと をお 銀 様が 納得して いる。 


お 銀 様 はむしろ 令嬢と して 扱われる より は、 奥様と 呼 

びか けられる こと を 本望と している らしく も 見える。 

して みれば、 この 牛 飼の 少年 も、 多分、 お 銀 様の 新 

植民地の 建前 工作に あずかつ ている 人数のう ちの、 家 

族の 一人で ある ことが 推察され ないでも ない。 ただ、 

不審と いえば 不審と いうべき は、 こんな 少年 を、 あの 

工事中の いずれに 於ても まだ 見かけな か つたこと！ 

マ J の 少年が 鄙 に 似合わず、 目鼻立 ちの 清らかな という 

ことに ありました。 

「ちょ つと お待ち」 

やり過ごして 置いて から、 お 銀 様が、 何のつ もり か、 


後ろから その 少年 を 呼びと めた ものです。 

しかしながら、 その子 供 は 見向き もしないで、 さつ 

さと 行って しまいます。 多分、 お 銀 様から 呼ばれた 言 

葉が 聞えなかった のでしょう。 しかし、 お 銀 様 は 強い 

て、 声 を 高く して 再び それ を 呼び返そうと はしません 

でした。 

六十 二 

そうして いるう ちに、 お 銀 様の 身 は、 いっか 大きな 

松林の 中へ 隠れて しまい ましたが、 また 暫くあって、 


その 松林の 一方から 姿 を 現わした ところ は、 不祥な が 

ら、 それ は 一 つの 卵塔場で ありました。 つまり、 人間 

いのち 

の 生命の ぬけがら を 納めた 墓地と いう 安楽 所の 一角へ、 

思わずお 銀 様 は 足 を 踏み入れて しまった のです。 

しかし、 これ は、 ああ 不吉！ と 言って 引返す お 銀 

様ではありません。 これ を 突っ切る ことが 目的地に 達 

する に 近路 だと 考えれば、 必ず その 通りに 進んで 行く 

に 相違ない。 果して、 お 銀 様 は その 荒涼たる 墓地の 中 

の 細道 を 分けて 進んで 行く と、 墓地の 中に 人の 声が し 

ました。 いや、 人の 声よりも 先に 鍬の 音が したので す。 

鍬 を 使う 人が あって、 それが 力 チリ 力 チリと 小石に 


当って 土 を ほごす 音が、 一層 その 場の 情景 を 陰惨な も 

のにし ました けれど、 情景 そのもの よりもお 銀 様 は、 

鍬の 音と、 その 音 をさせる 主との 何者で あるかに 眼 を 

放ちました。 

薄暗い 墓地の 中 ほどに、 一 人の 男が 半身 を 土に 没し 

て、 しきりに 大地 を 掘って いる。 大裝裟 に 言えば、 地 

球の 一部分 を 破壊して いるので す。 それが 当然、 墓地 

の 領土の 中で ある 以上 は、 無意味に 大地 を 破壊して い 

る わけで もな し、 また 耕作の ために 開墾して いる わけ 

でもありません。 穴 を 掘って いるの だとい うこと がー 

目で わかります。 


穴 を 掘る と は 言う けれども、 土の どの 部分 をで も 穿 

ち さ え すれば 必ず 穴 に はなる ので すけれ ども、 ここの 

場合に 於て は 特に それが 違う。 ここで 穴 を 掘る の は、 

掘る その 約束が ある。 つまり ここで 穴 を 掘る こと は、 

人間の 生命 を埋 むべき ために 掘る ので、 人間の 生命 を 

埋 むる ために 大地 を 破壊す る ことが 公然と 許される の 

は、 単にこう いう 地点 だけに 限った ものな のです。 

しかし、 普通なら ば この 際、 お 銀 様 も、 わざわざ 特 

にそうい う 人が 不吉な 作業 をして いる 特種 地の 一 角 ま 

で 足 を 枉げて 見る こと はしなかった でしよう が、 どう 

も、 分けて 行く この 細道が、 その 「穴 掘り」 作業の 傍 


らを 通らない ことに は、 これ を 突 切る こと は 不可能の 

道筋に なって いました から、 そこで、 やむなく 右の 「穴 

掘り」 人足の 鍬 を 持って いる 方へ と 近づいて、 ついそ 

の 眼と 鼻の 先まで 来る と、 先方が 早く も 鍬 を 休めて、 

うやう や 

そうして 頰か むり をと つて、 恭しく、 そちらから 挨 

拶 をした ものです —— 

「これ は 奥様 —— おいでなさい まし」 

はて、 この 男 はよ そ 目 も ふらず 鍬 を 使って いるとば 

かり 信じて いたら、 いっか 早 や、 自分の ここへ 来た こ 

と を 知っていた。 いつの まに、 どうして 気がつい たろ 

うと、 お 銀 様が 不思議が つて、 その 頰 かむ リを 取った 


面 を 見る と、 これ はこの 頃 中、 よく 自分の 方の 建築 ェ 

ぼくと つ 

事に 手伝いに 来て いる 兵 作と いう 朴訥な 男で ありまし 

た。 

「兵 作さん でした ね」 

「はいはい」 

「何です か、 おとむらいで すか」 

「はい、 どうも、 よん どころ なく、 この 方 を 頼まれた 

もので ござ いますから」 

「村の 方です か」 

「いいえ、 はい、 その ：：： 」 

兵 作の 返事が、 しどろ もどろ になる の は、 何 か 特別 


に 意味が ありそうです。 

「どうした のです」 

お 銀 様 もし つ こくそれ をたず ねて みる 気になり まし 

た。 

「どうも、 誰も 頼まれて 上げる ものが ございま せんか 

ら、 つい …… わつ しにお つかぶ せられて しまいました」 

「それ は、 どうして」 

がてん 

お 銀 様 は、 不承不承な 兵 作の 態度 を、 合点の ゆかな 

いもの だと 思いました。 

六十 三 


なぜならば、 誰も 好んで 墓場の 「穴 掘り」 を やりた 

がる もの はなかろう けれど、 それ を 職業と する 者の な 

い 田舎で は、 当然 村人が 代り番に そのお つとめ をす る 

ことにな つてい る。 当番に 当れば 免れ 難い ことにな つ 

ている の を 例と する。 そこで、 これ は 自治体と しても、 

隣人 同士と しても、 必然の 義務に なって いるの だから、 

特に 志願したり、 強制した りする 必要の ない 如く、 当 

きた 

番が めぐり 来れば、 甘んじて 奉仕し なければ ならない 

はずに な つ ている のです。 

それ を この 兵 作 は、 自分に 限って 無理押しつ けにで 


も 押しつけられた ものの ように、 不本意 たっぷりの 言 

い 分です から、 お 銀 様 は、 そこに また 相当の 事情が な 

ければ ならない と 思い、 

「お前さん、 亡くなった 人 を 葬る ために 働く の は 村の 

人の つとめの 一 つで あり、 また そのために 精出して 働 

くこと が、 亡くなった 人の 供養に もなる じゃあり ませ 

ごしょ-つ 

んか、 後生の 心 持で おやりなさい」 

お 銀 様 はこう 言って、 たしなめる ような、 励ます よ 

うな こと を 言います と、 兵 作が、 

「ところが 奥様、 今度の 穴 掘りに 限って、 村の 人が み 

ん ないやが るんで ございます。 ィャ がる だけ じ や ござ 


いません、 たれ も 穴 を 掘って やり 手が ねえんで ござい 

ます —— といって、 犬に 食わせる わけに もい きません 

から、 兵 作お 前 やって くれと 言って、 名主から わしに 

名指しで 頼まれたん でございます がね、 名主 様のお つ 

しゃる ことなら、 兵 作 貴様 これ を やれ、 と 御 命令で も 

やらな けり やなら ねえです が、 名主 様から 頼む ように、 

わつ しの 名指しで おっしゃられて みると、 どうに もこ 

うに も、 お引受け しねえ わけに やい きません からな あ、 

で、 まあ、 私が こうやって 一人で 掘り はじめて みると、 

いいあん ばいに 一人、 手助けが 出来 ましてね」 

「そうな のです か、 そんなにまで 村の 人から 嫌われて 


いるお 墓の 主 は、 どういう 人な のです か」 

「つまり、 人間の 仲間外れで すねえ、 悪い こと をした 

W いなんだ から、 どうに も、 やむ を 得ね えで ございま 

す」 

「何 を そんなに 悪い こと をした のです、 たいていの 罪 

があって も、 死ねば 帳消しになる じ やない の」 

「左様で ございます、 死んで しまえば、 て えげ えの 罪 

は 帳消しに な るんで ございま すが、 今度の はた だ 眼 を 

つむった という こと だけで 帳消しになる に は、 あんま 

り 重過ぎました」 

「いったい、 何の 罪な のです」 


まおとこ 

「第 一 、 姦通で ございます」 

「姦通 —— 」 

「はい、 それから、 横領で ございます」 

「横領 I 」 

「それからもう 一 つ、 人殺し」 

「まあ  」 

「人殺しと いつ て も、 只の人 殺し じ や ございません」 

「どういう 人殺しで すか」 

「主人 殺しで ございます」 

「え —— 」 

「それから、 夫 殺しで ございます」 


「え —— 」 

「そういう 重い罪 人で ございま すから、 磔刑に かけら 

れ ましたが、 その 死骸 を 引取 リ手も ございま せんし、 

まして、 葬って やろうなん ぞ という 人 は 一 人 も ござい 

ません ので …… 」 

「まあ、 一 人で そんなに 重い罪 を 幾つ も 犯した のです 

か」 

「いいえ、 一人 じ や ございません、 二人で やりました、 

姦通 同士の 男女が やりました。 ごらんなさい まし、 あ 

の 通り、 もう 一 つの 穴 を、 わつ しの 手助けに 来た 人が 

ああして、 せっせと あすこで 掘って います」 


「おおお お」 

その 人 は、 もうかな り 深く 穴 を 掘り下げて いるもの 

ですから、 ほとんど 今まで、 お 銀 様の 感覚に 触れない 

ほどの 物静か さで ありまし たが、 そう 言われて 見る と 

なるほど —— 全身 は 早 や 穴の 中に 隠れながら、 もく も 

くと 土 だけ を 上 へ ほうり 上げて いる 動作が よく わか リ 

ま ^ 

「わし は、 その 男の 奴の 方 をこう して 掘って います だ 

が、 手助けの 人 は、 ああして 女の 奴の 方 を 掘って いる 

ん でございますが、 男の 方よりも、 女の 方の が、 ずん 

と 罪が 深いので ございま すよ」 


それ を 聞く とお 銀 様が、 その 場 を 動け なくなり まし 

た。 何とい うこと なしに 立ちつ くして しまいました。 

前路の 目的 も 忘れて しまい、 後顧の 考え も なくなって、 

墓穴の 中 を 見込んで、 じっと 突立った ままでした。 

「穴 掘り」 の 兵 作 は、 これでお 銀 様への 御 挨拶 は 済ん 

だとい う 気持で、 再び 穴の 中へ 下りて 頰か むり を 仕直 

すと 共に、 力 チカ チと 鍬の 音を立て はじめました。 

お 銀 様 は、 じっと 立って、 その 穴 を 見つめた ままで 


す。 多少の 時が うつります。 日中なら ば 時のう つり 方 

も 緩慢に 見えます けれども、 黄昏 時であって は、 急速 

の 移り 方で、 みるみる 暗い もやが いっぱいに 立て こめ 

て、 暮の 領域 はみ るみる 夜の 色に 征服され て 行く のが 

烈しい のです。 

四方が 全く 暮れて しまったと 言っても よいので すが、 

お 銀 様 はま だ その 地点 を 動きません。 穴 掘り も、 よう 

やく 深く 掘り下げて 行く ほどに、 姿 は 陥没して 行く け 

れ ども、 鍬の 音 だけ は 相 変らず 力 チリ 力 チリ、 陰惨な 

うちに も 迫らない 動作 を 伝えて いますが、 この 方 はこ 

れ でよ いとして、 今し 掘られつつ ある 墓穴 は、 この 一 


つ だけではありませんでした。 

それよりも なお い つ そう 罪深き 一 方 を 葬る ためと 言 

しんちょく 

われた 他の 一 つも、 同様 以上に 掘 下げ 工作が 進 渉し 

ている はずな のです が、 この 方 は 最初から、 うんだ と 

もつ ぶれた ともお 銀 様に 向って 挨拶 は 無く、 お 銀 様 も 

また、 最初から、 とんと この 方 はお かまいな しの 体で 

したが、 ややあって、 静かに 歩み を 移して、 その 閑却 

せられた 一 方の 墓穴の 方へ と 近づいて 来ます と、 さい 

ぜんの 穴の 中から 兵 作の 声で、 

「お ー い、 若衆さん、 今お 嬢 様が お前の 方へ いらつ 

しゃる から、 よくお 話 をして 上げて くんな」 


そうすると こちらの 穴の 中から、 若い やさ 男の 声と 

して、 

「は ー い、 承知し ました」 

と 返事 をす るので す。 はて、 おかしい な、 こっちの 穴 

の 中の 兵 作 は、 穴の 中 を 深く 掘り下げて いながら、 自 

分が おもむろに 歩み をう つして 一 方の 穴へ 近づいて 行 

こうと する の を、 どうして 認め 得たろう。 そうして、 

やはり 穴の 中から 一方の 相手に 向って、 頼まれ もしな 

めんよう 

い 先 ぶれ を 試みて いる。 お 銀 様 は 面妖な 相手 共 だと 心 

に 感じながら、 その 一方の 穴へ 近づいて、 ほとんど 中 

のぞ 

を靦 きこむ ばかりにして 見る と、 


「お 嬢 様で ございま すか」 

穴の 下から、 若い やさしい 男の 声な のです。 こっち 

も、 自分が 来たの を、 穴の 中に 見ず 聞かずに いながら 

心得て いるら しい。 しかも、 最初 は 兵 作に してから が 

「奥様」 呼ばわりであった のが、 ここへ 来る と、 もう 「お 

嬢 様」 に 変化して しまって いる。 しかし、 もう、 のつ 

ぴ きなら ないから お 銀 様が、 

「わたしです、 そういう お前 は 誰です か」 

こう 言つ て 返事 をす ると、 穴から 噴き出し でもした 

ように、 若い やさ 形の 男が 現われて、 いきなり 前の 兵 

作が したよう に、 頰か むり をと つて、 その 面 を 突き出 


して 莞爾と 笑った ところ を 見る と、 

「あら、 お前 は 幸 内 じ やない の」 

ろうばい 

この 時 はお 銀 様が 狼狽して、 驚愕の 声 を 上げました。 

本来なら ば、 たとえ 頰か むり を 取って みたところで、 

この 宵闇で は、 知った 面であろう とも、 なかろう とも、 

急に それと は 気の つく はず はない のです が、 打てば 響 

くように お 銀 様が、 はっきりと 音 を 上げました。 

「お 嬢 様、 お 久しぶりで ございました」 

「まあ、 幸 内 —— 」 

「お 嬢 様、 ほんと にお 久しぶりで ございま したねえ」 

「お前、 どうして、 こんなと ころに、 问 をして いるの」 


「はい、 さきほど、 兵 作さん からお 聞きの 通りで ござ 

いまして、 誰も かまい 手がない もので ございま すから、 

つい、 おてつだい をして 上げる 気になりました」 

やせうで 

「お前の その 痩 腕で、 そんな ことにまで 頼まれな けれ 

ばいい に」 

「でもお 嬢 様 —— わたしの ような ものが 頼まれて 上げ 

なければ、 誰も 頼まれて やる 人はありません もの」 

「でも、 もういい から、 おやめ —— お前の 代りに、 誰 

か 人 を 雇って 来て 上げる から」 

「有難う ございます、 では、 そういう ことに 願い まし 

て、 わたし は、 これからお 嬢 様のお ともを 致し ましよ 


う」 

「そうして おくれ」 

「それで は、 あの 井戸の 傍へ 行って 手 を 洗って 参り ま 

すから」 

「わたしが 洗って 上げる からお いで」 

「有難う ございます」 

そこで、 お 銀 様 は 夢うつつ のように なって、 幸 内 を 

導いて 行く と、 墓地の 中 ほどに 車井戸が ある。 

「わたしが 水 を 汲んで 上げる から、 手 をお 出し」 

「済みません —— 」 

「なかなか 深い 井戸 だね」 


「なかなか 深う ございます、 御用 心なさい ませ」 

「さあ、 もっと 汲んで 上げる から、 面 も、 足 も、 洗つ 

たらい いでしょう」 

「まことに 恐れ入ります」 

「幸 内」 

「はい」 

「こうして 車井戸の 水 を 汲み上げて いると、 あの 昔の、 

つつじ  さき 

躑躅 ケ 崎の 古 屋敷の 時の こと を 思い出さない？」 

「思い出さな いどころ では ございません、 もうこ こ へ 

参ります 時から、 頭の 中が その 時の ことで いっぱいで 

ございます」 


「神 尾 主 膳と いう 奴 は 悪い 奴ね」 

「悪い、 悪い、 極悪人で ございます」 

「かわいそうね、 お前 は」 

「お 嬢 様、 もう、 それ を おっしゃって 下さい ますな、 

おっしゃらなくても、 幸 内の 魂 は、 それで おびやかさ 

れ 通しで ございます」 

「わたしが 悪かった ねえ、 堪忍して おくれ」 

ほうき 

「いいえ、 お 嬢 様が お 悪い のじ や ございません、 伯 書 

の 安綱が 悪かった ので ございます」 

「もう、 それ も 言うまい。 さあ、 面と 手 をお 洗いなら- 

これでお 拭き」 


「いいえ、 手拭 を 持って おります から」 

幸 内 は、 最初 頰 かむ り をして いたと ころの 手拭 を 取 

り 出して、 手と、 面と、 足と をよ く 拭って、 そこに 置 

き 並べた 草履 をつつ かけて、 はしょつ ていた 尻 をお ろ 

しました。 その 途端にお 銀 様が 井戸の 流しの 一 方 を 見 

て、 

「幸 内、 あれ は 何？」 

なきがら 

「あれが、 その、 今お 話の、 二人の 亡骸で ございます」 

「え」 

お 銀 様 は 目 をみ はりました。 


六十 五 

「あれが、 さきほど 兵 作さん がお 話しに なりました、 

罪の 男女の 亡骸なん でございます」 

二人が 目 を 合わせて 注視した その 井戸側の 一 方に、 

こち 

薦を かぶせて、 犬 か 猫なん ぞ のように 置き 捨てられた 

一 一つの 物。 

「ごらんになります か」 

と 言って 幸 内 は、 そろそろ 歩みよ つて、 まず その 一方 

の薦 を、 ちょっと 刎ねの けて 見る と、 刑余の 死人の そ 

の 男の 方と 覚 しいの がまず 現われました。 お 銀 様 は、 


やや 長い こと それに 目 をつ けて いたが、 

「おや、 この 男 はお 前によ く 似て いる」 

「お 嬢 様、 こちらの 方 も ごらんになります か」 

と 言つ て 幸 内 は、 男の 方のに しずかに 薦を かぶせて、 

他の 一方の 薦を しずかに 払って 見る と 水々 しい 女。 し 

かも、 前の 若い のと は 年齢に 於ても、 だいぶ 隔たりの 

ありそうな 大年増。 それ もなかな か かっぷく もよ く、 

品格 も ある 相当 大家の 奥様と いつ て も 恥 かしくな いほ 

どの 女房ぶ りでした。 

前の 男の 方の を 見て は、 これ はお 前によ く 似て いる 

と 幸 内に 向って 言った お 銀 様 も、 この 女の 方 を 見て は、 


義理に も、 わたし に似てい ると は 言えない ほどの 隔た 

りが あるので あります。 

「でも、 どこかで 見た ような 人 だ」 

お 銀 様 はこう 言った けれども、 さりと て、 どこの 誰 

だとい うこと が、 はっきり 頭に うつ つ て 言った ので は 

ありません。 

こち 

そのうちに 幸 内 は、 また 薦を 卸して しまって、 

「では、 お 嬢 様、 これからお ともを 致しましょう」 

「行きましょう」 

ここで、 お 銀 様 は 幸 内 を 召し つれて、 ようやく この 

墓地 を 通り抜けに かかりました。 


幸 内 はお ともをす ると 言った けれども、 どこへ 向つ 

てと いう ことに 駄目 も 押さず、 お 銀 様 も 幸 内 を 召しつ 

れ たけれ ども、 これから どこへ と 目的地 を 示す でも あ 

りません。 しかし、 まもなく この 陰惨 不祥なる 「墓穴」 

の 地 だけ は 完全に 脱出す ると、 こんど はまた 胆 吹の 裾 

野が 瞭々 として、 秋の 花 野が 広々 として、 琵琶湖が 一 

面に 水平線 を 立てました。 その 中 を、 お 銀 様の 後ろに 

従いながら、 幸 内 は、 

「お 嬢 様、 あれが あぶくの 仇 討なん でございます、 わ 

たしが、 お 嬢 様のお 小さい 時に して 上げた 話で ござい 

ますが、 多分お 嬢 様 はお 忘れに なった ことと 存じます 


から、 また 改めてお 話し 申しましょう か」 

「あぶくの 仇 討 —— そんな こと、 聞いた ように も ある 

けれども、 全く 思い出せない、 お前 またく わしく 話し 

て 聞かせて ちょうだい」 

「はい、 承知いた しました」 

この 時のお 銀 様の 頭の 中 は、 もう 胆 吹の 新 領土の 女 

王で もな く、 あたりに 展開す る 薬草の 多い という 花 野 

もな く、 前に 水平線 を 上げて いる 琵琶の 大湖 もな く、 

故郷の 有 野 村の 邸内の 原野 を 歩む 女と しての、 やん 

ちゃと しての、 驕慢に して、 しかも 多分の 無邪気 を 持つ 

た 処女と して 現われました。 昔 はこうい う 時に 幸 内 を 


召し つれて、 よく 幸 内の 口から 世間話 や、 昔話 を 聞か 

せられた ものでした。 唯一 の 愛人と しての 幸 内 は、 ま 

たお 銀 様に とって 唯一 の 話し相手 でも あれば、 また 唯 

一 の 知識の 供給者で もあった のです。 幸 内と 火桶 を 囲 

ん で夜更 くるまで 話して いた こ ともあれば、 野原 をむ 

やみに 散歩して、 幸 内 をむ やみに 叱ったり、 困らせた 

りして、 やがて また 自分が 済まない 気になって、 泣い 

て 幸 内に お詫び をして みたり なん ぞし たこと も 絶えず 

あつたの です。 

もう、 今 も、 昔 も、 ありし 人 も、 亡き人 も、 ごつ ちゃ 

になって しまったお 銀 様の 頭で は、 何 はさて 置き、 幸 


内の 口から 再び、 或いは 現実的で あり、 或いはお 伽噺 

の 国の 話で ある 物語 を 聞く ことの、 うれし さ、 床し さ 

に 満たされて しまいました。 

六十 六 

あわ 

そうして、 今、 幸 内が 語り 出す ところの 「泡ん ぶく 

の 仇 討 物語」 というの を、 幼な 馴染に 聞いた 昔語りの 

気分と、 すっかり 同じ 心 持に なって、 時々 まじる 甲 州 

言葉まで が、 時と ところ を 超越した お 伽噺の 世界に 自 

分 を 誘うよう に 聞きな される が、 そうかと い つ て 語り 


出す ところの 物語で ぁリ、 ぉ伽噺 であると ころの 話の 

本質 は 結局、 甚だめ でたい もので はない ので ありま 

昔、 あると ころに 旅の 商人が ありました。 

ふと もの 

いつも、 若い 番頭 を 一人 つれて 太 物の 旅 商いに 歩き、 

家に は 本来 相当な 財産が ある 上に、 勤勉 家で も あり、 

商売 上手で も あり なかなか 繁昌した ものです。 

ところが、 留守 を 預かる そのお 内儀さん の 心の中が 

穏 かでありませんでした。 

「うちの 主人 は、 ああして、 商売 上手に 諸国へ 出張し 

て 儲けて 来る が、 あんな 若い 番頭 を 連れて 歩いた ので 


は、 いつ 番頭に 誘惑され て 色里へ でも 引 込まれ、 また 

は 旅先で、 あだし 女 を こしらえて はまり 込み、 売上げ 

も、 元 も 子 もない ように されて しまう 場合がない と は 

限らない」 

というよ うな 思い過ごしと、 女の 浅はかな 心から、 こ 

れは 早く こちらから 先手を打って 置く 方が たしか だと、 

思案を凝らした その 思案と いうの が、 やっぱり、 女の 

浅はかに 過ぎませんでした。 

これ は 何しても、 あの 番頭 を こっちの ものにして 手 

なず けて 置く に 限る、 そうすれば、 旅先で、 旦那の 目 

附役 にもな リ、 家へ 帰って は 自分の 味方と なる —— そ 


れに 越した こと はない と 考えて、 夫との 間に 二人の 子 

供まで あるのに、 その 若い 番頭に 色気 を 見せて、 手な 

ずけ にと リ かかりました。 色気 を 見せた というう ちに 

まだ 不義 を 許した わけで もなん でもない が、 落ちる よ 

うな 風情 を 見せて、 番頭に 気 を 持たせながら、 引つ か 

けて 行った ものに 違いありません。 

「ねえ、 わたし も、 旦那が ああして 商売に 精出して 下 

さるから 有難い こと は 有難い が、 ど う も 商売にば か り 

凝って、 家の こと を 心配して 下さいません、 わたしと 

いう もの も、 子供と いう もの も、 あってな いような も 

のな のです。 本来、 情と いう ものが 乏しい 人なん だか 


ら、 わたし も それ を 思う と 心細い。 そうして、 ああい 

うように、 絶えず 旅から 旅 を 廻って いるう ちに、 もし 

かして、 よその 女に でも 情 をう つす ような ことにな つ 

て は、 わたしたちの 身の上 はどうなる かわかつ たもの 

ではありません。 それ を 思う と 全く、 わたし は 二人の 

子供 を かかえて 路頭に 迷わなければ ならない ようにな 

るに きまって います。 親類 も、 身よりも、 たよりに な 

る もの はなし、 そうなる と、 味方と して はお 前 を 頼む 

ごしょう 

より ほか はない から、 後生 だからお 前 はよ く 旦那 様の 

お 守役 をす ると いっしょに、 わたしの 力に もな つて 頂 

戴、 もし 旦那 様に 万一 のこと が あるとき は、 わたし は 


お前ば つ かりが 頼りなの だから …… 」 

としま 

二人の 子供が ありと はいえ、 まだ 水々 しい 年増の 主 

人のお 内儀さん から、 こう 持ち かけられ ると、 若い 番 

頭の 胸 は 躍らない わけに は ゆきません。 何 か 知らん 甘 

い、 そうして 空 怖ろ しい 戦慄が 全身に 起り ました。 

「お 内儀さん、 御 安心なさい ませ、 わたしが 附 いて 行 

く 限り、 決して 旦那 様 を 悪い 方へ お 導く ような こと は 

致しません、 それに 旦那 様 も、 全く 旅で お 固い のです 

から、 どう 間違って もお 内儀さん の 御 心配になる よう 

な 事態が 引 起される はず はない ので ございます、 それ 

は、 わたくしが 固く 保証 を 致します から、 御 安心 下さ 


いませ」 

「だが、 お前、 人の 心と いう もの は、 いつ どう 変る か 

わかった ものではありません、 固い といった 人が 道楽 

を 覚える と、 かえって 遊び をした 人よりも 深く はまり 

込む こと も あるので す  そうでなくても、 もし 旦那 

様が 旅で 御 病気になる とか、 盗賊 追剝 にで も 害される 

ような ことがあった としてみ ると、 それからの わたし 

は、 どうしましょう」 

「それ はお 内儀 さ んの 思い 過，、 h J しで ございま す、 旦 那 

様に 限って は、 旅先で 悪所 通い をな すったり、 よから 

ぬ 女に はまり 込んだり なさる ような 心配 は 決して ござ 


いません し、 わたしが ぉ附き 申して いて、 決して そん 

な こと はお させ 申しません が、 万一、 旅先で 御 病気に 

なると か、 盗人 追剝 などの ために、 まあ、 御 災難 を 思 

いやって いて は 際限が ございません けれど、 もし、 そ 

んな 場合が あつたと 致しまして、 わたしが 残って いる 

ような 場合が ありましたならば、 わたくしが どこまで 

もお 内儀さん の 力に なって、 旦那の 御 商売 をつ いで、 

御 一 家 をお 立て 申して 上げます から、 御 安心 下さい」 

「何とい うお 前の 頼もしい 言葉でしょう、 それで は、 

もしゃ 旦那がない 後 も、 お前 は、 いつまで もこの 家に 

いて、 わたしたち のために 力に なって くれます ね」 


「それ はもう、 全く 無給 金で お 家 様の ために 働き、 こ 

の 御 商売 を、 わたしの 力で 守り 通して 行って、 ごらん 

に 入れます」 

「そのお 前の 言葉 を 聞いて、 わたし は 全く 安心し まし 

た、 きっと、 その 誓い を 忘れないで、 わたしの 力に なつ 

て 下さいな」 

「それ はもう、 わたくし は、 最初から お 内儀さん の 味 

方で ございます」 

「嬉しい」 

「では 明日 は、 信 州の 方へ 旦那 様のお ともをして 商売 

に 出かけて 参ります から、 そのお つもりで、 御 安心な 


すって お待ち 下さい ませ」 

「えええ え、 お前の ために 蔭 膳 を 据えて 待って います 

よ、 早く 帰って ちょうだい」 

ま-. J/; 

「わたくし も、 それで なんだか、 いっそう 商売に も 励 

みがつ き、 自分の 将来 も 安定した ような 気持が 致し ま 

す。 では 奥様、 行って 参ります」 

「行って おいで、 無事にね …… 」 

こういつ たような 話し合いで、 若い 番頭 を 主人のと 

も を させて、 信州路 への 旅へ 送り出しました。 

信 州へ 出かけて からの 商売 も 順調に 行き、 儲け も 相 

当に あって、 主従 は 早く も 故郷の 甲 州へ 向けて 快く 帰 


路 についた のです が、 その 途中、 ある 山の 中で、 烈し 

い 夕立に 遭った のが 運の 尽きでした。 やっと 道端の、 

ささやかな 山小屋の 中へ 主従が 逃げ込んで 雨宿り を し 

たのです。 まもなく 霽れる ことと 思って いた 雨 も、 意 

外に 長 降り をして いる 間に、 旅の 疲れで 主人の 方 は 旅 

装の まま、 その 山小屋の 中で、 つい、 ぐっすりと 寝込 

ん でしまい ました。 商売の 方が うまく 行った 安心と、 

旅の 疲れと で、 番頭が ちょっと 起しても 起きられない 

ほど、 熟睡に 落ちて いたのです。 

あんま リ よく 眠って いると ころ を 見て いるう ちに、 

若い 番頭の 胸の 中に むらむらと、 出立 間際のお 内儀 さ 


としま はだ 

んの 甘い 言葉と、 その たっぷりした 年増 肌と が 現われ 

て 来ました。 

「そうだ、 この 旦那 さえなければ、 あの 旦那の 身上 

そっくりと、 それから、 わたしに 心 を 持って いて 下さ 

る、 あの たっぷり したお 内儀さん も、 わたしの ものに 

なる にき まっている。 うむ、 そうだ そうだ、 自分 も 使 

われる 人で なくなって、 あの 身上 も、 商売 も、 自由に 

切り 廻す 主人と なれる の だ。 それば かりで はない、 あ 

の たっぷり したお 内儀さん を 自分の ものと して、 家庭 

を 楽しむ ことができ るの だ。 この 旦那 様 さえなければ、 

この 旦那 様 を さえない ものにすれば …… 幸い ここ は 甲 


斐と信 濃の 山路の 奥、 いま 降り出した 烈しい 夕立、 只 

さえ 人通りの ない ところ を、 前後に 全く 見て いる 者 は 

ない、 天道様 さえこの 豪雨で 姿 を 隠して いる、 ここに 

脇差が ある、 旅の 用意の 道中 差、 家 を 出る 時、 わたし 

は 用心の ために 研いで 置いた、 旦那 はこの 通りよ く 

眠って いる、 これで 一 突き、 それで 万事が きまる、 も 

し 間違って、 少し は 騒がれても この場合、 この 雨 —— 

そうして、 後ろ は 何千 丈の 谷底 だ、 死骸 を あれへ 突き 

落して しまえば、 あとかたもなくなる、 もし、 見つけ 

られて も 盗賊 追剝の 災難と いえば それでも 済む —— あ 

あ、 お 内儀さん の 姿が 目の前に 浮んで 来た、 あのた つ 


ぶりした お 内儀さん が、 にっこり 笑って、 おお、 そう 

そう、 お前の 思い通り、 一思いにそう なさい、 そう そ 

う 臆病に なつち やい けない、 強い心で ：：•• と 言って お 

内儀さん が 手 を 添えて 下さる、 もう 我慢が できない、 

こう 思う と 若い 番頭 は、 急に 物 狂わしく なり、 わな 

さや 

なく 手元で 脇差 を 取る と 早く も 鞘 を 払い、 いきなり 主 

人の 身辺に 寄る と、 後ろに 悪魔が いて 手伝いでも する 

かの 如く、 すごい 勢いで、 主人の 咽喉 をめ がけて、 そ 

の 脇差 を 柄 も 通れと 突き立てました。 


六十 七 

いかに 熟睡に 落ちて いたと はいえ、 咽喉 を 突き刺さ 

れて眼 を さまさぬ 者 はない。 主人 はやつ と 目 を 見開い 

て 見る とこの ていたらくです。 

「あ、 お前、 何で わたし を 殺す の だ」 

「旦那 様、 済みませんが、 わたしば かり をお 恨み 下さ 

いますな よ、 これ はお 内儀さん が 手助け をして、 わた 

しに こ うさ せて いるの だと 思って 下さ い 」 

「ナ 二、 家内が どうした？」 

「旦那 様 を 亡き者に すれば、 旦那 様の 御身 上 も、 商売 


も、 それから あの 美しい お 内儀さん も、 わたしの もの 

になる ので ございます」 

「ああ、 知らなん だ、 知らなん だ、 そういう ことで こ 

こで 殺される と は 夢にも 知らなん だ、 ああ、 ここで 死 

にたく はない、 盗人 追剝に 殺されよう とも、 貴様の 手 

に はか かりたくない、 だが、 どうも 仕方がない、 この 

かたき  あだ 

敵、 この 恨み、 この 仇 —— 人 はいない か、 誰か 通り か 

かりの 衆で もない か、 ああ、 誰も 人 はいない、 人が い 

なければ 鳥で もい い、 獣で も、 虫で も、 いいが …… あ 

いに く、 この 雨、 蟻ん どう 一 ついない、 ああ、 ここで 

死にた く はない、 こいつに だけ は 殺されたくない —— 


誰か、 何 か …… 」 

しき 

と 頻りに 苦しみ もがいた けれども、 今い う 通り 頼む ベ 

き 人 はもと より、 生ける 物と て は 蟻 一 つ 見え はしな い- 

ただ 断末魔の 眼に 入る もの は、  今 もしき りに 降って い 

る 豪雨が、 小屋の 庇から 滝の ように 流れ 落ちて、 それ 

が 水溜りに 無数の 泡 を 立てて、 芋 を 揉む ように 動揺し 

ている だけの ものです。 

あぶく  あわ  かたき 

「泡、 泡、 泡 …… 泡ん ぶく、 おお 泡ん ぶく、 敵 を 取つ 

てく りょう、 泡ん ぶく、 お前 敵 を 取って くりょう、 敵 

を 取つ てく りょう」 

と 叫びながら、 とうとう 番頭の 手に かか つ て 無惨の 死 


を 遂げて しまいました。 

ここまで 来る と、 若い 番頭 も 全く 度胸が 据わって、 

主人の 死骸 は、 あたりへ 穴 を 掘って、 手際よ く 埋めて 

しまい、 証拠に 残りそう な もの も、 ゆっくりと 整理し 

て、 かえって はればれしい 気持で、 あの たっぷりした 

お 内儀 さ ん の 面影 だ け を 頭に うつらせて、 胸 を 躍らせ 

ながら、 甲 州路に 向いた のです。 

そうして、 途中で 程よ く 主人の 位牌 を こしらえて、 

主家へ 戻って 参りました。 

「お 内儀さん、 まことに 残念な こと を 致しました、 悲 

しい ことで ございます、 旦那 様 は、 ふとした 病が 嵩 じ 


て 旅で お亡くなりに なりました、 私が ついて おりなが 

らも、 これば つ かり はどうす る こと もで きませんで ご 

ざいました、 どんな 用心 を 致しましても 病に だけ は 勝 

てない ので ございます。 でも、 せめての 心ゃリ は、 わ 

たくしが 御 最期の 時まで 附 ききり で、 できるだけの 御 

看病 を 致しました こと だけで ございます。 全く、 わた 

くし はお 内儀さん になり 代っての 分まで も、 旦那 様の 

御 看病に 尽 しました が、 寿命と 申す もの は、 人の 真心 

だけで は、 どうに もなら ない もので ございました。 お 

寺 様に 頼んで 回向 供養 を 怠りなく つとめ、 この 通りお 

位牌 をいた だいて 帰りました」 


ザ J う 言 つ て 涙 を 流し て 若い 番頭が 申し述べる もので 

すから、 さすがのお 内儀さん も、 よも や，. 偽りと は 疑う 

ことができませんでした。 一 つの 罪 を 完成して みると、 

それからの 狂言もう まくなる ものと 見えて、 本来 さほ 

どの 悪者ではなかった 若い 番頭 も、 もはや 全く 悪党と 

しての 度胸に 仕上げ を 加えて しまった のです。 そこで、 

お 内儀さん を も 涙ながら にあ きらめし めました。 

「そういう ことで、 どうも、 いくら 歎いても 仕方が あ 

りません、 お前が、 わたしに 成り 代って まで、 そうし 

て 看病に 手を尽 して くれたの が 仏へ 何よりの 供養と 思 

います。 何 かほ かに 遺言はありませんでした か」 


とお 内儀さん からたず ねられて、 若い 番頭 は もじもじ 

として、 

「はい、 御 遺言のと ころも、 ほぼ 伺う だけ は 伺って 参 

りました が …… 」 

と 言つ て、 なんとなく 口ごもる 物々 しい 態度 を 見て、 

お 内儀さん がお してたず ねました、 

「旦那の 臨終に おっしゃ つたこと を 残さず 話して 下さ 

い、 それが、 わたしたちの 利益に なろうと も、 不利益 

になろう とも かまいません、 旦那の 臨終に おっしゃつ 

たこと はいちい ち 遺言と して、 善悪に かかわらず、 わ 

たし は それに 従って 生きたい と 存じます」 


「それで はお 内儀さん、 旦那 様の 御 臨終の 前にお つ 

しゃった こと を、 一切 隠さず 申し上げて しまいます か 

ら、 お 気にさ わりましても 御免ください ませ」 

「何の わたしが 気にさえ る ことがある もの か —— 何 か 

ベ つ だんに 遺言と しての 書附 がなくても、 信用して い 

るお 前の 伝える こと は、 そのまま 主人の 言い つけと し 

て、 わたし は その 遺言に 従わなければ なりません」 

「では 申し上げ ますが、 旦那 様が、 いよいよ いけない 

と 御 自分で もお 気がつき なされた 時に —— 私 を 枕 もと 

近く 呼び寄せ なさって、 これ 新 蔵、 わたし はもう どう 

しても いけない、 旅で こうして 果てる の は 残念 千万 だ 


けれども、 天命いた し 方がない によって あきらめ るが、 

あきらめ 兼ねる の は 国 もとに ある 妻子の こと だ、 あれ 

も ほかにた よる 身寄りと てもなく、 あつたと ころで、 

うっかりと 親類 身よりに 任せれば、 かえって 散々 な こ 

とに されて しまって かわい そうだ、 その 妻子の こと だ 

けが 心残りに な つ て 仕方がな いと、 お つ しゃいました」 

「それ はそう おっしゃ りそうな こと、 やっぱり 旦那 も 

人情の 人でした。 全く 旦那が 心配な さる 通り、 わたし 

たちの 身の上と いう もの は、 これから どうなる ことで 

しょう。 で、 それから お前 は 何と 返事 をし ました」 

「それからで ございます、 私 も、 何と 御 返事 を 申し 上 


げて よろしい かわからないで おります と、 旦那 様が わ 

たくし を、 もっと 傍へ 寄れと おっしゃって、 それから 

でございます、 お 内儀さん、 お 気に かけられて は 私が 

困ります が …… 」 

「何の 気に かける もの か、 お前の 言う こと は 即ち 主人 

の 言う ことと、 さ つきから あれほど 言つ て いるで は あ 

りません か」 

「では 申し上げて しまい ますが、 その 時に 旦那 様が、 

わたしの 耳へ 口をつける ようにして おつ しゃ いました 

の は、 今い う 通りの 次第で、 親類 身寄りと いう も、 あ 

と を 托する ほどの 心 当り はない の だから、 お前に ひと 


つ、 迷惑で も、 一切 わたしに 成り 代って、 この 後の あ 

の 家 を 見ても らいたい、 身代 も、 商売 も、 引きついで 

もらえまい か、 それにつ いて、 お前に は 気の毒 だが、 

あの わしの 女房 も、 子供 こそ 二人 あるが、 まだ 老いた 

りと いう 年で はなし、 お前が …… 」 

「まあ」 

「お 内儀さん、 旦那 様が そう おっしゃ いました、 お前、 

年に 少し 不足 はあろう けれども、 いっそ あれと 一緒に 

なって くれない か、 そうして もらえば、 家 も、 商売 も、 

女房に も、 みんな 安心して あとへ 残して、 行く ところ 

へ 行ける の だが、 とこう おっしゃって、 息 をお 引取り 


になり ました」 

「まあ …… 」 

その 時、 お 内儀さん は 真 赤に なって しまいました。 

もとより このお 内儀さん は、 出立 間際に、 若い 番頭 

に 向って、 ああい うこと を 言った けれども、 なにも 本 

心から この 男 を 好いて 不義 を 働こうと したわけ ではな 

く、 主人の 浮気お さえの 目附 役と して、 番頭 を 手なず 

けて 置きたい という 女心に 出た ものな のでした が、 事 

ど-つろう 

態が ， J う 急転し てみ ると、 まるで 演劇 の 廻り 燈籠を 見 

せられる ように 目が くらんで しまいました。 

しかし、 好き このんで 行う わけで はない が、 真に 憎 


い 奴と いう わけで もない、 若い 番頭から こう 言われて 

みると、 なるほど、 それが また 主人の 本心で あつたか 

も 知れない、 へたに 親類 身よりに 荒される より は、 気 

心 も 心得て いるし、 商売 ものみ こんでいる、 この 若い 

番頭の ほかに は、 いよいよ となると 頼みになる 者 はな 

い —— と 主人 も心づ いたと いうの が 無理に も 聞えない 

し、 自分に しても、 そう 思われな いこと はない。 

そうして、 お 内儀さん は、 とうとう この 若い 番頭に 

許して しまいました。 

許して しまって みると、 自分より 年下で も あるし、 

また 働き も あるし、 子供た ちの 面倒 も 見て くれる し、 


若い 身空 を 後家 入り をした 番頭の ために、 こっちより 

も、 向う を 可愛 ゆく 思って、 夫婦仲 も 極めてよ ろしく- 

そうして 三年の 間に、 二人の 間に また 一人の 子供まで 

出来、 商売 もい よいよ 繁昌し、 家内 も、 平和と、 無事 

と、 愉快と で 過ごして 行き ましたが、 これが この 分で 

通れば、 世の中に は 神 も 仏 も ございません。 

三年 目に、 死んだ 主人の 法要 をして、 夫婦して お 寺 

参り を 致しました。 

六十 八 


その 日の 法要が 済んで、 いざ 帰宅と いう 間際になる 

と大 夕立です。 

ひさし 

お 寺の 本堂の 庇から 流れ 落ちて、 庭の 小 溜りに 

夥 しい 泡ん ぶく が 動揺して いるの を、 雨 を やませな 

がら、 右の 若い 番頭が 見る ともなし に 見やる と、 その 

昔の 凶状の こと を 思い出して ゾッ としました。 

あの 時の 光景が、 まざまざと 眼に 浮んで 来ました。 

主人が 苦しみ もがく 断末魔の 表情と、 頼む にも、 訴え 

るに も、 生き物と いう 生き物が 一 つも 見えない 苦しま 

ぎれ に、 眼前に 漂う あの 泡ん ぶく を 見て、 「泡、 泡、 

かたき 

泡、 泡ん ぶく、 おお、 泡ん ぶく、 敵 を 取って くりょう、 


泡ん ぶく、 お前、 敵 を 取って くりょう、 敵 をと つてく 

りょう」 

と 絶叫した 主人の、 血み どろな 形相 を 想い出す と、 さ 

すがに いい 気持 はしないで、 一時 は 面色 を 変えて みた 

が、 それが 静まる と、 かえって 今度 は 反抗的に、 一種 

の 痛快 味 を さえ も覚 ゆるよう になり ました。 

笑止千万な こと だが、 泡ん ぶく を 頼んでも、 いまだ 

に 敵 を 打て はしない。 身上 も、 商売 も、 そっくり 譲り 

受けた 上に、 あのお 内儀さん を、 忠実 無類の わたしの 

女房と して 有難く 納めて いる。 これで も 罰 は 当らない 

ほんとうに 御主人に もお 気の毒な わけ だが、 泡ん ぶく 


にもお 気の 毒 だ ！ こうい う 魔性が 心の中に 頭 を もた 

げ ると、 思わず 面の 表情に 現われて、 庭の 泡ん ぶく を 

見ながら、 思わず ニッと 笑いました。 その 笑い 方が、 

さげすむ ような、 あざ笑う ような、 たんのうす るよう 

な、 何とも 言えない 複雑な 表情 をして 見せた ものです 

から、 傍に いたお 内儀さん が、 変な 気になりました。 

昔 は 召使、 今 は 夫と して 仕えて いる この 若い 男が、 泡 

ん ぶく を 見て、 ひとり 変な 笑い 方 をした、 その 意味が 

ちっとも わからない。 それ を 気にしながら それでも 雨 

を やまして、 無事に 自分た ちの 家へ 帰って来ました。 

その 晚の 寝物語に です、 お 内儀さん は、 この 疑問 を 


若い 夫の 上に 打ち かけて みました、 

「お前さん、 さっき、 お 寺の 縁で 庭の 泡ん ぶく を 見て、 

変な 笑い 方 をなさい ました、 あれ は 何の 意味 だか、 わ 

たしに はわ かりません、 思 出し 笑いと いうの は 罪な も 

の だそう ですから、 話して おしまいなさい、 白状 をし 

ない と 承知し ません よ」 

というよ うな こと を、 甘ったるく 問い かけた お 内儀 さ 

んの 心で は、 今では 無二の 可愛 ゆい 夫に なって いる 男 

—— 思 出し 笑 いは 罪 だ というの は、 深い さぐりの 心で 

言った ので はない。 思 出し 笑い そのものに は、 男なら 

ば 女、 女なら ば 男との 味な 思い出の 名残りと かいった 


ような 意味で 罪の 深い ことにな つてい る、 友達の 間で 

それ を 発見され た 時には、 相当に 奢らなければ 済まな 

い。 夫婦の 間で それ を 見つけられた 時 は、 相当に 嫉か 

れて もやむ を 得ない という 意味で、 お 内儀さん が、 

ちょっと 嫉 いてみ た 程度の もので ありました。 

寝物語に 甘ったるく 問い つめられ ると、 もう、 すつ 

かり 高 上りして しまった 若い 夫 は、 いい 気持に なって、 

直ぐに は 返事 をし ないで、 頭の 中で こんなに 考えて み 

ました —— 

「あれから、 もう 三年 だ、 身上と 商売 はもと より、 こ 

の 女房が、 もうす つかり おれの ものに なりきって、 二 


人の 間に 子供まで 出来て いる、 たとえ、 この 場へ、 も 

との 主人が 生き返って 現われた ところで、 このお 内儀 

さんの 心 はこつ ちへ 傾いて しまって いるから、 手 を 貸 

して 殺せと 言つ て も 否や は 言わない にき ま つ ている。 

その くらいだ から、 もう 話しても 大丈夫 だ、 あの 時の 

こと をす つかり 打明けて みたところで、 どうなる もの 

か、 かえって、 よく 思いきって やって 下す つた、 その 

おかげで、 今日 y J うして お前 さ んと 楽し い 夢が 結べ る、 

ほんと にお 前さん は 度胸 も あり、 腕 も あるお 方 —— と 

言って、 また 惚れ込んで しまう だろう。 一番、 ここで 

打明けて 話して やれ」 


という 気になって、 それから、 若い 夫 は 寝物語に、 ぐ 

ん ぐんと 昔語り をぶ ちまけ てし まいました。 

「実はお 前の 前の 亭主 は、 わたしの ために は 御主人で 

あるお 旦那 は、 病気で 死ん だんじ やない —— わたしが 

殺した の だ」 

お 内儀さん は、 恐るべき 沈黙 を もって、 若い 亭主の 

自慢が てらの 旧悪の 告白 をす つかり 聞いて しまい まし 

た。 

その 結果 は 意外でした。 

お 内儀さん は、 その 場で ムキに 怒って、 直ぐにお 上 

へ 訴えて 出た のです。 


それから 二人が 召 捕られて、 とうとう あの 通り 磔刑 

にか かって、 穴の 掘り 手の ない 非業の 最期 を 遂げ まし 

た —— 

というい ちぶし じゅうの 物語 を 幸 内の 口から 聞かせ 

られ て、 お 銀 様 は、 

「それ はお 前の 話が 少し 違うよう だ、 わたしの 記憶し 

ている 昔話で は、 お 内儀さん が 訴えて 出る と、 その 若 

い 番頭が 直ぐに 捕えられ てお 処刑に かかった が、 お 内 

儀さん の 方 は、 最初から その 気持で やらせた わけで は 

なし、 直接に も、 間接に も、 夫 殺し、 主殺しに、 手 を 

下した わけで はない の だから、 おかまいな しとい うこ 


とに なった けれども、 お 内儀さん は、 なんにしても 自 

分 は 夫と 名のつ くもの を 二人まで 殺して しまったの だ 

から 申し わけがない と 言 つて、 子供 はみ な 親類へ 預け、 

自分 は 寺へ 入って 尼に なって 一 生 を 送った というで は 

なレ 力」 

そう 言われる と 幸 内 は、 

「それ は、 どちらが 本当 か、 わたし はよ く 存じません 

が、 埋める 穴 を 二 つ 掘らなければ ならない 現状 は ごら 

んの 通りな ので ございます。 そんなら、 このお 内儀 さ 

んは 別の 人なん で ございましよう。 私と して は、 事件 

の 真相な ど は、 どちらで も かまわな いので ございます 


が、 そうでした、 頼まれた 仕事 だけ はして 上げない と 

兵 作さん が かわいそうで ございます。 では、 お 嬢 様、 

この辺で、 私 はお 見送り を 失礼いた しまして、 これ か 

ら立 帰って 穴 入り を 致します から、 これで 御免く ださ 

いませ」 

と 言って、 幸 内 は 後ろ を 向いて 以前の 墓地の 方へ 取つ 

て 返した 時分に は、 お 銀 様の 姿 は 再び 松柏の 森の 中に 

隠れて しまいました。 

六十 九 


それから、 かなり 深い 松柏の 森の 中 を 抜けき つて、 

こなたの 裾野へ 現われた お 銀 様 は 単身で ありました。 

ところが 愛すべき 新月 は、 相 も 変らず 前額に かかつ 

て、 お 銀 様の 姿 を 見守りながら 下界 を 照らして いる も 

のの ようです。 

裾野と はいう けれども、 もうこ こへ 来る と、 限り 知 

られぬ 広野 原の 感じです。 脑吹、 比 良、 比 §、 いずれ 

にある。 先に 目通りに 水平線 を 上げた 琵琶の 水 も、 ほ 

とん ど 地平線と 平行して、 大野に つづく 大海 を 前にし 

て 歩いて いるよう な 気分です。 


お 銀 様 は 月に 乗じて、 この 平野の 間 を 限りなく 歩み 

ひと もと 

歩んで 行く と、 野原の 中に、 一幹の 花の木が あって、 

白い 花 をつ けて 複郁 たる 香り を 放って いる。 その 木ぶ 

り も、 太き に 過ぎず、 細き に 失せず、 配置に 意 を 用い 

て 植えた ような たたずまい ですから、 お 銀 様 は その 木 

ぶり を 愛して、 その 香りに 心 を 酔わ しめられました。 

ああ これ は 桂の 花 II と、 お 銀 様の 心が いよいよと 

きめいて、 その 木の下に 近づいて 行く と、 その 幹の 下 

に、 木ぶ り、 花ぶ りに ふさわしい ところの 人が 一 人 メイ 

んで いました。 

「ああ、 新月、 何とよ い 月ではありません か」 


花の木の 下に ネん でいた、 木ぶ りに ふさわしい 人が、 

先方から お 銀 様に 呼びかけ たのであります。 

「よい 月で ございま すね」 

とお 銀 様が 受け こたえつつ、 その 人 を 見ます と、 木ぶ 

りに は、 しっくり 合って いる けれども、 服装 は 全く 見 

慣れない 人でした。 最初 は奈良 朝の それと 思って 見 ま 

した けれども、 冠 もちが えば、 色彩の 感じ もちが う、 

これ は 支那の 唐 代の 服装 だと 見て とってし まいました。 

それ はま さしく、 支那の 唐 代の 風流 貴公子と いった、 

きゅうえい  しょうしゃ 

仇英 の 絵なん ぞ によく ある 瀟洒た る 美少年な ので あ 

りました が、 


「あなた は、 この 新月が お好き だそう でございますね、 

せんせん  あおう 

さきほど 『長 安 古意』 の、 繊々 たる 初 月、 鵜 黄に 上る 

…… を 口ずさんで おいでの を 承り ましたよ」 

「そうでし たか、 よく まあ」 

お 銀 様 は、 この 唐 代の 美少年の 面 を 見直そう としま 

した。 同時に、 今宵 はまた よくも、 人の 気 を 見る 相手 

にば かり 出くわす こと だ。 さいぜんの 穴 掘り も、 こち 

らが 何とも 言わない 先に、 こちらの 意の あると ころ を 

見抜いた ように 行動した が、 今の この美 少年 もまた 同 

じょうな 妖言を 言う。 なるほど ちょっと 先刻、 新月の 

空 を 見て、 胸の 中に 「繊々 たる 初 月、 鶴 黄に 上る」 と 


いう 一句 を 無意識に 思い 浮べて、 その 昔、 疑問 を 晴ら 

あさ 

すべく 書庫 を 漁って、 解決つ けた ことの 記憶 を 呼び 起 

したに は 起した が、 なにも その 句 を ひそかに 口ずさん 

だ わけで もな く、 声高く 吟じ 出で たで もない のに、 こ 

こざ か 

の 美少年に、 こんな 小賢しい 言い方 をされ ると、 自分 

こしゃく 

の 腹の 中まで 探られる ような 気がして、 小癩 にさ わら 

ないでも ない。 しかし、 たった今の 陰惨な 人生の 

しゅうえんち  むかしなじみ 

終焉 地から、 思い出の 決して 快い もので ない 昔 馴染に 

送られて、 罪と 罰との かたまり を 見せつ けられる よう 

な 道づれ より は、 ここに 華やかな 唐 代の 貴公 子 の 誘惑 

こうむ 

を 蒙 る ことが、 さんざめ かしい というよ うな 気分に 


もな りました。 

今 は 昔の 初恋の 人で ない お 銀 様 は、 幸 内の 思い出な 

んぞ にそう 深い 追懐 を 払って やる が もの はない とい つ 

た ふうに、 かえつ てこの 異国の 風流 貴公子の 相手に 

なって 月 を 見て やる 方が 好 もしい、 という 気分に なつ 

い き 

たのでしょう。 そうすると、 先方 も 呼吸が 合った と 見 

えて、 

「あなた は、 あの 詩の 一 句 を、 最初 は 単なる 叙景と し 

て 覚えて おいでの ようで したが、 あとでお 調べに なつ 

て、 叙景の 句ではなくて、 唐 代 美人の 粉飾の 形容 だと 

いう こと をお さとりに なった ようです が、 あれ はや は 


リ 彼此 同様の 意味に とる のがよ いのです。 美人の 眉目 

たそがれ 

の 形容と 兼ねて、 日 まさに 暮れん とする 長 安の 黄昏 を 

歌いました、 語意 相関に して 着 筆 霊妙と いうと ころな 

のです」 

「私に は、 あの 詩が 充分に わかって はおりません、 ど 

うか、 御 説明く ださい ませ」 

「知っている 限り はお 聞かせ 致しましょう。 そうして 

あなた 様 は、 どちらへ お越しな ので ございま すか」 

や 力た 

「さあ、 わたしと した ことが、 館 を 出る 時には 確かに 

目 あてがあって 出て 来たので すが、 今と なって は、 ど 

こ へ 行きましょう か、 どこへ 行かねば ならない のか、 


それ も わから なくなつ てし まいました」 

「城 南に 行かん とすれば 南北 を 忘る —— というと ころ 

です ね」 

「いや、 そうではありませんでした、 月に 乗じて、 わ 

たし は 近 江の 湖畔まで 行って 見る つもりで 出て 参り ま 

したので す」 

「湖畔です か、 つまらな いじゃありません か、 もう 少 

し 変った ところへ 出て 見たい とお 考えに はなり ません 

ゝ I 

力」 

「さあ、 変った ところと 言いまして もね、 あれから 舟 

を 湖 中に 浮べて 湖上の 月 を 見る とか、 竹 生 島詣で をし 


て 島の 月 を ながめる とかい つた 程度の もので ございま 

しょう」 

「そういう こと は 誰も やって おります し、 誰に もやれ 

ない という ことのない 風流な のです、 あなたと して は、 

もう 少し 規模の 変った 風流 を 遊ぶ 気に はなれません 

か」 

「とおつ しゃっても、 風流と いう ものの 程度 も、 種類 

も、 大抵き まった ものではありません か、 土地 を 換え、 

仕方 を 変えて みました ところで、 新月が 円く 見える わ 

けの もので もな し、 月の 色が 変って 見える という わけ 

の もので もな し」 


「さあ、 天界と 風土 は、 たいてい 変らない ものです け 

れど、 人界 のこと は 大変り です、 もう 少し 変った 人間 

社会の ことに、 風流 を 味わって みるお 考え は ございま 

せんか」 

「有ります とも。 有る に は 有る けれども、 人間社会の 

ことと 言った つ て、 そう 非常な 変り 方と いうの は 有る 

ものじゃありません ね、 要するに みんな 型が きまって 

いて、 音色が 変って いる だけの ものなん で、 そう 見た 

いと は 思いません ね」 

「それ は、 そうとしましても、 あなた はま だ、 天子の 

都 を 御存じはないでしょう」 


「京都です か」 

「京都と 限った わけ は ございません、 帝王の 都の 風流 

を あなた は、 まだ 御存じがない ようです、 どうです、 

私と 一 緒に 長 安まで おいでにな りません か」 

「長 安と は —— 」 

「唐の 都な のです、 そこへ、 あなた を ひとつ 御 案内 を 

してみたい、 そうして、 帝王の 都の 風流と いう ものが、 

あなたの 反抗 心と いったよ うな もの を、 どんな ふうに 

しげき 

刺戟す るか、 それ を わたし は 拝見した いのです」 

「では、 連れて行って 下さい」 

お 銀 様 は、 一 も 二 もな くこの 唐 代の 美少年の 誘惑に 


乗って しまいました。 

七十 

同じ ころお い、 江戸の 築地の 異人 館の ホテルの 食堂 

に、 卓 を 前にして、 椅子の 上に ふん ぞり 返って いる 

ところの 神 尾 主 膳 を 見ました。 

床 を モザイク 式に 張った 広間の 向う の 洋風の ダムべ 

ル 式の バルコン を 通して、 芝 浦 一帯が 見える。 それ を、 

わざと 背に して 神 尾 主 膳 は 椅子に 腰かけて、 ふん ぞり 

返って いる。 大テ— ブルに は 洋式の 器具 調度が 連ねて 


ある。 本来 一 卓子に 八 人 乃至 十 人 も 会食す るよう に 

なって いるの を、 ここで は 主 膳が 食いお わった わけで 

は あるまい が、 十 人前の 椅子のう ち 八つ は 空 明きに 

なって、 その 一 つに 神 尾が ふん ぞり 返って いると、 そ 

しもて 

れと 向い合って、 少し 下手に、 下手と いっても 床の間 

が ある わけで はない が、 向って 左の 方に 六尺 も ある 大 

きな 四角な ガラス 鏡が 据えて ある、 そこのと ころから 

二三 枚 下の 方の 椅子に 腰を下ろして 追従 笑い をして い 

ると ころの ものが ある。 それ は、 おなじみの 金 公と い 

せんみつや 

う 野 だい こ 兼 千三屋の 男で ある。 そのほかに は 人が な 

いから —— 


海の 方 は、 ずっと 黄昏の 色が 捨て 難い 風光 を 見せて 

いる けれども、 神 尾 は そちらに 面 を 向けて、 新月が ど 

うのこう のと 気づかい をす るで もな く、 そうかと いつ 

て、 室内に はも はや 高く ランプが 光り 出して、 その 光 

を 受けた 六尺 大の 四角な ガラス 鏡が、 まば ゆく 光り 出 

した けれども、 主 膳 は それ をの ぞいて 見る でもな く、 

むしろ、 その 反射 を も 避ける ものの ように、 鏡面に 自 

分のう つる こと を 厭 うかのよ うに、 避けて 座席 を 構え 

ている 調子が よく わかる のです。 

しかし、 この 男、 只今 は、 乱に 到る ほど 酔って はい 

ない。 酒気 は 充分に 見える けれども、 乱に 及ばない 程 


度で 食い 留めて いるよう にも 見え、 またと ころがら、 

容易に 勃発せ しめて は 不利益になる という 人見知りの 

警戒心 も 多少 加わ つ て、 なんとなく 無気味な 沈黙のう 

ちに、 こうして 椅子に ふん ぞり 返って、 不平 満々 の 体 

である その 前に、 金 助が お 追従 を 並べて いるので す。 

「殿様、 拙 も 近 ごろ 改名 を 致したい と、 こう 考えて お 

り やすんで げすが、 いかがな もんで げしょう、 金 助つ 

ての は、 少し ィキ がよ すぎて、 気がさ すんで げす —— 

河岸の 若い者 か、 大部屋の 兄いで げすと、 金 助っての 

が 生きて 飛 ぶんで げす、 なにぶん 今の 拙の 身で は、 少々 

ィキが 好 過ぎて 気がさ すんで げすが、 なんと、 殿様、 


いかがで ござんしょう、 ちょっと 拙の 柄に はまった 乙 

な 名前 は ござん せんで しょうか、 ひとつ、 殿様の 名附 

親で、 改名 披露って な ことに 致したい もんで げすが… 

;」 

相 も 変らず 歯の浮くような 調子で、 こんな こと を 

言って 並べる と、 苦りき つてい る 神 尾 主 膳が、 

「ナ 二、 金 助で いけね えの か、 金 助と いう 名が 貴様に 

は 食 過ぎる というの か。 なるほど、 近 ごろ は 金の 相場 

も グッと 上った からな、 金と いう 名 は 全く 貴様ら に 過 

びた すけ 

ぎている、 どう だ、 鶴 助と 改名して は、 びた 公、 びた 

助、 その 辺が 柄 相当 だ」 


「びた 助で げす か。 びた 公、 一 杯 飲め II なんて、 あ 

んまリ 有難く ございま せんな、 いったいび たてえ の は ■ 

どういう 字 を 書 くんで げす かね」 

「金 偏に 悪と いう 字 を 書 くんだ」 

「金 偏に 悪と いう 字で げす か、 ようご ざん せんな、 び 

た 銭 一文なん て、 全く 有難く ござん せんな、 金 偏に 悪 

さんば 

と 書いて、 びた と 読ませ るんで げす か、 三 馬の こしら 

えた 『小 野の 馬鹿 むら 噓字づ くし』 というの を 見ます 

ると、 金 偏に 母と 書いて へそくりと 読まして ございま 

すな、 金 偏に 良と いう 字なん ぞをー つ 奢って いただく 

わけに は 参りますまい か」 


「金 偏に 良なん ていう 字 は 無い、 びた 助に して 置け、 

びた 助、 その 辺が 相当 だ。 これび た 公、 何 か 珍しい も 

の を 御馳走し ろ、 どのみ ち、 毛唐の 食う もの だから、 

あくじき 

人間並みの もの を 食わせろ と は 言わね え、 悪食 を 持つ 

て 来て、 うんと 食わせろ」 

と 神 尾 は、 これから 持 運ばれよう とする 食物の 催促 を 

試みる と、 金 助 改め 鶴 助が、 心得顔に、 

「殿様、 とりあえず 牛 を 召 上れ、 まず 当節 は 牛に 限り 

ますな、 ことに 築地の 異人 館 ホテルの 牛の 味と 来て は、 

見ても 聞いても こたえられ ねえ 高 味で げす」 

「ギ ユウと いうの は 牛の ことか」 


「左様で げす —— 」 

あだな 

「 一 橋の 中 納言は 豚 を 食って 豚 一 と 綽名 をつ けられた 

. まち 

くらいだ から、 牛 を 食っても 罰 も 当る めえ」 

「 罰が 当る ど ころの 沙汰で は ございません、 至極 高 味 

でげ して、 清潔 無類な 肉類で げす、 ひとたび この 味 を 

もみじ 

占めた 上 は、 ぼたん や 紅葉 は 食えた もの じ やが あせん」 

「そうか、 牛と いう やつ は 清潔な 肉 かい」 

「清潔で ございます にもなん にも、 こんな 清潔な もの 

を、 なぜ 日本人 はこれ まで 喰わなかった のでげ しょう、 

西洋で は 千 六 百 二十 三年 前から、 専 ら 喰うよう にな 

り やした」 


「くわしい な、 千 六 百 二十 三年と いう 年紀を 何で 調べ 

た」 

「福 沢の 書いた もので も 読んで ごらん あそばせ、 あち 

ら では その 前 は、 牛 や 羊 は、 その 国の 王様 か、 全権と 

いって 家老の ような 人で なけり や あ、 平民の 口へ は 入 

ら なかった もので げす、 それほど この 牛と いう やつ は 

高 味な もので げす、 それ を 日本で はま だ 野蛮の 風が 失 

せね えもので げすから、 肉食 をす リゃ 神仏へ 手が 合わ 

されね えの、 ャレ 糠れ るのと、 わからね え 野暮 を 言う 

の は、 究理 学 を わきまえね えからの ことで げす」 

「ふ ー ん、 日本 は 野蛮の 風が 失せね えから、 それで 肉 


食 を いやがる の だと、 これ は 笑い草 だ、 生き物の 肉 を 

むしゃむしゃ 食う 毛唐の 奴の 方が 野蛮なん だ、 勝手な 

理窟 をつ け やが る」 

と 神 尾が 冷笑し ました。 本来、 びた 公の 言う こと なぞ 

は、 冷笑に も、 嘲笑に も 価 しないので すが、 こんな こ 

と を べらべら 喋る の は、 何 か 相当の 受 売りな ので ある。 

文明め かす 奴が あって 何 か 言い触らす もの だから、 こ 

ういった おつち よこち よ いど もがい い 気になって 新し 

がる。 それ を 金 助の 説と して 聞かないで、 その 当時の 

似非 文化 者 流 の 言葉と して 聞いて 神 尾が 、 冷笑 悪 罵と 

なった の を、 金 公少々 ムキ になって、 


「いや、 神 尾の 殿様、 お 言葉で はげす が、 毛唐が 勝手 

な 理窟 をつ ける とのお さげすみ は いささか 御 了見 違え 

かとび た 助 は 心得ます る、 第一、 あっち は、 すべて 理 

で 押して 行く 国柄で げして、 理に 合えば 合点 を 致し ま 

する、 理に 合わない こと は、 とんと 信用 を 致し ませぬ. 

勝手な 理窟 を 取らぬ 国柄で げして な。 たとえば 蒸気の 

船 や、 車の しかけなん ぞを ごらん あそばせ、 恐れ入つ 

たもの じゃあげ えせん か。 現に ごろうじろ、 テレ カラ 

フの 針の 先で、 新聞紙の 銅 版 を 彫ったり、 風船で 空か 

ら風を 持って来る 工夫なん ぞは妙 じゃあげ えせん か」 

「あれ は 魔法 手品の 出来 そこないだ、 正当の 学問 をす 


る 君子の 取らざる 曲芸なん だ」 

と 神 尾が また、 さげすむ と、 びた 公 また 躍起と なって、 

しのた まわ  は や 

「どう致しまして、 子 曰く は、 これから はもう 流行り 

ませぬな、 すべて 理詰めで 行って 大いに 利用 厚生の 道 

を 講ずる、 あっちの 究理 学で なければ 夜 も 日 も 明けぬ 

時代が、 やがて 到来いた します でな。 たとえば 今の 風 

船に して ごろうじろ、 こういう ヮケ でげ す、 この 地球 

の 国の 中に 暖帯と 書いて あり やす 国が ござり やすがね、 

あすこが 赤道と いって、 日の 照りの 近い 土地で げす か 

ら、 暑い こと は 全く 以てた まりません や、 そこで もつ 

て 国の 人が みんな 曰に 焼けて 黒ん坊 サ、 でげ すから、 


その 国の 王様が、 いろいろ 工夫 をして 風船と いう やつ 

を 作って、 大きな 円い 袋の 中へ 風 を 孕ませて 空から 卸 

すと、 その 袋の 口 を 開き やすね、 すると 大きな 袋へ い つ 

ぱい 孕ませて 来た 風で げすから、 四方八方へ ひろがつ 

て 国の 中が 涼しくなる という 趣向で げす。 まだ 奇妙な 

- J とが あり やす、 ォ ロシャ なんてい う 極く 寒 い 国へ 参 

ります てえ と、 寒中 はもと より、 夏で も 雪が 降ったり、 

氷が 張ったり 致し やすので、 往来が でき やせん、 そこ 

であの 蒸気 車と いう もの を 工夫し やした が、 感心な も 

の じゃあげ えせん か。 いってえ、 蒸気 車と いう もの は 

地獄の 火の車から 考え出し たの だそう でげ すが、 大勢 


を 車へ 載せて、 車の 下へ 火 筒 をつ けて、 その 中で 石炭 

を どんどん 焚き やすから、 車の 上に 乗って いる 大勢 は、 

寒気 を 忘 れて 遠路の 旅行が できる という 理窟で げす、 

なんと 考えた もの じゃあげ えせん か。 なにせ、 このく 

れ えな 工夫 は、 あっちの 手 合 は、 ちゃぶ ちゃぶ 前 でげ 

す、 万事 究理 学で、 理詰めで 工夫して 行く からかない 

やせん。 これからの 日本 も、 やっぱり 究理の 学で なけ 

れば夜 も 日 も 明けぬ 時代が、 やがて 到来 致します」 

はや  なす  しぎ やき 

「キ ユウ リの 学問が 流行り 出したら、 茄子の 嶋 焼なん 

ぞは 食えなくな るだろう、 そんな こと は、 どうで もい 

あ-くじき 

い、 早く 悪食 を 食わせろ、 その ギ ユウと いう 悪食 を こ 


れへ 出せ、 思う さま 食って みせる」 

そこへ 支那 人の 服装 をした 料理 方が、 大きな 皿を捧 

げて 入り込んで 来ました。 

「さあ 参りました、 天下の 高 味、 文明開化の 食物 —— 」 

の だい こまが いの 金 公 は、 下級 戯作者の たわごと を 

受 売りす るよう に 安つ ぼい 通が りで 給仕 を 催促す る。 

神 尾 主 膳 は 不興 満々 で それ を 見つめて いました が、 

ふと 眼 を そらす と、 一 方の その 六尺 も ある 大きな 鏡で 

す。 その 鏡へ、 こちら を 向いて ベ チヤ クチャと しゃ 

ベ つてい る 金 助の 後ろ姿が ほとんど 全部う つし 出され 

て、 本人が 動けば、 ちょんまげまで も 動く のが ありあ 


りと わかる のに、 神 尾 主 膳 はちよ つと 興 を 催して、 そ 

の 鏡面 を つくづく 見て いるう ちに、 自分の いずまい を 

かお 

ちょっと くずす と、 その 鏡面へ ちらりと  自分の 面 

が、 三つ 目の ある その 面が ちらりと 映った ので、 また 

きざ 

グッと 不快の 念が 萌して、 その 面 を 引 込めるな り、 苦 

りきって しまいました。 

七十 一 

ところが、 ここに はたった 二人 だけれ ども、 支那 人 

の よそおい をした 給仕が、 次へ 次へ と 持ち運ぶ 皿の 数 


は、 ちょうど 椅子の 数と 同じ ことなの です。 そうして ■ 

椅子の 排列 通りに 卓子の 上へ、 それから それと 並べて 

行って しまう の を 変 だと 見て いると、 また 一人の 給仕 

は、 ぴかぴか光る 銀ず くめの 箸 だの、 杓子 だの、 耳 か 

きの 大きい ような もの を 持って来て、 次から 次へ と 皿 

のわきへ 並べる。 その 有様 を 見て いると、 今 は 二人の 

客 だけれ ども、 これから なお 我々 と 椅子 を 並べて、 他 

に 八 人の 者が 同時に ここで 食事 をす るよう な 仕組みに 

なって いるら しい。 といって 神 尾 は 誰も 人 を 招いた 覚 

とが 

え はない。 だが、 それ を 聞きた だして 咎め立て をす ベ 

き 理由 もない ので、 例の 苦りき つて 見て いると、 その 


とき 金 助 は、 席 を 主 膳の 直ぐ 隣り へ 移して、 給仕の 持つ 

て 来た 銀製のお しゃもじの ような もの や、 耳 かきの 大 

きいよう なの を、 ちょいちょい あしらいながら、 主 膳 

の 耳 もとへ 低い 声で、 

「殿様、 これから 洋式のお 食事が はじまります、 あち 

ら ではこう して、 他人 同士が みんな 並んで 食べる のが 

礼式なん でげ す。 食事の 召 上り 方、 この お玉杓子の 小 

ぶりな やつ、 これ をこう あしら つ て 口中へ 運ぶ のでげ 

すが、 そこ は 拙が 一通り 心得て いやす から、 失礼な が 

ら 殿様に は、 拙の 為す ところ を 見よう 見 真似に 遊ばし 

ませ。 食事 を 為す 時に 音を立てない のが 礼儀で ござ い 


ます。 只今 これなる 椅子へ それぞれ 客人が 着席 を 致し 

まする、 その 客人のう ちに は 眼 色 毛色の 変った のば か 

りで はなく、 日本人で もずい ぶん 鼻 持ちの ならぬ 奴が 

現われる かも 知れません が、 そこ は 見学の ことで ござ 

いますから 御 辛抱 あそばせ。 そうして 着席いた します 

とな、 まず ここへ スップ という やつが 現われます、 食 

事で ございま すよ、 本邦で 申します とお 吸物なん でげ 

すな、 そのお 吸物が 現われました 時、 この お玉杓子の 

大 ぶりな やつで、 こういう ふうに 召 上ります、 お 玉 杓 

子の 大ぶリ なの を、 こちら からこう 向う の 方へ すくう 

ようにして、 音 をた てずに 戴き ますんで な」 


金 公が 小さな 声で 洋食の 食べ方 を 伝授して いる 時、 

一方の 扉が あいて、 ドャ ドャと 異種 異様な 人間が この 

室へ 入り込んで 来ました。 本来、 他人の 食事 をして い 

る 部屋へ、 挨拶な しに どやどやと 入り込む という こと 

が 礼に 欠けて いると 思う のに、 ドャ ドャと 入り込んだ 

奴 は 先客の 神 尾 主従に 一 言の あいさつ も 無く、 それ ぞ 

れ 椅子へ 腰かけて、 いい 気です まし 込んで いる。 

そこで 神 尾 は、 この 食堂が 自分 一人 を もてなす ため 

の 食堂で なく、 また 自分 一人で 買い切つ たもので ない 

という こと をよ く 知りました。 

そうな つてみ ると、 またそう いう 心 持 ともなり、 同 


時に また、 ここへ 入り込んだ 者 共の 何者で あるか、 こ 

ういう ところへ わざわざ 食事に 来る 奴の 面 を 見て やり 

たいとい う 気に もな つて、 改めて 列座の 者 共 を 睥睨す 

る 意気 組みで、 次から 次への 面 調べに かかる と、 全く 

この いずれも、 日本 流の 茶屋 小屋で は 見られない 風采 

と 面 ぶれと です。 神 尾 は 自分の 三ッ 目の 面 を 曝す こと 

の 不快 を 全く 忘れ去る ほどの 興味で、 一 座の 奴 を 見渡 

している のです。 介 添 役に は 金 助 改め 鶴 助が ついてい 

る。 

おお 

やがて、 今度 は 支那 服で ない 白い 被いの ついた 筒つ 

ぼ を 着た 数名の 給仕が 現われて、 またまた 白い 中皿に 


湯気の 立つ やつ を、 いちいち その 客の 前に 並べて 廻り 

ました。 無論、 主 膳の 前に も その 一枚が 並べられて あ 

る。 

「これが 西洋のお 吸物、 スップ でげ す」 

びた 公 は 小声で 言つ て、 自身まず 匙 を 取り上げて、 

主 膳に もこう して 召 上れと いう 暗示 を 試みた のです。 

鍵 公の する ようにして スップ を 吸い 終った 主 膳 は、 

そのまま 手を束ねて いると、 給仕が 来て その 皿 を 持つ 

すき 

て 行って しまう。 その 隙に また 主 膳 は、 一座の 奴等 を 

白い 眼 でじろり と 一 通リ 見渡しました。 同席の 自分と 

びた 公 以外の 同席に 七 人の 客が いるが、 そのうちの 四 


あか ひげ  あお 

人が 日本人で、 二人が 赤髯 で、 他の 一人 は 目玉の 碧い 

女でした。 そうして 右の 四 人の 日本人の 中には、 相当 

高級の 士分ら しいの も いれば、 相当 大 商人の ような も 

の もい る。 果してい かなる 種類と 階級に 属し、 何の 目 

的あって、 こんなと ころへ 食事に やって来た のか、 そ 

の 辺の 吟味 は 追々 するとして、 これで この 椅子が 全部 

満員に なった ものと 見て いると、 ただ 一 つ 自分の 左の 

椅子 だけが まだ 空いて いて、 今 スップ のお 吸物が 済ん 

でも まだ 誰も やって来ない。 その 席、 ここに も 相当の 

据膳 がして ある。 それによ つて 見る と、 前約 束が 出来 

ていて、 多少の 遅刻す る こと を 見込んで 椅子が 買い 


切って ある ものら しい。 誰が 来 やが るの か、 あんな 赤 

髯の 臭い奴に 来られた 日に はた まるまい と、 神 尾 は 何 

か 汚なら しい ものに でも 触れられる ような 気持が した 

が、 何も まあ 見学 だ、 一通り 見て おいて やる 分に は、 

かえって 臭い奴に 来られて みるの も 一 興 かも 知れない 

という 気分に なって いるう ちに、 また 次なる 皿が 運ば 

れ ました。 その 次の 中 は 今度 はお 吸物で はない、 何 か 

肉 をち ぎって、 こて こてと 盛り上げ たもので、 あんか 

けの ようにな つ て 湯気 を 立てて いる。 

「これ は、 こうして 小柄で 切って 食べる のでげ す」 

鶴 公が 小声で 説明して、 仕方 をして 見せる 通りに 神 


尾が する。 そこへ 給仕が 飲物 を 持って来て、 鶴 公と 神 

さかずき 

尾の 前の 小さな 盃 についで 行きました。 

その 肉 を ナイフで 切って 口へ 運び、 その あいの 手に 

飲物 を ちょっと やって みると 酒 だ。 一種 異様の 刺戟が 

ある。 それ を 飲み 且つ 食いながら 神 尾 は、 白い 眼で 列 

席の 奴等 を また おもむろに 検討に とりかかる。 

その 時、 自分の 向う側に いた 大商 人らしい のが、 傍 

ら なる 相当 高級の 士分ら しいのに 向って 話しかけ るの 

を 聞きました。 

七十 二 


大 商人ら しいの が、 身分 ありげ な 士分の 者に 向って 

話しかけ たの は、 まず ここから 江戸 湾の 上に 見渡す と 

ころの、 お 台場の ことから 始まった ようです。 

あのお 台場の 建築 を 公然と は 言わな いが、 冷嘲の 語 

を 以て 話し合つ ている こと はたし かです。 今時、 あん 

な ものに、 あんなに 大金と 労力と を かけて 築造して、 

いったい 何になる のだろう というよ うな こと、 要する 

に 水 戸の 老公の 御機嫌に 供える ためさ —— といった よ 

うな 調子 も 出て 来る。 

この 二人 は、 徳川 幕末 政府が、 苦心 惨儋 した 国防 政 


策の 一 つと しての、 品 川 砲台 を 冷笑す る だけの 見識 を 

持って いる 二人で ある こと はたし かなので すが、 この 

品 川 砲台 を 冷笑す る 見識 を 持つ ている という ものが、 

必ずしも この 二人に 限った もので はない、 相当に 届く 

眼識 を 以てい る 者に とって は、 あれ は 失笑の 材料で な 

いという ことはなかった のです から、 神 尾 も あながち、 

それ を 憎み はしなかった が、 この 二人の 者の 正体に い 

たって は、 ちょっと 見当が つき 兼ねた のであります。 

商人の 方 は 浜を巿 場と する 太っ腹の 当世 男と は 見える 

が、 身分 あるら しい 侍 は、 旗本 御家人と いう 風俗で も 

なし、 まず 相当 大諸 侯のお 留守居と いったよ うなと こ 


ろだろう か、 当時のお 留守居の 粋な ところ は 相当 見え 

ないでも ない が、 その 惰弱に 換える のに 一種の 威風 を 

以てして いると ころ を 見れば、 或いは 某々 の 藩 を 代表 

する 家老 格の 程度で あるか も 知れない。 いったい、 陪 

臣を 以て 人間と は 見ない 当時の 江戸の 旗本、 まして そ 

きょうまん 

の 驕慢 そのものに 生きて いると 言 つてよ ろしい ほど 

の 神 尾 主 膳の 眼から 見ても、 心憎い ところの すまし 方 

だ。 

それ を 神 尾 は 多少 心憎い と 思いながら、 聞く と はな 

しに その 会話が、 ちょうど、 すぐ 卓 を 隔てて 自分の 対 

3 宇に いるもの ですから、 聞き とらざる を 得ません でし 


た。 

或いは 低く、 或いは 通常 音で、 たまに は 豪 笑 を 交え 

たりなん ぞ して 語る 二人 は、 傍若無人の ようです けれ 

ども、 その 点 は あまり、 聞いて いても 悪感 を 持た しめ 

ない 品格が あるに は あるので す。 そのうちに 商人の 方 

がこうい うこと を 言い出し たので、 今までと は 話題の 

変 つ た 会話に 花が 咲きました。 

「実は、 ここに 秘密な 大金が あるので ございます、 そ 

の 大金 はまず わたくし だけが 存じて いると いった 性質 

の 金で ございま すが、 この辺で その 秘密 をブチ まけて 

も、 もう 祟り は ございま すまいと 存じます —— 寝かし 


て 置く の も 惜しい ものです が、 そうかといって、 使用 

者に その 人 を 得なければ 容易なら ぬ 災禍の 元と なり ま 

すが、 失礼ながら あなた 様が、 あれ をお 使い 下さる と、 

金 も 生きて 参ります、 もし また 何 か 行 違いが 生じ まし 

た 時 は、 わたくしが、 あなた 様の ために 立派に 責任 を 

負って しま つ てよ ろしい と 存じて おります」 

と、 大 商人が まずこう 言いました。 事 がら そのもの は 

なるほど 秘密に 属する ものの よう だが、 尋常 会話の 体 

で 語り 出した ところに、 秘密の 時効が あり、 はらの 見 

せど ころが あるので はない かと 思われます。 そうする 

と 一 方の 身分 ありげ な 士分の 人が、 


「ほほう、 今時、 そういう 都合の いい 金が あると は 耳 

よりだな、 いったい、 いくら あるの だ」 

「七 万両 ございますな」 

「七 万両 II それ は なかなか 大金 だ、 その 方の 一 存で 

それが 無条件に 使用が できる のか」 

「左様で ございます、 わたくしの ほかに、 まだ 一人 だ 

け その 所在 を 知った ものが ございま すが、 そのほかに 

は 絶対に …… そうして、 その わたくしの ほかの もう 一 

人と 申します の も、 わたくしが 処分いた します と、 口 

出し をした くもでき ないよう になつ ている ので ござい 

ますから、 結局、 わたくしの 一 存で、 自由になる 金な 


ので ございます」 

「はは あ、 してみ ると、 その 方の 所有 金 も 同様 じ や」 

「いかがで ございます、 それ を、 あなた 様が 御 使用 あ 

そばすならば、 わたくしが 責任 を 以て 御用 立て を 申し 

上げます が」 

「それ は 有難い な —— この 際、 無条件で 七 万両の 金の 

運用が できれば、 一 藩 を 救う のみならず、 一 代の 風潮 

を 寝かし 起し もで きょうと いう もの だ」 

「御 遠慮なく お使い 下さい ませ、 まかり 間違えば、 わ 

たくしが 腹 を 切ります」 

「そうか、 では、 そいつ を 貸しても らう かな。 ところ 


で …… 」 

この 相当の 身分 ある 士は、 七 万両を 咽喉へ つかえ も 

せずに、 もう 腹の 中へ 飲み込んで 納めて しまったよう 

な 度胸が、 神 尾 は 羨ましく も あり、 いよいよ 憎い とも 

思いました。 

おれ は 今まで 金 を 欲しがつ ていた。 相当、 金を使つ 

た 覚え もないで はない し、 身の つまる 時 はずい ぶん 無 

理 をして 金工 面 をし、 ひそかに その 腕 を 誇った こと も 

ないで はなかった が、 こうして 相手から 無条件、 

無雑 作に 七 万両の 金の 使用方 を 提供され ながら、 別段 

に 有難い 面 もせずに 腹へ 落して しまう 奴が 面憎い。 今 


のおれ の 目の前に 七万両 はおろ か、 七 千両で も、 七 百 

両 でも、 七 十両で も、 無条件に 投げ出す 奴が あったら、 

おれ は 恥 かしながら 眼の 色 を 変える かも 知れない。 然 

るに こいつ は、 七万両 をおう ように 飲み 落して、 腹が 

くちい ような 面 もしゃ がらない。 憎い 奴 共が、 憎い 話 

しぶり だと、 思わず 聞き耳 を 立てる ような 気で いると 

ころ、 また 例の 白い 上衣 をつ けた 給仕が、 何 か ホヤ ホ 

ャと 烟 の 立つ 肉類 を 皿に 載せて 持って来て 目の前に 

置きました。 銀の 小さな お玉杓子 を 取り上げて、 これ 

をつつ きながら、 前 帝の 会話 を 聞きました。 


七十 三 

ところで、 前の 会話の 二人 も 同じように、 新たに 運 

ばれた ホヤ ホヤと 烟の 立つ 肉 をつつ きながら、 例の 士 

分の 方の が 言いました、 

「いったい、 その 金 はどうい う 性質の 金な の だ」 

と 駄目 を 押す と、 大 商人ら しいの が、 

「それ は、 御 説明 申し上げないでも、 御 安心して お 使 

い 下す つてお さしつかえ ございま せんが、 ここで 申し 

上げても、 土 佐まで は 聞えまい と 存じます から」 

と 答えました。 秘密で は あるが、 ここで 言った ことが 


土 佐まで は 聞えまい、 土 佐と いう 地名 を 神 尾が 危うく 

聞き 留めて、 はは あ、 しからば この 二人 は 土 佐に ゆか 

やまのう ち 

りが あるの だ、 土 佐 は 山 内 だ、 山 内の 当主 は容 堂と 

いって、 なかなか どうらく 大名 だそう だが、 な あに、 

大名で あろうと 何で あろうと、 田舎者 は 田舎者 だ、 遊 

び 方が 泥臭い —— というよ うな 冷嘲 気分が、 この場合 

の 神 尾の 腹の 中で 頭 を もたげた のです が、 何しても 今 

の 使用 御 勝手の 七万両 のい きさつ だけ は 聞 洩らしが で 

きない。 なにも 自分の 懐ろ を あたためる 金で ない こと 

はわ かりきって いるが、 自分の ふところが 冷えて いる 

からといって、 温かい 話が 毒になる という わけで はな 


い。 そうすると 大 商人が、 その 金の 所在の 内容 を すら 

すらと 打明けに かかりました。 

「御 承知で も ございましよう、 それ は 土 佐の 坂 本 先生 

が、 紀州 家から 受取った 伊 州 丸の 償金なん で ございま 

す」 

「なるほど  そういう ことがあ つ たな」 

「あれが 坂 本 先生の 腕で ございま したよ、 なかなか 凄 

い 腕で ございます」 

「うん うん、 坂 本が 自分の 方から 舟 をぶ つつけ て 沈ま 

せて、 紀 州へ 難題 を 持ち かけ、 首尾よくせ しめたと い 

うこと は 聞いて いたが、 それ を その 方が 預かって いた 


のか」 

「わたくしが 現在お 預かり 申して いると いう わけで は 

ございま せんが、 わたくしが 融通 を 致しましても 故障 

の 出 所の ない ことにな つてお ります。 しかし、 無条件 

で どなた を 嫌わず、 おおつ ぴらに 融通ので きる という 

性質のお 金で も ございません。 先刻 も 申し上げます 通 

り、 その 人 を 得ません では …… その 人と 申します と 失 

礼ながら、 あなた 様 なぞ は、 たしかに それ を 生かして 

お遣い 下さる お 方と 存じまして、 ついこん な 秘密 を 申 

し 上げて しまいました」 

「それ は 本来、 金銀と いう もの は 国家経済 のために 流 


通すべき ものな ので、 死蔵して 置く という こと は 一種 

の 罪悪 だ、 それに 今 は 幕府 を はじめ、 諸侯と いう 諸侯、 

みな 経済的に 疲弊して いないの は 一 つもない、 よい こ 

と を 聞かせて くれた、 ここで、 その 方から 右の 七万両 

を こっちへ 廻して もらって、 それから こちら はこ ちら 

で、 日頃の 経綸 策に とりかかる、 さし 当り、 それ を ど 

ういう ふうに 処分し、 使用す るか、 まあ 拙者の 腹 を 聞 

いての 上で、 その 財政 方 を 遠慮なく 批評して みてくれ 

ないか」 

「承りましょう」 

「まず、 こちらの 考えで は、 その 金 を 八 朱の 利子 附き 


で、 百姓 町人に 貸 出す のじ や」 

「金利 をお 取上げになります か」 

「いや、 金利 を 取る のが 目的で はない、 それ を 八 朱の 

利で 百姓 町人に 貸付け て、 物産 総会 所と いう もの を こ 

しらえ させようと 思う のじ や。 そうして 大いに 物産 を 

おこさせる」 

「それ は 結構な お考えで ございま すが、 そうして 仮り 

に 大きに 御領 内に 物産が 出来まして 後に、 それ を、 ど 

うなされます」 

「そこ だ、 盛んに 物産 を 作らせた ところが、 買い手が 

無ければ どうに もなる まい」 


ぎょい 

「御意 に ， 、- /ざり ま す —— 国内で 盛んに 製造が 出来 ま 

しょうと も、 はけ 口が ございません では、 背負い 込み 

で ノ /ざい ま すな 、 それに 今時 のこの 不景気な 時代 で ) J 

ざいまして は …… 」 

「そこなの だ、 もちろん 国内で 作って 国内の 消費 を 待 

つ だけで は、 製造 超過で 手 も 足 も 出なくなる の は 見え 

透いて いる、 そこで 買い手 を 日本 全国に 求める の だ、 

日本 全国 だけで はない、 異国 を 相手に しょうと いうの 

だ。 世界 は 広い、 品物 を 背負い 込む 心配の 更にない こ 

と を、 こっち は 見届けて いる  」 

神 尾 は それ を 聞いて いるう ちに、 はは あ、 妙な 風向 


きにな つたわい、 藩の ために 金 を 融通す る 以上 は、 今 

時、 鉄砲 を 買い込む とか、 軍艦 製造 費に 廻そうと か、 

そんなよ うな 話 だと 思いの外 —— 早くい えば 商売の 

もとで  も-つ 

資本に して 大いに 儲けよう というの だ、 一方ば かりが 

商人と 思って いたら、 こっちの 方が 商売気に かけて 一 

枚 も 一 一枚 も 上らし い。 

今時の 国 ざむ らい、 全く 以て 油断が ならぬ、 と 神 尾 

が 意外に 打 たれながら、 なお 心に もな く 耳 を 傾けさせ 

られ ました。 

七十 四 


大 商人が それ を 受 答え て 言 いました、 

「お 目の 高い ことに は、 い つもながら 敬服の 至りで ご 

ざいます が、 日本 全国 はおろ か、 異国まで も 相手に 物 

さば 

産 をお 売 捌きになる とおつ しゃる、 そのお もくろみ は 

至極 結構で ございま すが、 さて、 それ を 買わされる 方 

になって みます ると、 何 を こしらえて、 どこへ 売り出 

すの がよ ろしい か、 むやみに 物産 を こしらえて 他国へ 

送り込みました ところで、 買う 人が 無ければ なんにも 

なり ませぬ。 よしんば 一時、 珍しがって 買い込む 者が 

出ましても、 あとが 続かなければ 資本 も 倒れ、 仕事 を 


する 者の 腕 も 腐って しまい まする。 その 辺に ついての 

御意 見 を 伺 いたい もので ございま すが …… 」 

「それ は 尤も だ、 そこら を 考えて 置かぬ ことに はこ 

の 問題 は 持ち出せな いはず だ。 ところで、 こちら は そ 

の 辺 を 多少 研究して いる、 長 崎まで も 出張して、 いろ 

いろと 調べて みたが、 外国 を 相手と するとな ると、 何 

かとい うう ちに 最も 利益の あるの は 生糸 だ、 絹 だと 見 

込み をつ けて しま つ たの だが どうか」 

「なるほど」 

「シルク だな —— 蚕 を 飼って、 糸 をと つて、 その 糸 を 

まとめて 売る、 外国で は それ を 独特の 技術で 精製して 


シルクに する の だ。 あれなら ば 最も 西洋人の 嗜好に も 

かない、 かつ、 西洋に 於て は 婦人の 服装 はもと より、 

家内の 装飾 用 その他、 無限に 需要が ある。 それから ま 

た、 東洋の 生糸 は 確かに 性質が いいそう だ、 それから 

また 蚕 を 飼う 技術と いう ものが 日本で は 優れてい るし、 

蚕の 食物と する 桑の 木の 発育 も 極めてよ ろしい。 それ 

からまた 一定の 工場 や、 多分の 機械 を 備えず とも、 い 

かなる 寒村 僻地で も、 家々 で その 有 合わす 手 だけで 充 

分に 生産が できる、 日本で こしらえて、 異国 を 相手に 

商売ので きる 第一の もの は あれ だと、 こっち は 見込み 

をつ けて しまった がどう だ」 


「なるほど —— そのお 見込み は 至極 御尤もで ございま 

す、 また、 こちらに 無限の 製 産 力が ありまして、 先方 

にも 無限の 需要が ある 点 は 御 同感で ご ざ いますが、 失 

礼ながら 値段の 点 はいかが でございます か、 いかに 取 

引が 活潑に 参りましょう とも —— 手数 を かけ、 口銭 を 

とり、 そのうえ 外国まで 船 づみを 致しまして、 それで 

採算の 儀が、 どんな もので ございま すか、 その 辺の 御 

意見 は  」 

「それ は 心配いた すな、 眼前に 一 つの 例が ある、 越 前 

家で はこの 最も 有利なる 実例 を 示して、 大 儲けに 儲け 

ている が、 表向きに は 発表して いない、 なにしろ 加賀 


で 銭 五の 先例 もあって、 小面 倒と 遠慮 をして いるので 

はない かと 思う が、 こち は、 ちゃんと 委細 を 聞いて い 

る」 

「はは あ、 越 前 様が、 その 生糸で 大 儲け をお やりに な 

りました か」 

「うむう む、 今 こちが 言った ところと 同じような 目の 

つけどころが、 財政が 豊かな だけに 早く 実行の 緒に つ 

いたの だ。 あの 国で は 早くから 領内に 養蚕の 奨励 を 致 

してな、 生糸 御用 係と いう 役 を こしらえて 領内の 諸方 

に 出張 させ、 夏場に なると、 役所の 部屋 も、 座敷 も、 

しない 

みんな 蚕室に なって しまう のじ や。 竹刀 だ この ある 手 


で 桑の 葉 を 刻み、 巻 藁 を ほぐして、 まぶし を 作ろうと 

まゆ 

いう 騒ぎ だ。 それで 首尾よく 繭が 取れ 上る と、 それ を 

藩の 手で とりまとめて 宰領し、 長 崎へ 持って行って 

和 蘭 商館へ 一 一十 五 万 ドルで 何の 苦 もな く 取引 を 済まし 

て 帰って来 たという 豪勢 さ だ」 

「なるほど —— 越 前 様のお 倉 元は 大 へんに 宜しい と 承 

りました が、 左様な 抜け目の ない お 取引が おありで し 

たかな」 

「あっちの 金で 二十 五 万 ドル だから、 こっちの 両 にす 

ると 一 ドルが 四両、 都合 百万 両 ばかり 一 夏に 儲けて し 

まった。 そうしてな、 その 百万 両を、 すっかり 一分金 


に 両替 をして 国 もとまで 運ぶ と いう 段に なった の だが、 

それが また 一 仕事で な、 長 崎 奉行に 届け出て、 お金 荷 

物の 先触れ を 頼み、 一駄に 千両箱 を 二つず つ 積んで、 

五百駄 近くの 大した 行列が、 長 崎から 越 前まで 乗 込ん 

だもの だ」 

「いや、 恐れ入りました、 銭 五 も はだしで ございます、 

越 前 様に は、 す ばら しいお 目き きが いらっしゃいます 

な」 

よこ いしょうなん 

「左様、 肥 後の 熊 本から 来た 横 井 小 楠と いう 奴が、 頭 

も あり、 はら も ある、 なかなかの 奴で な。 その 弟子の 

由 利と いう 奴に また 腕が ある。 これ は 越 前 一国の こと 


じ やない、 応用 すれば 日本 全国に ひろがる 利用 厚生の 

道な の だ。 我々 とても 資金 さえ あれば、 そのく らいの 

こと はなし 兼ねないが、 何 をい うに も 越 前 ほど 自由が 

利かなかった のが、 幸い 今度 は ひとつ …… 」 

こういう 会話 を 神 尾が 聞いて いると、 また ムラ ムラ 

と 癇癩が 起り ました。 武士の くせに 町人の 向う を 張つ 

て、 毛唐 を 相手に 何百 万両 もうけた とて 何になる！ 

じきさん 

だが、 おれ は 天下の 直参で あるのに、 い つも ピ ー ピ— 

で、 三 両五両 の 小 遣に も 困らされ がちな のに、 七万両 

だの、 二十 五 万 ドル だの、 百万 両 だのと、 金銀 を 土 瓦 

のように 舌頭で あしらつ ている。 癩に さわる 奴等 だ。 


もう そんな 話 は 聞いて やらね えぞ！ 

神 尾が こうむつ かり 出して、 ひとり じりじり してい 

る 時、 自分の 席の 左の 方から、 軽く 風が 起って、 さつ 

と 自分の 身体に 触れる ものが ありまし たので、 思わず 

そちら を 振 向く と、 神 尾が、 全く 別な 感じで、 呆れ返 

リ、 且つ、 驚き入らざる を 得ない ものが ありました。 

七十 五 

神 尾が 驚き 呆れた の は、 自分の 左の 方 だけが 最初 か 

ら 椅子が 一 つ 空いて いた。 他の すべて は 満員に なった 


けれども、 ここ だけ 特に 自分の ために あけて 置いて 

あつたかと 思われる ように 残されて いた そのと ころへ、 

今にな つて 不意に 人が 現われて、 無雑 作に 席に 就こう 

としたから、 それで 驚き 呆れた ので はなく、 その 人の 

ふうさ い 

全く 思い も かけない 風采の 人であった から 度胆 をぬ か 

れ たのです。 神 尾 ほどの 人 だから、 たいていの 人間が 

現われた からと い つ て 面 負け をす る はず はない のです 

が、 この 時ば かり は 呆気に とられました。 

というの は、 その 現われた 人の 風采が、 全く 想像 も 

及ばなかった からの ことです。 つまり、 そこへ 今ごろ 

現われた の は、 盛装した 一個の 西洋 婦人で ありました。 


その 西洋 婦人が 単に 西洋 婦人で ありさえ すれば、 神 

ろ うば い 

尾と しても、 これほどまでに 面 負けが して 狼狽す る は 

ずはなかった のです。 西洋 ホテルの 食堂へ 西洋 婦人が 

現われる の は、 茶室の 中へ 茶人が 出入りす るのと 同じ 

ことなん です。 それに 現に 眼の 前に も、 髪の 赤い のと、 

あお 

目玉の 碧い のとの 一対が いるので すから、 そう 顛倒す 

るに は 当らなかった のです が、 いま 現われた 西洋 婦人 

が、 極めて 滑らかな 日本語 を 使って、 

「殿様、 お 待たせ 申しました」 

これに 驚かされ たのです。 なお、 くどく 言えば、 そ 

リ， S うちょう 

の 流暢な 日本語の 技倆に 驚かされ たので はない、 そ 


の 言葉 を 操る 口元と、 面 を 見て、 あっと 動揺した ので 

す。 

「お 絹で はない か、 貴様 は …… 」 

あの 化け物め が、 すっかり 髪 を 洋式の 束髪に 結って 

リボン を かけ、 服装 は 上 をつ めて 下 を 孔雀の ように ひ 

ろげ た、 このごろ 新 板の 錦絵に 見る そのままの いでた 

ちで、 澄まし 返って 「殿様、 お 待たせ 申しました」 が 

よく 出来た！ こいつが！ と 主 膳 は 躍起と なった が、 

まさか なぐりつける わけに も ゆかない。 する ように さ 

している と、 その 椅子へ 納まり 返って、 洋皿ゃ 匙 を 使 

う 手つきが、 もはや 相当に 堂に入つ ている。 


この 新 客が 席に つくと、 今まで 会話に 酣ゎ であつ 

た 士分と、 商人と、 それから 洋人 男女と、 その他の 者 

がー 時み な、 お 絹の 洋装の 方に 目 をつ けました。 とこ 

ろが この 女 は、 一向 わるびれな いのみ か、 むしろ 場慣 

れ のした 愛嬌 を ふりまいて 会釈 をす ると —— 

「マダム • シルク、 ョク 似合 ゥコト アリマ ス」 

あか ひげ  かたこと 

大 商人の 隣席に いた 赤髯 が、 片言の 日本語で ほめ ま 

した。 

「有難う ございます、 手妻 使いの ように は 見えません 

か」 

r ィャ、 ソゥ デナ イデス、 立派 ナ 西洋 貴婦人 アリマ ス」 


こういう 問答で、 一座が にわかに 春めいて きたが、 

主 膳の 苦々 しさ つ たらない。 

うんと お 絹の 横顔 を 睨みつ ける と、 例の 乳白色の 少 

し 萎えて はいるが、 魅力の ある 白い 頰に、 白粉 を こつ 

てりと つけて いる。 

「マダム • シルク、 アナ タ 日本 ノ宝デ アリマ ス、 日本 

ノ富 デァリ マス」 

赤 髯が主 膳の 苦りき るのと は 打って 変って、 お 絹が 

現われてから にわかに 陽気に なりました。 

しき 

シルク、 シルクと 頻りに 言う が、 シルクと いう 言葉 

は、 さいぜん、 あの 士分と 商人との 二人の 口から も 出 


たよう だ。 

シルク、 シルクと、 シルクが 今日の 座 持の ような 売 

れ方 だ、 いったい シルクと いうの は 何の こと だ、 おも 

シルク も 無え！ と 神 尾 はいよ いよ 不機嫌で、 隣り の 

金 助 改めび た 公に 呼びかけました、 

「びた、 シルク、 シルクと いうが、 いったい シルクと 

は 何の こと だ」 

その 時、 びた 公が 得たり 賢し というよ うな 表情 をし 

て、 フォ— クを 左に さし 置き、 

「でげ すな、 シルクて えの は、 只今 それお 話の、 お 

しら さま  けい ら 

白 様の 口から お出 ましに なって、 願わくは 軽羅 となつ 


て 細腰に つかん、 とおいで なさる あの 一 件なん でげ す」 

「何 だ、 それ は」 

「あの 蚕の 口から 出ます る 糸、 それ を 座 繰に かけて 繰 

り 出しまして から、 島 田に 結わせて、 世間 様へ お 

目 見得 を 致させ まする、 あれ は 通常、 生糸と 申し まし 

てな」 

「生糸の こと を 聞いて るん じ やない、 シルクと は 何 だ 

と 聞いて いるの だ」 

「それなん でげ す、 話の 順序で げして な、 その 生糸 を 

すっかり 繰り上げました のが、 それが すなわち 絹糸な 

ん でございます」 


「そんな こと は、 貴様に 聞かなくても 大 よそ 心得て い 

る」 

「まあ 落着いて おしまいまで お聞き あそばせ、 その 絹 

糸の こと を 洋語で 申します るて えと、 すなわち シルク 

てな ことになるんで ございます」 

「なるほど、 シルクと は 絹の 洋語 か」 

「左様で ございます、 この 繰り上げた 絹糸の 肌 ざ わり 

という ものが、 とんと たまらぬ そうでげ して、 洋 人と 

いう 洋 人が、 これに 参らぬ の は ござん せんそうで、 こ 

とに イタラの 国の 絹よりも、 支那 出来の 絹よりも、 日 

本の 絹が、 世界の どこの 国に も 増して 光輝が あり、 肌 


ざ わりが よろしく、 西洋人 は、 日本の シルクと いうと 

目が 無えん で，、 y /ざ います、 日本の シ ル ク でなければ 夜 

も 日 も 明けぬ、 いくら 高 金 を 出しても 日本の シルク を 

買いたい、 という 御 執心なん でげ すから、 有難い もん 

じゃあげ えせん か」 

「ふ— ん、 日本の 絹が そんなに あいつら に は 有難え の 

か」 

「有難え のなん のつ て、 全く 眼が 無えん でございます 

が、 蚕の 口から 出た シルクで さえ、 その くれえ でげ す、 

まして 生きた シルクと 来ち や、 命 も いらね えとい うこ 

とになる の は理の 当然 じゃあが あせん か」 


「何 だ それ は。 生きた シルクと いうの が あるの か」 

「有る 段 じゃあが あせん、 つい、 その 目の前に …… 」 

「何 だ、 目の前に 生きた シルク、 わからね え、 目の前 

に 絹糸なん ぞ はあり やしね え」 

「殿様 も 頭が 悪くて いらっしゃる、 それ、 目の前に 生 

きた シルクが 装い を こらして、 控えて いら つし やる 

じゃあが あせん か」 

「何 だ、 どこに …… 」 

「いやもう、 悪い 合点で ございますな、 神 尾の 殿様、 

つい 目の前に、 生きた シルクが、 つまりお 絹 様が …… 」 

「な あに、 絹が、 お 絹の 奴が …… なるほど、 絹 は 絹に 


違いない」 

「ところが こっちの 絹が、 当時、 本物の シルクより 洋 

人の 間に 大持て なんでげ してな、 マダム . シルクで ホ 

テルの 中が、 日 も 夜 も 明けない 始末で げす …… 」 

神 尾 主 膳 は 場所柄 を も わきまえず、 金 助 あらためび 

た 公 を なぐりつけよ うとして、 危なく 手元 を 食いと め 

ました。 その 時に、 左の 方から お 絹が 口を出して、 

「殿様、 お 食事が 済みました らば、 マネ ー ジャの タウ 

ン さんに 御 紹介 を 致します から、 お会いく ださい ませ 

ね。 それから、 望楼に 参って 遠眼鏡 を ごらんく ださい 


ましね。 亜米利加の 先まで 見 透し というの は噓で ござ 

います けれど、 上 総 房 州 あたりまで は、 ほんと に 蟻の 

は 

這う まで 見えよう という もので ございます  それ か 

ら 、今晩は ぜひ 一 晚、 ここにお 泊り なすって いらっしゃ 

い」 

「いや だ」 

「そんな こと を おっしゃらずに、 何も 見学の 一 つじ や 

ございま せんか、 西洋の ホテルの 泊り 心地 はまた 格別 

な もので ございま すよ」 

「お前 は、 その 経験が あるの か」 

「いやです よ、 殿様、 そんな 大きな 声 をな すって ：：： 」 


そのうちに 食事 は 済んで、 食堂が 閉 される ことに 

なって、 ぞろぞろ 引上げる。 神 尾 も それに つづいて そ 

の 席 を 立たなければ ならない 段取りに なりました。 

七十 六 

ああして、 与 八の 私塾 はよう やく 盛んになって 行き 

ま す 

塾長た る 与 八 は、 自家の 彫刻 もやり、 子弟の 教育 も 

やり、 医術 を も 施した が、 今度 は 偶像と して あがめら 

るるに 立 至りました。 


与 八の 私塾に は、 塾長 先生の 講話の ほかに、 近 村の 

古老 を 迎えての 課外 講話が ありました。 近 村の 古老 篤 

行 家 を 迎えて、 次第 次第に 殖えて ゆく 子供 たちのた め 

に、 無邪気なる 古伝説 や、 或いは 実験の 物語な ど をし 

て もらって、 衆 を 教育す ると 共に、 自分 も 教えられる 

ところが 多く ありました。 無雑 作な 昔話に しても、 土 

地に 居つ きの 人 そのままから、 土地の 音声 を 以て 話し 

て もらう と、 古朴の 味わい 津々 たる ものが あって、 人 

を よろこばせる こと 多大な ものが あるので す。 

今日の 課外 講師と いうの は、 一色 村の 土橋 くらさん 

というお 婆さんで ありました。 この 春、 七十 七のお 祝 


い をした という 達者な お婆さんに、 お孫さんの 里 木 さ 

ん というが ついて 来て、 与 八さん の 塾の 子供た ちに 昔 

話 をして くれました。 その 話 は —— 

さま ご 

昔、 相 吾の 与次郎 という 法外 鉄砲 をブッ ことの 上手 

なかり うどが あった。 

その 近所に 大 猿が 現われ、 畑 を 荒したり、 鶏 を さらつ 

たり、 ひどい ヮルサ をして 困った。 

それから 村 中 総出で、 近辺の 山の 中 を 残らず 狩り出 

したが、 猿の さの 字 も 見えず、 ただ 山奥で チラ リと見 

たという 者 は 二三 人あった が、 その 誰も 彼 も、 その 猿 

の 手 は 真白だった と言うので、 い つと はなしに その 猿 


を 「手 白 猿」 と 呼ぶ ようになった。 

はげ 

手 白 猿の ヮルサ は 日に 増し 劇しくな つて 行く ばかり 

なので、 領主の 殿様 も大 へん 腹 を 立て、 

「あれし きの ものが 撃ち 取れぬ とあって は 俺の 恥 だ、 

ぜひとも 捕まえて 来う」 

と、 家来 を 呼んで 厳しく 言いつけた。 

家来た ち は 困り果てて、 いろいろの 評議の 末、 御領 

内 を 方々 探した ところ、 与 次 郎の話 を 聞いて、 

「これこれの 法外 上手な 狩人が あるから、 猿 はこれ に 

撃た したら ようご ざいましょう」 

と 殿様に 申し上げた。 すると 殿様 も、 


「それじゃ あ 早速、 その 者 を 呼び出せ」 

という ことで、 与 次郎は 殿様の 前へ 呼ばれた。 殿様 は、 

「これ 与 次郎、 手 白 猿 はどうで も 貴公が 撃ち 取って く 

りよ、 そうしれば 褒美 はなに ほどで もやる」 

と 言った。 与次郎 は、 

「けん ど 殿様、 あんないの 犬猿 は、 とても わしに も 撃 

てる かど うだかわ からん」 

と 言って 辞退した が、 たっての お望みと あって 是非 も 

なく、 

「そんじゃ ァ」 

と 言つ て 引きう けて 帰った。 


そして 鉄砲 を 磨き、 弾丸 を しらべ、 幾日もの 食い物 

を むすびに して 腰に つるし、 

「もし 撃ち 取れね えば、 生きち や 帰るまい」 

と 覚悟し、 氏神 様へ お参り をして、 ある 日、 朝早く か 

ら 山へ 登って 行った。 

そして 幾日も 幾日もの 間、 とても ごつ ちょう (苦労) 

して、 山と いう 山 は 残る ところな く、 ほかの 鳥獣に は 

目 も くれず、 ただ 手 白 猿ば つか 探し 廻った が、 その 

行方 はかい もく わからなかった。 これまで、 ほかの 鳥 

獣なら、 これと 狙った 以上 は 必ず 取り ぞくない のない 

与次郎 も、 手 白 猿ば かり はまる で 手 はっか なんだ。 


「いよいよ 今日中に めつ からね えば、 その 時 こそ は 死 

ぐば つか だ」 

と 考えながら 行く。 お 天道様の 具合で、 ちょうど 昼時 

となった ので、 与 次郎は 谷間に 湧く 清水の 岩角に 腰 を 

下ろして 昼食 を 始めた けん ど、 がっかり している 今 は 

食べ物 も 咽喉 を 通らない。 

「はい、 これから は 持って いたと ころで 仕方 もな し、 

残りの むすび もこの 辺へ うち や ァらず (捨てよう)」 

と 前の 谷 を視き 込む と、 その 拍子に 与 次郎は ハツと 驚 

いた。 今まで 見た ことのない 手 白 猿 を はじめて 見た。 

それ は、 全く 手首から 先の 真白い 大 猿で、 すぐ 下の 


岩の 上から じっと 与 次郎を 見つめて いた。 なん ぼた つ 

て も 逃げようと もしない ので、 与 次郎は 不思議に 思つ 

た 力 

「こり や 天の 助け ずら」 

と 喜んで、 その後ろ へ 手 を 廻し、 鉄砲 を 取り直す が 早 

いか、 しっかりと 狙い を 定めた。 けれども 猿 はま だ 逃 

げ ない。 与次郎 はます ます 喜んで、 いまにも 鉄砲 を 

ぶつ ぱな そうとした。 すると 何 思った か 与次郎 は、 む 

しょうに 鉄砲 を ガラリ と 投げ出した。 猿 は 動かな かつ 

たはず で、 赤ん坊 を 片手で 抱いて、 片手で は 一生懸命 

に 与 次郎を 拝んで いたのだった。 


生れて 間 もない 赤ん坊が、 しきりと 母親の 胸に 頭 を 

すりつけ 乳房 を 探して いる 様 を 見る と、 与次郎 はか わ 

いそうで ならなかった が、 

「せっかく、 こんない にして、 めつ けとうに、 今 ここ 

で 逃いて は —— 」 

と 気を取り直し、 また 鉄砲 を 肩に つけた。 猿 はじつ と 

こっち を 向いて、 なお も 一生懸命に 拝んで いる。 与 次 

郎は たまらなく なって、 また 鉄砲 を 投げ出した。 

ちょうど 与 次郎の 家に も、 生れて 間 もない 赤ん坊が 

あった。 与 次郎は 自分が 家 を 出かける 時、 その 赤 児と 

別れる のが、 なん ぼ 辛かった か 知れなん だの を 思い出 


し、 人に 物 を 言うよう に、 

「なァ 猿、 かわいそう どうけん ど、 ぜひ おれに 命 をく 

りよ、 殿様の たっての お望みで 仕方 ン ない、 ちょうど 

わしに もお 前 ぐれえ の 赤 児が ある、 無理 もない こんど 

う、 お前の 子供 はおらが のお しゅんと いっしょに、 お 

しゅんの アン マ (乳) を くれてき つと 立派に 育てて や 

る、 そんだ から、 な、 頼む から わしに 命 をく リょ」 

こう 言う と 与次郎 は、 三度 目の 鉄砲 を 取リ、 心 を 鬼 

に 取り直して グッ とひき 金 を 引いた。 

猿 は 見事に 喉 をぶ ちぬ かれて バッ タリと 倒れた。 与 

次郎は 自分 も 貰い 泣き をしながら、 泣き叫ぶ 赤 児 をよ 


うやく 親 猿から 引離して ヒ トコ (懐ろ) へ 入れ、 親 猿 

をショ つて 山 を 下った。 そうして その 猿 を 殿様に 差 上 

ほうび 

げ ると、 殿様から はたく さんの 褒美 を 下された。 

これから 与 次 郎は子 猿 を 家に 連れて 帰り、 女房に も、 

この 猿 はこれ これこう いう わけで 連れて来と うだから、 

大事に 育てろ とよく 言い つけた。 

猿の 子 も はじめの イト は、 乳 を 欲しがって 泣いて 

困った が、 そのたび に 与 次郎の 女房が お しゅんの 乳 を 

分けて くれ、 だんだん 馴れて イカくな つた。 おし ゆん 

とヒ トツ トシ だが、 お しゅんが まだ 人の 見さ かい もつ 

かぬ うちに、 猿の 子 はもう 木に も 上れば、 しまいに は 


お しゅんの 子守まで する ようになった。 そうして その 

子 猿 も、 やはり 手首から 先が 白かった ので、 与 次郎夫 

婦は、 名 も 母親と 同じに 「手 白、 手 白」 と 呼んで 可愛 

がった。 

三つに もなる と、 手 白 は 全くお しゅんの 子守 をよ く 

して くれる ので、 お しゅんの 母親 は、 手 白に おし ゆん 

を 預ける と、 いつも 安心して いろいろの 仕事が できた- 

ある 日の こと 与次郎 が、 いつもの ように 山へ 行った 

後、 母親 はお しゅんに 湯で も 浴びさせようと、 釜で 湯 

はん ぞう たらい 

を 沸かし、 半槽 ( 盥 ) に その 湯 を 汲んで おし ゆん を 入 

れ、 自分 は 子の 傍で 洗濯 をして いたが、 


「手 白、 また 番をして くりょな」 

と 言い置き、 ちょっとの 間 だからと 思って、 近所の 川 

へ 洗い物 をュス ぎに 出かけた。 

ま ね  ひしゃく 

その後で、 手 白 は 早速 母親の する の を 真似て、 柄杓 

で 釜から チン チン 煮えて いる 湯 を 汲んで 来て、 おし ゆ 

んの 頭から ザ ー ッと 二度 も 三度 も かけて やった からた 

まらない、 おし ゆん はキ ツキ ッと 泣いて、 そのまま 赤 

くた だれて 焼け死んで しまった。 

川から 帰って来た 母親 は、 あまりの 驚きに 泣く にも 

泣かれず、 

「手 白、 汝ぁ 困り もんの こと をして くれたな あ、 いま 


にお 父さんが 帰って来らば、 どんない によ ま ァれる (叱 

られ る) か 知れん から、 さァ ちゃつ と 山へ 逃げろ」 

と、 急いで 子 猿 を 山へ 逃がして やった。 

やがて 与 次郎が 山から 帰って来 たので、 女房が、 

「今日は 本当に 申し わけ ァな いこと をし とう、 手 白の 

奴ン 飛んだ こと をし でかいて しまって」 

と 言って ありのまま を 話す と、 与 次郎は カツと 怒って 

「猿 は ドコへ 行つ とる、 あいつ を も 生かい ちゃ ァ おけ 

ん」 

と言う。 女房が、 

「猿ゥ は 山へ 逃がい とう」 


と 答える と、 与次郎 は、 

じ  おれ 

「ほんじ ゃァ 直きに 行って 俺ン めつ けて 来る」 

と 言って、 直ぐ 山へ 躯け 登り、 方々 を 探した が、 なん 

ぼめ つけても 手 白が いはしん ので、 仕方なく 家に 帰り、 

「まず、 お しゅんのお ト ブラいで もしず」 

と 言つ て、 見る と、 そこに 寝かして 置いた はずのお しゅ 

んの 死骸がない。 

「はて、 変な こ ともあれば ある もんだ」 

と、 そこいら 中 を 探して みたが、 どこに もめつ かさら 

ん。 

さすがの 与次郎 も、 これに はび つくりして、 やがて、 


じっとう つむいて、 

「俺 ン、 今まで、 鳥獣の 命 を、 あんまり 取った その 

罰が、 今日と いう 今日は 報いて 来て、 お しゅんの 死骸 

まで 無く ン なっとうに 違いない、 俺ァ ハイ、 今日 限り 

せっしよ-つ 

殺生 は 止めに しる」 

そう 言って 与次郎 は、 鉄砲 をへ し 折って 近所の 不動 

様へ 納め、 さて 言う ことに、 

「俺ァ これから 六部に なって、 今までに 命 を 取った 鳥 

ごしょ-つ 

けだもの や、 お しゅんの 後生 をと ぶらいながら、 日本 

国中 を 経め ぐって 来る」 

そう 言う と 与次郎 は、 直ぐに 六部の 装束 をし、 笈物 


をし よって、 鉦 を チャンチヤン 叩きながら、 その 日の 

うちに ぶんだい (出 参) た。 

まわり 

さて、 村の 周囲に 聳える 山々 のうち、 どれ か 一 つ 越 

えねば ならぬ が、 それならば 第 一 に 親 猿 を うちとめた 

山へ 登リ、 まず その あと をと むらって 行こうと、 あの 

清水の 湧く 山 さして 登 つ て 行った。 

すると、 あれほど 勝手 知った る 山で ありながら、 今 

日に 限って どう 踏み迷つ たか、 行っても 行っても 清水 

のと ころへ 出ない ばかり か、 ますます 奥深く 迷い込む 

様子な ので、 与 次郎は 困りき つて 道端の 石に 腰を下ろ 

し、 


「二十 年 も 歩き 慣れた この 山で、 道に 迷う なんて 全く 

どうかし ている、 とにかく、 少し 気 を 落着け てみず」 

と、 じっと 眼 をつ ぶった。 すると どこから ともなく、 

かすかに 猿の 啼き 声が 聞え て 来る。 耳を澄ま すと、 だ 

ん だんこ ちらへ 近づいて 来た 様子な ので、 与 次 郎が驚 

いて 眼 を あけて 見る と、 向う から 何十 匹と も 知れぬ 猿 

が 枝に 伝わって やって来 たが、 それが 皆、 与 次 郎の前 

へ 坐って 一 礼した。 

おまけに その 猿 共の 一番 前に、 逃げた 手 白が いる。 

手 白 はふと 立ち上り、 与 次郎の 着物の 裾 を 引いて、 ど 

こかへ 連れて行く 様子 ゆえ、 今 は 与次郎 もどう すると 


いう 当ても なし、 怪しみながら、 ただ 手 白の する がま 

まに なって 続いて 行った。 

山が 次第に 深くな つて、 もう 大分 来たと 思われる 頃、 

一 つの 広い 岩屋に 到着した。 その 中に 枝葉が いっぱい 

敷いて あって、 何百と も 数 知れぬ 犬猿 小 猿が 並んで い 

るし、 なおよく 見る と 洞穴の 真中 辺に、 岩で 囲んだ 井 

戸の ような ものが あって、 湯気が ポッポ と 立って いる。 

与次郎 は、 びっくりして 見て いると、 手 白が ッ カツ 

力と 進んで、 その 井戸の ような ものの 中へ 飛び込み、 

直ぐ 一人の 赤 児 を 抱いて 出て 来た。 与 次郎が 驚いて よ 

く 見る と、 その 赤 児 は、 疾うに 死んだ はずのお しゅん 


であった。 

おし ゆん は、 やけどの 傷 も 更に 無く、 前に も 増して 

元気に なって いたので、 与 次 郎は夢 かとば かり 喜んで、 

手 白の 手 を 握って 厚く 礼を言う と、 手 白 も 与 次 郎の手 

を 舐めずって、 さも 嬉しそうな 顔 をす る。 与 次 郎は衣 

の 端 を 裂き、 それにお しゅん を クルんで ヒ トコへ 入れ 

て 喜び勇んで 山 を 下った。 

ふもと 

何百と も 数 知れぬ 猿 共 は、 手 白 を 先頭に、 麓 の 村が 

見える 所まで 与 次郎を 送って 来て くれたが、 いよいよ 

別れる 時になる と、 さすがに 手 白 も 残り惜し そうに、 

後ろ を 振 返り 振 返り 山へ 帰って 行った。 与次郎 もまた 


笠 を 振りながら、 やはり 見えなくなる まで 見返り 見返 

リ山を 下った。 

家に 帰って この 話 をす ると、 女房 も 飛び立つ ばかり 

喜んだ が、 与次郎 は、 

「俺 ァ、 こうして せ つ かく 六部に 行こうと 思い立つ と 

うだから、 どうで も 行って 来る」 

と、 おし ゆん や 女房 を 伯父に 預けて、 よく 後々 のこと 

を 頼み、 そのまま 六部に なって 行った。 

その後、 なん ぼ 探しても、 手 白 も、 その 不思議な 猿 

の 湯 も、 二度と は 見つからなかった —— 


土橋のお くら 婆さんから、 土地の 言葉で、 こういう 

話 をして 聞かせても らうと、 子供た ち は 皆、 膝に 手 を 

置いて、 感心し きって、 し ー ん として 聞いて いたが、 

たち ま 

その 話が 終って しまう と、 そこ は 子供の ことで、 忽ち 

がやがやと 陽気に なり、 一人 立ち、 二人 立ち、 やがて 

元気 いっぱい になり、 

医者 ど ん の 頭 を ス テテ コ テ ン 

医者 どんの 頭をス テテ コ テン 

と 一 方で 合唱 をす ると、 他の 一 方に かたまった 連中が、 

そんな こと 言う もんの 頭をス テテ コ テン 

そんな こと 言う もんの 頭をス テテ コ テン 


と、 負けない 気になって 合唱 を はじめる。 そうすると 

前の やからが、 ひときわ 声 を 励まして、 

医者 ど ん の 頭 を ス テテ コ テ ン 

医者 どんの 頭をス テテ コ テン 

と 合唱す る。 それに 対抗す る 一 方 は、 また ひときわ 声 

を 張り上げて、 

そんな こと 言う もんの 頭をス テテ コ テン 

そんな こと 言う もんの 頭をス テテ コ テン 

ス テテ コ テンの 対抗 合唱で、 天地 も 割れる ほどの 騒 

ぎと なった が、 塾長 先生 は、 別に それ を 制しよう とも 

せず、 叱ろうと もせず、 一席の 講話 を 終って 息 を 入れ 


ている ところの、 土橋 講師のと ころへ 行って、 

「大 へんにた めになる お 話 を 聞かせて いただいて、 わ 

しら も 貰い 泣き をした でが す」 

と 言って、 頭 を 下げて 挨拶 をし ました。 

七十 七 

お 銀 様の 父 伊太 夫 は、 その 日 は 書斎に たれこめて、 

帳面 を 見たり、 物 を 考えたり していました。 

伊太 夫に 大きな 悩みの ある こと は、 すでに わかって 

いる ことです。 身上が 大きいだ けに、 悩み もまた 大 


きいとい うこと もし かるべき 道理であります が、 老境 

に 入った 今日 この頃で は、 ほと ほと その 悩みに 堪えき 

れ ない ほどの 重荷 を 成して いるの も 事実です。 

伊太 夫の その 悩み を 一語で 言って みると、 「持てる 

者の 悩み」 という ことに 帰す るでしょう。 

「持てる 者の 悩み」 というよ うな 現代的の 言葉 を 以て、 

自分ながら 表現す る こと はで きないが、 悩みの 根 原 は 

まさしく そこに あるので ありまして、 「持たぬ 者の 悩 

み」 と 対比して、 その 悩み を 悩む 人の 数 こそ 少ない が、 

はる 

その 性質に 至って は、 持たぬ 者の 悩みより 遥かに 深刻 

な ものがない と は 言えない。 持たぬ 者の 悩み は、 お 仲 


間が 最大 多数であって、 同情の 分量 もまた それに 比例 

して 大きい が、 持てる 者の 悩み は、 その 共鳴者が 少な 

いだけ、 理解 者 も、 同情者 も、 少ない と 言わなければ 

ならない のです。 

伊太 夫 は、 陰密の 間に、 その 悩みに 虐げられて 来 ま 

したが、 それと 共に、 この 悩み は 悩みで はない、 自分 

ゆえ  せんぼう 

は 持てる が 故に 長者で あり、 他の 羨望の 的と なって い 

る 強味の 点ば かりが 自分 を 刺戟して いて、 未だ 曾て 自 

ら その 持てる 物の ために 悩まされて いるの だと も、 虐 

げられ ている の だと も 信じた く はない のです が、 事実 

上、 自分の 持てる ものが、 自分と その 家族に、 解放 も 


与えず、 愉悦 も 恵まず、 平和 も 安心 も 来たさないで、 

かえって その 重荷が 年毎に 加わって 行く、 その 圧力 だ 

け は 感じない わけに ゆきません。 

それが 偶然、 与 八と いう 男 を 見る と、 全く 別な 世界 

の 人 を 見出さな いわけに は ゆきませんでした。 無一物 

の 旅から 旅の 中に、 なお 安心が あり、 平和が あり、 受 

くるよりも 与うる ことに 幸福 を 感ずる 天然 自然の 悠々 

たる 余裕が ある —— ああい う 生活 方法 も あり 得る、 現 

にあり 得て いると いう 驚異 を、 持たせられざる を 得 ま 

せんでした。 

早く 隠居して しまいたい  と、 漫然と してこう い 


う 歎息と、 その実 現 を 望んだ こと は、 今に はじまった 

ことではなかった のです が、 隠居して さて どうなる、 

という こと を、 ついその 実行者と して 引取って 考えて 

みると、 自分に は 隠居が できない という こと を、 すぐ 

に 悟ら ざ る を 得な いのです。 

あととりがない という ことです  今や 天地 間に 自 

分の 家 を 譲るべき 血統の 人と して は、 お 銀 様の ほかに 

はない のです。 そうして、 その 唯一 の 継承者た るべき 

人 は、 また 唯一 の 反逆者でした。 

後妻の 子 は、 後妻と 共に 非業に 生涯 を 終って いる。 

養子 をす る  という ことになると、 果して この 家 を 


譲り、 自分 をして 安心して 眼 を 瞑せ しむる ほどの 養子 

が どこに いる。 どこ を 探したら 出て 来る。 親類 —— そ 

れに 頼みになる 奴が あれば 今日の こと はない の だ。 こ 

の 甲 州 第 一 等の 祖先伝来の 身上 を、 今 どうす るか。 

伊太 夫 は、 どうかす ると、 昔の 仏説な どに ある 長者 

物語の ような の を 身に 引当て て 考えて、 いっそ、 持て 

る ものの すべて を 世に 喜捨 報謝して しまったら、 とさ 

え、 考える だけ は 考えて みた こと も 再々 でした。 

だが、 喜捨 報謝して みたところが、 これ だけの 身上 

を 受け きれる 人が どこに あるの か。 へたに 投げ出して 

みたならば、 それ こそ 群がる 餓狼の ために、 肉の 倉庫 


を 開放した ような もので、 徒らに 貪婪と 争闘との 餌 

食 を 供す るに 過ぎない の だ。 

どうしても 自分が 守り 通して 行かなければ ならない、 

そうして また、 自分の 志 をつ いで この 社稷 を 守り 通 

す 人 を 見出して、 このまま 後を嗣 がせなければ ならな 

いという、 世間 普通の 財産 世襲の 観念が 最後の 結論で 

ありました。 その 陰密の 間に 加わる、 持てる 者の 悩み 

の 圧迫から、 とつお いっした 最後の 果て は、 いつでも、 

同じような 平凡な 結論に 終る の を 繰返し 繰返しす るの 

が、 伊太 夫の 頭の、 このごろの 日課の ような もので あ 

リ ます 


ついに、 養子 問題 を、 与 八と その 携えて 来た 少年の 

身の上に 投げ かけて みるよう に 至った の も、 その 思案 

の あまりの 一 つで ありました。 

ちょうあい 

今日 も、 それ を 繰返して 考えたり、 帳 合 をしたり、 

帳 合 をして は それ を 繰返して 考えて みたり している と 

ころへ、 老 番頭の 太平が やって来ました。 

「旦那 様、 お 邪魔いた してよ ろしう ございま すか」 

と 言って、 何 か 特に 改まった 用件で も 出来た かの よう 

な 語勢で も ありまし たから、 伊太 夫 も 眼鏡 をと つて、 

「何ぞ 用 かい」 


と 言います と、 

「お 嬢 様から、 急 飛脚で ございまして」 

「なに、 銀から …… 」 

反逆者と して 遠島 を させて しま つ たような 気分で い 

て も、 そこ は 肉親の 親子の 情 合いと 見えて、 旅先の 娘 

から 急 飛脚と いう こと を 言われ て 、 思わず 身体が 乗 出 

したので す。 

「はい、 わたくし 宛に、 お 手紙が 参りました のです が、 

わたくし だけで は 計らい 兼ねます によって、 旦那 様の 

おぼしめ 

思 召し を 伺いに 参りました」 

「ふ ー ん、 あれ はもう 見放した 女 だ、 何 を 言って 来よ 


うと も、 わしが ところへ は 持ち込む なと 申して あるの 

に」 

「それ は 承知いた してお ります が、 今度のお 手紙の 要 

件 は、 どうしても、 わたくし 一個で は 計らい 兼ねます、 

ぜひとも、 旦那 様のお 耳に お入れ 申した 上で ございま 

せんと」 

いきしに 

「生死の ほかに は 言って もらわな いがよ い、 あれ は あ 

れ だけの ことにな つて、 身上 も 分離して お前に あずけ 

て ある、 お前の 方で 取 計らい きれない という こと は あ 

るまい が」 

「それが でございます —— 万事 は、 わたくしが お計ら 


い 申して 参り ましたが、 今度のお 手紙の 要件ば つかり 

は、 どうしても 計らい きれませ ぬ、 と 申します の は、 

このお 嬢 様のお 手紙で ございま すが、 一 応ぉ 目通し ご 

らんく ださい ませ」 

「見ないでも いいよ、 ではと にかく、 その 要領 だけ を 

聞いて みましょう」 

「では、 このお 手紙の 要領 をお 話し 申し上げ ますと… 

;」 

太平 は、 伊太 夫に 近く 少しに じり 寄って、 ふし 目に 

なって 手紙 を 見つめながら、 次のように 語り 出し まし 

た。 


「あのお 嬢 様の このお 手紙の 要領と 申します の は、 自 

分 は 今度、 近 江の 国の 胆吹 山の 麓へ 地所 を 買って そこ 

へ 屋敷 を 営む ことにな つたから、 その 費用 を 送っても 

らいたい、 それ も少々 ずつ では、 おた がいに めんどう 

だから、 この 際、 わけてい ただいて あるお 嬢 様の 分の 

財産 を そっくり もらいたい、 不動産の 方 は 追って 金に 

換えて 欲しい が、 貯えて ある 金銀 だけ は 一文 も 残さず 

に、 そっくり 近 江の 胆吹 山の 麓の これこれへ 送り届け 

て くれと、 こうおつ しゃって なので ございます」 

「ナ 二、 あれの 分の 財産 を、 そっくり 残さず 送れと I 

I うむ …… 」 


伊太 夫 も、 さすがに 腹へ 深く 息 を 飲み こんで しまい 

ました。 

七十 八 

なるほど これ は、 番頭 一人の 頭で 取 計らい きれぬ と 

い うの も 無理が な いと 思った のでしょう。 

正式に 勘当した という わけで はない が、 かりそめに 

も、 親で ない、 子と 思うな、 と 言い合って 別れてから 

父子の 間に は、 わたる ことので きない ほどの 溝が 掘ら 

れて あるので ありました。 


わがまま むすめ 

そうして、 決定した 伊太 夫 は、 それでも この 我儘 娘 

の 将来の ためにと て、 財産のう ち を 分割して、 あれの 

物と して 頒ち 置いて、 その 保管 を 番頭に 托し、 必要 あ 

る 毎に は、 大体に 於て あれの 申し出 通り 送って やれ、 

ことに 旅な どへ 出て は、 入費に 糸目 をつ けないで よろ 

しい、 といった ような 暗示 も 常々 与えて あるので すか 

ら、 今まで、 主人に はいちい ち 通告せ ずに、 老 番頭 一 

人で 取 計らって、 請求が ありさえ すれば、 少しも 猶予 

せず その 請求額 だけ を、 どしどし 払い渡して やって い 

たのです が、 今や ここで、 その 全部 をよ こせ —— と提 

言 をして 来たので すから、 無論、 老 番頭 一存で は 計ら 


いきれ ず、 それ を 聞かされた 伊太 夫 さえ も、 一 時うな つ 

てし まって、 ついに 何とも 判断の 下せない 形に なった 

の も 無理が ありますまい。 

伊太 夫の 身上 は、 これ を かりに 見つ もっても、 何千 

何 万になる か は 容易に 計上し 難いので あります。 容易 

というより は、 全く 金銭に 換算して は 計上し 難いと 見 

るの が 至当でしょう。 そのうちから、 お 銀 様 とても、 

株券 をい くら、 債券 をい くらと 分譲され たわけで はな 

いのです から、 現金の ほか は、 山林で あり、 田畑で あ 

り、 或いは 家屋敷 倉庫の 一 部分、 衣類 や 書画骨董 といつ 

たような ものな のです から、 それ を 残らず 金に 見 積る 


こと は、 やっぱり 不可能と 言って よいので すが、 いち 

ばん 可能性の ある 金銀 だけに 就いて 言って みても、 果 

して どのくらいの 額に 上る でしよう か。 大正 昭和の 頃 

の、 甲 州 第一 の 富豪と いわれる 某氏の 財産 を、 かりに 

八 千万 円と 見て、 それ を 伊太 夫の 財産 額と して、 その 

うちの 八 分の 一 を 譲られた 計算に してみ てからが、 ほ 

ぼ 一 千万 円 程度の もの を、 直ちに 引渡せと いう 交渉に 

は、 親子の 間と はいえ、 全く 自由 処分に 任せる つもり 

の 金で あると はいえ、 一言で 裁断 を 下せな いのは あた 

り まえでした。 

そこで 伊太 夫が 唸りました。 しかし、 やや 暫く 唸り 


を 長く 引いて いる だけで、 一 言の 下に 「馬鹿！」 と 言つ 

て 蹴飛ばさな いところ を 以て 見る と、 相当 考慮の 余地 

は存 して 置いて いるもの らしい。 といって、 「いいから- 

たやす 

おやん なさい」 と 容易く 肯定に 入ろうと も 思われない 

から、 老 番頭 も 覚悟して、 主人と 共に、 その 返答の 挨 

拶の 文案 を 練りに かかろう とする 身構えです。 

「あれの 分が 現金で、 今 どのくらい あります か」 

暫くあって、 伊太 夫の 老 番頭に 対する 質問が それで 

した。 

「左様で ございます —— 手許に あります る 分と、 貸附 

の 分と を、 ちょっと 取調べて みます ると、 十四 万 八 千 


両ば かり ござります るで …… これ を ごらんく ださい ま 

せ」 

と老 番頭 は、 帳面 を 持って来て いるの を、 ここで 主人 

の 前に ひろげた のです。 

「はは あ」 

と 言って、 じろ りと その 帳面に 伊太 夫 は 眼 を くれたけ 

れ ども、 取り上げて 仔細に 見ようと する ので はあり ま 

せん。 しばらく、 また 眼 をつ ぶって いました が、 やが 

て、 軽く 眼 を 開いて 言いました、 

「送って おやりなさい」 

「え ッ」 


と、 老 番頭が 少なからず 動揺した ようです。 

「送って おやりなさい、 貸金の 方 を 今す ぐ 取 立てて 送 

ると いう わけに もい くまいから、 現金の 方 は ある だけ ■ 

そっくり 送って おやりなさい」 

「え、 承知いた しました」 

と老 番頭 は、 主人の 命令が 絶対的で ある こと をよ く 心 

おそ 

得て います。 汗の 如しと たとえる こと は 畏れ 多い が、 

この 家の 代々 の 慣例で は、 ぜひ 善悪と もに、 主人の 言 

葉 は 絶対でした。 そこで 老 番頭 は、 非常な 狼狽 をつ く 

ろいながら、 委細 かしこまって しまって、 

「では、 現金 額と 致しまして、 取り まぜ 五 万 七 千 三十 


両 ござります るが、 それ を そっくり …… 」 

「そっくり 送って おやりなさい、 為替に 組むな リ、 馬 

につけて 送るな リ、 いいよう にして 届けて おやりな さ 

い」 

「はつ、 承知 仕りました」 

こうして 老 番頭 は、 帳面 を 抱え 直して、 また 主人の 

前 をす ベリ 出で たのです。 

老 番頭の 命令 服従 も 無条件で ありまし たが、 五万両 

わがまま むすめ 

からの 金 を、 我儘 娘の ために 支出させる 伊太 夫の 命 

令 も 無条件で ありました。 何のた めに、 どうして 使用 

する の だ、 その 使用が 経済の 法に かなう か、 かなわな 


いか、 その 使用法が 倫理の 道に 合する か、 合しない か、 

また その 金 を 送つ たがために、 当人の 身が 幸福になる 

か、 不幸になる か、 そんな こと は 一切 頓着し なかった 

のです。 すでに 分配して 授けて しまった もの を、 授 

かった 者が 持ち去る の は 当然で ある。 多く 持って行つ 

てはいけ ない、 少なく 所有す るが よろしい というよう 

な 条件が あって は、 人に 物 を 与えた という ことに はな 

ら ない。 

与えた 以上 は、 自分の 物で はなく、 人の 物で ある I 

I という 水の ように 淡い 応対で 済まして しまった 伊太 

夫 は、 また 暫く 何 か 思案に 暮れて いたよう だが、 急に 


思い出した ものの ように、 立ち上って 下駄 をつつ かけ 

ましたが、 どこへ 行く かと 思う と、 いつも、 与 八の 塾 

をたず ねる 時に 行く と 同じ 橋の 多い 小路に 隠れた とこ 

ろ を 見る と、 やっぱり、 あの 悪女 塚の なきあと をたず 

ねて 見る 気になつ たもの かと 思われます。 

七十 九 

伊太 夫 は 果して、 与 八 塾 をたず ねて 来ました。 

その 時、 与 八 塾の 生徒 はもう 放課後で、 郁太郎の ほ 

かに は 誰もお りません。 


与 八 は、 一室で 一刀 三 礼 を やって おりました。 

そこへ 伊太 夫が たずねて 来た ものです から、 与 八 も 

一 刀 三 礼の こと を 休んで、 そうして、 

「旦那 様、 おいでなさい まし」 

と 言って、 伊太 夫 を 招 じて 炉辺へ 来ました。 伊太 夫の 

調子に よって、 何 かそれ は、 自分に 相談 事が あって、 

懇 ろに 話 をしたい ために 来られた の だとい うこと が、 

直ぐに わかった ものです から、 座 を 立った のです。 

そこで、 炉辺で 茶 を 煎じながら、 伊太 夫の 話し 出す 

の を 聞いて いると、 

「与 八さん、 わし は 少し 急に 思い立って、 旅 をして 来 


たいと 思う の だが、 その 間、 お前さんに 頼みた いのは、 

本家の 方へ 来て 留守番 をしても らいたい の だが」 

「おや、 そうで ございま すか、 旅に お出かけな さるん 

でございます か、 お 江戸の 方へ でもお いでな さるんで 

ございま すか」 

と 与 八が 念 を 押しました。 旅と 切 出す 以上 は、 一 晚泊 

り や 二 晚泊リ の 意味で ない こと はわ かってい るが、 せ 

いせい 江戸 出府、 ほぼ 四十 里ば かり —— と 与 八の 頭に 

来た ものです から、 そのつ もりで 念 を 押した のです が、 

伊太 夫 は 頭 を 振って、 

「いや、 そうで はない、 もう 少々 遠方へ 行って みたい 


の だ。 実は、 娘が な、 あの 持 余し 者が 上方 見物に 出か 

けて いる、 その あと を 追い かける わけで はない が、 わ 

しも 一度、 西 国 を 廻って 来たい と は 心がけて いたの だ 

が、 つい どうしても 出かけられないで これまで 来て い 

る。 ではい つ 出かけられ るかと いうと、 それ を 待って 

いたんで は、 生涯 その 暇 は 作れない にき まってい るか 

ら、 今日、 たった今 思いつい たの を 吉日と して、 早速 

出かけようと 決心 をした の だよ」 

「まあ、 上方 見物から 西 国 廻りで ございま すか —— ほ 

んに まあ、 急な お思い立ちで ございますな あ」 

「そういう わけで、 家事 向きの こと は 一 切 あの 老 番頭 


の 太平が 心得て いるから 心配 はない、 ただ 不在 中 を、 

お前さんに 本家の 方へ 来て いても らいたい の だ、 こつ 

ちの 留守番 は、 いくら も 人 をよ こして 上げる」 

「そうで ござんし たか、 本当の こと は、 わたしが 方で、 

旦那 様に お願いして、 旅に 出ようと 思って いたと ころ 

で ございま したが、 あべ こべに 旦那 様が お出かけ にな 

るた あ、 思いの外で ございました」 

「いや、 それで、 一時 はお 前に いっしょに 行って もら 

いたい、 つまりお 前さん といつ しょに 西 国め ぐり をし 

ようかと いう 気になつ たの だが、 また 考え直して みる 

と、 とも は 相当の を 選んで つれて 行ける が、 留守の 方 


に、 頼みになる 人 を 置かな けり やならぬ、 そこで 事務 

の 方 は 太平に 任せて 置けば 心配 はなし、 お前さん は、 

ただ 本家の 方へ 来て、 すわって いても らい さえ すれば 

よい」 

これが 洒落者な らば、 なるほど、 与 八なら ば 据わり 

が い い —— と 交ぜ つ 返した くなる ような 頼みな のです 

が、 頼む 方 も、 頼まれる 方 も、 最も しんみりし たもの 

なのです。 与 八 は 一途に は 引受ける と は 言いませんで 

した。 

「旦那 様が、 今、 旅に お出かけになる ことが、 いいこ 

とだか、 悪い こと だか —— わしら が 留守 を 頼まれる 方 


は、 なんでもない ことなんで ございま すが」 

と 言いました。 

「まあ、 誰彼に 言い触ら すと、 留める 者 も 出て 来る し、 

また 有 野の 伊太 夫が 上方 見物に 出かける なん ぞと 近辺 

に 取沙汰が 起る と、 事が 大きくな つて 面倒 だし、 それ 

に 今時 は 物騒な 世の中 だから、 道中、 どんな 悪者 や、 

ごま  まと 

胡麻の 蠅が 聞きつ けて、 附き 纏わない とも 限らない か 

ら、 わし は 隠れて 行く の だ、 これから 一人 か 二人、 と 

も を 選んで 誰に も 気取られない ようにして 出かける」 

「旦那 様が、 そこまで 御 決心 をな すつ たん じゃあ、 わ 

しらがお 留め 申した つ て、 おとどまり なさる はず も ご 


ざん すめえ から、 お 留守のと ころ はお 引受け 致し ま し 

た。 では、 御 無事に 行って いらっしゃ いまし」 

与 八 も、 こう 答える より ほかに は、 頓に 返答の しょ 

うがなかった のです。 自分が 引 留める 権能 もな し、 引 

留めた からと て 引 留められる はず もな し、 女子供と か 

いう 人なら ば、 一 応 忠告 も 試みよう という もの だが、 

堂々 たる 大家の 主人の 行動に、 自分なん ぞが 口出し を 

すべき 抜かりの ある はず はない の だから、 やはり、 言 

われた 通りに 従順に 受け、 頼まれた 通りに 頼まれる の 

が 一番 だと、 与 八の 頭に うつりました。 それに、 突然 

と は 言いながら、 持 余し 者で は あるが 一 粒 種のお 嬢 様 


という ものが、 あちらへ 出かけて いらっしゃ るの だか 

ら、 親と して それ をみ とりが てら、 旅 をな さろうと い 

うの は、 お奨め 申せば とて 拒む 理由 はない、 と 信じた 

からであります。 

与 八の 快き 承諾ぶ りで、 伊太 夫 は 最も 安心して 本家 

へ 引きと ると 共に、 内密に、 迅速に、 旅の 用意 をと と 

のえ てし まいました。 今の 伊太 夫の 家で は、 この 旅 を、 

かんそう 

無用な リ、 危険な りと して 諌諍 する ほどの もの はあり 

ません。 よし、 あつたと したと ころで、 与 八と 同様の 

考えで、 むしろ お奨め 申せば とて 拒む 理由 はない ので 

すから、 ただこの 上 は、 主人が 旅に 出かける という こ 


と を 誰に も 知らせな いように、 旅の 用意 を 整える だけ 

の もので ありました。 

お 銀 様の ために、 その 要求した 五 万 両の金 を、 どう 

して、 どのように 送る かとい うことの 宰領 は、 一 に老 

番頭の 考慮のう ちに あるので すから、 伊太 夫 はかまい 

ません。 自分 は、 ちょっとした 村の 名主が、 小 前 二三 

人 を つれて 伊勢 詣リ にで も 出かける くらいの いでたち 

で、 屋敷のう ちの 者 を 選んで ともとして、 その 翌々 日 

この 屋敷 を 立ち 出で たのです。 

東海道 を 行こう か、 木 曾 街道 をと ろうかと、 最初 は 

考え ましたが、 思いきって 木曾路 をと る ことにし まし 


た。 

屋敷 を 出た の は 夜でした。 与 八と 太平 は、 村 境 を 出 

ると 釜 無 土手の 尽きる ところまで、 提灯 をつ けて お 

送りして 帰って来ました。 その 帰り 途で、 太平 老人 か 

ら 聞く ところに よると、 旦那 様 は あれで、 今で こそ 

出不精で いらつ し やる が、 若 い うち はず い ぶん 旅 をな 

された もので、 度胸 もお ありになる し、 剣術 や、 槍 や、 

柔術まで も 相当に 御 稽古 を 積んで いら つ しゃる —— そ 

き 

れ におと もの 若い もの も、 みんな 気 も 利いて いるし、 

相当に 引け を 取らない だけの 腕 も 出来て いるから、 旅 

先で も 少しも 心配に なること はない —— という こと を 


聞かされて、 与 八が 安心 を 加えました。 

こういう わけです から、 有 野 村の 大尽が 京大 阪へ向 

けて 旅立ち をな された という 評判 は、 どこから も 立ち 

ませんで した。 屋敷のう ちの 家の 子に は、 日頃から、 

旦那 様が どこに いらっしゃる のか 知らない 者 も 多い く 

けしき 

らいです から、 たまに その 気色 を 見かけた ものにして 

からが、 甲府 へで もお いでな さる か、 遠くて お 江戸 I 

I い つもの 通り せいぜい 六日 一 日 も すれば お帰りに な 

る もの だと 信じて いたのです。 ですから、 今度の 旅 は、 

無事に 行っても、 どのみ ち 一月 や 二月 はか かるの だと 

いう ことの 暗示 を 受けた もの さえありません。 


与 八が 本家の 方へ、 当座の 留守居に 据わり 直した と 

いう こと も、 日頃の 信任から 見ても 無理の ない ことで 

すから、 主人が 出て 行っても、 その あとに はいつ こう 

変った 空気が 漂う ことはありませんでした。 

八十 

近 江と 美 濃の 境なる 寝物語の 里で、 いい 気で うだつ 

ていたお 蘭 どのの 寝込み を、 思いがけない 奴が 不意に 

襲って 来ました。 

遊 魂 は、 別な 方向に 向って さまよい 出で てし まい、 


その 身代りと して 現われた 奴 は、 全く 似ても 似つ かな 

い、 いけ 好かない 野郎で ありました。 

しかし、 こうな つて は、 お 蘭 どの ももう 遅い のです。 

いけ 好いても、 いけ 好かなくても、 こいつに 見込まれ 

た 以上 は、 女に 下地が ある 限リ、 のがれつ こ はなし I 

I 一時 は 野暮に 叫び を 立てよう としたが、 どっこい、 

その 口 を 塞がれて しま つてみ ると、 有無 を 言わされよ 

うはず はない のに、 お 蘭 どのと いう 女が、 本来 あんま 

リ 有無 を 言わない 女なん だから、 口 を こじ あけて、 大 

福 餅 を 抛り こんで 無理矢理に 食べさせられて しまって 

みると、 今度 は、 もう 一 つ 食いたい と 口 を あく 奴なん 


だから、 事が そこに 及んだ 後 はた あいない ものです。 

「どうです、 お 蘭さん、 男 は ケチな 野郎で も、 こうな つ 

てみ ると、 まんざら 憎く も ござんす めえ。 ことにお 蘭 

さん、 お前さん を 見 そめた の も、 昨日 や 今日の ことじ や 

ありません ぜ、 飛驛の 高山で は、 命 を 的に 大奥まで 乗 

込みの、 あぶない 綱渡り も 致し ましたの を、 よもお 忘 

れ じゃあ ござんす めえ」 

やにさが 

がんりきの 百から こう 脂 下られて、 お 蘭 どのが 今更 

のように、 

「おや、 お前さん という 人 は、 高山の ことまで 知って 

いるの？」 


「知らな くって どうなる もんです か。 あの いつぞやの 

晩で げした、 新お 代官の 奴 は 新お 代官で、 どこから か 

手入らずの 新しい の を つれ 込んで、 たん まり はん ベら 

せようと なさる し、 お前さん はお 前さん で、 前髪 立ち 

の 若い 男 かなに かに 持ち かける というの を、 見た リ聞 

かされた りした、 こっち も だまつ ちゃ いられません ね ■ 

名代の 新お 代官の しろもの、 お 蘭さん てえ こって り 者 

に 一 目お 目に かかって 置きて え、 それ、 あの 晚 忍び込 

ん だはい いが、 いやはや、 飛んでも ない 戸惑い、 人 違 

え、 当ての 外れた 相手が それに 思いの外の 腕利きで、 

すんでのことに 危 ねえと ころ  それほどまでに 思い 


こんだ、 がんりきの 百て え 野郎が、 わつ ちなん でげ す。 

心意気 を 聞いて みり や あ、 なおさら 憎く も ござんす め 

え」 

とがん りきに 脂 下られ、 お 蘭 どの、 眼 尻が 上ったり 下つ 

たりして、 

「あの 時の 悪者 はお 前さん だった のかえ —— それと は 

知らなかった よ」 

「悪者 じ や ございま せんよ、 この 通り、 がんりきの 百 

といつ て、 ちっと は 鳴らした いい 男の 兄さんで げすよ」 

「いやな 奴」 

「いやな 奴で、 大きにお 気の毒 さま。 でも まあ、 口で 


けなして、 心のう ちで は、 こっちの 親切が ちゃんと わ 

かってい ただいて るんだ から、 悪く ねえの さ。 ところ 

で、 この ケチな 野郎が どのくらい お前さんに 実意 を 

しょ-つ 

持って いたかと いう 証拠 を、 もう 一 つ ここで 生の ま 

まごらん に 入れる 段取りになる べきなん だが、 風 をく 

ら つて、 つい、 そいつ を 一 つ 取 落した のが 不覚の 至リ。 

うか つ 

というの はお 蘭さん、 お前さん も 迂闊です ねえ、 これ 

ほどの 御念の 入った 道行 をな さろう てえ のに、 命から 

一 一番 目の 路用 を 忘れて おいでな さるなん ぞは 取らね え。 

お 手元 金 をね、 ふだん あれほど 御用 心なす つて、 枕 も 

とのお 手文庫へ、 いざと いう 時お 手が かかる ように 備 


え 置きの 金子 ざっと 三百 両、 あれ をい つたい どうな 

すつ たんです ね」 

「それなん です よ、 それ を 今、 歯嚙み をしながら ロ惜 

しがって るんで すが、 もう 追つつ かない、 当座のお 小 

遣 だけ は 何とか 工面して 来た けれども、 これから 先 を 

考える と 心配で たまらな いのよ」 

はは 力 

「そこで だ、 そういう ことに は 憚 リ ながら、 色と 慾と 

の両 てんびん を かけて 抜かりの ねえがん りきの 百なん 

ですから、 あの きわどい 場合に、 ちょっと ちょろ まか 

おぼしめ 

しの 芸当なん ぞは、 お 手の ものと 思 召せ」 

「何 を 言って るんだ か、 よく、 わからな いが、 ではお 


前さん が、 その 時に あれ をち よろ まかして 持 出しで も 

したの、 持 出した とすれば、 ここまで 持って来て 下す つ 

たの？ まあ 有難い、 ほんとうに 色男の 御 親切が 今度 

ばかり は 身に 沁みて よ。 そんなら そうと、 早くお つ 

しゃつ て 下されば いいに、 焦さないで 早く それ を ここ 

へ 出して 頂戴な」 

「ところが だね、 そこ は 憚りながら がんりきの 知恵で、 

抜かりな く、 あのお 手元 金 三百 両を持 出した こと は 確 

かに 持 出したん だが II ここまで 持 来して、 お前さん 

を 喜ば せる 運びまで 行き 兼ねた の が 残念 千万なん だ 」 

「な あんだ、 途中で 落しで もした のかい、 そのく らい 


なら、 そんなお 話 を 聞かせて くれない 方が かえってよ 

かった」 

「ところがね、 まだ あきらめ るに は 早 いんで してね、 

あの 場合、 大金 を 持つ て 逃げち ゃぁ危 ねえと 思う から、 

ちょっと 預けて 出たん だ、 ちょっと 知合いへ ね」 

「その 預け 先 はわ かってい るの」 

「それ はわ かってい る さ、 行けば、 いつでも、 ちゃ あ 

んと 渡して くれる ことにな つてい る」 

「どこな の  」 

「高山の 町よ —— 」 

「高山 じ や、 つまらない、 欲しく つたって、 二度と あ 


す こへ 行けます か」 

「ところが、 ここで 気 を 抜いたら、 わつ しが、 ちょつ 

と 行って 受取って 参ります から、 御 安心く ださい」 

「ちょっと 行く つたって、 お前、 ここ はもう 近 江の 国 

じ やない か、 これから 美 濃の 国 を 通り 過して、 それ か 

らまた 飛驛の 高山まで、 ちょっくら ちょっとの 道の リ 

じゃありません よ。 それにお 前さん、 それ を 取りに で 

おんみつ 

も 行こう ものなら、 待って ましたと、 隠密の 手で 引 上 

げられ てし まう にき まってい ますよ。 飛んで 火に 入る 

夏の 虫と は 本当に この こと、 三百 両は 惜しい けれども、 

かせ 

銭金の こと は、 また どこで どうして 稼ぎ 出せない とも 


限らない、 命 は 二つと ありません からね、 せっかく だ 

が、 あきらめち まいましょう よ」 

「ところが ねえ、 お 蘭さん、 その 辺に 抜かりの あるが 

ん りき じゃあ ございません、 その 預け 先と いうの が、 

決して、 どう 間違っても、 ばれたり、 足の ついたり す 

る 相手 じゃあね えので すから、 豪気な ものです。 それ 

に、 憚りながら、 この 兄さん は 足が 少々 達者で してね、 

飛驛の 高山で あろうと、 越 中の 富 山で あろうと、 ほん 

の少々 の 馬力で、 御用 をつ とめます から、 その 方 もま 

あ 御 安心く ださい まし」 

「いったい、 高山の どこへ 預けて 来たんで すよ」 


「こうな つち や、 すっかり 白状して しまい ますが、 あ 

げいしゃ や 

の宫川 通りの 芸妓 屋、 和 泉 屋の福 松と いう 女のと ころ 

へ、 確かに 三百 両 預けて 参りました」 

「あの 福 松に —— 憎らしい」 

お 蘭 どの は、 どうした 勘違い か、 がんりきの 膝 をい 

ゃッ という ほどつ ねり 上げた から、 

「あ 痛！ 何 を しゃがる」 

と、 百の 野郎が 飛び 上った の は 当然です。 そこでお 蘭 

どのが また、 御機嫌 斜めで、 

「噓 つき、 あんな 芸妓に わたしの 金 を 預ける なんて I 

I 預けたん じ やない、 やって しまったんだろう」 


「御 冗談、 あんな 田舎 芸妓に、 三百 両を捲 上げられる 

ような、 がんりきと はがんり きが 違います よ、 見 そこ 

なつち や あいけ ねえ」 

「本当なら お前、 それ を 取って来て、 わたしの 眼の 前 

に 並べ て ごらん」 

「言われる まで もね えこと さ、 これから ひと つ 走り 

行つ て 持 帰つ て 来て ごらんに 入れる と、 さっきから、 

あれほど 言つ てるじ やねえ か」 

「じゃあ、 そこで お前さんの 本当の 腕と、 実意 を 見て 

上げよう じ やない か、 早く 取 戻して 来て 頂戴」 

がってん 

「合点 だ —— こうと、 三日 を 限って ひとつ 約束して 上 


げ ようじ やねえ か、 明日の 朝から 三日 だよ、 いい かい、 

その 間、 お前 は、 ここに 永く 泊って いるの もなん だろ 

うから、 これから、 ずっと 近江路 へのして 待って いな 

—— 近江路 はそう さねえ、 草津 か、 大津か —— いま 道 

中 記 を 見て、 しかるべき 宿屋へ 当り をつ けて 置いて や 

るから、 そこで、 ゆっくり 待って いな —— 」 

がんりきの 百 は 包み を 解いて 道中記 を 出し、 宿屋 調 

ベ をして いると、 お 蘭 どのが、 

「でも、 なんだか、 お金 は 欲しい に は 欲しい けれども、 

危ない ようで ねえ —— お金 は 戻っても 戻らなくて もい 

いからね え、 三日 目に は 帰って 頂戴よ、 大津 あたりに 


宿 をき めて 待って いるから、 手 ぶら でも かまわな いか 

ら、 三日 目に は 帰って 頂戴よう」 

さび 

と、 かな リ淋 しそうな 表情で、 しなだれ かかりました。 

「まあ、 そんなに 気 を 揉みな さんな よ、 色男、 金と 力 

は 無 かりけ りての は 昔の こと、 今時の 色男 は、 金 も 力 

も あると いうと ころ をお 目に かけて やりてえん だよ」 

と、 がんりきが 甘ったるい 返事 —— 

そのうち 二人 は、 道中記 を 調べて、 お 蘭 どのが 先へ 

行って、 待合 わすべき 宿屋 をき めて 置いて、 万一 の 時 

は、 その 旅 宿 も 目 じる し をつ けて 置いて 先発し、 がん 

りきの 百 は、 これから また 飛驛の 高山へ 逆戻りして、 


和 泉 屋の福 松のと ころへ 預けて 置いた 三百 両を取 戻し 

て、 お 蘭 どのに 見せて やるべく、 その 翌日 早朝に、 寝 

物語の 宿 を 立ち 出で てし まった のです。 美 濃 路へ後 戻 

り をしながら、 がんりきの 百 は 思 出し 笑い を、 したた 

か 鼻の 先に ぶらさげて、 

「ふ— ん、 甘え もの さ。 だが また、 こいつ は 格別 だよ、 

しろうと 

素人 じゃあね えが、 くろうと でもな し、 飛驛の 高山の 

田舎娘 上りと は 言い条、 どうして、 味 はこって りと 本 

場 物に出来て やがら あ、 口前のう めえ ところ は 女郎 は 

だしなん だが、 あれで、 気前と 心意気に はう ぶな とこ 

きむすめ 

ろが まる 残りなん だから 掘 出し物 さ、 いわば、 生娘と、 


まおとこ 

お 部屋 様と、 お 女郎と、 間男と を、 ひっくるめ たよう 

しろもの 

な 相手なん だから、 近 ごろ 気の 悪くなる 代物 だ あ。 な 

あに、 がんりき ほどの 者が、 たった 三百 両が 残り惜し 

くって、 飛驛の 高山まで 逆戻りの 危 ねえ 綱 を 渡る でも 

ねえ、 三百 両が 欲しけ リゃ、 どこかもう 少し 安全な 方 

面へ 当り をつ けたって、 つかねえ 限り も あるめえ もの 

だが、 あいつに あの 手文庫の ままの やつ を 持って来て 

見せて やりてえ —— まあ、 お前さん、 本当に 持って来 

て 下す つたね え、 何とい う 凄い 腕でしょう、 わたし や、 

お前さんの その 片腕に ほんとうに 惚れち まった よ —— 

な あんて、 あいつ を 心から 参らせて みるの も 悪い 気が 


しねえ テ」 

百の 野郎 は、 いや 味たら しい 思 出し 笑い をした 上に、 

「さて また、 福 松の 阿 魔 だが なァ、 あいつが また、 こ 

かお  けえ 

ちとら の 面 を 見せる とた だは 帰す めえ がの  色男て 

やつ は、 どっちへ 廻っても 楽 はでき ねえ」 

八十 一 

こういった 意気 組みで、 がんりきの 百の 野郎が、 高 

はやあし 

山へ 向けて 自慢の 迅 足で 飛んで 行って、 あの 警戒の 厳 

し い 中 を、 首尾よく 宮川 通りの 目的地まで、 忍んで 行つ 


たに は 行った けれども、 御 神燈の 明りが 入って いない 

ことで、 まず 胆を 冷し、 叩いて みると、 おととい あき 

家に なって いたと いう ことで、 ベ ソを搔 いてし まった 

の はいい ザ マです。 

尋常に お 暇乞い をして 北国の 方へ 出かけた という こ 

とだから、 夜逃げと いう わけで も あるまい が、 あんな 

i 舎 f II 妓に 出しぬ かれた の はがんり き 生涯の 不覚と、 

苦笑いが とまらな いが、 しかし、 こんな けんのんな 場 

所がら に、 寸時 も 足 を 留めて いる こと はでき ないから ■ 

すぐ その 足で、 がんりき はまた 飛んで 帰りました。 

帰りの 途中、 がんりき は、 思い出して は、 自分な が 


ら腹も 立たない ほど ばかばかし くって、 お 話に もなん 

にもなら ない と、 やけ 半分で むやみに 歩いた が、 それ 

は それで やむ を 得ない として、 さあ、 三日 目と 約束し 

た あの じだらくお 蘭に、 何と 言って 面 を 合わせた もの 

ゝ 0 

力 

くめん 

どうも 仕方が ねえ、 お代り を 工面して 行って、 それ 

で どうやら 御機嫌 を 取 結んで、 こっちの 男 を 立てる ま 

で だ。 お代りと いったと ころで、 ちょっと 大枚の 三百 

両だ、 そこいら にそう ザラに はころ がって いねえ、 こ 

れは こそこそ や 巾着切り じゃあ 間に合わ ねえ、 相当の 

荒仕事 をし なければ ならね えが、 さて どうした もの だ 


ろう。 

たるい 

がんりき はこの こと を 考えて、 美濃路 をつ いに 垂井 

の 宿まで 来て しまった のが、 三日 目の もう 夕刻です。 

今晚 中の 約束 だから、 夜明けまでに は 何とかして、 お 

蘭 ど の の 鼻先 へ 突き つけて 見せなければ、 がんりきの 

男が 廃る 三百 両の 金。 

関ヶ原 あたりに 転がって いまい もの かと、 あたり 近 

所 を 物色しながら 歩いて 行く うちに、 様子 ありげ な 数 

人 づれの 旅の 者と 行 違いに なりました。 行 違いに なつ 

たといった ところが、 向う から 来たのと、 こちらから 

そです 

行った のと、 袖摺リ 合った というの ではなく、 先方 は 


尋常に 歩いて いるが、 こっち は 天然 自然に 足が 早い も 

の だから、 追い抜いて しまって、 その 途端に 見返る と、 

がんりきの 頭へ ピンと 来た ものが あります。 

この 一行の 旅人 は、 普通の 旅人で はない。 見た とこ 

ろ、 村の 庄屋 どんが、 小 前の 者で もつれて 旅 をして い 

るよう に 見える が、 それにして は、 万事が がっちりし 

過ぎて いる。 この 中の 主人公と いう ものが、 田舎の 旦 

なり 

那 らしい 風 はして いるが、 どうして  

がんりきの 第六感で、 

「これ は 大物 だ わい」 

と 受取って しまいました。 三 井と か、 鴻池 という 大 


家が 旅 をす る 時に、 よくこん な ふうに やつして 旅 をす 

ると い つた やつ —— こい つ は 只 物で ねえ —— と 見破つ 

たがん りき は、 この 点に 於て、 さすがに 商売 がらで あ 

りました。 

これ ぞ —— 西 国へ 行く と 言って、 急に 甲 州 有 野 村 を 

旅立ち をした お 銀 様の 父 伊太 夫と、 その 一 行で ありま 

した。 

そこで、 がんりき は、 速 足 を ごまかして、 わざと 一 

行の あと を 後れが ちに 慕う ことになる。 

伊太 夫の 一行 は、 悪い 奴に つけられ たという こと を 

知らないで、 西へ 向って 急ぐ。 


新月 は 淡く、 関ヶ原の あなたに かかって いる 
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